


ト フ ノン シル ツ 技術 





No.31 


特集 基礎 か ら の ビデ オ 信 号 処 理 技術 


複合 映像 信号 の 理解 か ら ハ イ ビ ジ ョ ン 信 号 の 捉え 万 まで 











4 MICRO DENSHI EE でき に 





ご \N 只 更 の OADNAt 和 ら 和 


多彩 な 映像 ソー ス を 次 か ら 次 へ 選択 し 

て 送り 出す 番組 制作 で 、 何 より も 要求 さ 

れる の は 映像 の クォリティ で す 。 マイ クロ 人 捕 抽 ボ 二 

電子 工業 の AS-10 は 、 制 作 現場 の さま 還 還 SSRSS 
ざま な 要望 に 基づい て 開発 され た 最高 上 ( 「 | 
水準 の シン クロ ナイ ザー。 最 新 の メモ リ 。 
と コン バー タ の 採用 に より 、 従 来 に な い 数 々 の 優れ た 特 尾 

と 機能 を 装備 。 し か も 、 機 動 性 の ある コン パク ト 設計 に 加え 、 低 コス ト 

を 実現 し まし た 。 ス タ ジ オ は も ちろ ん 、 中 継 現場 な どの 過 

酷 な 使用 環境 下 で の 制作 活動 に 的 確 に 応え ます 。 


@ |Obit AD/DA コ ン バ ー タ を 採用 
@ | Mbit フ ィ ー ル ド メ モ リ を 搭載 
@ 新 SSL 方式 に より S/N の 悪い 映像 入力 も 安定 動作 。 
@ 4F、2F、|F の 3 モー ド フ リー ズ を 装備 
@D2(10bit パ ラ レ ル ) 出力 端子 付 (AS- 11、AS-12) 
@ GAIN,CHROMA ,HUE , SETUP , FREEZ の 
リモ コン 調整 端子 付 (AS-10 は FREEZ の み ) 
@ 自動 映像 等 化 機能 付 (AS-12 は 、NHK 
仙台 放送 局 殿 と 共同 開発 ) 
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第 16 草 


カラ ー・ ビ デ 


NTSOC 映 依 信 号 を 徹底 的 に 理解 
ビデ オ 信号 の 仕組 み と 規格 に つい て 
ビデ オ 回 加 同期 分 離 回 路 , 信号 発生 
回 路 で の 受 重 部 品 の 使い 方 
こす 
映像 信号 用 フィ ル タ の 使い 方 
テス ト ・/ パ ター ン ・ ジ エネ レー の 代わ り に ずる 
間 易 カラ ー・ バ ー・ ジ ェ ネ レー タ の 製作 
色調 整 や 色 効 果 が 簡単 に 行え る 
カラ ー・ コ レク タ の 製作 
ブル ー・ バ ツン 機能 や フエ ー ド 機能 
多 機能 ビデ オオ ・ セ レク タ の 製作 
オン ・ ス フリ ー ン ・ デ ィ ス プレ イ | 〇 を 使っ だ 
テレ ビ ・ タ イム ・ オン の R 人 1 
ネガ ・ フ ィ ル ム を 写し て プリ ント の 仕上 が り を 確認 で 
オ 信 号 用 ネガ 
水平 走査 線 を 選 め で オシ ロス コー プ で 観測 で きる 
ビデ オ ・ ラ イン ・ セ レク タ の 製作 
ーー 感度 の 測定 法 
oe jr ズ の 方 
の ーー カメ ラ の 外部 同期 と 画 百 成 
D/D-A 変 換 技 術 を 理解 
ビデ オ + 信 号 の ディ ジタル 処理 技 術 の 計 
デイ ジタル 負 理 で 簡単 に で 
ビデ オ 用 ソラ リゼ ーション ・ エ フェ ク タ の 製作 
S-VHS ビ デオ に も 対応 し だ 
デイ ンタ ル ・ ス チル 可変 速 ス トロ ボボ 装置 の 製作 
フレ ー ム 表示 と 追い 越し 防止 制御 機能 の 付い だ 
ピク チャ ・ イ ン ・ ピ クチ ャ ・ シ ステ ム の 製作 
特 珠 再生 や トリ ッ フ ・ プ レイ ガ 簡 単に 実現 で きる 
ビデ オ ・ フ ィ ー ル ド ・ セン の 抽 
ハイ ビジ ョ ン の 信号 規格 と MU 
高 男 質 映像 技術 ハイ ピ : ジ : ヨ ョ ン を 理解 する 


編集 の 専門 用 語 を 覚え て ビデ オ 編 集 の 腕 を 上 げ よ う 


ビデ オ 編 集 と 編集 機器 を 理解 する 


・ ポ ジ 反 転 器 の 製作 


長谷 川 孝 美 


村上 信幸 …118 
艇 尾 幸 夫 …124 


河村 裕美 
村上 信幸 
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本 有 070YM 572 





名 ヤ っ) 家 H7 


提 是 (8 日) 人 


の キマ 作 机 う 
凡 や と と 月 と 一 芝 \/ 
ル と 3 号 @ の 日 ' 〇 旨 
Y 騙 呈 時 一 ツ ・ー と コ 
コノ " 販 曽 合 の 流 選 の つ 


滞 時 (D9 日 ) 日 











の 中 マイ 人 舞 う 1 田 弄 乏 々 と イヒ ・ー と G 専 ロ 表 つう PB 過 曽 生 の マザー 
ジマ / 主 ) 黄 遡 の ば 旨 愛 留 責 


愛用 冶 才 いい 号 紀 の 民 可 3 い Y 
ママ マウ 呈 や 末 回 生野 の 錠 疫 
コ 央 馬 の 宮 肛 刀 独 巴 紀 の ああ イ 豆 U 


や 回 -) 回 チマ と 一 ビジ ・4( 選 二 肢 選 


* 逐 倒立 圭 隊 王 と の 原 交 の @ ベ ペー ・ と 
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選 包 届 部 の 日 “ り ' 日 " 宇 つ 券 洋 の ペー]/ キ 


| 回 セ ウゴ と ー ヒ と ・ 和 4 グン 生 肢 避 
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い 縛 朋 腹 (半日 ) 
選 導 “1 泌 竣 人 卓 ぎ ンコ マ イマ 
ウマ 々 の ⑦ 豆 也 つ 秘 竣 の 肢 豆 
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EICNE と スナ ちの 2 
< と N/・ コ とら の ママ 人 肝 画 つ と メ っ / 
"つつ とい 己 紀 の 2 
っ 性 各 日 "用 うず) 胎生 四宮 上 1 
テ ほぼ 
1 る 旧 
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1 の ⑦ 
^ ム ヒビ 重 
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性 … 錠 責 コ の 沙 い い Y … マ 7 者 区 攻 と と 当 は い | 
と 到 立 上 机 名 全日 6 の つる 還 と 
っ ー マ ル っ 馬 日 ' 呈 っ 光導 の と つ 衣 人 8 選 細 
の 富 昭 "ん 1 
= マ * 『4 





マイ と AZ 革 時 錠 多 





トラ ンジ スタ 技術 SPECIAL ゃ 早い も の で 今回 で 31 号 
を 迎え まし た 。 それ を 記念 し て と いう わけ で は あり ませ ん 
が 。 今 号 か ら 表 紙 の イラ スト を パソ コン Macintosh で 描 
ゅ いて Vs ます 。、CG と いえ ば 3 ト で 制作 きれ た レイ ト 
ピー シン グ 物 を 想像 され る で し ょ う が , 本 誌 の 表紙 は 今 ま 
で の 流れ を みて も わか る よう に , 空想 上 の 3D 世 界 を ェ エ 
ア ・ ブ プラ シ で 描い て きま し た . その 流れ を 崩さ ず に パソ コ 
ン で 描く と どう な る の な か 制作 の 過程 を 説明 し ます . 

っ @ サム ネイ ル 

次 号 の 内 容 が 決ま る と , 編集 者 と 打ち 合わ せ を し て 内 容 
に 沿っ つた イラ スト を 考え ます . ある 程度 イ メー ジ の 回 まっ 
だ も の を サム ネイ ル ( 写 真 1) と 呼ぶ ドス ケッ チ に 起こ し 。 3 
策 ほ ど で き た と ころ で ふた た び 打 ち 合 わせ を し ます . 

@ カン プ 作 成 





(写真 1> サム ネイ ル を スキ ャ ナ で 取り 込ん だ と ころ . 最初 は 3 
案 あ っ た が , 結局 の ② に 決ま っ た . 


穫 ファ イル 編集 モー ド イメ ー ジ フィ ル タ 選択 範囲 ウィ ンド ウ 





ビビ Ii し No00 


疹 打 ハー ド テ イス CSC| 活用 技術 の すべ て 
ふせ 7 て バカ ハー トバ ペン フト の 1 て で 4 


ININI レ ウラ き 民 較 | 
国司 還 回 固 局 了 賠 


回 
回 回 


画 


口 
口 


写真 3> トラ ンジ スタ 技術 SPECIAL の 表紙 の フォ ー マ ッ ト に 
で きた イラ スト を 張り 付け カン プ が で きる . 


ー 表紙 作成 の 埋 側 


カン プ と は で き あ が り の 印刷 物 を イメ ー ジ し て 作っ た ダ 
ミー 版 の こと で ,。 ラフ スケ ッ チ と も 呼ん で いま す . 

この カン プ 作 成 で 初め て Macintosh の 登場 と な る わけ 
で す が , まず サム ネイ ル を スキ ャ ナ (EPSON GT-6000) で 
取り 込み Adobe Illustrator3.0 の 新規 作成 の 下絵 (写真 2) 
と し て 開き ます .。 ここ で は この イラ スト 自体 が また 下絵 と 
な る の で あま り 突 っ 込ん で は 描き ませ ん . 

全体 の フォ ルム を 修正 し な が ら あ る 程度 まで 描い た ら 。 
いっ た ん 保存 し て 今度 は Adobe Photoshop2.0 で ふ 、 た た び 
開き ます . ここ で どの 程度 の 解像度 で ファ イル を 開く か 設 
定 で きま す が ,。 カン プ な の で ディ スプ レ イ と 同じ 72dpi 
(Dot per Inch) に し て お きま す . 

開い た イラ スト を 元 に 3D ソフ ト Kay Dream Designer 
で 作っ た 球体 や 風景 を 張り 付け て いき (写真 う 3), 最終 的 に 
で き 上 が っ た イラ スト を 本 紙 の フォ ー マ ッ ト に 張り 付け て 
た が の と ルル" 更 
久本 番 の イラ スト 作成 

カタ ンプ が で きた 後 , 直し た い 部 分 が で きた ら こ こ で 直し 
ます 。 また だ 前述 の よう に LIllustrator か ら Photoshop に 移 
行 し た 後 で の ハン ドリ ング は た い へ ん 重く な り ま すか ら 。 
Ilustrator で 描け る も の は そこ で 描い て し ま いま す . 

Ilustrator の ファ イル を Photoshop2.0 で 開 < 場合. カン 
プ で は 72dpi に し まし た が ここ で は 最終 的 な 出力 媒体 の サ 
イズ (4000X2700 ピク セル ) に 合わ せま す 。 開い た 後 は 不用 
な 部 分 を 切り 取り , 選択 と ペー スト の 繰り 返し で 半日 以上 
が 費やさ れ , や っ と で き 上 が り ま す ( 写 真 4)、 ( 袋 原 圭介 ) 

イル 


転 葛 ファ 編集 アレ ンジ 画面 ベイ ント 文字 ウイ ンド ウゥ ウ プラ フ 


= 
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< 写真 2> スキ ャ ナ で 取り 込ん だ サム ネイ ル を 下絵 (グレ ー 表 示 の 
部 分 ) に し て , その 上 か ら 描 いて いく . 








写真 4> 選択 お よび コピ ー& ペ ー ス ト を 繰り 返し て , 右側 の 絵 
を つぎ つぎ に 張り 付け て いけ ば 完成 . 







ほり な い 学 宙 を コン パク ト に 搭載 / 
ら 品 F 信号 発生 器 シ リー ズ 


エイ デン の 衛星 放送 用 信号 発生 器 シ リー ズ は 、 発 表 以 来 多数 の ご 使用 を 頂き 、 
ご 日 F 受信 機 の 普及 と 技術 の 進歩 に 貢献 し 、 業 界 を 常に 一 歩 リ ー ド し て まい り 
まし た 。 主 な 特長 と し て は 、 日 ら ・CB は も と より 、 ア メリ カ や ヨー ロッ パ 仕 
様 に も 対応 し 、 ミ ュー ズ 信 号 、DeMAO 信 号 の 伝送 も 可能 で す 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー テ mm 
衛星 放送 用 TV 変調 器 

L」MUSE/DzMAC 切 換 式 

「 出力 周 波数 950 一 2000MHz(10kHz STEP) 

[DC-FM 機 能 

L IF 出力 可能 

L」GP-IB 標 準 装備 
出力 レベ ル 二 10dBmーー80dBm(1dB STEP) 

「 99 通り の メモ リー 内 蔵 













L] インター リープ 機能 付き の デー ター チャ ン ネ ル 入 力 


: 2 チャ ン ネ ル の SIN 波 発生 圭 内 基 
間 還 還 語 is | CGCP-IB 様 準 装備 
5 1 l ロ S/N 90dB 以 上 





※ 仕 様 お よび 外観 は 予告 な く 変 更 さ れる こと が あり ます の で ご 了承 下さ い 。 


上 け に 『 
呈 CD.LTD 
エー ュ ル コ 戸 , どっ 営業 部 東京 都 世 田谷 区 三軒茶屋 1 一 8 一 15 悪 154 容 (03)3424-4651 作 
ピー 電 株式 会 社 本 社 ・ 工 場 プ 神奈 川 県 川崎 市 多摩 区 堀 1-22-10 吉 214 容 (044)811-1371⑯ 


資料 請求 No.5 


/ ビ ング ソン ノ ゲ ナ オー 


機器 周辺 友 を スッ キリ こと 。 
3-5 本 の 同軸 ケー ブル を マル チケ ー ブ ル 化 。 ワ ー ク ステ ーション 周辺 の 
配線 を スッ キリ と させ ます 。 


コン ポー ネン ト 信 号 に 対応 し た カラ ー 同 軸 ユ ニッ ト で CG 機 器 や 、 
デジ タル ビデ オ 機 器 、 ビ デオ プロ ジェ クタ ー な ど に 最適 で す 。 





マー 





人 






全て の 回 線 が 1 本 に まとめ られ て いる た め 、 
従来 の 同軸 ケー ブル に あっ た 長 さ 違い に よる 
位相 補正 の 必要 が あり ませ ん 。 


ワー クス テー ショ ン 等 の 接続 用 に 。 
設備 工事 の 作業 省 カ 化 に 。 


商品 構成 特性 イン ピー ダン ス 75 ロ 


を 
56|5%A| 78 V9-96 | 5 V.96 Rs] 
156]gy] 69 | 6 | so| MLee eri 
GT5G|5tA] 87 We-9e | Vee mi| 







BNC 型 コネ クタ 付 
の アッ セン プリ 品 も 
ご ざい ます 。 


カナ レ 同 軸 マ ル チ ケ ー ブ ル 従来 の 同軸 ケー ブル 





ブ 7 ブ / 4 テア た スス ララ デア メア コ 


ト < 胡 
@ 東京 本 社 会 03(3635)82414⑯ 〒130 東 京都 星田 区 両国 4 地目 37-2TKF 会 館 4F -@ 大 阪 営業 所 谷 06(229)8021⑯ 福岡 出張 所 全 092(713)5781 @ 名 古屋 本 社 谷 05617(2)3011⑯ 


資料 請求 No.6 


ビデ オ コ ン バー ター 選 画像 処理 入 性能 は プロ 組 で す / 
INEWI RGB コ ン バ ー タ | | フ ルビ デオ コン バー タ | 回 KI ビ -004 1 


(KIC-0UOU41) カラ ー| (KID-0UOB0D) @ 基板 一 式 (検査 済 、 完 動 品 ) 
\13.0U0 
“ (ケー ス 、 電 源 等 一式 付 ) 
8 ン GB ビ 信二 を コン ボン ジッ 8 ・ 
50 を ト 信号 に フル カラ ー( 全 | 上 \\ 己 3,UUO 
| 8 作 は 穫 水 て 笑 換 し ます < 9 ご 
1 ” の で 、 中間 名: 多用 調 計ら 2aa 間 に 國 く | じ -00 ヨ 0 


MA さ A 昌 4 等 の 豊富 な ソフ ト も に 2 で 1 2 
に 変換 し ます s 実 (- 府下 @ 基板 一 式 (検査 済 、 完 動 品 )・ 放 eo 


5 丈 フ イ 1 7 を 1G ) ピ 月 、 上 ィ て この 

こ 球 フィ ルク を 使用 、RGB ORT の 人 を 委 |  *RF ユ ニッ ト を 款 する に より 、 \9.800 
まで 発揮 し ます ロト が 利用 て ro 1 | 3 ヽ 

@ ブ リア ンプ 付属 で す の で 、RGB 各 色 の 調整 が 可 @ ク ロッ ク 回 路 他 に より 、 入力 の 変化 に 対 人 @ 元 成品 (ケー ス 、 電 源 等 一 式 付 ) いい *・ 


mo 


能 (TTL CRT も 少々 の 改造 で アナ ログ CRT に い 、 明 る さ ・ カ ラー パラ ンス は 一 定 に 保 て ま す 


仕 様 wa 
沈 "ROBE ピー e 人 A じ バッ ク な し 18.800 
LE 「 方 ( 5.75kHz)(200 ラ イン ※ アナログ マル チ 対 応 各 \P.,0UDU 増 
力 : コン ボ ジ ッ ト (NTSC) 出力 : RGB セ バレ ー ト 出力 : コン ポジ ッ ト (VIDEO0) 信 号 〔[NTSC〕JRF モ ジュ 
EMMAEN AA アナ ログ レベ ル TTL も 可 レー タ 使 用 に より 、TV も 可 オォ フシ ョ ン ) に こ 
源 : DCI2V 0.4A 電源 : DCI2V 0.5A(VIDEO 出 力 の み の 時 、 十 5V 0.3A る KIC-0041 完 成品 
対応 : 水平 周波 数 15.7 一 16.2kHz サイ ス 


CRT 垂 直 周 波数 50-63kHz の RGB CRT(200 ラ イン 応 用 例 WI50XDI70XH58m 
@ 家庭 用 TV を RGB パ ソコ ン の CRT と し て 使用 で きま す Ko 
応 用 例 $ ヒデ オ 編 集 に RGB バ ソコ ン を 利用 で きま す ( タ 0 ペー ニン ジン 9 
e RGB 信 号 の 取り 込み に DON 4KIC-0090 完 成品 
e@ チ ュー ナー 使用 に より 、RGB CRHT が AV テレ ヒ ンコ 末 還 モブ フラ デーブ に 刊 生 で きま サイ ス 
1 人 ご ae 雪 ーー @ この 他 、 画 像 処理 用 と し て 応用 多数 ゃ * ン WI50XDI70XH58 


に ん (TV 番組 が 鮮明 に 見 と < = 
に UTUV 埋 旨 が 本 9 に 売れ ます 。) | し @ RGB ア ナ ロ グ 21 ビ ピン 対応 (文字 放送 、 キ ャ プ テ 
@ 画像 処理 用 変換 器 と し て 各 分 野 に 応用 可能 で す ン シ ス テム 等 ) あ り ま す 。( 各 \2.000 増 ) 


上 っ ッッ カー ニー< 婦 商 品 の ご 注文 は 、 住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 を ハッ キリ 書い て 、 直 
株 キョー ワイ ンタ ー ナ ショ ナル be 
〒141 東京 都 品川 区 西 品川 2-6-3 に て 、 お 願い し ます 。 送 料 は 、 注 文 合計 額 8.000 円 以上 は 無料 、 そ 
公 03-5496-1046 代 FAX.03-5496-1047 れ 未 満 は すべ て 800 円 を 加算 し て 下さ い 





資料 請求 No.7 


/。 


ドカ アブ TI34010 


PC-9801 シ リー ズ 対 応 
@10P4X/BB ド ッ ト 、P55 色 表示 の 17inch (又は 0 
inch) マル チ ス キャ ン カラ ー モ ニタ ー 
1 ' 、 @ 〇 O-]00U 高 解像度 グラ フィ ッ ク ボ ー ド 
1 人 8 ぃ @ ソ フト ウエ ア 支 援 
高 解像度 グラ フィ ッ ク ボ ー ド NEC、 て バ ※ グ ラフ ィ ッ クソ フト 開発 ツー ル 
【 特 長 】 NN の 17Inch モ ニタ 9 の セッ ト 価 格 : 358.000 円 
テン いい * InCO モニ ター 仁 ツ 8 
91064X760 ド ッ ト 誤 衣 代 = " 開 へ p0inch モ ニタ ー 付 き セッ ト 価 格 :398.000 円 
@ |57/ 万 色 中 P55 色 表示 1MB ME て の へ ころ ころ ころ へ ころ ころ へ ころ つこ ゐ ころ ころ ころ ころ ころ ころ ころ ころ へ へ ころ ころ ころころ へ こ へ こっ 
@ TI34010 グ ラフ ィ ッ ク 専 用 ] は 、、、 4 
プロ セッ サー で スピ ー ド > ッッ プ に EE も コミ FE』 IBM PC AT AX 用 も 提供 可 
@ 標準 640<400 ド ッ ト の 表示 も 可 計 : も と 3 あの > あッ ルプ 聞 4w4 ア ァ 柱 一 ーーーーー シ ステ ム 構 成 


@1MB VRAM ー 時 > 一 17incCh 又 は 、60inch 高 解像度 モニ ター 
101 東京 都 千代 田 区 神田 駿河 台 2-1-19 Pa ye 
@4MB DRAM 隊 UK 叶 の 17 田 人 T 用 高 解像度 グラ フィ ッ ク ポ ボード 


@ | 台 モ ニタ ー で 高 解像度 標準 TEL : 03-3219-7895.03-3233-4540 et 


モー ド の 切替 表示 も 可能 FAX : 03-3293-7157 Locouass an 組 
POPSPSPSP の SPPSPSPSPS 生 ー 交 は 、 品 名 住所 ・ 志 話 知 号 々 は っ さり 者 いて RMB-W rio ドラ イ て 
の MS-WindowS3.0 ド ライ バ 開 発 中 現金 書 第 に て お 申込 下さ い ※AUTO CAD 10S&11 ド ライ バ 

2 ※ 製 品 に 関す る ご 不明 点 は 、 お 問い 合わ せ 加 さい 2 
の へ その他 ソフ ト 続々 開発 中 ' ※TIGA SGOft ド ライ バ 





資料 請 来 No.17 


77,e /77ss777 7777 た. コン ピュ ー タ 画像 と TV を リン ク す る 。 


土 通 アッ プレ SONY サン マイ クロ シリ コン グラ フ 
TV カメ ラ RC 9801 由 和 OWN 邊 AP/MAO-il 8 -55 NEW5 SUN-3、4 | 由 | 








スー パー 用 入力 財 










川 川 川 用 川 目 吊 風 川 | 
川 川 川 用 吊 吊 和 風 
上 有川 川 川 吊 腹 朋 風 川 風 
4 川 川 川 吊 









川 川 川 川 吊 川 
川 川 川 川 川中 






(VS-980 (VS- 97 0 


川 川 川 川 川 川 川 づつ | 
川 川 川上 
ドー] 人 


Ba lu ア ュ メー に 6 液晶 ビジ ョ > ハイ ビジ ョ ン モ ニタ ー 
紀 -VHS 』 VHS コン トロ AC-7000 液晶 ビジ ョ ン 





放送 用 モニ ター 品 
スー バー イン ポー ズ 用 
で = OO ーー > 
ーー トト 5 プロ ジェ クタ 
コマ 撮り 用 VTH 
PC-9801 RAMTEK RAMTEK RAMTEK CG(640xX400 一 
9450 INTERGRAPH PS-2(H/R) INTERGRAPH 1280X1024) 
IBM PGA SUN-3.4 PS-5551 SUN-3.4 
IBM VGA IRIS-4D IBM5550 IRIS- 4D CVS-810 
MAC-Il 4336 IBM5560 4336 CVS-900B 
ンコ ン バ ー IF-800 HP-9000 IBM5570 HP-9000 CVS-910 
スキ ャ ンコ ン バ ー タ 機種 一 覧 表 BS-21 NEWS 9801 X じ / NEWS CVS-950A 
5 に キャ プ テ ン GRAPHICA 9801 RL GRAPHICA CVS-960 
当社 の スキ ャ ンコ ン バ ー タ に 入力 可能 な | (sr) IBM AT(N.N) FMR-60.70.G-150 | IBM AT(N.N) 
各社 の 機種 は 右 表 の と お り で す 。 FM-TOWNS IBM-5080 1-BUS(USA) IBM-5080 上 記 対 応 の PC/CG 


FMR-50 NEC EWS-4800 B-16(HITACHI) NEC EWS-4800 機種 すべ て 

PS- 1 DEC-GPX 上 F-800(OKI) DEC-GPX 

CG(640X480・ APOLLO BS-21(NTT) APOLLO 

512 メ 512) TAITAN DS-7( 日 本 ユニ シス ) TAITAN 

NON INTERLACE/ | OMEGA-3600 N5200-07(NEC) OMEGA-3600 

INTERLACE COMUTEC CG(1280 メ 1024・ COMUTEC 
SIGMEX 1150X760) SIGMEX 

NTSC・PAL STELLAR INTERLACE STEALLAR 

RGB 入 力 HITACHI 2050G HITACHI 2050G 
CG(1280X1024) CG(1280 メ 1024) 
NON INTERLACE NON INTERLACE 


高 精細 ロ 画 像 を 鮮明 に TV 信号 化 
ジジ リリ ー ズ CV$-980 nmu 


NR , 民 屯 
nnONW ペ NNVNN ペ 一 
てい NN ぐ こい ペー 








いく ) 


コン バー タ 〇 V シ リー ズ は 、 用 途 ・ 規 模 に 合わ せ て (VS-970 
豊富 な ライ ン ア ッ プ の 中 か ら 選 べ ま す 。 CV$-950A nmu 
CV$-960 npAl 






CV$-900B momu 
CV$-910 nm 
CG 信 号 切 替 器 

本 証 議 義 5W-950 
| ( ml に 計 DA-950A 
アニ メー ショ ンコ ント ロー ラー 
お 問い 合わ せ 、 資 料 の ご 請求 は AC-7000 


h、 e 本 器 の 仕様 、 外 観 は 改良 の た め 予告 な く 変更 する こと が あり ます 。 
間 8 @ 上 記 に 表示 され た 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 


株 式 会 社 山下 電子 設計 
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資料 請求 No.8 


特集 基礎 か ら の ビデ オ 信 号 処理 技術 


復 合 映像 信号 の 理解 ひら ハイ ビジ ョ ン 信 号 の 捉え 方 まで 


ビデ オ ゴ 信号 刀 理 を 理解 する に は , ビデ オ 信 号 の 仕組 みか ら 知 る 必要 が あり ます . 今回 の 特集 
で は ま ざ , ビデ ゴ 信 号 の 基礎 知識 を 紹介 レ し , アナ ログ 信号 の まま 負 理 で きる ビデ オ 信 号 加工 
機器 を 製作 し ます . まだ , ビデ オ 信 号 の ディ ジタル 化 処 理 に つい て , その 理論 , 手法 な ご を 
わか が りや すぐ 紹介 し ます . これから の テレ ビ , ハイ ビジ ョ ン に つい て も 言及 し ます . 








カラ ー テ レビ が 発売 され て も う 30 年 以上 に な り ま 
す 。 アナ ログ 技術 者 を は じ め 。 ディ ジタル 。 通信 ネッ 
トワ ー ク , ソフ トウ ェ ア の 技術 者 も ビデ ォ 信 号 を 扱う 

会 が 増え て きま し た 。 

本 稿 で は 国内 で 使用 きれ て いる NTSC 方 式 映像 信 
号 の 仕組 み と 規格 に つい て 少し 詳し く 解 説 し 。 ま た 。, 
専門 外 の 方 で も 理解 し や すい よう に や さ し く 説明 し た 
ゅ いと 思い ます 。 


ビデ オ 信 号 に は いろ いろ な 種類 が ある 


ー ロ に , ビデオ 信号 と いっ て も その 種類 は さま ざま 
で す 。 一 般 に ビデ オォ 信号 と いう と 。 コン ポジ ッ ト ・ ビ 
デオ 信号 (複合 映像 信号 ) の こと を いう こと が 多い よう 
で す 。 し か し , ビデ オ 信 号 の 本 来 の 意味 は 映像 信号 全 
体 を 意味 し ます の で , 場合 に よっ て は 注意 が 必要 で す . 
@ NTSC 方 式 , PAL 方 式 , SECAM 方 式 

国内 で 使用 きれ て いる 映像 信号 の ほとん ど は ,。 これ 
か ら 説明 する NTSC 方 式 と 呼ば れる も の で す . 

国内 で 使用 きれ て いる NTSC(National Tele- 
vision System Committee) 信 号 は 。 1953 年 に FCC 
(Federal Communications Commission) に よっ て 承 
認 き され , 翌年 の 1954 年 より 米国 で 使用 きれ て いま す . 
国内 で は 1960 年 代 初 め よ りこ の 方 式 を 標準 方 式 と し 
て 実用 化し まし た . 世界 で は , この あと に 発表 され だ た, 
イギリス や ドイ ツ の 一 部 で の 標準 の PAL(Phase 
Alternating by Line) 方 式 や ,。 フラ ンス や ソビエト で 
の 標準 の SECAM(Sequential Memoire Color tele- 
vision System) 方 式 な ど が あり ます . 

さら に 国 や 地域 に よっ て , 多少 の 違い が ある 場合 が 
あり 肖 ま 。 

な お , これ ら の 信号 は , 最近 の ディ ジタル 技術 に よ 
り 各 方 式 へ の 変換 が で きま す . いち ば ん 大 き な 違 い は , 
走査 線 数 と 1 秒間 に 送ら れる 映像 の 枚数 で 。 NTSC 
信号 は 525 本 /30 枚 に 対し て , PAL と SECAM で は 
625 本 /25 枚 で す 。 

PAL, SECAM, NTSC 信号 を 相互 に 変換 する と 
き は , この 差 を 吸収 する た め に 映像 信号 を 一 時 メモ リ 








に 記憶 し , ディ ジタル ・ フ ィ ル タタ に よる 補間 処理 な ど 
を し て , 変換 後 の 走 査 線 数 と 映像 枚数 を 得る よう に し 
ます 。 し か し , 静止 画 で は 十分 な 画質 が 得 ら ん れ ます が , 
動画 で は 映像 枚数 の 違い に より 。 と き お り 不 自然 な 動 
き に な り ま す . 

まだ , カラ ー 信 号 の 変調 方 式 も 違い ます が ,。 この 点 
は , お 互い の 信号 を 変調 前 の 形式 で 処理 し , 変換 する 
変調 方 式 で 再 変調 する こと に より 対応 し ます . 
@ ス タン ダー ド 信 号 と ノン スタ ンダ ー ド 信号 

NTSC 信号 に は , スタ ンダ ー ド 信号 と 呼ば れる も 
の と , ノン スタ ンダ ー ド 信号 と 呼ば れる も の が あり ま 
全 

スタ ンダ ー ド 信号 は テレ ビ 放 送 や レー ザ ・ デ ィ ス 
ク ・ プ レー ヤ の 再生 な ど に 使用 し ,。 これ ら の 信号 は 
NTSC 信号 本 来 の 規格 内 に あり ます . 

ノン スタ ンダ ー ド 信号 は ホー ム ・ ビ デオ の 再生 や テ 
レビ ・ ゲ ー ム な どか ら の 出力 信号 に 使用 し ます . これ 
ら の 信号 は NTSC 信号 を 映す テレ ビ で 見 る こと が で 
きま す が 。 NTSC 信号 の 規格 か ら は 少し ずれ て いま す . 

この 2 タイ プ の 信号 は , 特殊 な 信号 処理 を する と き 
に 無視 で き な い こと が 起こ る 場合 も 多々 ある の で 注意 
が 必要 で す . 

また だ た, 近年 映像 の 高 画質 化 や ディ ジタル 化 が 進み , 
従来 の 規格 の 許容 範囲 で は , 色 信号 と 水平 同期 信号 の 
位相 問題 が 無視 で き な く な り ま し た . そこ で 。 従来 の 
NTSC 信号 より 厳し い EIA( 米 国電 子 機械 工業 会 ) の 
RS-170A と いう 同期 信号 規格 が 使用 きれ る よう に な 
9 まな 。 

この 規格 を 一 般 に スタ ジオ 送出 規格 と 呼ん で いま す . 
表 1 に NTSC 信号 規格 を も と に 作ら れ た 電波 法 で の 
規格 と RS-170A の お も な 相違 点 を 示し ます . 

これ ら の 特徴 に つい て は ,。 NTSC 信号 の 規格 の と 
ころ で も う 少 し くわ し く 説 明 し ます . 


映像 を 電気 信号 に 変換 し 伝送 する 


NTSC 信号 の 細か な 規格 の 説明 の 前 に 。 映像 を 電 
気 信号 に 変換 し 伝送 する 原理 に つい て 先 に 説明 し ます . 


トン シス タ 投 術 
品詞 ビビ I 中 し 























と 月 の っ へ) 二村 本 填 : > 
水平 プラ ン キ ング 幅 90 IRE に お いて 最大 0.18H (11.44zs) ポキ EN 
4IRKE に お いて 最小 0.165H (10.49/s) 人 10.8e こ 













RI 
Pe 
1 提 
2 
且 記 RS 


フロ ント ・ ポ ー チ 幅 モ セットアップ 4IRE と 同期 一 IIRE と の | セッ ト アッ プ 4IRE と 同期 一 20 IRE と 
間 で 最小 0.02H (1.27s) の 間 で 1.5zs 土 0.1zs 
水平 同期 信号 幅 同期 一 4 IRE 点 の 間 で 同期 の ー20 IRE 点 の 間 で 

0.075 昌 土 0.005H (4.77/s 土 0.32/s) 4.7s 士 0.1s 














プ ブリー ズ ・ ウ ェ イ (水平 同 | 同期 一 4 IRE 点 か ら バ パー スト 立ち 上 が り | 同期 の ー20 IRE 点 か らち バー スト の 最初 * 換算 値 。 EIA 
期 後 線 か ら バ パー スト の 立 | まで 最小 0.006 是 (0.38zs) の ゼロ グ クロ ス 点 まで * 規格 で は 同期 前 緑 












ち 上 が り ま で ) 0.6s 土 0.1/s 


バー スト ・ サ イク ル 数 最小 8 サイ クル 9 サイ クル 
バー スト ・ レ ベル 40 IRE 土 4 IRE 40 IRE 土 2 IRE 


バー スト ・ エ ン ベ ロ ー プ 10% 一 908% レベ ル の 間 で 
2 パルス の 立ち 上 が り , 立 | 10% 一 90% レ ベル の 間 で 10%ー90% レ ベル の 間 で 
ち 下 が り 特 性 最大 0.004H(0.25s) 0.14s 土 0.02zs 


チー・ サ ジル ャ リア と | 機 定 な を し 水平 同期 信号 前 縁 一 20 IRE レベ ル と み 


水平 同期 信号 と の 相対 関 ラー・ サ プ キ ャ リア の ゼロ クロ ス 点 と が 
係 (SC-H タダ タイミング) 一 致す る こと {許容 差 土 40 度 ( 土 31ns) } 


垂直 プラ ン キ ング 幅 0.07V 十 0.01V, 一 0V 20 甘 十 1H, 一 0H 
(19H 十 2H, 一 OH) 


か ら 5.3 土 0.1s 























垂直 同期 信号 切れ こみ 幅 | 同期 一 4 IRE 点 で 同期 一 20 IRE 点 で 
0.07 是 土 0.01H (4.45/s 土 0.63/zs) 4.7s 土 0.1zs 

等 化 バ ルス 幅 同期 一 36 IRE 点 で 同期 一 20 IRE 点 で 
0.04H (2.54/s) 2.3s 士 0.1/zs 


水平 同期 前 縁 か ら セ ッ ト | 同期 一 4IRE 点 か ら セ モット アッ プ 4IRE | 同期 一 20IRE 点 か ら セ ッ ト アッ プ 4 
ク ググ 二 で まで 最小 0.145H (9.22s) IRE ま で 9.4zs 土 0.1s 


水平 同期 前 線 か ら バ ー ス | 同期 一 4 IRE 点 か ら バ ー ス ト 後 縁 0 IRE | 同期 一 20 IRE 点 か らち バー スト 後 縁 ゼ ロ 
ト の 後 縁 ま で 
















まで 最大 0.125H (7.95s) クロ ス 点 まで 
導 ク グー サザ サフ キャ リ 7 285 サ オダ グル 


土 40 度 (7.82s 土 0.03s) 



















H : 水平 走査 期間 ( 呈 63.556/s) 
IKE : 規定 映像 レヒ ベル ( 三 0.714V) を 100 と する レベ ル 単 位 . 同期 レベ ル (0.286V) は 40 IRE と な る . 


< 図 1> 光 の 3 原色 





(a) 加 色 法 に よる 色 混 合 (b) 減色 法 に よる 色 混 合 


各 方 式 で 。 数 字 に 若干 の 違い が あっ て も テレ ザビ 方 式 す は これ に 相当 し ます 。 ま だ た 。 1 (b) は 減色 法 に よる 


べ て に つい て 。 また だ た 。 ハイ ビジ ョ ン で も 考え 方 は まっ 色 混 合 の 場合 で , カラ ー 印 刷 な ど が この 方 法 で す 。 た 
だ た だく 同じ で す 。 だ し, 印刷 の 場合 は 3 原色 以外 の 色 の イン キ も 使用 レ 
@ 色 の 3 原色 と NTSC 信号 の 色 ます . 

太陽 の 光 を プリ ズム に 通す と 7 色 に 分 離し ます . こ 人 の 目 が 感じ 取る こと の で きる 光 と の 波長 は 400nm 


れ は , 光 の 波長 に よっ て プリ ズム を 通っ た と き の 屈 折 か ら 700nm 程度 で ,。 その 特性 は 図 2 の よう な CIE( 国 
率 が 違う た めで す 。 また , これ ら の 代表 的 な 波長 の 光 際 照 明 委員 会 ) の 比 視 感度 曲線 に な り ま す , これ に 対 
で ある 青色 緑色 。 赤色 を 混合 し て 図 1 の よう に 任 "し て , 3 原色 撮像 タイ プ の テレ ビ ・ カ メラ が 出力 する 


意 の 色 を 得る こと が で きま す . 光 の 波長 と 感度 の 関係 は , 図 3 の よう な 分 光 感 度 特 
ここ で 。 図 1(a) は 加 色 法 に よる 色 混 合 で 。 テレ ビ 性 に な り ま す 。 いま 
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< 図 2> CIE( 国 際 照 明 委 員 会 ) の 比 視 感度 曲線 
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図 3 の 特性 を 図 2 の 人 の 目 が 感じ る 特性 に する に 
は , ふた つの 図 か ら も 理解 で きる よう に 青色 を 119。。 
緑色 を 59%, 赤色 を 30% の 割合 で 混合 する と ほぼ 等 
し く な り ,。 これ が 後 で 説明 する NTSC 方 式 の 代表 式 
の ひと つ に な り ま す .。 また , 色 の 座標 を x。 ヶ の 直交 
座標 で 表し た 代表 的 な 図 に 図 4 の CIE の 名 度 図 が あ 
り ま す .。 ヶ 軸 か ら 右 上 が り の 直線 が 光 の 波長 を 表し , 
すべ て の 色 は この 図 上 の *, ッ ヶ 座 標 で 表す こと が で き 


最近 の 大 型 テ レビ の 傾向 と その 技術 手法 


最近 の テレ ビ は プロ ジェ クシ ョ ン ・ タ イプ を は じ 
め 大 型 な も の が 人 気 を 呼ん で いま す . し か し , 画面 
が 大 きく な る に し た が っ て 画質 の 粗 が 目立ち だ す の 
で 。 良好 な 画質 を 得る た め に さま ざま な 新しい 技術 
が 取り 入れ られ て いま す 。 

まず テレ ビ の サイ ズ で す が 。 よく 29 形 と か 21 形 
と か いい ます が ,。 実は これ , アメ リカ と 日 本 で は 同 
じ サ イズ で も 違い が ある の で す 。 

日 本 で は , ブラウン管 の 外形 サイ ズ を いう の に 対 
し て , アメ リカ な ど で は ,。 実際 に 映像 が 写る サイ ズ 
を いう の で す 。 し た が っ て 。, 日 本 の 29 形 は アメ リ 
み の 27 形 に 相当 し , 21 形 は 20 形 に 相当 し ます . 
一 般 に 。 後者 の サイ ズ を ビジ ュ ア ル ・ サ イズ と いい 
ます 。 テ レビ の サイ ズ ち ょ っ と 計っ て みて は …・。 

最近 の 画質 の 流行 で す が , どう も 日 本 人 に は 明る 
ゅ い テ レビ が 好ま れる よう で す .。 その た め の 手 段 と し 
て 。 白色 を 再 っ ぽく し た り ( 色 温度 を 高く する ), 黒 
レベ ル 補 正 と 呼ば れる 手法 で 黒 レ ベル を 映像 内 容 に 
応じ で ダイ ナミ ッ ク に コン トロ ー ル し たり 。 アパ ー 
チャ 補正 と 呼ば れる 手法 で 映像 の 輪郭 を 強調 し た 

り 。 色 の 飽和 度 を 濃い め に 設定 し た り , その 内 容 は 
各 メ ー カ さま ざま で す . 

な ぜ こ の よう な 画質 が 好ま れる の か の 理由 は と い 





< 図 3> 代表 的 な カメ ラ の 分 光 感 度 特性 
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(3) 澤 央 法 高 
ら 


ます 

図 4 上 で R,。G。 B の 3 ポイ ント は 。 NTSC 信 号 
で 使用 し て いる 3 原色 の 座標 で す 。 この 3 ポイ ント の 
中 心 付近 C が 白色 で 。 この R, G,。 B の 3 点 を 結ん だ 
三角 形 の 内 側が NTSC 信号 で 表す こと の で きる 色 に 
な り ま す 。 NTSC 信号 で は これ ら の 座標 を 

Bー( ヶ 。 ッ ヶ ) 三 (0:14。'0.08) 

G ニ ( ァ 。 ッ ) 三 (0.21。 0.71) 


うと, 太陽 光 に 近い 蛍光 灯 が 家庭 で 使用 きれ る よう に 
な っ て , テレ ビ の 白色 が 相対 的 に 暗く 黄色 っ ぽく 見 え 
る よう に な っ た た め と 考え る 人 も いま すし , 筆者 の 友 
人 に は , アメ リカ 人 と 日 本 人 の 差 , つま り 。 瞳 の 色 の 
違い を 理由 に する 人 も いま す …. 

まだ テレビ 記 大 型 化し て きた こと に より 。 正規 の 
ガン マ て 補正 で は か な ら ず し も 良好 な 映像 が 得 ら れ な く 
な り ま し た 。 理由 は , 大 型 プ ブラ ウン 管 を 十分 な 明る さ 
に ドラ イブ する た め に は 。 現在 の 電子 銃 で は 容量 に 限 
界 が ある た めで す . そこ で 。 画面 全体 の 平均 的 な 明る 
さ を 検 出し て 。 暗い と き に は コン トラ スト 比 を 大 きく 
と り 。 明る いと き に は コン トラ スト 比 を 小さ きく し て い 
ます 。 この よう に する こと に より 大 型 テ レビ で も 電子 
銃 に 無理 な く , 見 た 目 に 明る く ダ イナ ミッ ク な 映像 が 
得 ら れ ま す . 

この 手法 は , テレ ビ 側 で 適応 的 な が ガンマ 修 正 を し て 
いる こと に な り ま す .。 さら に , 3 原色 の 色 座 標 も 従来 
の 図 4 の 三角 形 よ り は る か に 外側 に あり ます . これ 
は 近年 の 技術 進歩 に より ブラ ウン 管 に 使用 する 蛍光 体 
の 発光 色 が 改善 され て きた だ た めで 。 以前 より 色 再 現 性 
が 豊か に な っ て いま す . 

同期 信号 処理 で は , VTR が 家庭 に 普及 し て きた こ 
と も あっ て , 最近 の テレ ビ は 多少 規格 より 外れ た 同期 
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《 図 4> CIE の 色 度 図 





ドー( 々 。 ヶ ) 三 (0.67, 0.33) 
じ ニ ( 々 。 ) 三 (0.310。 0.316) 
CCIR く 国際 無線 通信 論 問 委員 会 > レポ ー ト に よる 
と し て いま す 。 
また だ た, 色 を 表現 する 手法 に 色 温 度 が あり ます が 。 そ 


信号 で も 十分 に 同期 再生 が で きる よう に な り ま し た . 
家庭 用 VTR の 信号 は , 規格 に 満た な い ほ どの ひずみ 
や 周 渡 数 の ずれ , 拉 れ な ど が あり ます . 

テレ ビ と いう 機械 は た い へ ん 融通 の きく 機械 で 。 三 
つの 同期 信号 の 足並み が そろ っ て いな く て も 同期 信号 
を コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 の 中 か ら 検 出 で き さえ す 
れ ば , それ な り の 映像 を 映し 出す こと が で きま す . 
ポー タブ ル ・ テ レビ な ど は さら に 進化 し て 。 同期 信号 
が 途切れ 途切れ に な っ て も 同期 流れ を お こさ な いも の 
も あり ます 。 
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の 定義 に 使用 し づら いも の が あり 映像 信号 で は あま うり 
用 いら れ ま せん 。 NTSC で の 白色 の 色 温 度 は 約 
6550K( ケ ルビ ン ) に な り ま す . 

これ ら の 値 は あく まで 標準 で あっ て , 国内 で 販売 さ 
れ て いる テレ ビ の 白色 は , この 値 よ り は る か に 青色 を 
帯び た 座標 。 色 温度 の 高い に と ころ に あり ます . 

NTSC 信号 で は 比 視 感度 曲線 に 対応 する 信号 を 映 
像 の 明る さ を 示 す 信 号 の 輝度 信号 と し て 扱い ます 。 ま 
た , 色 の 情報 を 送る た め に 輝度 信号 と 3 原色 の 信号 の 
差分 の 色差 信号 に 変換 し 。 この うち 2 信号 を カラ ー・ 
サ プ キ ャ リア ( 色 副 搬送 波 ) と 呼ば れる 信号 で 変調 し て 
輝度 信号 と ミッ クス し た 形 で 伝送 する 方 式 が 多く 用 い 
られ ます . 

この 信号 を コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 と いい 。 信号 
の 変換 方 式 は 後 で くわ し く 説 明 し ます . 

な お , 輝度 信号 は Y 信 号 ま た は ルミ ナン ス 信 号 と 
呼ば れ , 色差 信号 は C 信 号 ま た は クロ マ 信 号 と 呼ば 
れ ま す 。 

氏 光 を 電気 信号 に 変え て 伝送 する 

テレ ビ ・ カ メラ の 撮像 管 か ら の 電気 信号 を 。 テレ ビ 
の プ ブラウン管 に 伝送 し 加え る の が テレ ビ の 基本 で す . 
し か し , 撮像 管 と ブラ ウン 管 の 特性 が 比例 関係 で な い 


一 般 的 に カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア の 周波 数 が いち ば 
ん 厳し く , 許容 値 は 土 100ppm 程度 の ずれ まで で す 
が 。 水平 , 垂直 の 周波 数 は 土 5% 程 度 ず どれ て も 動作 
し ます . この 3 信号 が ば ら ば ら に 変化 し て も と りあ 
え ず 画面 は 再現 で きま す . また , 同期 信号 の レベ ル 
も 半分 ぐら いか ら 倍 ぐら いま で は , テレ ビ の 実力 で 
同期 信号 が 検出 で きま す . 

だ か ら と いっ て ,。 この よう な も の を 設計 し て よい 
わけ で は あり ませ ん 。 念 の た め 。 


橋 長 。 テ レビ は 最近 2 茨 大 ヶ 2 
ーー 








《 図 5> 撮像 管 と ナラ ウン 管 の 特性 
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< 図 6> NTSC 信号 の 占有 帯域 
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た め , 撮像 管 の 信号 を その まま 加え る こと は で きま せ 
ん 。 ( 

撮像 管 の 感度 は 図 5(a) の よう に 入射 光 に 対し て ほ 
ぼ 線 形 に 変化 し ます が ,。 ブラ ウン 管 の 明る さ は 図 5 
(b) の よう に 非線形 に 変化 し ます . そこ で 両者 が 比例 関 
係 に な る よう に 補正 し な く て は いけ な いわ け で ,。 この 
補正 を ガン マ (?) 補正 と 呼ん で いま す . 

ガン マ 補 正 回 路 は , 信号 の 伝送 系 に 1 箇所 あれ ば よ 
いわ け で 。 テレ ビ の 製造 コス ト な ど を 考慮 し た 結果 
テレ ビ ・ カ メラ 側 に も つこ と に な り ま し た 。 な お 。 
NTSC で の ブラ ウン 管 の ガン マ 想 定 値 は 2.2 と な っ て 
ゅ ます 。. こ の 値 は , 両 対数 スケ ー ル で 表し た 輝度 曲線 
の 最大 傾斜 を 意味 し ます . 
ッ ーtan の : の は 最大 傾斜 角度 

送り 側 と 受け 側 の 輝度 特性 を 1 対 1 に する の が ガン 
マ 補 正 で す 。 この と き ガ ンマ は 1 に な り ま す 。 
@ 動 画 を 伝送 する 

テレ ビ は 2 次元 平面 上 に 映像 を 描く も の で , 時 間 と 
と も に 映像 は 変化 し ます . 動画 を 再生 する に は , 撮影 
する 被写体 を 再現 する の に 十分 な 画素 と 同じ だ け の 伝 
送 系 を も っ て いて ,。 カメ ラ と テレ ビ を つなげ ば よい わ 
け で す が ,。 その よう な 非合理 的 な 手法 は いた だ け ま せ 
ん 。 そこ で , 人 の 目 の 残 像 効果 を 利用 し て , 走査 ( ス 
キャ ン ニ ング ) と いう 手法 が と られ ます . これ を 走査 


音声 サブ プ キ ャ リア 
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線 ま た は ライ ン と いい 。 是 と 略す こと が あり ます 。 
NTSC 信号 で は テレ ビ 画 面 に 向かっ て 左上 か ら 右 
下 べ へ , 人 が 横文字 を 書く と き の よ うに 走査 し, その 走 
査 線 の 数 は 525 ライ ン あ り ま す . 

テレ ビ は 映画 の よう に 動画 な の で , 人 の 目 が 気 に な 
ら な い 程 度 の スピ ー ド で つぎ つぎ と 違う 映像 を 送る 必 
要 が あり ます . 

劇場 映画 で は 1 秒間 に 24 枚 の 映像 を 送り ます . 
NTSC 信号 で は 1 秒間 に 30 枚 の 映像 を 送っ て いま す . 
だ だし,。 この 30 枚 は , 1 度 に 伝送 する の で は な く 2 
回 に 分 け て 伝送 する 。 イン タレ ー ス と 呼ば れる 飛び 越 
し 走査 方 式 を 使用 する こと に より 。 一 度 に 伝送 する 情 
報 量 を 減ら し , 電波 の 使用 帯域 を 節約 し て いま す 。 イ 
ンタ レー ス 方 式 に つい て は この あと 説明 し ます 。 
図 6 は NTSC 信号 を 電波 で 伝送 すか る と き の 占 有 帯 
域 を 表し た も の で す . NTSC 方 式 で は 。 音声 を 含め 
て 6MHz の 帯域 し か あり ませ ん . この うち 映像 で 使 
用 で きる 著 域 は 4.2MHz で 。 残り は 音声 で 使用 し ま 
す 。 この 帯域 内 で 。 イン タレ ー ス 走査 を し て 262.5 本 
の 走査 線 を 1/60 秒 で 送り ます 。 さら に カメ ラ 側 と テ 
レビ 側 の 同期 が と れる よう に ,。 水平 垂直 , 色 の 各 同 期 
信号 を 付加 し て 送り ます . 
⑱@ イ ンタ レー スス 走査 と ノン イン タレ ー ス 走査 

図 7 に イン タレ ー ス 走査 。 図 7(bD) に ノン イン タ 
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ーーー- フィ ー ル ド I, 皿 
フィ ー ル ド TI, W 


イン タレ ー ス 走査 は 各 フ ィ ー ル ド の 合間 を 走査 する . 
実際 の テレ ビ で は , 垂直 プラ ン キ ング 期間 が ある の て . 
映像 の 走査 線 数 は 約 483 本 に な る . 


(a) イン タレ ー ス 走査 の 原理 
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(b) V プ ラン キン グ 部 の 信号 


レー ス 走 査 の 例 を 示し ます . 

イン タレ ー ス 走査 と は , 図 か ら も 理解 で きる よう に 
1 回 目 の 走査 の 軌跡 の 間 を 2 回 目 の 走 査 が 埋め る 形 で 
走査 し ます . 2 回 に 分 け て 送ら れ た 映像 も , 人 の 目 の 
残像 効果 に より 1 枚 の 映像 と し て 見 えま す . ' 

ノン イン タレ ー ス 走査 は 順次 走査 と ちい われ , イン 
タレ ー ス 走査 と 違っ て 一 度 に すべ て を 走査 し ます . パ 
ソコ ン の 画面 な ど が これ で , 映像 の ちら つき が 少な い 
の が 特徴 で す . し か し , 525 本 の 走査 線 を 1/30 秒 で 
ノン イン タレ ー ス 走査 し た 場合 , 映画 の よう な フィ ル 


の 
VSync の セレ ーション . し V Sync の セレ ーション . 幅 は H シン ク と 同じ し 等 価 バル ス 引 は H Sync の 172 (等価 パル ス 幅 は H Sync の 172 LM 
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ム 映像 と 違っ て 走査 に よる ちら つき が 見 えて し まい ま 。 
ザ 。 0 
TSC 全 では 困 ク 0 の うな る 回 で 1 人伝 
する 。2:1 イ ンタ レー ス 方 式 を 使用 し て いま す 。 人 
の イシ タレ エミス 才 項 の 利点 議決 交 直 の 導 負 刀 条 8 
用 する こと に より 一 度 に 伝送 する 情報 量 を 減ら し , 与 0 
えら れ た 電波 の 帯域 内 で 最大 限 の 情報 を 送る 点 で す . 2 
1 回 目 と 2 回 目 に 時 間 差 が 生じ 。 動画 に 対し て 映 像 
が ぼけ る こと に な る の で す が 。 人 の 目 は 静止 画像 に 対 。 


うこ ここ ea 泊 
て 2 








《 図 9> 
H プラ ン キ ング の 信号 
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OIRE 
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フロ ント ・ ポ ー チ 


ー 40 IRE 


て は 不 十 分 で ある た だ ため, 
式 と も いえ ます . 

一 度 に 送る 半分 の 映像 の こと を フィ ー ル ド と いい ま 
す . 最近 は EIA の RS-170A 規格 を 使用 する こと が 多 
MNO プイ ー ル ド 1。 と TI。 JIJV で 区 別 し ま す 。 
NTSC 信号 で は , フレ ー ム 周波 数 は 30Hz で す が フ 
ィ ー ル ド 周 渡 数 は 60Hz と な り ま す . な お 。 イ ンタ レ 
ー ス 走査 は 。 フィ ー ル ド I と II,。 II と IV の 垂直 同期 信 
号 を 1/2 ライ ン 分 ずら し て 付加 する こと に より 実現 し 
_ て いま す ( 図 8 参照 ). 


この こと を うま く 利 用 し た 方 


NTSC 信号 規格 


人 で 同期 信号 規格 

テレ ビ ・ カ メラ で 撮影 し た 映像 を 正しく テレ ビ に 再 
現す る た だ ため に は 。 送り と 受け の 両方 で 正しく 同期 を と 
る 必要 が あり ます . 

NTSC 信号 に は , 2 次 元 画面 を 構成 する た め の 同 期 
信号 と し て 水平 同期 信号 (H Sync) と 垂直 同期 信号 (V 
Sync) が あり , 色 信 号 を 再生 する た め の 基 準 信号 と し 
て の 色 同 期 信号 (カラ ー・ バ ー ス ト ) と あわ せ て 3 種 の 
同期 信号 が あり ます . 

これ ら は 通常 。 H Sync,。 V Sync。 カラ ー・ バ ー ス 
ト と 呼ば れ , 画面 上 で 映像 と し て 現れ な い ブ ラン キン 
グ 期 間 に 付加 され て いま す . V Sync 付近 を 図 8 に , 
HH Sync と カラ ー・ バ ー ス ト 付 近 の 拡大 図 を 図 9 に 示 
まずい 

H, V の 各 Sync 信号 は , 輝度 信号 と 反対 の 極性 で 
付加 する こと に より 映像 と Sync の 分 離 を 容易 に し , 
レベ ル は 映像 の 1008% に 対し て 。 Sync。 カラ ー・ バ ー 
スト と も に 409% と な っ て いま す 。 

つぎ に , これ ら の 同期 信号 の タイ ミン グ が どの よう 
に 決め られ て いる の か 説明 し ます . 

NTSC 信号 は 2 フィー ルド が 1 フレ ー ム で 。 伝送 
枚数 は 1 秒間 に 30 フレ ンー ム で す 。 走 胡 線 数 は 1 フレ 


H の 映像 ブラ ン キ ング (10.9) 












カラ ー・ バ ー ス ト は 
9 サイ クル で , H シ 
ンク と カラ ー・ バ ー ス 
ト の レベ ル は と も に 
40 IRE. 


( ) 内 は 標準 的 な 時 間 
て , 単位 は (ん s) , 
許容 差 は 表 1 参照 


ー ム が 825 ライ ン で す 。 
よう に な り ま す . 

1ー30(Hz) 
Ks で 

ん 2X30 三 60 (Hz) 

廊 三 525<30 ニ 15.75 (kHz) 

: フレ ー ム 周波 数 
あみ: フィールド 周 渡 数 
方 : ライ ン 周 波数 

だ た だし, この 周波 数 は 白黒 テレ ビ 放 送 時 代 の 値 で , 
現在 の カラ ー 放 送 で は カラ ー・ バ ー ス ト 周 波数 と の 関 
係 で 若干 変更 され まし た . 

ブラ ン キ ング 期間 の 時 間 は 。 H Sync と カラ ー・ バ 
ー ス ト を 包み 込む 水平 ブ プラン キン グ が 約 11zs と V 
Sync を 包み 込む 垂直 ブラ ン キ ング が 約 20 ラ イン 
(20 芋 ) と な っ て いま す 。 ブラ ン キ ング 期間 は 。 テレ ビ 
の 走査 線 が 走査 を 終え て 戻る の に 必要 な , 物理 的 な 時 
間 に 対 応 す る も の で す . 

水平 ブラ ン キ ング 部 分 に は 。 図 9 に 示す よう に HH 
Sync の 手前 の フロ ント ・ ポ ー チ と 後方 の バッ ク ・ ポ ボー 
チ と 呼ん で いる 部 分 が あり ます .。 バッ ク ・ ポ ー チ に は , 
カラ ー・ バ ー ス ト が 9 サイ クル 付加 され て いま す 。 

垂直 ブラ ン キ ング 部 分 に は ,。 全部 で 9H の V Sync 
が あり ます . 

図 8 は V Sync 付近 を 示し た 図 で す . V Sync は 。 
3H の 極性 の 反転 し た 部 分 と ,。 その 前 後 3H に 等 価 パ 
ルス と 呼ば れる 本 Sync の 1/2 幅 で 。 1/2H 周期 の 切 
り 込 み パ ルス が あり , また 。 反転 し た 3H の 部 分 の 中 
に も セレ ーション と 呼ば れる 本 幅 で 1/2H 周期 の 切 
り 込 み パ ルス が あり ます . これ ら の パル ス の 役割 は い 
くつ か あり ます が ,。 い ちば ん 大 き な 役 割 は 先 に 説明 し 
た イン タ レー ス 走 査 を 正確 に 行う た め に た い へ ん 重要 
な も の で す 。 

通常 。 HH Sync と V Sync は 。 コンポジット ・ ビ デ 
オォ 信号 か ら 分 離し ます . 映像 信号 か ら 分 離さ れ た 
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この 関係 を 式 に 表す と つぎ の 


< 図 10> 輝度 信号 と カラ ー・ サ ブ プ キ ャ リア の 周波 数 イン タリ ー プ 
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こ メ ヾ 中 


0 ん 27, 3 4 


Sync は 。 是 。 V が 複合 され た だ た コンポジット ・ シ ンク の 
状態 で す . 

この コン ポジ ッ ト ・ シ ンク か ら V Sync を 分 離す る 
と き の も っ と も 簡単 な 方 法 と し て 積分 回 路 に よる 分 離 
が あり ます . 

積分 され た 信号 を スラ イス し て V Sync と する の で 
す が , この と き 切 り 込 み パ ルス が ある と 積分 波形 が 安 
定 す る こと に より V Sync の 時 間 軸 が 安定 し 。 イン タ 
レー ス 走 査 で 必要 な 1/2H の 精度 を 正確 に 分 離し や す 
く な り ま す 。 

カラ ー・ バ パ バー スト は 。 変調 され た クロ マ 信 号 を 復調 
する だ た だ ため の カラ ー・ サ プ ブ キ ャ リ ア 発 生 に 使用 し ます . 
テレ ビ 側 で カラ ー・ バ バー スト に ロッ ク し た カラー・ サ ブ 
キャ リア を 水晶 発振 回 路 と PLL 回 路 に より 発生 きせ , 
変調 され た クロ マ 信 号 と 演算 処理 を し て 復調 し ます . 

この カラ ー・ バ パー スト の 基 に な る カラ ー・ サ ブ キ ャ リ 
ア の 周波 数 で す が ,。 コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 は 輝度 
信号 と カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア に より 変調 され た 色 信 号 
を 混合 し た 信号 な の で 。 カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア は 輝度 
信号 に 影響 の で な い ぃ 領域 で な く て は いけ ませ ん 。 まだ た 。 
NTSC 信号 を 電 渡 で 伝送 する と き 音 声 の キャ リア が 
4.5MHz に ある の で , この 周波 数 と の 周波 数 干渉 も 無 
視 で きま せん . 

そこ で ,。 カラ ー・ サ プ ブ キャリ ア の 周 濾 数 は 。 音声 キ 
ャ リア の 整数 分 の 1 で 輝度 信号 の 周波 数 スペ クト ラム 
の 間 を 使用 する こと に より 実現 し , 音声 キャ リア と の 
周 渡 数 ビー ト 妨 害 の 発生 を 抑え て いま す .。 また 。 輝度 
信号 が 1 ライン ご と の 周期 で エネ ルギー を 発生 し , し 
か も 高 域 に いく に し た が っ て エネ ルギー が 小さ く な る 
の を 利用 し て , 輝度 信号 と 色 信 号 が 比較 的 周波 数 の 高 
ゅ いと と ころ で 周 濾 数 イン タリ ー ブ す る 形 を と り ,。 テレ ビ 
側 で の 輝度 信号 と 色 信 号 の 分 離 (Y/C 分 離 ) を 容易 に 
レ て いま す 。: 

以上 に より カラ ー 放 送 で の 水平 同期 信号 の 周波 数 は 
音声 キャ リア の 1/286 に 決定 され , カラ ー・ サ プ ブ キ ャ 
リア の 周 濾 数 は , この 周 渡 数 の 455/2 に 決定 され まし 
20。 


輝度 信号 と カラ ー・ 


225 か 226 ん 


カラ ヲ ラー:・ サ プ キ ャ リア の スペ クト ル 








229 な 230 か 


<。 
(455 ヵ /2) 


この 関係 式 を つぎ に 示し , 図 10 に 周波 数 イン タリ 
ー ブ の 関係 を 示し ます . 

廊 三 4.5MHz/286 ニ 15.734kHz 

ん (2/525) み カニ 59.94Hz 

な 。 三 (455/2) み カニ 3579545Hz 

た 。: カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア 周 波数 

電流 法 で は カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア の 周波 数 許容 誤差 
を 3579545Hz 土 10Hz と 決め , これ を 基準 に 方 、 ん が 
決定 され て いま す . 

また だ た, この 関係 は 。 カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア が フレ ー 
ム ご と と ライ ン ご と に 位相 が 反転 する こと に な る の で , 
白黒 放送 か ら カ ラー 放送 へ の 切り 夫 え 過渡 期 に 白黒 テ 


レビ で の ヵ カラー 放 送受 信 時 に 。 カラ ー・ サ プ ブ キャ リア 


が 輝度 信号 へ 与え る 妨害 を , 時 間 的 な 積分 作用 に より 
打ち 消し 合い 。 最小 に する こと が で きま す . 

これ ら の 信号 の タイ ミン グ ,。 レベ ル は 。 多少 の 許容 
差 が 許さ きれ て いま す . し か し , 電波 法 に 示す 許容 差 や 
明記 され て いな い 部 分 で 過去 に 問題 が 生じ , 現在 の 放 
送 で は EIA の RS-170A と いう 電波 法 の 許容 差 より 厳 
し い 同 期 信号 規格 を 使用 し て いま す . 
信 同 期 信 号 規格 RS-170A の 特徴 

同期 信号 規格 RS-170A は 民生 機器 で は あま り 必 要 
と し な い 規 格 で す が , 放送 機器 や ディ ジタル 信号 処理 
機器 で は た い へ ん 重要 な 規格 の ひと つ で す . 表 1 に 
電波 法 と RS-170A の 規格 の 違い と 11 に RS- 
170A の 4 フィ ー ル ド ・ シ ー ケ ンス に よる 邊 直 ブラ ン キ 
ング 部 分 の よう す を 示し ます . 

そもそも この 規格 が 必要 に な っ た 理由 は ,。 カラ ー 放 
送 が 始ま っ た 初期 の 頃 , 番組 や 放送 局 に よっ て ヵ ラ ー 
位相 (ヒュ ー<HUE> と も いう ) に 変化 が 生じ る と いっ 
た 問題 が 発生 し まし た . この 間 題 の お も な 原因 が 水平 
同期 信号 と カラ ー・ バ ー ス ト の 位相 差 で も る こと が わ 
か り ,。 この 位相 を 管理 する こと に より 問題 の 発生 を 防 
止 す る こと が 目的 で し た . し か し な が ら 最 近 の テレ ビ 
で は この よう な こと は ほとん ど 問 題 に は な り ま せん 。 
放送 機器 な ど は 。 ふた つの コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ ォ 信 
号 を 合成 する 場合 が 多い の で , これ ら の 位相 が 管理 き 





《 図 11> RS-170A 規格 の 4 フィ ー ル ド ・ シ ー ケ ンス 
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れ て いな いと カ み カラー 位相 また は 水平 位相 の どちら か に 
cw と いっ た 不具 合 が あり ます 。 と くに デ 
ジタル 信号 処理 機器 で は ,。 カラ ー・ サ プ ブ キャリ ア に 

ae 1 Q 軸 を サン プリ ング ・ ポ イン ト 
に 使用 する ) で 処理 きれ る の で 。 これ に 対す る 水平 位 
相 が 管理 され て いな いと 不都合 が 生じ る ケー ス が 多々 
あり ます . 

そこ で 。 RS-170A 規格 で は この 位相 管理 を SCH 
位相 と 呼び その 位相 差 を 表 1 図 11 の よう に 定義 
て 't っ 表す 
人 g 垂 直 プ ラン キン グ 期 間 の 有効 利用 

NTSC 信号 の 垂直 ブラ ン キ ング 期間 は フィ ー ル ド 
ご と に 20 ラ イン も あり ます .。 テレ ビ で は 。 この 期間 
を 垂直 偏向 の リセ ッ ト 時 間 に 使用 し ます が 。 テ レビ と 
し て は , この 期間 の 信号 は 同期 信号 きえ あれ ば よく 。, 
それ 以外 の 部 分 に は 任意 の 信号 が 存在 し て も か まい ま 
せん 。 そこ で , この 部 分 に は 現在 いろ いろ な 生活 情報 
を 送っ て くる 文字 放送 信号 (Teletext signal)。 放送 
局 の 信号 の 監視 や 信号 の ひずみ 補正 に 使用 きれ る 
VITS 信 号 ( ビ ッ ツ と 呼ば れる .。 Vertical Interyval 
Test Signal の 略 で 。 17 と 280 ライ ン に 挿入 され て い 
る ),。 クリ アビ ジョ ン 対 応 の ひと つ で あり ゴー スト を 
除去 する た め に 使用 きれ る GCR 信号 (18 と 281 ライ 
ン に 挿入 され て いる ) な ど が あり ます . 

これ ら の 信号 の 規格 に つい て は 専門 書 を 参照 し て < 
だ さい 。 

ま た, 放送 用 の VTR 編集 で は , この 部 分 に TCR 
信号 (Time Code Recoader 用 の 信号 ) と 呼ば れる 時 
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間 の デー タ や , テス ト 信 号 が 挿入 され る 場合 が あり ま 
す 。 
る @ ス タン ダー ド 信 号 と ノン スタ ンダ ー ド 信号 

これ まで に 説明 し て きた NTSC 信号 は 。 スタンダ 
ー ド 信号 を 前 提 に 話 を 進め て きま し た が 。 世の中 に は 
NTSC 方 式 の テレ ビ で 映す こと が で きる 信号 で も , 
NTSC 信号 規格 に 準拠 し て いな い 信 号 が 数 多く あり 
ます 。 これ ら の 信号 を ノン スタ ンダ ー ド 信号 と いい ぃ いま 
% 2 

これ ら の 信号 の 共通 し た 特徴 は , 図 10 の よう に 輝 
度 信号 と カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア に より 変調 され た クロ 
マ 信 号 が 周波 数 イン タリ ー ブ し て な いか 。 ま た は イン 
タ レー ス 関 係 が 成り 立た な いか の どちら か が 多い よう 
で す 。 これ ら の 信号 を 扱う と き 。 ふた つの 映像 の 合成 
な ど を 行う と き の 同 期 結 合 方 法 や 。 映像 の ディ ジタル 
処理 化す る と き の サ ンプ リン グ ・ ク ロッ ク の 発生 。 サ 
ンプ ル 数 の 決定 な ど に 十分 注意 する 必要 が あり ます . 
ノン スタ ンダ ー ド 信号 の 代表 的 な も の に 。 テ レビ ・ 
ゲー ム の 信号 や 家庭 用 VTR の 再生 信号 が あり ます . 
テレ ビ ・ ゲ ー ム の 信号 は 走査 線 数 が 262 本 の ノン イ 
ンタ レース 信号 で す 。 また , VTR の 信号 は 。 VTR 
の 回 転 系 に 機械 的 な ジッ タ が あり 水平 周波 数 が れ て 
いて 。 周 濾 数 イン タリ ー プ 関係 が 成り 立ち ませ ん . 
ノン スタ ンダ ー ド 信号 は TBC(Time Base Cor- 
rector) と いう 機器 を 使用 に し て スタ ンダ ー ド 信号 に 変 
換 で きま す . 
コン ボー ネン ト ・ ビ デオ 信号 を コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 
信号 に 変換 する 
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《 図 12> NTSC エン コー ド 方 式 の 構成 (1.0. 方 式 ) 
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《 図 13> カラ ー・ ベ クト ル 図 





RGB 信号 な ど マ ル チ チ ャ ネル で 扱う 映像 信号 を コ 

ン ポ ボー ネン ト ・ ビ デオ 信号 と いい ます . NTSC 信号 は 
電波 で 伝送 か る と き コ ン ポ ジッ ト 信 号 の 形 で 行い ます . 
コン ポジ ッ ト 信 号 は , 輝度 信号 を 中 心 に カラ ー 成 分 の 


色差 信号 と 先 に 説明 し た 同期 信号 が 混合 され て いま す . 
図 12 に コン ポー ネン ト ・ ビ デオ 信号 を コン ポジ ッ 
ト ・ ビ デオ 信号 に 変換 する 一 例 を 示し ます . この 変換 
を 通常 。 カラ ー・ エ ンコ ー ド する と いい ます 。 ま だ た 。 
これ と 反対 に も と の RGB 信号 に 戻す こと を カラ ー・ 


On 


プラ ン キ ング フン フ ャ ルレ スゴ L_TL- 


Y・C 






プラ ン キ ング ・ ァ ルス の 部 分 
に 同期 信号 を 挿入 する 








は G, B の 各 原 色 信号 は 次 の 式 に 2 
より Q の 各 信 号 に 変換 され へ 
た だ の ちら ン ポ ジ :> ッ ト 信 号 に 合 2 
成 さ れる . 
と =0. だ みそ: 59。 +0. Hz 
6, =0.74(E。- y)-027(gg-y) 
_ 6 =0. 46(gz -gy)+0.41( fg 2 の) 
ど ァ : :Y 信 号 電 眉 , レイ, 信和 M 
と 2:G 信 号 電圧 , と gtB 信 号 電圧 





複合 同期 信号 
( プラッ クン パース ト ) 








デコ ー ド する と いい ます . 

R、G, B の 3 原色 で 撮影 され た 映像 信号 は 。 白色 
を 撮像 し た と き に R= ニ で = ニ B=1 に 正規 化 さ きれ 。 ガン 
マ 補 正 き れ た の ち , 比 視 感度 曲線 に 対応 し た 輝度 信号 
が 作ら れ ま す . この 関係 は , 

テー0.3 な 十 0.59。 十 0.11。 

な y : 輝度 信号 の 電圧 値 
z。 邦 c。 5 ) 3 原色 の 電圧 値 

と な り ま す 。 な お , 映像 信号 の レベ ル を 表す 単位 に 
IKE と いう の が よく 使用 され ます . IRE と は 。 米国 
の 無線 技術 者 協会 の こと で す が , 映像 信号 で は スケ ー 
ル と し て 用 いま す 。 “ 
たとえ ば, 輝度 100% の 白色 は 100 IRE の 信号 と い 
ゅ いま す 。 一 般 的 に % と 同じ 意味 で 扱っ て も 問題 は な い 
で し まあ 信 。 

色差 信号 は 。 太一 豆 。 な の 。 一 を 
の 3 種類 が で きま す . 数 学 的 に は , 万 信号 と 色差 信 
号 の どれ か ふた つが あれ ば RGB の 3 原色 に 戻す こと 
が で きま す . そこ で 。 ム 2 一 信号 は な y 信 号 の 成分 と 
し て いち ば ん 多い の で , 変換 誤差 を 少な くす る た め に 
成分 と し て 少な い ぇ ーy 信 号 と なぁ ぉ ーー 万 y 信 号 を 伝送 
する こと に 決め られ まし た 。. 

色差 信号 を 輝度 信号 に 多重 する に は , 色差 信 号 を 変 
調 し て 加算 し ます . この 変調 に は 先 に 説明 し た カラ 
ー・ サ プ キ ャ リア が 搬送 渡 と し て 使用 きれ ます . ここ 
で , ふた つの 信号 を 変調 する に は 通常 ふた つの 搬送 波 
が 必要 で す が , NTSC 信号 で は , ひと つの 搬送 波 で 
位相 を 90'" ず らし た も の を 使用 する こ と に よ つ で 実現 
し レ て いま す 。 

NTSC 信号 で は , 搬送 渡 抑 圧 直 角 二 相 振 幅 変調 (た 
ん に 直角 変調 また は 平衡 変調 と 呼ば ん る こと も ある ) 
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ーー と 


に 









< 表 2? カラ ー・ バ ー 信 号 の 数 値 






と 呼ば れる 変調 方 式 で 。 つぎ に 示す 関係 式 に より 変調 
し た クロ マ 信 号 を 得 て い ます . 

また だ た, この 関係 を 極座標 表示 し た も の を カラ ー・ ベ 
クト ル と 呼び ます 。 13 に カラ ー・ ベ クト ル 図 の 例 
を 示し ます 。 カラ ー・ バ パ バー スト は 180"。 な 一 ん r 軸 は コ 
サイ ン 軸 , 一軸 は サイ ン 軸 と 定義 きれ て いま す . 


っ 誠二 > ぇ 一 た ァ と ぁ ふさ ん , 
必 。 モ 14 COS Dsc/ 十 2 03 


な 。 : 変調 きれ た クロ マ 信 号 

各色 差 信号 は , 変調 時 に その レベ ル を 圧 し て いま 
す 。 圧縮 せ ず に 変調 する と 輝度 信号 と 混合 し た と き の 
信号 全体 の レベ ル が 大 きす ぎる た め , クロ マ 信 号 が 輝 
度 信号 に 与え る 悪影響 が 増え ます 。 圧縮 に より 映像 信 
号 全 体 の 最大 値 は 。 100% ヵ ラー 飽和 の 場合 で ピー ク 
が 1339% の 振幅 レベ ル と な り ま す . 

また, 変調 する 色差 信号 の 周波 数 帯域 で す が 。 カラ 
ー・ サ ブ キ ャ リ ア の 周波 数 が 約 3.58MHz で すか ら , 
変調 で きる 周 濾 数 帯域 は その 半分 以下 に な り ま す . し 
か し 。 変調 され た クロ マ 信 号 が 輝度 信号 や ,。 電波 で 伝 
送 す る と き の 音 声 へ の 影響 を 考え る と その 帯域 は 狭い 
ほう が 有利 に な り ま す 。 そこ で 。 人 の 目 の 色 に 対す る 
感度 に 応じ た 色 信 号 の 帯域 が 与え られ まし た .。 

人 の 目 は , オレ ンジ 系 の 色 と そ の 補色 の シア ン 系 の 
色 に 対し て は 比較 的 色 の 識別 能力 が 優 ん て いま す が , 
グリ ー ン 系 の 色 と そ の 補色 の マゼンタ 系 の 色 に 対し て 
は そう で も あり ませ ん . 

この 特性 を 利用 し て , 前 者 の 色 に 対し て は 広帯域 の 
1.5MHz を 与え , これ を 7 軸 の 色差 信号 と 呼び , 後者 
の 色 に 対し て は 狭 帯 域 の 0.5MHz を 与え て , 6 軸 の 
色差 信号 と 呼ん で いま す . 

これ ら /7, @ 軸 は コサイン , サイ ン 軸 より 33" 反 時 
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〈 図 14> 759% カ ラー・ バ パー 信号 波形 
ューー- 10OIRE 





セッ ト ア ッ プ ・ レ ベル 
(7.5IRE) 


図 は 7.5IRE セッ ト ア ッ プ ・ レ ベル 付き 75% カラ ー・ バ ー 
信号 で て , も っ と も よく 利 用 され る テス ト 信 号 で ある . 

信号 全体 の レベ ル は 140IRE と な り , 特 75% の レベ ル は 
77IRE((100 一 7.5) x 0.75+7.5) と な る . 

EIA の RS-189A や SMPTE な どの 標準 カラ ー・ バ ー 信 号 の 
75% 部 分 が これ に な る 





75 和 フル カラ ー・ バ ー 信 号 の TV 画面 イメ ー ジ 


計 回 り の 位置 に あり ます . これ に より 変調 され た クロ 
マ 信 号 の 関係 式 を つぎ に 示し ます 。 


束 王 0.74( 一 戸 y) 一 0.27 (一 ) 
0.48( 豆 一戸) 0.41( 一 >) 
トド フン シス タ 技 術 
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< 図 15> コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 の 同軸 ケー ブル に よる 伝送 


バッ ファ ・ ア ンプ 
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伝送 信号 入力 


本 


特性 イン ピー ダン ス 75Q 
の 同軸 ケー ブル 









の ポイ ント で は , 信号 の ペデ スタ ル ・ レ ベル 
(OIRE の 電圧 ) は 通常 OV に する が , で き な い 
場合 は 1000F 程度 の 電解 コン デ 『\ ン サ を 直列 に 
入れ る . また , 信号 レベ ル は ー- 40IRE-100IRE 
を 2 に 。 に する 















伝送 信号 の 受電 点 







受電 点 で の 信号 の レベ ル は , 
IRE ま て が 1V。_-。 と な る . に 
この 後 コ ン デ ン サ に よる DC カッ プリ ンス 
を し て つき の 回 路 の 処理 へ つなぐ ES 


ー 49IRE-100 
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(a) 同軸 ケー ブル に よる コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 の 伝送 


100IRE 


通常 機器 間 の 信号 伝送 レベ ル は , 
75Q 抵抗 て 終端 し た と き 1V。_。 と な る 


140IRE=I1V 
OIRE 


ー40IRE 


た 放 7cos (sc7 填 33?) 十 osin (gse7 十 337) 
7 : 広帯域 色差 信号 
な 。 : 狭 帯 域 色差 信号 
の sc7 , 2Z/sc/ 
よっ て ,。 NTSC の 映像 信号 は , 
と ん 7sc 王 万 ァ 十 た c 
と な り ま す .。 伝送 時 は これ に シン ク , カラ ー・ バ ー ス 
ト が 加算 され て 伝送 され ます . 
写真 1 か ら 写 真 3 に 75 2% カ ラー・ バ ー・ テ スト 信号 
の コン ボー ネン ト ・ ビ デオ 信号 。 コンポ ジ が 応 * 補 デオ ォ 
信号 の 実際 の 波形 の 一 例 を 載せ て お きま す . 
まだ た, 表 2 に この カラ ー・ バ ー 信 号 の 各 信 号 の レベ 
ル と カラ ーー 位相 角 を 示し ます . 
な お , この 表 の 値 は , 黒色 レベ ル を 0IRE と し た と 
き の も の で , 実際 の NTSC 信号 で は 7.5 IRE の セッ 
ト ア ッ プ と 呼ば れる 黒色 信号 の レベ ル が ある の で , 信 
号 の レベ ル は 図 14 で 示す よう な 信号 波形 の モデ ル の 
値 に な り ま す . 
以上 の よう に NTSC 信号 の カラ ー・ エ ンコ ー ド の 仕 
組み を 説明 し て きま し た が , この よう に 7/7, 6 信号 を 
用 いた 方 式 は 放送 機器 や ご く 一 部 の 高級 機 に 限ら れ , 
一 般 的 に は 一 と,。 どぉ 一 と y の 2 信号 を と も に 0 
5MHz で 帯域 制限 し た 方 式 の テレ ビ や ビデ オ ・ カ メラ 
が ほとん ど で す 。 
その 理由 は , 公式 か ら も 理解 で きる よう に エン コー 
ド , デコ ー ド が 簡単 で , 製造 コス ト が 安く な る か ら で 
が 。 


(b) 伝送 信号 レベ ル 


念 NTSC 信号 の 信号 伝送 規格 と 方 式 

NTSC 信号 を 機器 間 で 伝送 する と き , その 伝送 信 
号 レ ベル を 統一 し て お く 必 要 が あり ます 。 映像 信号 は , 
DC か ら 5MHz 以上 も の 広帯域 な の で , 伝送 に 使用 す 
る 線材 は , 特性 イン ピー ダン ス 75Q の 同軸 ケー ブル 
を 使用 し ます 。 

15 に コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 の 同軸 ケー ブル 
に よる 伝送 の 一 例 を 示し ます .。 

信号 伝送 レベ ル は コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 の 場合 
100% 白 か ら シ ング チッ プ ま で の 140 IRE を 1V。_。 と 
決め られ て いま す .。 し た が っ て 。 映像 の 輝度 信号 レベ 
ル は, 100%(100 IRE) の と き 714mV と な り ,。 シン ク 
と カラ ー・ バ パー スト は 286mV と な り ます 生生 9 
ン ボ ジッ ト ・ ビ デオ 信号 の 存在 し うる 最大 値 は 。 映像 
信号 レベ ル が 133 IRE で すか ら 1236mV と な り ま す . 

RGB コン ポー ネン ト ・ ビ デオ 信号 や 。 色差 信号 を 用 
ゅ いた コンポーネント ・ ビ デオ 信号 の 伝送 信号 レベ ル は 。 
ビデ オ 機 器 メ ー カ に よっ て 若干 の 違い が ある よう で す 。 
し か し RGB 信号 に つい て は 。 ほとん どの メー カ で 統 
一 され て いて 。 その レベ ル は 。 0 IRE か ら 100 IRE ま 
で の 映像 信号 を 700mV と し 。 シ ンク ・ レ ベル を 
300mV と し て いま す .。 

な お , シン ク に つい て は で 信号 に 多重 する 場合 と 
まっ た く の 列 系 統 で 伝送 する 場合 が あり , 後者 の 場合 
さら に 水平 , 垂直 同期 信号 を 別々 に 伝送 する 場合 も あ 
り ま す .。 コン ポー ネン ト ・ ビ デオ 信号 を 使用 し た 機器 
を 使用 する 場合 , その 信号 の 受け 渡し 方 法 や レン ベル に 


間 








< 図 16> 
S 端子 の 信号 規格 





同期 信 号 


色 信 号 





十分 注意 する 必要 が あり ます . 

最近 VTR と テレ ビ と の 間 で よく 使用 きれ る よう に 
な っ た 信号 伝送 規格 に , S 端子 の 信号 (Y/C 分 離 信 号 
と も いう ) と いう の が あり ます ( 図 16). 

S は セパ レー ト を 意味 し 。 この 信号 の 内 容 は , 輝度 
信号 と シン ク の 多重 し た 信号 を 1 系 統 と 。 カラ ー・ サ 
プ キ ャ リア に より 変調 され た クロ マ 信 号 と カラ ー・ バ 
ー ス ト 信 号 を 多重 し た 信号 の 計 2 系 統 を 別々 に 伝送 す 
る も の で す 。. NTSC 信号 は も と も と 輝度 信号 と 変調 
され た クロ マ 信 号 を ミッ クス し て 伝送 する わけ で すか 
ら 。 だ ん に ミッ クス する 前 の 信号 を 伝送 し て いる わけ 
Sb 

S 端子 の 信号 を 使用 し た 場合 , テレ ビ 側 な ど で Y/ 


フリ アピ ジョ ン と ぞ の 新しい 技術 


最近 テレ ビ を 見 て いる と “クリ アビ ジョ ン "” と テ 
ロッ プ が で る こと が あり ます . また ,。 新聞 の 番組 欄 
に も これ を 意味 する マー ク が 入っ て いる 番組 が 多く 
な り ま し た . 現在 放送 きれ て いる クリ アビ ジョ ン 方 
式 は , 第 1 世代 の 方 式 で 。 その 内 容 は 表 A に 示す 
よう に 送り 側 と 受け 側 で 画質 改善 を する 努力 を し て 
Vs 表す 。 

第 1 世代 の クリ アビ ジョ ン (EDTV と も 言う ) の 
大 き な 目 的 は , ディ ジタル 信号 技術 を 駆使 し て , 
NTSC 信号 の 弱点 を 改善 する こと で す 。 NTSC 信 
号 の 弱点 は 大 きく 四 つ あ り , その 内 容 は , 
① イ ンタ レー ス 走 査 に よる 垂直 解像度 の 低下 と ライ 

ン ・ フ リッ カ の 発生 
② 輝 度 信号 と クロ マ 信 号 の 分 離 時 の クロ スト ー ク に 

よる クロ ス ・ カ ラー。 ドッ ト ・ ク ロー ル の 発生 
ガン マ 補 正 後 の カラ ー・ エ ンコ ー ド に よる カラ ー 

飽和 度 の 高い と ころ で の 解像度 の 低下 
④ 伝 送 時 の ゴー スト 発生 な どの ひずみ に よる カラ ー 
位相 の 変化 
が あり ます .。 この うち ① と ② は テレ ビ 側 で 対応 し , 


_ 中 4 


映像 を 構成 する 3 信号 
| | | | 14oRE_- 。 


輝度 信号 
テン 


ビデ オ 信 号 
(コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 ) し 
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コン ポジ ッ | 
1V。。(7562 ) ビデ オ 信 号 
Y/C 分 離 信号 
Y 信号 
S 端子 の 信号 


C 分 離す る 必要 が な く , この と き 発 生 す る クロ スカ ラ 
ー。 ドッ ト ・ ク ロー ル な ど と いっ た Y/C 分 離 で 発生 す 
る NTSC 信号 最大 の 欠点 を 解決 する こと が で き , 画 
質 を 向上 きせ る こと が で きま す . 


朋 像 度 の 定義 


近年 テレ ビ が 大 型 化 か つ 高 画質 化し て , よく 解像度 
と いう 言葉 を 耳 に し ます 。 解像度 は 解像力 と も いわ れ , 
細か さ を 表 す 表 現 方 法 で す . テレ ビ の 場合 。 水平 解 像 
度 と 垂直 解像度 が あり , 両者 は 等 し く な い の が 普通 で 
 ) 

レン ズ な どの 光学 機器 は 等 し いた め 。 あえ を えて 垂直 水 


③ は 放送 局 側 で 対応 し ます . また , ④ は 双方 で 対応 す 
る と と 所 な つて ゆい まず 。 
これ ら の 騰 点 の 対応 は 具体 的 に つぎ の よう な 対応 が 
と られ ます .。 

① メ モリ を 使用 し た ディ ジタル 処理 に より 動き 適応 型 
倍速 度 ノ ラン イ ンタ レー ス ・ ス キャ ン を する (525 本 を 
NTSC の 倍 の 周 濾 数 で スキ ャ ン す る ) 

②⑨ メ モリ を 使用 し た ディ ジタル 処理 に より 3 次 元 動き 
適応 型 コ ム ・ フ ィ ル タ を 使用 する (静止 画 部 分 の Y/ 
C 分 離 を フレ ー ム 相関 を 利用 し て ほぼ 完全 に 分 離 で 
きる ) 

③ 定 輝度 化 信号 処理 に より 色 の 飽和 度 の 高い と ころ で 
の 解像度 を 輝度 信号 の エン ファ シス に より 補償 する 

④ 送 信 側 で ゴー スト 検出 用 の GCR 信号 を 送り 。 受信 
側 で この 信号 を も と に ゴー スト 成分 を 検出 し 。 キャ 
ン セ ル 処 理 を する . この 技術 は , 高速 フー リエ 変換 
に よる ゴー スト 成分 の 検出 と 。 ディ ジタル ・ フ ィ ル 
に より 構成 され る 自動 波形 等 価 処理 の 応用 で ある 
個々 の 技術 の 明細 に つい て の 説明 は 省略 し ます が , 

現在 の クリ アビ ジョ ン 放 送 は , 普通 の テレ ビ で みて も 


トド フン シス タ 投 術 
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平 な ど と 区 別 し ま せん 。 

で は ,。 テレ ビ で の 解像度 の 定義 と は どう いう も の か 
と いう と, 簡単 に いえ ば 。 画面 高き 方向 の スケ ー ル で 
黒 と 白 の 纏 が あわ せ て 何 本 まで 確認 で きる 細か さ の 能 
力 が ある か と いう こと で す 。 

テレ ビ の 場合 , 垂直 解像度 は 走査 線 の 本 数 で 決ま り 
ます 。 NTSC 信号 で は , 走査 線 の 本 数 は 525 本 で 。, 
この うち 走査 線 が 画面 下 か ら 上 に も どる の に 必要 な 垂 
直 プ ラン キン グ 期 間 を 引く と 有効 走査 線 数 は 約 483 本 
に な り ま す 。 し か し , イン タレ ー ス 走査 し て いる 関係 
で , 実際 に 確認 で きる 本 数 は その 約 70% の 340 本 程 
度 と な り ま す . 

水平 解像度 は 映像 信号 の 占有 帯域 に 比例 し ます . 
1MHz あたり 約 80TV 本 と 覚え て くだ さい . 放送 電 
渡 の 場合 その 帯域 は 4.2MHz な の で 約 340 本 に な り 
まま: キ 

ここ で 。 NTSC 信号 は , 放送 電波 に 乗せ る と き は 
その 帯域 を 4.2MHz まで し か 伝送 で きま せん が 。 映 
像 信号 の み で 伝送 する とき は ,。 その 帯域 は 無限 大 使用 
で きる と いっ て も 過言 で は あり ませ ん 

最近 の テレ ビ に は 。 水平 解像度 800 本 と いう テレ ビ 
も 珍 ら し く あ り ま せん . この テレ ビ は 。10MHz まで 
の 帯域 の 映像 信号 を 受け 止め る こと が で きる と いう こ 
と に な り ま す 。 も ちろ ん 。 ビデ オォ 入力 端子 を 使用 し た 
場合 の 話 で す が … 


まっ た だ たく 問題 な く , むし ろ る 画質 は 良好 で す -. 

クリ アビ ジョ ン 対 応 の テレ ビ は まだ まだ が だ 高価 で 。 一 
般 の 消費 者 に は 手 が 出 ませ ん . し か し 。 これ に 使用 さき 
れる ディ ジタル 信号 処理 技術 は 普通 の テレ ビ で も 次 第 
に 使用 きれ る よう に な っ て き て いま す . 

第 2 世代 の クリ アビ ジョ ン で は 。 画面 サイ ズ の ワイ 
ド ュ アス ペク † 化 に より 。 ハイビ ジョ ン と 同じ 9:16 
の 横長 テレ ビ に な る 見 込み で す . また 。 音質 に つい て 
も 今 よ り 高音 質 に な る 見 込み で す . し か し な が ら ま だ 
その 規格 が 未 決 定 で , 実用 化 は 1993 年 以降 と な る で 
も まう 。 


ディ ジタル ・ メ モリ 


は だ た し て 800 本 と いう 映像 ソー ス が 一 般 的 に 存在 す 
る . で ぞ で しょ うか 、。 

ここ で 特記 し て お きた いこ と が あり ます 。 それは テ 
レビ や ビデ オ ・ カ メラ な ど を 選ぶ と き 。 あま り 解 像 度 
と いう 言葉 だ け に と ら わ れ て は いけ な いと いう こと で 
寺 。 

解像度 は 確か に 高い ほう が よい こと は 確か で す が 。, 
問題 は , 細部 の コン トラ スト が どの 程度 大 きい か に よ 
っ て 見 た 目 の 画 質 は 大 きく 違う と いう こと で す . つま 
り 。 解像度 は 信号 の 振幅 が 5% 程 度 で も 確認 で きま す 
が 。 信号 の 振幅 が 709% の と き と で は 見 た 目 に 明か に 
違い ます . 

解像度 は 機器 を 選択 する と き の ひ と つの 目安 に は な 
り ま す が 。 あま りあ て に は な ら な いと いう こと で す 。 
ま た, 筆者 の 経験 か らい いま す と 。NTSC で は 3 
4MHz の 振幅 特性 が どの くら いよ いか に よっ て 画 
面 細部 の メリ ハリ が 大 きく < 左右 され ます . あと は や は 
り 色 再 現 性 だ と 思い ます 。 


NTSC 信号 の 評価 


NTSC 信号 の 質 ま た は , 画質 を 数 値 で 評価 する 手 
法 の 代表 的 な も の に , 周波 数 特性 ( 特 )。 DG。 DP, 
SN 比 , サ グ 。 パ ルス 特性 な ど が あり ます 。 これ ら の 
数 字 が 何 を 意味 する か を 簡単 に 説明 し ます . 


衛星 放送 で は , ハイ ビジ ョ ン の 信号 を MUSE 伝 
送 方 式 を 使用 し て 伝送 する 実験 放送 が 行わ ん て いま 
す . この MUSE 信号 は 。 ディ ジタル 処理 に より 比 
較 的 簡単 に NTSC 信号 に 変換 する こと が で きま す 。 
この 機器 の こと を MUSE-NTSC コン バー タ と い 
い , テレ ビ ・ メ ー カ 各社 か ら 発売 され 始め まし た . 
これ に より , ハイ ビジ ョ ン 放 送 を 従来 の NTSC 


方 式 の テレ ビ で 楽し め ま す . また 。 第 2 世代 の クリ 
アビ ジョ ン と 組み 合わ せる こと も 考え られ ます . し 
か し, 画質 は NTSC 放送 並み で 。 
高 画質 に は 及び ませ ん .. 
IE 


ZN に: Sg の 


を 利用 し て , 動き 適 
応 型 の 倍 密度 ノン イ 
ンタ レー ス ・ ス キャ 
MM 
り 。 ライ ン ・ フ リッ 
み を な くし , 垂直 解 
像 度 を 改善 する 


ディ ジタル ・ メ モリ 
を 利用 し て , 動き 適 
応 型 の フレ ー ム 相関 
YC 分 離 を 行う こと 
に ササ 、 グロ スッ 方 
グー ドッド トト スク 
ロー ル な どの 妨害 を 
大 幅 に 減ら すこ と が 
で きる 


送信 側 で GCR 信号 
と いう 基準 信号 を 送 
り , テレ ビ 側 で この 
信号 の ひずみ を 検出 
し 補正 する こと に よ 
り , ゴー スト を 除去 
する 


送信 時 の 映像 の 解 像 
度 を 向上 させ る . と 
く に 垂直 解像度 に つ 
いて は, ディ ジタル 
処理 に より 向上 させ 
る 


定 輝度 化 信 号 処理 と 
ゅ い われ, カメラ の が 
ンマ 補正 に よっ て 失 
われ た 色 の 濃い 部 分 
で の 解像度 を 補償 す 
る 





適応 的 エン ファ シス 
と いわ れ , 輝度 信号 
の 低い と ころ で の 解 
像 度 を 補償 する 


で 


周 渡 数 特性 は 。 オー ディ オ 機 器 と 同じ よう に 低 域 か 
ら 高 域 ま で フラ ッ ト な の が ベス ト で す . また 。 高 域 が 
どこ まで 取れ る か に よっ て 解像度 が 決定 され ます . 
1MHz 当たり 80TV 本 が 目安 と な り ま す . 

DG。 DP と は , 映像 関係 の 技術 者 に と っ て は ちょ 
っ と 神経 質 に な る 響き で す が ,。 それ 以外 の 方 は 初め て 
耳 に する と 思い ます . 

DG は ディ ファ レン シャ ル ・ ゲ イン 。 DP は ディ ファ 
レン シャ ル ・ フ ェ ー ズ の それ ぞ れ 略 で 。 微分 利得 と 微 
分 位相 と いい ます .。 これ ら は と も に コン ポジ ッ ト ・ ビ 
デオ 信号 に お いて , 映像 の 明る いと ころ と 暗い と ころ 
で の , カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア の 受け る ひずみ な どの 影 
響 の 差 を いい ます . つま り , 輝度 信号 0 か ら 100 IRE 
の レベ ル 変 化 に よっ て カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア が 何 % の 
利得 と 何 度 の 位相 の 影響 を 受け る か と いう こと で す . 

通常 民生 機器 で は , 5%。 5 以内 と いっ た と ころ で 
す が 。, 測定 器 や 放送 機器 で は 1%, 1 以内 も 要求 され 
ます . これ ら の 値 が 大 きく な る と 輝度 信号 の レベ ル に 
よっ て 色 が 変わ っ て 見 えた り し ます . 

SN 比 は ,: オー ディ オ 機 器 な ど で い う S/ ん と 同じ 
で す 。 映像 信号 の SN 比 は ,。 オー ディ オォ 信号 ほど よく < 
は な い の が 普通 で , 電波 に よる 放送 を 最良 の 状態 で 受 
けた と き で も 50dB 程度 で す . SN 比 を 計る と き ,。 JIS 
の ウェ イ テ ィ ング ・ フ ィ ル タタ と いう も の が あっ て 。 こ 
の フィ ル タ に より 人 の 目 の 視 覚 特性 に 合わ せ た SN 比 
に な り ま す 。 こ の 場合 ,. フィ ル タ な し の と きよ り 約 
6dB ほど よく な る の が 普通 で す . 注意 が 必要 だ と 思い 
ます 。 

サ グ と は 。 走査 線 単位 また は 。 フィ ー ル ド 単 位 の 周 
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学 回 は パソ コン 用 アナ ログ 回 路 シ ミュ レー タ ・ ソ 
フト を うま く 使 いこ な す 特 集 で す . アナ ログ 回 路 
の 難し ざさ は , 有形 無形 の 目 に 見 えな い パ ラメ ー タ 


% 遇 慈 国 咽 


ーー ドーン ザ ーー や "eorcer で アー アナ ログ 回 路 シ ミュ レー タ 活 用 
2 閉 ツ ミュ レー タ 洒 有 





期 で 。 信号 全体 の 絶対 レベ ル が ノコ ギリ 波 の よう に 変 
化す る こと を いい ます 。 この よう な 信号 で は 最悪 の 場 
合 , 輝度 勾配 や 同期 分 離 エ ラー な ど が 発生 し ます . し 
か し 。 最近 の テレ ビ な ど で は , 信号 レベ ル に 対し て 数 
6 程度 まで は テレ ビ の 中 の クラ ング 回 路 が 吸収 し て < 
れる の で 問題 あり ませ ん . サ グ の 発生 の 最大 の 原因 は , 
信号 の コン デン サ 結 合 回 路 に よる 微分 特性 で す 、 

つま り , その 時 定数 が 信号 の 周期 より 十分 長く な い 
と サ グ が 発生 し ます . と くに 映像 信号 で は 。 信号 レ ベ 
ル が 上 下 対象 に な ら な い の で 。 平均 映像 レヒ ベル で ある 
APL が 大 きい と き と 小 さい と き と で 。 サ グ ・ レ ベル が 
違っ て きま す . 

パル ス 特 性 の 悪化 は , 映像 信号 の 低 域 特性 と 高 域 特 
性 の 差 に より 発生 し ます . 具体 的 に は 群 遅 延 特性 や 周 
波数 特性 の 悪化 に より 。 スミ ア と 呼ば れる 白い も の が 
尾 を 引い た よう に 見 える 現象 や 。 リ ン ギ ング と 呼ば れ 
る 映像 の 輪郭 に 筋 の 入る 現象 が 現れ ます . VTR の 再 
生 信 号 な ど で は あま り よ く な いよ う で す . ダビ ング を 
繰り 返し た と き の 映 像 悪化 の いち ば ん の 原因 に な り ま 
王 き 

本 稿 に より NTSC 信号 の 基本 的 な 仕組 み に つ いて 
理解 で きた こと と 思い ます . 映像 信号 は 奥 が 深く , こ 
こ か ら 先 は CQ 出版 発行 の 専門 書 に より , さら に 理解 
が 深め られ る こと と 思い ます 。 
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され て いる の が “シミュレー ション" で す . も ちろ ん , シミ ュ 
レー タ を 使う と き に は , その 限界 や , 回 路 設計 の 基礎 を 頭 に 入 
れ て お か な く て は な ら な い の は 当然 の こと で す が . シミ ュ レ ー 
ショ ン し た 回 路 は , 増幅 回 路 。 フィ ル タ 回 路 , 発振 回 路 , 変換 
回 路 , 電源 回 路 。 演算 回 路 で す . 頒布 する ディ スク に は これ ら 
の 回 路 が 入っ て いま す の で , 簡単 に アレ ンジ し て 使え ます . 






が 数 多く 存在 する こと で す . し た が っ て , これ ま 
で の アナ ログ 回 路 と いう と , まず は 実験 で 確か め 
て か ら … と いう の が 一 般 的 で し た . し か し , 実験 
は よく も 悪く も た また まとい う ケ ー ス が 多い も の 
で す . そこ で 回 路 設計 の 確度 を 上 げ る た め に 利用 
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ビデ オ 信 号 を 扱う に は , その 周波 数 に よっ て 使用 す 
る 部 品 や 実装 方 法 が 重要 に な り ま す . 

ここ と では, ビデ オ 回 路 の 各部 の 部 品 の 使い 方 に つい 
て 。 くわ し くく 解説 し て いき ます 。. 


Y/ 〇 分 離 回 路 で の 部 品 の 使い 方 





Y/C じ 分離 の 手法 と し て は 各種 の 方 法 が あり ます ( 図 
か 

輝 度 信 号 Y と 色 信 号 C を 分 離す る に は 1H デ ィ レ 
イ ・ ラ イン を 用 いた く し 形 フ ィ ル タタ に よる 方 法 が その 


中 で も 一 般 的 な も の で す 。1H ディ レイ ・ ラ イン と し 
て は ガラ ス 製 の も の の ほか に CCD を 利用 し た も の が 
あり ます . 

@ CCD ディ レイ ・ ラ イン を 利用 し た Y/C 分 離 回 路 

図 2 に 1H CCD を 利用 し た Y/C 分 離 回 路 を 示し 
ます . 

CCD ディ レイ ・ ラ イン は 。 2 相 クロ ッ ク ・ ドラ イ バ 
に よっ て 駆動 きれ て 初め て 遅延 が 可能 に な り ま す . し 
だ が っ て 。 かならず ディ レイ ・ ラ イン エク ロッ ク ・ ド ラ 
イィ バ と いう 構成 に な り ま す . クロ ッ ク は クロ マ 周 波数 
の 23。 4 倍 が 利用 きれ ます . これ は ディ レイ ・ ラ イ 
ン の ビット 数 と 関連 が ある の で 勝手 に 選べ ませ ん . 

つま り , CCD ディ レイ ・ ラ イン は NTSC か PAL 
か 。 クロ ッ ク が た (3.58 MHz) の 何 倍 で ある か が 決ま 
っ て いま す 。 ク ロッ ク ・ ド ライ バ は この よう に クロ マ 


< 図 1> Y/C 分 離 と C. SYNC の 分 離 


コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 
*・ ノ パー 信号 ) 


入力 


( 例 * カラ ー 





周波数 の z 倍 に な る の で PLL を 利用 し ます 。 

図 2 で は , 1H の ディ レイ ・ ラ イン と PLL 内 蔵 の ク 
ロッ ク ・ ド ライ バ を 1 パッ ケー ジ に し た 。 ソ ニー の 
CXL5005P を 使用 し て いま す . 

1HH ディレイ ・ ラ イン に よる くし 形 フ ィ ル タ は 。 デ 
ィ レ イ 信 号 と も と の 信号 と の 和 と 差 を と る こと で YY 
信号 と C 信 号 が 分 離 で きま す ( 図 3). 

CCD ディ レイ ・ ラ イン は 電荷 の 転送 を 行う た め の ク 
ロッ ク が 必要 で 。 これ が 3 た の (10.7 MHz) の クロ ッ 
ク で す 。 一 般 に も 3 て い 倍 専用 と し て 機能 化 き され た 
1IC が 発表 きれ て いま す . 

CCD ディ レイ ・ ラ イン の 出力 に は クロ ッ ク 成 分 が 含 
まれ , その まま 使用 する と 折り 返し ひずみ が 発生 する 
の で , ロー パス ・ フ ィ ル タタ に よっ て クロ ッ ク の 除去 を 
行い ます 。 ロー パス ・ フ ィ ル タ の 入力 イン ピー ダン ス 
は 低い の で , トラ ンジ スタ の エミ ッ タ ・ フ ォ ロ ワ を 
CCD の 出力 に 挿入 し ます . な お 。 この ロー パス ・ フ ォ 
ル 多 の 遅延 時 間 140 ns を 合わ せ て 1H の ディ レイ に 
な の - す )。 

る 〈 く し 形 フ ィ ル タ 用 IC M51386 

M51386 は くし 形 フ ィ ル タ クタ 用 の 和 差 入力 を も っ た 1C 
で す 。 ガラ ス 製 1H ディ レイ が 使用 で きる よう に 20 
dB の 利得 を も ち , 0.1 V。_。 の 入力 で 良い の で アッ テ 
ネー タ 分 が 入り ます .。 そし て M51386 の ディ レイ 
入力 が 0.1 V。 ょ 。 と な る よう に 調整 し ます . 

MS51386 の 7 番 ピ ン か ら は 差 が 出力 され Y 信号 が 。 


同期 信号 (C.SYNC ) 


本 で 


輝度 信号 (Y) 
+ 同期 信号 (C.SYNC) 









Y/C 分 離 用 フィ ル タ 





色 信 号 (C) 


出力 





遅延 時 間 を 合わ せる 





< 図 2> Y/C 分 離 回 路 ' 
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お ン ボ ジ ッ ト 。 
4 人 カ 。。。 47/ 
pp 


22k 


680 ビ ピッ ト ・ シ フト レジ スタ 


@ 有 本 性 コン デン サテ 

アル ミ 電 解 コ ン デ ン サ 
@ その 他 の コン デン サテ = 

ッッ クッ コン デン サ 
e 抵抗 炭素 皮膜 (W: 

土 59% ) ま た は 人 金属 皮膜 弄 
8 番 ピ ン か ら 和 が 出力 され C 信 号 が それ ぞ れ 得 ら れ ま 
が 。 

C 信 号 は さら に 品位 の 高い 信号 に する た め 3.58 
MHz の BPF に 通さ れ ま す が , BPE の 遅延 時 間 が あ 
る の で Y 信 号 と 合わ せる た め に , Y 信号 側 に 遅延 時 
間 を 補正 する た め の デ ィ レ イ ・ ラ イン を 挿入 し ます . 

上 の こと を 考え 24LPFT BPI で ディ レイ い トライ 肥 
を TDK の ライ ン ア ッ プ か ら 選 ん で み ま し た ( 図 4). 

これ ら は 中 心 周波 数 。 カッ ト ・ オ フ 周 濾 数 だ け で な 
く 。 し ゃ 断 周 渡 数 と し ゃ 断 量 。 遅延 量 に 各種 あり ます . 

ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い の は 図 5 の よう に 
入力 抵抗 。 出力 抵抗 を フィ ル タ 。 ディ レイ ・ ラ イン に 
合わ せ 込 まな いと , 期待 し た 特性 が 得 ら れ な いと いう 
点 で す 。 ま た 一 般 に 入力 イン ピー ダン ス は 低い の で 接 
続 する 回 路 は ドラ イブ 能力 が 必要 で す . 

まだ 最近 で は 複合 部 品 と し て 。BPEFE と ディ レイ ・ ラ 
イン を 1 パッ ケー ジ に し た 部 品 も 発表 きれ て いま す 
( 図 6)、. 

ぃ いずれ に し て も オー バ ・ オ ー ル 特性 と し て CC 信号 。 
Y 信号 の 群 遅延 特性 を 合わ せる こと が 重要 で す . 


同期 分 離 回 路 で の 部 品 の 使い 方 





一 般 に 同期 信号 は 。 コン ポジ ッ ト 映 像 信号 か ら ク ロ 
マ て 信号 を 除去 し た 輝度 信号 か ら 分 離し ます 。 分 離さ れ 
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同期 分 離 回 路 な ど へ 


る 同期 信号 と し て は 。C.SYNC (コン ポジ ッ ト ・ シ ン 
ク ), それ を さら に 分 離し て , H.SYNC (水平 同期 ), 
V.SYNC (垂直 同期 ) が あり , それ ぞ れ に 使い みち は 
違い ます . 同期 分 離 は Y/C 分 離 と と も に 映像 信号 処 
理 の 基本 で す ( 表 1). 

現在 は 専用 IC( 図 7) や 複合 機能 IC の 一 部 の 機能 に 
含ま れる こと が 多く な っ て いま す が , 基本 的 に は どれ 
も 同じ こと を 行っ て いま す 。 信号 を クラ ンプ し て 直流 
再生 し た 後 ス ライ ス し ます 。 その 際 , ワン ショ ッ ト ・ 
マル チバ イブ レー タ な ど を 利用 し て 分 離 を 安定 さき せま 
す が , これ は 分 離 信号 の タイ ミン グ が あら か じ め 決 ま 
っ て いる か ら で す 。 信号 検出 用 フィ ル タ 。 ワン ショッ 
ト ・ マ ル チ バ イブ レー タ な ど 時 定数 が 多い の で 専用 IC 
で は 指定 の 定数 に 従う よう に し ます ,. その よう な 回 路 
で は 当然 CZ の 精度 , 温度 安定 度 に よっ て 性 能 が 決ま 
る の で と くに 注意 が 必要 で す . 

0.1 ん -1k4F の コン デン サ に つい て は アル ミ 電 解 コ 
ン デ ン サ で は 高 周 渡 特 性 。, 精度 , リー ク な ど で 問 題 が 
生じ る 場合 も ある の で 。 タン タル ・ コ ン デ ン サ や フィ 
ルム 系 コン デン サ で 置き 換え ます 。 

そし て さら に 安定 度 を 上 げ る た め に 。 最近 で は 
AFC を 併用 する こと が 多く な っ て いま す 。 これ は 
VCO(PLL) の 利用 な の で す が ,。 AFC を ロッ ク さ せる 
こと に より ノイ ズ な ど に も 安定 し た 分 離 動作 を させ る 
も の で す 。 
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< 図 3> くし 形 フ ィ ル タ の 原理 ' < 図 42 フィ ル タ と ディ レイ ・ ラ イン (TDK) 
と っ W =17.5mm, H =10.5mm 


























フィ 2 


Y 信 号 7o : 中 心 周波 数 ' 3.580MHz 
ag : 通過 域内 低 域 3dB 点 周波 数 "2.900MHz 
コン ポジ ッ ト // sg: 通過 域内 高 域 3dB 点 周波 数 4.300MHz 
映像 信号 ///  : 減 誤 城 内 低 域 有 極 周波 数 ー 
C と と /  : 減 衰 域内 高 域 有 李 周 波数 6.750MHz 
バト >- < @。。。: 中 心 周波 数 に お ける グル ー プ ・ 300ns 
^ 6Gp- と op 本 だ の 
/// 」 ・ 測 定 入 カ イン ピー ダン ス 1.00kQ 
。  : 測 定 出 カイ ン ピ ー ダ ンス 1.00kQ 
C 信 号 (a) SBP シ リー ズ ・ バ ンド パス ・ フ ィ ル タ SBP- 4175 
だ SBVE joqs た 
s エーーーーーーーーー 周波 数 (MHz ) 
W =22.5mm, H =10.5mm 
江 12 ag 減衰 量 が 3dB と な る 周波 数 5.250MHz 
衰 た _」2dg る 減衰 量 が 12dB の な る 周波 数 5.700MHz 
量 /。  : 減 衰 量 の 保証 周波 数 7.00 MHz 
(dB) 4 が た 。 た 。 に お ける 保証 減衰 量 40dB 
Go2 :0.2MHz に お ける 群 遅延 時 間 130ns 
4 が と 。 ん Z」  : 測 定 入 カ イン ピー ダン ス 。 1.00kQ 
< 図 5> 入力 抵抗 , 出力 抵抗 は 仕様 に 合わ せる 々 。  : 測 定 出 カ イン ピー ダン ス 。 1.00kQ 
プ 
ディ レイ ・ ラ イン い 
LPF, BPF な ど Go ぅ (ns ) 
(b) SLP シ リー ズ ・ ロ ー ノ パス ・ フ ィ ル タ SLP-4223 
/ 
入力 ー 周波 数 (MHz ) 
減 W = 32.5mm。 H =12.5mm 
誤 /。 : 減 衰 量 が 3dB と な る 周波 数 7.20MHz 
7 量 Go 2 :0.2MHz に お ける 群 遅 建 時 間 400ns 
Rour は ディ レイ ・ ラ イン , LPF, BPF の 仕様 に 合わ せな (dB) A」 : 入 カイ ン ピ ビー ダン ス 1.20kQ 
いと 期待 され た 特性 が 得 ら れ な い . ん 〆。 : 出 カイ ン ピ ー ダ ンス 1.20kQ 
Go 2(ns ) 
(c ) SDL シリ ー ズ ・ デ ィ レ イ ・ ラ イン SDL-430 1 
Video 
単位 :mm Input Output 
4 し ) 
G apc 革 の あの 
< 図 6> に ちん を 
BPF 付き ディ レイ ha の Chroma た 複合 部 品 . 
の の 遅延 量 に 輝度 信 
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(c ) 電気 9 特性 *3.58MHz に 対す る 相対 減衰 量 








この AFC に は セラ ミッ ク 発 振子 
を 使用 し た も の が 多く , セラ ミッ ク 
発振 子 の 周波 数 , 周波 数 範囲 に 関し 
て は 1IC と の か ね あい が ある の で 
か な ら ず 1IC メー カ が 指定 する も の 
を 使用 し な けれ ば な り ま せん . 

な お 複合 機能 IC( 同 期 分 離 だ け で 
な く ク ロマ 処理 な ど を 統合 し た も 
. の ) では, 入力 信号 を 反転 きせ て 入 
力 す る よう な 1IC も ある の で 要 注 意 
ko 


信号 発生 回 路 で の 


部 品 の 使い 方 





@ 信号 発生 回 路 

信号 発生 回 路 は カメ ラ 用 。 ブル ー 
バッ ク 信 号 。 テス ト ・ パ ター ン 信 号 
を 発生 する た め に , 同期 信号 を は じ 
め と する 信号 を 発生 する 回 路 で す 
( 表 2, 図 8). 

EE まん ど JC 代 さ きれ て いま 
す が , 単に 同期 信号 を 発生 する も の 
か ら コ ン ポ ジッ ト 映 像 信号 を 発生 す 
る も の まで 各種 あり ます . その 一 例 
を 図 9 に 示し ます . 

タイ ミン グ は , 水晶 振動 子 の 自己 
発振 に よる も の と 外部 信号 に 同期 さ 
せる こと の で きる も の が あり ます . 

水晶 振動 子 は 。 NTSC 信号 で は 
3.579545MHz また は その 4 倍 の 


14.31818 MHz を 用 いる も の が 多く , 


入手 も 比較 的 容易 で す . 発振 回 路 に 
つい て は トリ マ ・ コ ン デ ン サ で 敏 調 
整 で きる よう に し て お いた ほう が 便 
利 で す 。 ま た クロ マ 信 号 に 関し て は 
正弦 渡 と し て 1 V。_-。 で 扱う JC と 
あく まで ロジ ッ ク ・ レ ベル で 入出 力 
する 1C と が ある の で , 入出 力 に は 
確認 が 必要 で す . 

また 。 ロ ジッ ク ・ レ ベル の 信号 を 
出力 する も の は タイ ミン グ 信 号 の エ 
ッ ジ が ほか の 回 路 へ 回 り 込 まな いよ 
う に 部 品 。 回 路 配 置 を 考慮 し な けれ 
ば な り ま せん 。 
@ 水晶 発振 回 路 

映像 機器 で は この よう な クロ マ て 発 
振 器 , 各種 同期 信号 の 発生 回 路 に お 
いて 。 発振 出力 の 安定 の た め に 水晶 





Bali EE FFTr272 
フィ ルク | り 不定 検出 用 フィ レタ 。 ワ 


ワン ショ ッ ト ・ | ワン ショ ッ ト ・ | バー スト ・ フ ラグ , プ | ン シ ョ ッ ト ・ マ ル チ バ 
マル チバ イプ ブ プレ | マル チバ イブ プレ | ラン キン グ な ど イプ レー タ な ど 時 定数 
ー タ ー タ な ど 時 間 設 定 可 能 回 路 が 多い の で CZ の 


AFC ロ ッ ク に より ノイ | 精度 , 温度 特性 , 高周波 
ズ な ど に も 安定 し た 動 | 特性 に 注意 .0.jz 一 1 ん 
作 . きら に セラ ロッ ク | の 有 極 性 コン デン サ は 
な ど を 使用 し て 動作 を | で きれ ば タン タル ・ コ 
安定 させ た も の も ある .| ン デ ン サ を 使用 する . 


セラ ロッ ク に つい て は 各種 IC ご と に 対応 し た 製品 が 出 て いる の で , IC メー カ 指 定 の 
も の を 使用 す る. 
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⑪) 同 期 の 分 離 方 法 


< 図 7> 同期 分 離 ・ 検 由 (JRC デー タ シ ー ト より ) 
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< 表 2〉 同期 信号 発生 
カメ ラ 用 各種 同期 信号 発生 単に 同期 信号 を 発生 する 


プ ブルー バッ ク , テス ト ・ パ ター ン | コン ポジ ッ ト 信 号 発 生 可 能 ( モ ノ 
の 発生 クロ / カ ラテ ラー) 


外部 同期 に 合わ せ た 信 号 発生 同期 を り モ セッ ト す る も の / フ ェ ー 


ス ・ コ ン パ レー タ で 協調 する も の 
劉 部 品 使用 上 の ポイ ント 
・ 外 付け 水 則 振動 子 に より すべ て の タイ ミン グ が 決定 する . 
・ 単 な る 同期 信号 を 発生 する も の は ロジ ッ ク ・ レ ベル の 信号 で 扱い や すい が , コン ポ 
ジッ ト 信 号 を 出力 する も の は タイ ミン グ 信 号 の 回 り 込み に 注意 . 
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発振 子 と 発振 回 路 を 使用 し ます . 周波 数 と し て は クロ 
マ 周 渡 数 で ある 3.58 MHz( 正 確 に は 3.579545 MHz) 
が 多く ,。 最近 で は その 4 倍 の 周波 数 14.3 MHz( 正 確 
に は 14.31818 MHz) も 多く 使用 され ます . 市 場 で も 
この 周波数 は すでに 標準 的 な も の に な っ て いる の で 
発振 子 の 入手 は そう 困難 で は な いと 思わ れ ま す . 

実際 。 水晶 発振 子 は 周波 数 だ け で は な く 各 種 の 仕様 
の も の が あり , 希望 する よう な 特性 を 得る に は それ な 
り の 知識 が 必要 で す . 

形状 に は 各種 あり ます が , 大 別 す る と ソケット ・ タ 
イプ (HC-6/U。 HC-25/U) と りー ド 線 タイ プ (HC- 
18/U り , HC-33/U) が あり ます ( 図 10). 

ソケット ・ タ イプ は 足 が 短 く , 直接 は ん だ 付け する 
ご と は さけ だ ぼう が よい よう で す 。 と くに 熱 に よる ス 
トレ ス や プリ ント 基板 に 挿入 実装 する 際 の 足 へ の スト 
レス が ある か ら で す . 


し た が っ て , は ん だ 付け 実装 は HC-33/U ま た は 
H じ -18/U 型 を 用 いま す が , 熱 の 影響 を 考慮 し た は ん 
だ 付け や 足 へ の スト レス は 同様 の 問題 が あり 。 図 11 
の よう な 基板 か ら 浮 か せ た 実 装 方 法 な ども 紹介 され て 
ゅ ます が 。 振動 や 安定 し た マウ ント を 考え る と 図 12 
の よう な ふせ 型 の 実装 に し た ほう が よい よう で す . 
発振 の 精度 は 単に 水晶 発振 子 だ け で 決ま る わけ で は 
な く 。 負荷 容量 や 実際 の 発振 回 路 と の か ね 合い が あり 
まず 

と くに 発振 周波 数 の 精度 と し て 0.01 % 以 上 を 得 よ 
うと すれ ば ぱ ば , 実 使用 条件 に 合わ せ た 水 晶 発振 子 の 設計 
が 必要 で す 。 し た が っ て 1IC の アプ リケーション の 中 
に は 水晶 発振 子 の メー カ 品 番 指定 の ある も の も あり , 
これ な ど は それ だ け の 意味 を も っ て いる の で お ろ そ か 
に は で きま せん . 


ま き 
4 y 
@ 和 き 





< 図 11> ソケット ・ タ イプ の 基板 の 実装 法 






浮か す ( 約 6mm ) 


《 図 13? ビデ オ ・ ア ンプ 用 IC を 使っ た ライ ン ・ ド ライ バ 
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ビデ オ ・ ア ンプ 周辺 の 部 品 の 使い 方 





@ ビデ オ ・ ア ンプ 回 路 

一 般 に ビデ オ ・ ア ンプ と は 1 MHz か ら 100 MHz 程 
度 の ビデ オ 帯 域 の 信号 を 増幅 で きる IC の こと を いい 
ます 。 

汎用 の OP アン プ で も 如 域 の 広い も の は あり ます . 
数 MHz 程度 の 開 ル ー プ ・ ゲ イン を も つ OP ア ンプ も 
あり ます が ,。 フィ ー ド バッ ク を か け て 使用 で きる 蘭 域 
は 何 百 kHz と いう オー ダ に な っ て し まう よう で す . 

ビデ オ ・ ア ンプ が 広い 帯域 を 確保 で きる の は OP ア 
ンプ と 違い 内 部 帰 世 が か けら れ て いる た めで ,。 位相 遅 
れ が 小さ く 。7502 や 500 と いっ ただ ロー・ イ ン ピ ー ダ 
ンス を 駆動 で きる と いう 特徴 が あり ます . 

この 回 路 は ビデ オ ・ ア ンプ の 人 性能 と 使い 方 に 依存 し 
て いま す 。 

し か し , と は いっ て も スペ シャ ル IC の 使用 方 法 と 
いう よう な も の で は な く 。 ビデ オ 革 域 で の 作法 と いっ 
だ た 程度 の も の で す . 

13 は ビデ オ ・ ア ンプ 1IC と し て PC1663 を 使用 
し た ライ ン ・ ド ライ バ の 例 で す 。 

まず ビデ オ ・ ア ンプ は 入力 か ら 出 力 ま で 差 動 に な っ 
て いる の で ,。 か な ら ず バラ ンス を と っ た 定数 に し な け 
れ ば な り ま せん 。 また 。 ビデ オォ 帯域 で は オー ディ オォ 葵 
域 で の 増幅 が 入力 抵抗 出力 抵抗 で ある の に 対し 。 入 
力 抵抗 = 出力 抵抗 に し て イン ピー ダン ス ・ マ ッ チ ング 
を と り ,。 伝送 に も 特性 イン ピー ダン ス を 合わ せ た 同 軸 


《 図 12> か 

アー ス と クラ ンプ 茹 用 
ふせ 型 実装 (アー ス 時 は は ん だ 付け 必要 . 
(リー ド ・ タ イプ ) グラ ウン ド ・ パ ター ン に 落と す ) 
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ケー ブル を 用 いな けれ ば な り ま せん 。 

同軸 ケー ブル は 高周波 信号 の 伝送 に 広く 使用 きれ ま 
す が ,。 ビデ オ で は 特性 イン ピー ダン ス は 500 と 750 
が 一 般 的 で す .。 外部 導体 (シー ルド ) の 内 径 と し て は , 
1.5。 2.5。 3。 5。 7。 8,。 10mm が あり , 絶縁 方 式 と し 
て も 充実 ポリ エチ レン ,。 発泡 ポリ エチ レン が あり , さ 
ら に は シー ルド の 編 組 と 外部 被覆 形式 も 各種 用 意 さ きれ 
て \ ゝ まず で 

ゅ いずれ も 同軸 ケー ブル の 品名 が その まま 記号 と し て 
意味 を も っ て いる ( 図 14) の で 。 選択 の 際 に は 参考 に 
な り ま す が 。 実装 は 特性 だ け で は な く 。 ケー ブル の 太 
さや 絶縁 物 の 耐熱 や 配線 の 作業 性 に つい て も 検討 が 必 
要 で す . また , 同軸 ケー ブル は 機器 間 の 接続 だ け で な 
く 。 回 路 と 回 路 , 基板 と 基板 と の 間 な ど 機 器 内 で も 使 
用 され ます .。 

な お , 同軸 ケー ブル は 基板 に 直接 は ん だ 付け され る 
こと も あり ます が , 普通 , 接続 に は 同軸 コネ クタ (た 
と えば BNC コネクタ な ど ) が 使用 され ます ( 図 15). 
人 @ ビデ オ ・ ア ンプ IC PC1663C 

PC1663C は 万 6 GHz の 超 高 周波 プロ セス を 用 
ゅ ぃ だ 差 動 入 力 , 差 動 出力 の ビデ オ ・ ア ンプ で 。 高 精細 
TV を は じ め と する ビデ オ 攻 域 増幅 に 適し た IC で , 
外 付け の 抵抗 一 本 で 利得 が 連続 可変 で きま す ( 図 16)、 

これ は ビデ オ ・ ア ンプ 全般 に いえ る 機能 で 。 初段 の 
エミ ッ タ 抵抗 を 変え , 電流 帰還 量 を 変え る こと で 行っ 
て いま す ( 図 17). 同 シ リー ズ の ん PC1664C で は 図 
18 の よう に 外 付 け 端 子 が 追加 され て いま す 。 図 19 
に この 端子 を 利用 し て 利得 設定 し た 際 の 周波 数 特性 お 
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< 図 15) プリ ント 基板 へ の 接続 
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<〈 図 19> PC1664 の 特性 



























< 図 16> PC1663 の 利得 調整 抵抗 
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(c) 金属 バン ド を 用 いる 方 法 


《 図 187 ビデ オ ・ ア ンプ IC /PC1664 
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周波 数 7 (Hz) 
(a) ゲイ ン 一 周波 数 


よび 位相 特性 を 示し ます . 電流 帰還 量 を 変え て 利得 を 
変え て いる の で 特性 に 変化 が 出 ます . 

ビデ オ ・ ア ンプ を 使用 する 際 の 注意 点 は 電源 電圧 が 
OP ア ンプ と 異な り , 土 15V で は な く PC1663 の 例 
で は 最大 定格 で 土 8 V, 推奨 動作 で は 土 6V で ある こ 
と ブッ 

ビデ オ ・ ア ンプ が 扱え る 周波 数 は HF バ ンド (3M 
30 MHz), も う 少し 欲張っ て VHE バ ンド (30M 
300 MHz) の 低い と ころ ( 図 200 で す が , VHF バン 
ド は 入門 者 が 簡単 に 扱え る 周波 数 で は な い の で ,。 ここ 
で は HF バン ド に お ける CZ の 使用 方 法 を 述べ ます . 


周波 数 ア (Hz ) 
(b ) 位相 一 周波 数 


<〈 図 207 ビデ オ ・ ア ンプ が 扱う 周波 数 
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〈 図 21> 抵抗 器 の 高周波 特性 
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(c) 角 板 型 チ ッ プ 抵抗 器 


高周波 回 路 全 搬 で の 部 品 の 使い 方 


ビデ オ ・ ア ンプ の よう な 高周波 回 路 で は , 図 13 の 
回 路 図 に 書か れん て いな い テ クニ ッ ク が 多く あり ます . 
お も な も の だ け で も アー ス の 取り 方 。 シー ルド ・ リ 
ー ケ ー ジ 対策 , 配線 方 法 。 線材 な ど 数 多く あり ます . 
また 回 路 図 に 示さ れ て いて も 部 品 の 種類 に よっ て 性 
能 が 大 きく 変化 する 部 品 が ほとん ど で す 。 ここ で は 図 
13 に つい て だ け 説 明 し ます . 
人 @ 基板 
ベー クラ イト 製 の も の は 価格 は 安い の で す が , 高 周 
渡 特 性 は 片面 タイ プ で 100 MHz まで と 言わ れ , 実装 
上 の 工夫 が 必要 な こと も 多く あり , 紙 エ ポキ シ (300 
MHz 程度 まで) や ガラ ス ・ エ ポキ シ (1 GHz 程度 まで ) 
が 妥当 で す . 
人 @ 抵抗 
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(b) 小型 金属 皮膜 抵抗 器 


抵抗 値 の 大 きい ほど 周波 数 特性 (7 特 ) は 悪い リー ドレ ス の 
チッ プ 抵 抗 は 高周波 特性 が 良い . 


高 周 濾 回路 で 使う 抵抗 は /C 成分 の 存在 が 無視 で き 
ませ ん 。 構造 は 皮膜 タイ プ の よう な 巻き 構造 で は な い 
も の が よく , リー ド 線 の 短い も の を 使用 し て 実装 も 短 
SR ます 。 

また 低 抵 抗 ほど 抵抗 体 の カッ ティ ング が 少な い ( 図 
21) の で 世 分 が 少な く , 高周波 回 路 向 き です. 抵抗 は 
数 十 kQ 以下 を 使用 する の が 定石 で す . 先 に 述べ た よ 
うな 理由 か ら 当 然 , 巻 線 抵抗 は 使用 で きま せん . 

才 コン シン デン サ 

巻き 型 構造 で も ある コン デン サ の 周波 数 特性 は 1 
MHz 程度 で す ,。 し た が っ て 。 これ に 類する マイ ラ ・ 
コン デン サ ぉ ーー 系 チコ: シッ ーー メカ ラー イズ せ ディ ブン ム ・ コ ジ シ 
デン サ は 使用 で きま せん ( 図 22) . 

セラ ミッ ク ・ コ ン デ ン サ で も 高 誘電 率 タ イプ は 小型 
で 使い や すい の で す が , 温度 特性 が 悪い の で 時 定数 回 
路 に は 使用 で きま せん . 電源 の バイ パス ・ コ ン デ ン サ 
程度 に 使用 を 抑え を る べき で す 。 位相 補正 や 発振 止め の 


広帯域 回 路 の 基本 事項 


広帯域 回 路 で は 配線 イン ダク タン ス と 寄生 容量 に 
よる 共振 点 が 帯域 内 に 現れ , 入出 力 問 の 容量 カッ プ 
リン グ が 生じ る こと が ある の で 回 路 が 不安 定 に な っ 
た り , 異常 発振 を お こし た りす る こと が 多く な り ま 


す . 

1cm リー ド 線 や プリ ント ・ パ ター ン は 約 10nH に 
相当 し 。 10MHz で は 0.62 に な り ま すか ら 。 大 き 
な 電流 が 流れ る 回 路 で は 大 き な 電 圧 変化 に な り ま す . 
また , 一 般 の 抵抗 器 は 0.2p--0.3pF の 分 布 容量 が あ 
り - ま す 。 


確実 に 動作 させ る た め の も っ と も 基本 的 な 事項 は 
グラ ウン ド の イン ピー ダン ス を 下げ る こと で す 。 

具体 的 に は グラ ウン ド に 広い パタ ー ン 面積 を と る 
べ ベタ ・ ア ー ス と いう 手法 を 用 いま す 。 

ペタ マッ アプ アース する な イシ ダク タン スス も: ドカ が さり 
パタ ー ン 間 の 容量 に よる カッ プリ ング を 下げ る こと 
も で きま す が 。 回路 プロ ッ ク ご と に シー ルド ・ ケ ー 
ス に 入れ だ た だり, シー ルド 板 で 覆う こと で 大 き な 効 果 
が 期待 で きま す . 
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< 図 22> 
各種 コン デン サ の 
周波 数 特性 


《 図 23> 映像 回 路 で の ノイ ズ 対 策 


《 図 24> 





コン デン サ に 使う と 大 き な 和 失敗 を し ます . 

また だ た バイ パス ・ コ ン デ ン サ と し て 使用 する 場合 も 
リー ド 線 を 短く 実装 する こと が 必要 で す . リー ド 線 
( ぁ 0.5-1.0)10 mm あたり 10MHz で 0.01 /F,、 コン 
デン サ と し て 0.005 F を 見 込む 必要 が あり ます . い ぃ 
ずれ に し て も C 成 分 と ん 成分 で 共振 を 起こ し ます . 
容量 と リー ド 線 の 長き さき に よっ て 周波 数 は 変化 し ます 
が ,。 この 自己 共振 周波 数 は 数 MHz 数 十 MHz に な 
り ま す . コン デン サ の 使用 周波 数 は この 共振 周波 数 ま 
で な の で , 容量 を 大 きく する 必要 の ある バイ パス ・ コ 
ン デ ン サ ほど , 成分 を 小さ くす る だ た め に リー ド を 短 
くす る こと が 必要 で す 。 
@s ノイ ズ 対 策 部 品 

今 ま で 述べ た よう に 映像 信号 回 路 は 広帯域 の 信号 を 
扱っ て いま す が , それ だ け に 信号 に 不要 な 高周波 ノイ 
ズ が 乗っ た り , 外部 へ ノイ ズ を 放出 する 可能 性 が 大 き 
く な り ま す . また 電源 回 路 へ の 回 り 込 み 。 電源 回 路 か 
ら の 高周波 クイ ズ の 回 り 込 み と い う 問 題 が あり ます . 
こう し た 問題 の 対策 部 品 や 対策 方 法 に つい て 述べ ま 
す ( 図 23). 一 般 に 信号 ライ ン の ノイ ズ 対 策 方 法 と し 
て は 。 フィ ル 夕 に よる 高周波 カッ ト の 方 法 が あり ます 
が 。 映像 信号 で は 帯域 が 広い の で 難し い 問 題 で す . 一 
般 の CPU 回 路 な どの ノイ ズ 対 策 部 品 で は 1 MHz。 4 


ポリ エス テル ・ フ ィ ル ム ・ コ ン デ ン サ 


3 端子 コン デン サ 











ポリ スチ レン ・ フ ィ ル ム ・ コ ン デ ン サ 
入っ y La 8 
低 誘 電 率 セラ ミッ ク ・ コ コンデンサ 
高 誘電 率 セ ラミ ッ ク ・ コ ン デ ン サ 







2 入 ー 人 K ユ 


1M 10M 100M 
周波 数 (Hz) 


MHz, 8 MHz。 10 MHz に 減衰 ディ ッ プ を も つの で , 
信号 が 減衰 し て し まい ます . 

映像 信号 で は ん を 使っ た フィ ル タ は 使用 せ ず 。 フ 
ェ ラ イト ・ ビ ー ズ を 使用 し た フィ ル タ を 用 いま す 。 高 
周 渡 に お いて は リー ド に ビー ズ を 通し た だ け で フィ ル 
と な り ま す 。 これ を 用 いる こと で 。 信号 へ の 影響 を 
与え る こと な く 高 周波 クイ ズ の 防止 が で きま す . 

一 般 に バイ パス ・ コ ン デ ン サ と いう と セラ ミッ ク ・ コ 
ン デ ン サ で す が 。 図 24 の よう に 1M--10 MHz で 最 
低 イ ン ピ ー ダ ンス に な り , それ 以上 の 周波 数 で は イン 
ピー ダン ス が 増加 し て し まい ます 。 これ を さけ る 方 法 
と し て 3 端子 コン デン サ を 使い ます 。 と の コ ョ nz 黄 
は セラ ミッ ク ・ コ ン デ ン サ の 一 方 の 電極 に 2 本 の リー 
ド 線 を 付け た も の で す 。 
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ここ で は ,。 ビデ オォ オ 回路 の うち フィ ル タ の 部 分 に つい 
て その 使い 方 を 解説 し ます . ビデ オ の 検波 出力 や コン 
ポジ ッ ト 信 号 か ら 必 要 な 信号 を 選び 出し ます . レベ ル 
だ け で な く 位 相 の 問題 を 考え な いと 最終 映像 は きれ い 
に 映り ませ ん 。 

まず ,。 テレ ビ 受 像 機 の 内 部 の 信号 の 流れ を 説明 し て , 
各部 の 回 路 構成 を 考え て いき まし ょ う . 


テレ ビ 受 像 機 の 信号 の 流れ 


カラ ー・ テ レビ の NTSC 信号 を 処理 し て 。 輝度 信号 
(以下 Y 信 号 ) と 色 信 号 ( 以 下 C 信 号 ) に 分 離し て , 最 
終 的 に RK。G, B の 原色 信号 で ブラ ウン 管 を 駆動 する 
まで に は 。 各種 の フィ ル タ や トラ ッ プ を 用 いた 回 路 が 
使用 きれ て いま す . 

1 は カラ ー・ テ レビ の チュ ー ナ か ら デ ブラウン管 ま 
で の , NTSC 信号 の 流れ を 系 統 図 に まとめ た だ も の で 


アン テ ナ か ら 入 力 さ れ た テレ ビ の RF 信号 は 。 チ ュ 
ー ナ より IF( 中 間 ) 周波 数 に 変換 され て 。 SAW フィ ル 
タ で 帯域 制限 され , V( 映 像 )IF, 増幅 , 検波 段 で 増幅 , 
検 渡さ れ 。 NTSC の コン ポジ ッ ト 信 号 に 変換 され ま 


検 渡さ きれ た だ た コンポジット 信号 は , ア 特 (周波 数 特性 ) 
補正 と 音声 トラ ッ プ (4.5MHz トラ ッ プ ) を 通し て , 
1Vp- s の コン ポジ ッ ト 信 号 と な り ,。 外部 ビデ オォ 入力 端 
子 か ら の コン ポジ ッ ト 信 号 と テレ ビ / ビ デオ 切り 替え 
で 切り 替え られ て 。 Y/C 分 区 回 路 に 入り ます . 

Y/C 分 離 回 路 で Y 信 号 と C 信 号 に 分 離さ れ て , Y 
信号 は ア 特 補 正 。 Y 信号 の ディ レイ 。 輪郭 補正 回 路 
を 介し て 輝度 信号 処理 部 に より Y 信 号 と し て マト リ 
クス 回 路 に 入り ます . 

色 信 号 は 特 補正 と C 信 号 BPF 回 路 を 介し , 色 信 
号 処理 部 で ACC や カラ ー・ コ ント ロー ル 制 御 さ れ 。 
色 復 調 さ れ ,。R-Y。B-Y,。G-Y の 色差 信号 で マト リ 
クス 回 路 に 出力 され ます . 


< 図 1 カラ ー・ テ レビ の ビデ オ 信 号 系 統 図 


アンケ ナ TV 信号 増幅 ・ 検 波 プ ロッ ク 


VIF 音声 B 央 像 





“ 略語 賠 明 

SAW : 表面 弾性 波 

VIF : 映 像 中 間 周 波数 

| 7 特 : 周 波数 特性 に 

| YC:Y: 輝 度 ,C: 色 信号 

BPF : バ ンド ノ パ ス ・ フ ィ ル タ 

和 ACC: 自動 色 飽 和 度 調整 
ティ ント : 色 相 調 整 

カラ ー・ キ ラー: 色 消 
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〈 図 2〉③) 
狭 帯 域 方 式 映像 中 間 周 
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《 図 3 >? 

広帯域 方 式 映像 中 間 周 

波 用 SAW フィ ル タ の 

特性 例 
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マト リク ス 回 路 で Y 信 号 と 色差 信号 が マト リク ス 
され , RGB 信号 と な り ,。 RGB の 各 出 力 回 路 よ り ブ ラ 
ウン 管 の カソード を 駆動 し ます . 

以上 の よう に , カラ ー・ テ レビ の 信号 の 流れ の 中 に 
使用 きれ て いる フィ ル タ タ と し て は 。 テレ ビ 信 号 を コン 
ポジ ッ ト 信 号 に 変換 する 部 分 に 。 IF SAW フィ ル タ 
と 音声 トラ ッ プ 。 コンポジット 信号 を Y 信 号 と C 信 
号 に 分 離す る 部 分 に Y/C 分 離 く し 形 フ ィ ル タ 。C 信 
号 BPF。 Y 信号 ディ レイ ・ ラ イン な ど が 使わ ん て いま 
と 

以下 , 映像 検波 段 以降 の コン ポジ ッ ト 信 号 の フィ ル 
タタ や トラ ッ プ の 使い 方 と 処理 を 中 心 に 説明 し ます . 


テレ ビ 信 号 よ り コ ン ポ ジッ ト 信 号 に 
変換 する 部 分 


チュ ー ナ の IF 出力 の 後に 挿入 きれ る IF SAW フ 
ィ ル タ は , 狭 帯 域 方 式 ( 図 2) が 一 般 的 に 使用 きれ て い 
ます が 。 最近 の 高 画質 AV テレビ に は 。 図 3 に 示す 
広帯域 方 式 の も の も 商品 化 さ きれ て いま す 。 
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ここ で は , 図 2 に 示す 狭 帯域 方 式 の 場合 の , VIF 
検 渡 段 以降 の 回 路 の 設計 例 を 図 4 に 示し ます 。 

@ セラ ミッ ク ・ ト ラッ プ 

この 図 4 に お いて , 映像 検波 出力 は マッ チン グ 抵 
抗 Zn を 介し て 。 セラ ミッ ク = ト ラッ ピ プ CF5i に 入力 き 
れ て ,。 4.5MHz を 30dB 以上 減衰 きせ ます . 

CEFsoi と 並列 に ax が 入っ て いる の は 。 4.5MHz より 
低い 周波 数 成分 の 帯域 特性 を 決め る た めで ,。 7。 ヵ の 値 
に より トラ ッ プ の 減衰 量 と 減衰 幅 が 変化 し ます 。 

5 に 7 の 値 と トラ ッ プ の 減衰 特性 の 変化 を 示し 
ます 。 ん を 大 きく する と トラ ッ プ 減衰 幅 は 広く な り 
ます が , 4MHz 付近 の 肩 の 特性 が 変化 する の で , 普 
通 は 10 一 20zH の 範囲 に 選び ます . 

音声 トラ ッ プ の 出力 は 。 Trzou。 の エミ ッ タ ・ ピ ー キ ン 


グ の Csoi と zos で 。 3MHz 以上 の 成分 を 0dB 付近 ま 


で も ち 上 げ ま す 。. Trzoz の エミ ッ タ 出力 の の 22,、 202。 
fs の 並列 回 路 は 4MHz 付近 を も ち 上 げ る た め の も の 
で , Csoz と soz の 共振 周波 数 を 4.08MHz 付近 に 選び 
ます 。 

2os は 共振 の 〇 を ダン ピン グ す る も の で 。 4.5MHz 
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27 rr 
の” 
い 
も っ 


に 
は 4 
6 
で の 





4.5MHz の トラ ッ プ の 減 
衰 量 と 4.08MHz 付近 の 
肩 の 部 分 の 振幅 特性 の 


《 図 4> 
コン ポジ ッ ト 信 号 の 音声 トラ ッ プ と 


周波 数 特性 補正 回 路 選ぶ 





兼ね 合い か らん の 値 を 





PEL0606) 


4.08MHz 付 近 を ピー キン グ す る よ 
う に 共振 点 を 選び , 205 で ピー 
キン グ 量 を ダン プ し て 平坦 化す る . 


あま り ⑦ を 高く する と 群 遅 延 特 性 
が 劣化 する の て , 注意 が 必要 . 
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(b) 映 人 象 検波 出力 の 周波 数 特性 


1 ン 3 


の トラ ッ ジ 減衰 量 と の 兼ね 合い か ら 決 定 し ます . 以上 
の 振幅 特性 を 図 6 に 示し ます . 

また 図 7 に 4.5MHz の セラ ミッ ク ・ ト ラッ プ の 例 と 
レ て ,。 カタ ログ ・ デ ー タ を 示し ます 。 


コン ボ ジ ッ ト 信 号 を Y 信号 と 


ビ 信号 に 分 離す る 回 路 


@ Y/C 分 離 回 路 

図 8 に , ガラ ス 製 の 1H ディ レイ ・ ラ イン を 用 いた 
1 ディ レイ ・ ラ イン 方 式 の Y/C 分 離 回 路 を 示し ま 
す 。 信号 の 説明 を ここ で は 行い ませ ん が , 文献 (4) を 参 
照 し て くだ さい . 

TP 入力 か ら 入 力 さ れ だ コン ポジ ッ ト 信 号 は 。 Trzoz 
と Trzos で 1H ディ レイ ・ ラ イン を 通っ た 信号 と マト リ 
クス され ,。 Trzoz の コレ クタ か ら は 減算 きれ た C 信 号 
が 。 Trzos の コレ クタ より は 加算 きれ た Y 信 号 が 取り 
出さ きれ ます . 

zo と プレ 72ox は , くし 形 フ ィ ル タタ の くし の 深 さ を 調 
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(c) セラ ミッ ク ・ ト ラッ プ の 周波 数 特性 


< 図 6> コン ポジ ッ ト 信 号 出力 の 周波 数 特性 
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1 か 0N そ 
0 ン イイ ダグ の 4.08MHz に な る よう に と 202 と と 2o。s の 
値 を 決め る . 
⑦ は oe・C2o2・ 人 2o2 て 決ま り ,5o2 が 小さ い ほ どの 〇 ダン プ さ れ 
る . の @ の 値 は 4.08MHz 付近 が ほぼ 平坦 化す る よう に 選ぶ が , 
振幅 特性 の み で な く 必 ず 群 遅延 特性 も 同時 に チェ ッ ク す る 必 
受 が ある . と く に 3.5 一 4.1MHz 付 近 の 特性 に つい て は 重要 . 


ト フ ンジ スタ 技術 
己 I ロ し 


< 図 7 4.5MHz トラ ッ プ の 特性 


上 の 値 は 最小 減衰 量 | | 上 の 値 は 最小 薄 域 幅 
() 内 は 実 値 ( ) 内 は 実 値 


REF LEVEL /DIV 

0.001dB 10.000dB 

5.108nSEC 200.00ns 

MARKER 4 500 000.000Hz 

MAG(UDF ) 一 43.467dB 」 ( ns) 
MARKER 4 500 000.000Hz +1000 
DELAY(UDF ) - 11.889/s 


TPS ーーー 50kHz 以 上 | 0.5qB 以 下 
4.5MB2 N(4568) N(80kHz) (0dB) 
TPS は 30dB 以 上 ャ ーー 0.5dB 以 下 | 
4.5MC (40dB) | (70kHz) (0dB) 





セン タ 3.5MHz _ ス ノ パン 5MHz 


< 図 8> 1H ディ レイ ・ ラ イン を 用 いた Y/C 分 離 回 路 


+ ど 







4.7k DL7o2 












Toz) っ Tr705 
TP 入力 100x の < 2SC945 
コン ポジ ッ ト 信 号 ~ BP 、 ド 、 。 輝度 信号 
18k 人 Qi2 | TP 出力. 
1.5k ミ ]k 
77701 
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1 直 

に 

COO 

ャ * 

ea 702 
(ベー スト 人 22k 


は ) 着衣 
光度 信 号 デ ィ レ イ ・ ラ イン 











TP2 
ディ レイ し た 信号 
成分 の レベ ル を 等 し 
され な い Trzoe 
分 は 2 倍 に 加算 され 2SC945 
(@)Y/C 分 離 回 路 
き 却 - 呈 牧 
@」= 入 力 信号 PS ロン IE 


@e2・1H デ ィ レ イ し た クロ マヤ 信号 
た だ し , ej と e>2 は 同相 の 条件 が 必要 . 
C 信 号 フ イ ル タ (減算 ) 





7 = 75| /( 77o4。 十 ア 705 ) 





@o 三 の ーe2 ビ ーーez eo の ez 8 

7 = / きゃ 本 のび 2。 

7 (ADwE62m) /o 圭 0.5MHz の 革 囲 (, クロ マ 信 号 が ei =e>' 
ヶ o 二 0.5MHz で クロ マ (C) 信号 は e」 と ez2. は 180* の レベ ル ( に な る よう に 708/ ん と を 選ぶ と , ei 
位相 な の で , eo=2e」 と な り , クロ マ 信 号 は 2 と e2 と て は 1H デ ィ レ イ し て いる の で , クロ マ 
倍 と なり, eo に クロ マ 信 号 と し て 出力 され る . 信号 の 位相 は 180'" ず れ て いて , e」=e2' の レ << 
/o 主 0.5MHz で Y 信 号 は e」=e>* な の で , eo =0 ル の と き eo= テ 0 と な る . 


と な り , Y 信 号 は 0 と な る . 一 方 , Y 信 号 (/o エ 0.5MHz ) は , 位相 が 180* ず れ 


て お ら ず 同相 成分 に な る の て , @o= 2e1i と な る . 


(b)Y/C 分 離 の 動作 説明 


〈 図 92 Y フィ ル タ の くし の 減衰 特性 


47oi を 変化 させ る と / ら キ 0.65MHz 内 の くし の 深 さ が 変化 する . 
77o」 を 変化 し た と き , 全体 の くし の 深 さ が 変化 し , 図 の 特 


一 


で た 
す 


性 は 上 下 に 平行 移動 し た 特性 に な る 





周波 数 (MHz ) 


《 図 10? 1H ディ レイ ・ ラ イン の 例 


8.2( max ) 


| 
剛 Lo OR ゲー りや gl 


35.0 土 03 一 -| 






27.5( max ) 





( MHz ) ( /zS ) 
3.579545 | 63.556 上 0.005 
3.575611 | 63.484 上 0.005 
3.582056 | 63.929 よ 0.005 

「 半 こ | 63.943 ェ 0.005 
64.0000.005 
63.556 二 0.005 

















EFD-EN645B85 


EFD-EN645823 


EN | EFD-ENe645886 
KN うお は ーー ニー ピー 
kL | EFD-EN645AI1 


EFD-EN645A51 4.433619 
EFD-EN645A12 


タイ プ 人 不要 反射 (dB) 

















ュー ーーーT 






























使用 温度 男 囲 
に か 




















EN 
KN 












(b) KL・KR タ イプ 


捧 入 損失 帯域 幅 (MHz) 
(dB) 


/。 土 0.65( mn ) 
/。 土 0.8( mmn ) 


。 土 1.4( min ) 
。 土 1.2( min ) 


PP2(9) 1 41, 2 (中 ) を 


PAL-M TV, VTR 










(写真 1 Y フィ ル タ 出 力 の スイ ー プ 特性 
[くし 形 フ ィ ル タ 部 分 (2.5-4.5MHz) の 振 
幅 特性 が 平坦 化 さ れる よう に , / 特性 を 補 
正す る (写真 上 ) ] 


ま ま ま ま ま ま ま 


1 ング 、y』 





< 写真 2> Y フィ ル タ C 信号 の 分 離 度 
[0.5zs/div。 バー スト 信 号 成分 の 減衰 が 十 
分 ある か チェ ッ ク す る と 同時 に ディ レイ 時 
間 を 測定 する ] 


ー ト - 
3-0.9( max ) 


1 ご 


寸法 は 2 種 あ る. 
の > ーー 11.0 










〈 写 真 3? Y フィ ル タ 出 力 の 27 パル ス 応 
答 [0.5zs/div、。 プ リ シ ュ ー ト 。 オー バシ ュ 
ー ト , その 前 後 の リ ン ギ ング 成分 を で きる 
限り 少な く な る よう に する (写真 下 ) ] 















26.0( mn ) 26.0( min ) - 10 一 土 60 















KL 





PAL/SECAM TV, VTR 











PAL VTR, ビデ オ ・ カ メ フ 














(c) 定格 (代表 型 名 の み 記 載 ) 


整 す る も の で す 。 ん で 1H ディ レイ ・ ラ イ ン 出 力 信 号 
の 位相 を 調整 し 。 Zz。」 で Trzz。 Tr7os の 加減 算 の レ 
ベル を 調整 し て , くし 形 フ ィ ル タ の くし の 深 さ を 最良 
点 に 合わ せま す . 

図 9 に くし 形 フ ィ ル タ の くし の 深 さ の 帯域 特性 を 
MR の ブー タ は 。 図 10 に 示す EEFB - 
EN645B85 1H ディ レイ ・ ラ イン を 図 8 の 回 中 で 使用 
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13 
15 ・ 9 
8.2 


NTSC VTR 





し た と き の 特 性 で 。 礁 土 0.65MHz の 減衰 量 が 一 18dB 
以 と され で いま す . 
@Y 信 号 7 特性 補正 と Y 信号 ディ レイ ・ ラ イン 
8 で 。 TP」 の Y 信号 は 72。 Coi。 7o5 と ア z03。 

C?oz。 zo か ら 構 成 さ れる げ 特 補正 回 路 に より 
(3.58MHz) 土 0.65MHz 範囲 の 帯域 特性 を 平坦 化す る 
よう に 選び ます . 

トド フン シス タ 投 術 


避 ビビ ! ロ し 


TP 入力 
wm 7 OPCooewonOoooronw で wo 人 0 の SSR の oo ーー 
人 
ーー 0 0 = 時 ee 





< 写真 42 C フィル タ ・ ス イー プ 特 性 
[2.5 て 4.5MHz 成分 の 振幅 が くし 形 フ ィ ル 
タ の Y フ ィ ル タ に より ほぼ 2 倍 に ピー キ 
ング され る (写真 上 ) ] 


ん zoz よ りな る 共振 回 路 は 3.8MHz 付近 に 。 zo。 より 
な る 共振 回 路 は 3.3MHz 付近 に それ ぞ れ 共振 点 を も 
だ た せ ,。 くし 形 フ ィ ル タタ に より 2 倍 に も ち 上 げ ら れ た 帯 
域 部 分 を 平坦 化し て いま す . 

帯域 を 平 担 化 さ れ た Y 信号 は 。 Tr の エミ ッ タ よ 
り Y 信号 遅延 用 の ディ レイ ・ ラ イン DLz。z に 入力 され , 
Trzos よ り 出 力 さ れ ま す .。 

DLzoz は 最近 の テレ ビ の 高 画質 化 に 伴い 。 7MHz 以 
上 まで 平坦 化 さ きれ て いる ディ レイ ・ ラ イン で 。 一 3dB 
周波 数 が 約 7.5MHz で す 。 

C 信 号 の BPEF の 特性 と , 色 信 号 処 理 部 と 復調 後 の 
LPF の 特性 に より 遅延 する C 信 号 の 遅延 時 間 を 補正 
する た め に 。 現在 で は ここ の ディ レイ ・ ラ イン の 遅延 
時 間 に 約 0.3--0.4zs の も の が 一 般 的 に 使用 きれ て い 
ます 。 

写真 1 写真 3 に Y 信 号 の 出力 TPas に お ける 特性 
を 示し ます 。 

@ C 信 号 バ ンド パス ・ フ ィ ル タ 

図 8 の TP2 に 取り 出さ れ た C 信 号 は , Y 信号 の 低 
域 部 分 (3MHz 以下 の 成分 ) を 含ん で いる の で , C 信 号 
BPE に 入力 し ます 。 Oo4。 ん zo4。 C76s よ り 構 成 さ れる 





< 写真 5? クロ マ BPF 出力 
[ 選 土 0.5MHz で 一 3dB 以内 に な る よう に 
する (写真 上 ) ] 





< 写真 6 クロ マ BPF 出力 の 12.57 パル 
ス 応 答 [0.5zs/div。 上下 対称 の 波形 に な る 
よう に BPF を 設計 し , 同時 に ディ レイ 時 
間 を チェ ッ ク す る (写真 上 ) ] 


バ パンド パス ・ フ ィ ル タ は 6(3.58MHz) 土 0.5MHz の 
BPF で ,。 テレ ビ 信 号 時 は 共振 点 を 3.8MHz 付近 に 選 
び , ビデ オ 入 力 時 は 3.58MHz 付近 に 選び ます . 

じ 信 号 BPF の の @ は 3 へ 5 で 。 古 0.5MHz が オー 
バー オー ル で -3dB を 取れ る よう に の 。4。 の os5。 た 764。 
zzs の 値 を 決定 し ます . Trzs は 。 ビデ オス 入力 時 に 。 
BPF の 共振 点 を 3.5MHz 付近 に する た め の ス イッ チ 
用 トラ ンジ スタ で す .。 

写真 4 一 写真 6 に , ビデ オォ 入 力 時 に お ける ,C 信 号 
の フィ ル タ の 各部 の 特性 を 示し ます . 

@ 遅延 時 間 と 位相 特性 

テレ ビ 信 号 の と き は 。 VIEFE の SAW ' フィルタ と 
4.5MHz の 音声 トラ ッ プ の 3.08ー-4.08MHz 範囲 の 遅 
廷 特性 が も っ と も 重要 で す . 振幅 特性 を 4.08MHz ま 
で 平坦 化し て も , 3.08-ー-4.08MHz の 帯域 内 の 群 遅延 
特性 が 悪い と 。 Y 信号 と C 信 号 の 遅延 時 間 が 色 の 高 
域 成分 が 色相 に より 合わ な く な り ま す . 

Y/C 分 離 回 路 と Y 信号 ディ レイ ・ ラ イン の 群 遅 延 特 
性 は , 3.58 土 0.5MHz 範囲 で は 平坦 化 き れ て いて ほ と 
ん ど 問 題 あ り ま せん .。 し た が っ て CC 信号 の 振幅 特性 
を 補正 する 部 分 。 す な わ ち テレ ビ 信 号 時 で は 4.5MHz 


テレ ビ 映 像 の 帯域 


テレ ビ 受 信 時 は , 狭 帯 域 検波 方 式 を 採用 する と , 
どう し て も 映像 検波 段 だ け で 。 4.08MHz 付近 まで 
完全 に 平坦 化す る の は 難し く な り ま す . 

この た め 。, 4.08MHz 付近 が 多少 減衰 (一 3dqB 近 
く ) し て いる た め 。 BPEF の 共振 点 を 多少 高め 


(3.8MHz 付近 ) に シフ ト し て 。 オ ー バ オー ル の クロ 
マ 信 号 の BPF の 特性 を 平坦 化し ます 。 これ は , 映 
像 検波 段 で 4.08MHz を 完全 に 平坦 化し よう と する 
と ,。 4.5MHz 成分 の 除去 が 十分 で な く な り 。 これ が 
Y 信号 処理 部 に 悪影響 を 与え を る か ら で す . 

また C 信 号 の BPF を 含め て 補正 する と, 補正 回 


路 が 2 段 と な り (1 段 は 映像 検波 段 で 。 も う ひ と つ 
は BPEF),、 それ ぞ れ の @ を 小さき くす る こと が 可能 
で 。 群 遅延 特性 も 良好 に 保っ た 条件 で ,。C 信号 の 振 
幅 特性 の 補正 が で きま す . 

以上 の ふた つの 理由 で , CC 信号 の BPF だ け で 
が 。 土 0.5MHz の ア 特 を 平坦 化す る 方 法 は 。 あま り べ 
ター で は あり ませ ん 。 

ビデ オ 入 力 時 に は , 外部 信号 入力 端子 か ら と いう 
こと で 。 4.08MHz まで 平坦 化 さ きれ た 入力 信号 に 対 
応 す る た め に ,。 BPF の 共振 点 は 旋 に 合わ せま す 。 
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トラ ッ プ 周辺 回 路 ( 図 4 の フィ ル タ 回 路 ) と ビデ オォ 入 
力 時 で は , C 信 号 BPF の 群 遅延 特性 が 重要 と な り ま 
実 : 

CC 信号 BPF は , @ を 3ー5 に 選ん で お け ば 。 和 群 遅 
延 特 性 は 帯域 内 で ほぼ 平坦 化し て いる の で 問題 あり ま 
せん が , 4MHz 付近 の 振幅 を 補正 する た め に の を 高 


くす る と 。 群 遅 延 特 性 が 劣化 する の で 注意 が 必要 で す . 


テレ ビ 信 号 時 は 図 11 に 示す よう に , た (3.58MHz) 
で オー バ オ ー ル 特性 が 一 170ns に な る よう に する こと 
が 必要 で す . また 。 BPEF の 特性 と し て は 。 アア 。 土 
0.5MHz の 帯域 内 で 群 遅延 が で きる 限り リニア 特性 に 
な る こと が 必要 で す . 

し か し , 狭 帯 域 検波 の 場合 は , 3.08--4.08MHz を 
平坦 化す る た め に , 4.08MHz 付近 の ピー キン グ を し 
て , BPF の 帯域 特性 を アン バラ ンス に し ます . その 
ため, 信号 の 4.08MHz 付近 が どう し て も 遅れ る た 
め に , その 遅れ を オー バ オ ー ル で 50ns 以内 に 抑え る 
こと が 重要 で す . 


< 図 11> オー バ オ ー ル の 振幅 特性 と 位相 特性 
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ー ユ ー・ メ デイ ア 有 時代 の デー タ 通 信 技 術 


赤外線 , 無線 通信 技術 から LAN, 光 フ ァ イ バ を 用 い だ が 高速 通信 技術 まで 


IB56 真 定価 |.540 円 (送料 60 円) 


家庭 の 中 に も , 電話 や FAX, モデ ム な ど 通 信 機 能 を も つつ 機器 が 増え て きま し た . また , 和 ツ や VT ロ , エア コン な ど , リ 
モコ ン 機 能 の つい た 家庭 電気 製品 も ぼ ほとん ご の 家庭 で 使わ れ て いま す . これ ら の 機器 を うま く 使う に は どう すれ ば よい か と 


いっ た ご こと や , 光 フ ァ イ バ 通 信 の よう に 高 


速 な 通信 技術 の 実際 に つい て 具体 的 に 解説 し ます . 


内 容 は , 赤外線 を 利用 し た 通信 技術 と し て , ① 赤 外線 通信 の 実験 。 パソ コン 制御 の 赤外線 リモ コン , ③ ] チッ プ ・ マ イ 


コン を 用 いた 赤外線 リモ コン . 無線 通信 技術 と し て , 9⑨ 無 線 通 
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⑨|SDN イ ンタ ー フ ェ ー ス ・ ボ ー ド の 製作 . 


高速 シリ アル 伝送 技術 と し て , ⑩LAN の 分 類 と イー サ ネ ッ ト の 構造 , ⑪ 光 フ 
ァ イ バ ・ リ ンク と シリ アル 伝送 。 ディ ジタル 多重 伝送 シス テム , テレビ ・ ニ ュー 
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映像 回 路 は オー ディ オ 回 路 に くら べ 難 しく 感じ る と 
いう 声 を 聞く こと が あり ます . その 理由 と し て は 帯域 が 
広い こと , また 信号 が 輝度 。 クロ マ ,。 同期 の 信号 で 複 
合 伯 きれ て いる と こと な どの よう で す 。 

また だ それら に 加え て オー ディ オ 回 路 に くら べ 。 直感 
的 で な い 。 実験 が し に くい な ど と いっ だ 入り づら さき さ が 
ある よう で ず " 

し か し , 実際 に 映像 信号 を 扱っ て みる と 直感 的 な 部 
分 も 多く , 
を 見 て モニ タ に 現れ る 映像 を ある 程度 想像 する こと も 
可能 で す . 

た だ 。 オー ディ オ 回 路 の よう に オシ ロス コー プ と 内 
蔵 の オシ レー タ だ け で 済ま せる わけ に は いき ませ ん . 

以前 , 画質 補正 を 行う イメ ー ジ ・ エ ン ハ ン サ を 製作 
し た こと が あり まし た が 適当 な 信号 源 が な く , し か た 
な く VTR の 映像 信号 を 利用 し まし た . その と き は き 
す が に 動作 チェ ッ ク に 手間 どり まし た . 

こう し た 際 に は テス ト ・ パ ター ン ・ ジ ェ ネ レー タ を 使 
用 する の が 一 般 的 で す 。 し か し , メー カ 製 は 多 機能 な 
と ころ は よい の で す が 高 価 な と ころ が 難点 で す . 

と いう わけ で 今回 ある 程度 製作 が 簡単 で , 製作 の 過 
程 で も 映像 回 路 の 技術 を 習得 で きる よう な カラ ー・ バ 
ー・ ジ ェ ネ レー タ を 考 て で て み ま し た ( 図 1). 

今回 製作 する も の は ,。 タイ ミン グ ・ ジ ェ ネ レー タ と 
エン コー ダ 1IC。 簡単 な タイ ミン グ 回 路 で カラ ー・ バ ー 
を 発生 きせ る こと の が で きま すず 。 "また 。 ダイ ミン グ 回 略 

HD61927 


いし ミ ジ ダ グッツ エネ ソーダ) 


《 図 1> 
簡易 カラ ー・ 
プ ブロック 図 


バー・ ジ ェ ネ レー タ の 


BF OUT 


オシ ロス コー デ 上 の コン ポジ ッ ト 信 号 の 形 . 





を 工夫 すれ ば さら に 多く の パタ ー ン 発生 が 可能 で す .。 


カラ ー・ バ ー・ ジ ェ ネ レー タ 回 路 の 概要 





カラー・ バ ー 発 生 の メイ ン は エン コー ダ IC で す 。 ア 
ナ ロ グ RGB 信号 か ら コ ン ポ ジッ ト ・ ビ デ ォ 信号 を 作 
り 出 し ます .。 カラー・ バ ー の も と に な る RGB 信号 を 
発生 する の が タイ ミン グ 回 路 で ,。 タイ ミン グ 回 路 。 エ 
ンコ ー ダ 1IC に 必要 な 信号 を 作り 出す の が タイ ミン 


《 図 22 タイ ミン グ ・ ジ ェ ネ レー タ HD61927 の 
内 部 ブロ ッ ク 図 
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< 図 32 HD61927 の タイ ミン グ 図 
の 1 が 
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(4) 大 ま か に 見 た タイ ミン グ 
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(b) 細 か く 見 た タイ ミン グ 
< 図 42 タイ ミン グ 回 路 の 動作 
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グ ・ ジ ェ ネ レー タ 用 IC で す 。 

入手 の 容易 さや 。 機能 か ら 考 えて 
エン コー ダ 用 IC と し て の WV7040 
(ツメ ニー)。 タイミング > ジ が < エネ レー 
夕 用 IC と し て HD61927 (日 立 ) を 使 
用 し て いま す . 

以下 各部 分 に つい て 1IC の 機能 を 
中 心 に 説明 し ます . 

@ タイ ミン グ ・ ジ ェ ネ レー タ 

(HD61927) 

日 立 製 の この IC は 本 来 ビ デオ ・ ヵ 
メラ 用 の 各種 同期 信号 発生 に 使用 す 
る 1IC で す .。 この 種 の 1IC は 各社 か 
ら 発 表 き れ て いま す が 。 最近 は シュ 
リン ク ・ タ イプ や フラ ッ ト ・ パ ッ ケ ー 
ジ な どの 面 実 装 タ イプ が 多く な っ て 
ゅ いま す 。 これ も 小型 化 と いう 時 代 の 
流れ な の で し ょ う が , 個人 が 行う 製 
作 。 と くに ユニ バー サル 基板 で 試作 
する た め に は この 1IC の よう に DIP 
タイ ププ の も の は 引 重 で す . 

タイ ミン グ は 多く の 他 の 1IC の よ 
う に PAL。 SECAM な ど に 対応 し 
て お ら ず 。 NTSC 専用 で す 。 

1IC の 内 部 ブロ ッ ク と ピン 配置 を 
図 2 に 示し ます . 

動作 モー ド と し て 内 部 発振 で 行う 
動作 方 法 と , 外部 信号 に 同期 さき せる 
動作 方 法 の ふた つが あり ます が 。 今 
回 は 自己 発振 の モー ド を 使用 し ます . 

OSC IN と OSC OUT 間 を 外 付 
け 抵 抗 1 MG で 帰還 し , クリ スタ ル 
発振 器 を 外 付 けし ます 。 すべ て の タタ 
イミ ング は 内 部 発振 す る 14.31818 
MHz に 同期 し ます . 

内 部 モー ド で は MRST(20 番 ピ 
ン ) と TCLK(17 番 ピ ン ) を GND に 
落 と し 。 C.SYNC IN は ア p( 十 電 
源 ) に 接続 し ます . 

この 1IC は +5V で 動作 する の で 
エン コー ダ 1JIC と の イン ター フェ ー 
ス も 簡単 に な り ま す . 

内 部 動作 は 。 マス タ 発 振 で ある 
14.31818 MHz を 分 周 す る こと で 各 
クタ イミ ング を 作り 表し ます 、 

今回 の シス テム で は エン コー ダ 
IC が 必要 と する C.SYNC( コ ン ポ ジ 
ッ ト ャ シン グ ) か 人 骨 号 と エデュ ユー、 外 の 
R・・B 入力 へ の タイ ミン グ 信 号 を 

ンジ シノ タ 投 術 
『「 コ し 


戸 過 ビビ! 


作る た め の 14.31818 MHz を 1/4 分 周 し た アア sc 
(3.579545 MHz)) と カウ ンタ を リセ ッ ト す る た め の 
CBLK( コ ン ポ ジッ ト ・ ブ ラン キン グ ) 信 号 を 得 ま す . 

この ほか , HD61927 か ら は 図 3(a, (b) に 示す よう 
な 各種 の タイ ミン グ が 得 ら れる の で 種々 の 実験 を 行う 
ご こと の で きま 、 

な お 。, 是 D61927 か ら 出 力 さ れる た 。 は ロジ ッ ク ・ レ 
ベル 出力 。 す な わ ち 方 形 波 で す 。 エ ンコ ー ダ で ある 
V7040 は 正弦 波 入力 な の で 。 HD61927 の な 出力 に は 
3.58 MHz の バン ド パ ス ・ フ ィ ル タ を 通し 。 正弦 波 に 
し 衣 : ず 。 
⑱ タイ ミン グ 回 路 

カラ ー・ バ パー を 出す た め に は エン コー ダ の R。G。B 
入力 に 1 Vp-s。 3 ビッ ト の タイ ミ ング 信号 を 入力 し ま 
す が ,。 この 信号 は C.SYNC に 同期 し な ぃ い と 。 突 定 し 
だ た カラ ー・ バ パ バー 出力 が 得 ら ちら れ ま せん . 


< 表 1>: エン コー ダ IC の 比較 
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< 図 5> エン コー ダ IC V7040 の 内 部 ブロ ッ ク 図 





タイ ミン グ ・ ジ ェ ネ レー タ の た 。 た を バイ ナリ ・ カ ウン 
で 分 周 し ,C.BLK で カウ ンタ を リセ ッ ト す る こと 
で 同期 し た タイ ミン グ 信 号 を 得 ます . 

カウ ンタ は デュ アル 4 ビッ ト ・ バ イナ リ ・ カ ウン タ で 
ある 74HC393 を カス ケー ド 接 続 し , R 出力 で 1/64 分 
周 ,G 出 力 で 1/128 分 周 。 B 出力 で 1/32 分 周 し ます 。 
1 水平 期間 中 に は 8 色 の カラ ー・ バ ー が 重複 し て 出 
力 さ れる こと に な り ま す が , モニ タ 画 面 に は 1 水平 期 
間 す べ て が 見 える わけ で は な く , また 機器 に よる 水平 
表示 位置 の 差 が ある こと を 考慮 し た た めで す 。 つ まり 
簡易 的 に は 1 水平 期間 に ちょ うど 8 本 の カラ ー・ バ パー 
が 出る よう に な る こと も ある まい と いう こと で す . 

カラ ー・ バ パー の リセ ッ ト ・ タ イミ ング は 。 水平 同期 信 
号 に 準じ て いれ ば 良い よう に も 思え ます 。 エンコーダ 
で ある VZ7040 の RGB 入力 は AC 結合 され て お り 。C. 
SYNC 信号 を も と に クラ ンプ する の で , RGB 信号 は 
プラン キン グ 区 間 に は 無 信号 と し な けれ ば な り ませ ん 。 
KR,。G,。B 各 入力 に は 1 Vs-。 の 方 形 波 を 入力 する の 
で ,。 ロジ ッ ク ・ レ ベル か ら レ ベル 変換 (調整 ) し た 後 
ッ フ ァ を 後 置 し ます . 

タイ ミン グ を 図 4 に まとめ て 示 じ ます ず す 。 
@ エン コー ダ |IC(V7040) 

エン コー ダ IC に は 大 きく 分 け て 色差 方 式 (R 一 Y。 
BーY,。 Y) と 原色 方 式 (R。G,。 B) が あり ます 、 

ここ で 用 いる の は 原色 方 式 で す 。 ソニ ー の 原色 エン 
コー ダ と し て V7040 の ほか に も CXA1145P が あり ま 


<〈 図 6> V7040 の モー ド 
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す 。 こ の 二 つ の 1IC の 差異 を 家 1 に 示し ます .。 これ ら 
二 つ の IC の 大 き な 違 い は 

(1) サブ プ キ ャ リア ・ オ シレ ー タ の 有無 

(2) バー スト ・ フ ラク グ 制御 が 内 部 か 外部 か 

(3) スー パ ・ イ ン ポ ー ズ 機能 の 有無 

で あり , 今回 は (3) の 理由 で 選定 し て いま す 。. 基本 機能 
だ け で あれ ば 一 部 の 機能 が タイ ミン グ ・ ジ ェ ネ レー タ 
と 重複 する も の の CXA1145P で 代用 が 可能 で す 。 

図 5 に V7040 の ブロ ッ ク と ピン 配置 を 示し ます . 
表 2 に 電気 的 特性 を 示し ます . 

1--3 番 。 4 一 -6 番 ピ ン が 2 組 の RGB 入 力 ピ ン で あ 
り 。 任意 に モー ド が 選択 で きま す ( 図 6). 

RGB 入力 ピン か ら 入 力 さ れる 信号 は 内 部 回 路 に よ 
RsXNh * アラ グ 信 号 の タイ ミン シン グ に よっ て ペデ ス 
多 ル ・ ク ラン デ さ れる の で 4AC 結合 で 入力 され ます 。 

25--27 番 ピ ビン は SW モー ド 設 定 用 で 。 これ ら の ピ 
ン か ら 入 力 さ れ た 信号 に より 四 つ の モー ド に 切り 替え 
られ ます . 

この モー ド 切 り 替 え は 一 見 複雑 で す が , 1--3 番 ピ 
ン の 入力 が 選択 きれ る PC モード ,。 4^6 番 ピ ン の 入 
力 が 選択 きれ る TV モード, 両者 を MIX する MIX 
モー ド , 4 一 6 番 ピ ン の 入力 の レベ ル を 6dB 落 と し て 
表示 する ハー フト ー ン ・ モ ー ド の 四 つ で す . 

YS ピン (25 番 ピ ン ) を “し L” に する こと で 。 4^6 番 
ピン か ら 入 力 さ れ た RGB 信号 を コン ポジ ッ ト 信 号 と 
じ @ 田 力 し ます 。 こ の と き 。YM 端子 (27 番 ピ ン ) を 
" 是 と する と こと で ハー フト ー ン ・ モ ー ド と な り 。 レベ 
ル を 6dB 下 げ て スー パ ・ イ ン ポ ー ズ 時 に バッ ク 画 面 を 
暗く し て 文字 を 見 や すく する こと が で きま す . 

EBM95S 凍 ) 2 に し た と き は 。 \JMIX ビン 
(26 番 ) を “し” に する こと で 1^ へ 3 番 ピ ン か ら 入 力 き 
れ だ 信号 が 出力 され 。YMIX ピ ン を “H” に する こ 
と で 1-33 番 ピ ン と 4ー6 番 ピ ン か ら 入 力 さ れる 信号 が 





2> V7040 の 電気 的 特性 (25*C, 十 5V) 
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混合 きれ ます . その 際 ,。 信号 レベ ル は それ ぞ れ 6dB 
下げ られ ます . 


7 番 ピ ン は 4V 以 上 に する こと に より NTSC モー 
ド 。 3--2 V に する こと に より PAE モ ー ド に する と と 
が で きま す が 。 0.8V 以 下 に する と B 色 W( 白 黒 ) モ ー 
ド に な り ま す .。 

8 番 ピ ン は 入力 され る バー スト ・ フ ラグ 信号 に し た 
が い 。 コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 が 作ら れ ま す 。 RGB 
入力 信号 の クラ ンプ (直流 再生 ) も この バー スト ・ フ ラ 
グ の の グイ ミン シン グ で 人 生 わ 赤玉 層 に 

9 番 ピ ン は PAL ALT 信号 入力 用 で す が , 今回 は 
NTSC モー ド で 使用 する の で この ピン は 使い ませ ん 。 

10 番 ピ ン に は 0.4^ー-0.8Vs-s の 正弦 濾 で 入力 し ます . 
入力 する サブ キャ リア に 高調 濾 が 多い と クロ マ ・ モ ジ 
ュ レ ー タ の 位相 特性 が 悪化 する 場合 も あり ます . 

13 番 ピ ン か ら は CC 信号 が 出力 され ます . 不要 な 高 
調 濾 成 分 を BPF で 除去 し て 16 番 端 子 に 入力 し ます . 
14 番 ピ ン か ら は Y 信号 が 出力 され ます 。 ディ レイ ・ ラ 
イン を 通し Y/C 信 号 間 の 遅延 時 間 を 合わ せ , 17 番 ピ 
ン に 入力 し ます 。 

19。20 番 ピ ン は C。 V。OUT( コ ン ポ ジッ ト ・ ビ デ 
オォ 出力 ) で 2 Vs-s の 出力 が 得 ら ん れ ます. 75 2Q の シリ ー 
ズ 抵 抗 を 挿入 し , 75 Q の 負荷 に 対し て 1 Vs_-s の 信号 
が 出力 され ます . 

21…-23 番 ピ ビン は RGB 出力 ピン で す 。 スー パ ・ イ ン 
ボーズ な どの RGB 信号 が 約 1.4 Vs-s で 出力 され ます . 
この ピン も 75 0 の シリ ー ズ 抵抗 を 挿入 し , 75 Q の 負 
荷 に 対し て 約 0.7 Vs_-s で 出力 で きま す 。 

11 番 ピ ン に は コン ポジ ッ ト ・ シ ンク 信号 が 入力 され 
Y 信号 に 付加 され ます . 信号 レベ ル が “H" ( 生 2.0 V) 
の と き に Y 信 号 。 “し L” (ミミ 0.8V) の と き に シン ク に な 
り 。 ま すず 。 

る エンコーダ の 動作 
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< 図 ) い 
エン コー ダ の (と 。) 


図 Z に エン コー ダ の 模式 図 を 示し ます .。 PC 入力 1 
ー3 番 ピ ン ) か ら の RGB 信号 は クラ ンプ ・ コ ン デ ン サ 
(0.1 F 以上 ) を 通し て 行わ ん ます. TV 入力 も 同様 の 
使用 方 法 で す 。 切り 替え を は すでに 述べ た モー ド 選 択 に 
より 行い ます 。 AC 結合 後 の 直 流 再生 は バー スト ・ フ 
ラグ の タイ ミン グ に よっ て 行わ れる の で , RGB 信号 
の ブラ ン キ ング 期間 部 分 を 黒 レ ベル に する 必要 が あり 
ます 。 

入力 され た 信号 は 。 

ルッ ー0.3Zz 十 0.59。 十 0.11。 

た ょ ーッ ーE ビ ェ ーE ァ 

ん ぉ ッッ ー ム ルカ ぉ 一 厄 y ヶ 

と いう 具合 に な り ,。 YY。R 一 Y。Bー ヤ マト リク ス 処 
理 が 行わ れん ます,。 RY。 BY 信号 は サブ キャ リア 
信号 と 平衡 変調 され ます が 。R- 一 Y に つい て は 入力 さき 
れ だ サブ キャ リア 信号 を 90* 移 相 し て 使用 し ます 。 こ 
の と き 。 フ パーズ ドン の の オオ ミン グ に より 。 パー ス 
ト 信号 が 付加 され , これ ら に よっ て CC 信号 が 合成 き 
れ ま す . 変調 の 際 に 生じ た 不要 な 高調 波 成分 を 外部 の 
BPE で 除去 し , Y 信号 に は 変調 お よび BPF に よっ て 
C 信 号 に 発生 する 遅延 時 間 を 補償 れる ディ レイ ・ ラ イ 
ン が 挿入 され ます . IC 内 部 で は YC MIX 回 路 に より 
Y 信号 ,C 信 号 は ミッ クス され ,。 C.SYNC 信 号 の 同 
期 信 号 が 付加 され て コン ポジ ッ ト 信 号 に な り ま す . 出 
力 は 7502 の 負荷 を ドラ イブ する た め の バ ッ フ ァ を 通 
し て 外部 出力 され ます . 


カラ ー・ バ ー・ ジ ェ ネ レー タタ の 


製作 と 調整 


全 回 路 図 を 図 8 に 示し ます . 使用 部 品 で 注意 すべ 
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信号 


きも の は と くに あり ませ ん が 。 V7040 が 2.54 ミ リ ・ ピ 

ッ チ で は な い の で ユニ バー サル 基板 で の 製作 に は 注意 

が 必要 で す . バン ド パ ス ・ フ ィ ル タタ は 3.58MHz の も 

の で あれ ば 良く 。 ディ レイ ・ ラ イン は バン ドス ・ フ ィ 

ル タ と の 兼ね 合い で 決め な けれ ば な り ま せん 。 

た と えば TDK 製 の も の を 使用 する の で あれ ば 。 バ 
ンド パス ・ フ ィ ル タ が SBP0551。 ディ レイ ・ ラ イン は 
SDL4251 と いっ た と ころ で し ょ うか 。 も ちろ ん デ ォ 
スク リー ト で 製作 し て も か まい ませ ん 。 

ぁ 調整 に つい て 
調整 は 下記 の 手順 で 行い ます . 

1) HD61927 の 18 番 ピン 出力 の 周波 数 が 3.579545 
MHz 土 100Hz と な る よう に トリ マ (7C) を 調整 し 
表 あ ] 

(2) V7040 の 10 番 ピ ン 入 力 を オシ ロス コー プ で 波形 観 


3 7 語っ 」 
H 崩 ら よめ 


< 図 8> 簡易 カラ ー・ バ ー・ ジ ェ ネ レー タ の 回 路 









HD61927 


De 
< 図 9> 
IC の 置き 換え 


① は 不要 (BF は 内 部 で 発生 ) 
(a) エン コー ダ の 置き 換え 


測 し 。 信号 レベ ル が 0.4-0.8Vku_a と な る よう に 

だ 7 を 調整 し ます . その 際 に 波形 ひずみ が 小さ いこ 

と を 確認 し て お きま す 。 
(3③) タイ ミン グ 回 路 か ら 出 力 さ れる RGB 信号 が 。1 
Vs_ps と な る よう に 72-- 刀 7 を 調整 し ます . 

V7041 の 各種 機能 を 利用 する と 。 さま ざま な 機能 を 
も っ た パタ ー ン ・ ジ ェ ネ レー タ の 製作 も 可能 で す 。 そ 
の いく つか の 例 を 示し まし ょ う . 

図 9(4) は すでに 紹介 し た CXA1145P を エン コー ダ 
1C と し て 使用 する 場合 で す . 

そし て タイ ミン グ ・ ジ ェ ネ レー タタ と し て 他 品 種 を 使 
用 する 場合 の 一 例 を 図 9(bD) に 示し ます . これ ら を 参 





V7040 〇 ⑤ 
填 5V 





1k 


BPF 3.58MHz 
DL 400ns 
Xtal 14.31818MHz 


東光 H287BSJS-3108 HWD 
松下 電子 部 品 ELB-4L068 


士 5V 





(b) タイ ミン グ ・ ジ ェ ネ レー タ の 置き 換え 

考 に 入手 で きる 部 品 で 。 パ ター ン ・ ジ ェ ネ レー タ を 製 
作 さ きれ る こと を お 勧め し ます . 

今回 の 例 で は 入力 切り 替え 付き の エン コー ダ を 採用 
し た の で 祭っ て いる 入力 端子 を 利用 し て R, G, B の 
各 コ ン ポ ー ネ ン ト 量 で 。 フル スク リー ン を 任意 の 色 で 
着色 で きる モー ド を 追加 し た り 。 スー パ ・ イ ン ポ ボーズ 
機能 を 利用 し た り と いろ いろ 改良 の 余地 が あり ます . 
これ を 機会 に や っ て みる の も よい で し ょ う 。 

(本 稿 は トラ ンジ スタ 技術 1991 年 9 月 号 の 記事 を 再編 
集 し た も の で す ) 
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VHS ビデ オ ・ ム ー ビ や 8mm ビデ オ ・ カ メラ と いっ 
だ た ビデ オ ・ カ メラ が 普及 し , だ れ で も テレ ビ に 出演 ? 
で きる よう に な り ま し た 。 ビ デオ ・ カ メラ や テレ ビ に 
は , それ ぞ れ 映像 信号 の 変調 器 と 復調 器 が 入っ て いま 
す . これ ら の 仕事 を 専門 に 行う IC と し て 。 映像 信号 
(ビデ オ 信 号 ) の エン コー ダ ( 変 調 器 ) と デコ ー ダ (復調 
器 ) が あり ます 。 

本 稿 は ビデ オォ 回 路 用 機能 IC と し て これ ら 2 種 の IC 
を 紹介 し , 応用 と し て R,G, B の 各 信 号 レ ベル を 可 
変 す る タイ プ の カラ ー・ コ レク タ を 製作 し ます . 

製 作 し た カラ ー・ コ レク タ は 。 読者 の みな さん で も 
簡単 に 製作 で きる よう に 外 付 け の 部 品 を で きる だ け 減 
ら し, 調整 箇所 も 少な くし まし た . 


( 図 1> 
ビデ オ 信 号 を コン ポー ネン ト 伝 送 す る 方 法 幼 
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る ビデ オ 信 号 の 伝送 方 法 

ビデ オ 信 号 の 伝送 方 法 に は 大 きく 分 け て 二 つ の 方 法 
が あり ます . 図 1 は コン ポー ネン ト 伝 送 方 式 で 。 ビ 
デオ ・ カ メラ な ど で 撮 影 し た 映像 を 光 の 3 原色 で ある 
KR、。 ど な , B( 赤 色 。 緑色 , 青色 ) 信 号 と し て その まま 83 
系 統 の 信号 ライ ン を 用 いて 伝送 する 方 法 で す . 


- テ レビ 局 の スタ ジオ な ど で は 主 に この 方 法 が と られ 
ます 。 ま た だ た 。 パソ コン の CRT へ の 接続 も 6 この よう な 
方 葉 と な っ て いま ず ず 。 

図 2 々 は コン ポジ ッ ト 伝 送 方 式 で す 。 コ ン ポ ジッ トド 
と は 複合 の 意味 で 。 R。G, B の 各 信 号 お よ で び 同 期 信 


モニ タ ・ デ レビ 
















の て , 


は いる 


複合 同期 信号 は 水平 同期 信号 と 
革 直 同期 信号 の 成分 を 含ん だ も 
2 リプ オバ で や: 
AN シン ク と 呼 






通常 カメ ラ 側 に 内 蔵 さ れ て いる 
が , 放送 局 な ど で は 一 つの 短 準 
同期 信号 発生 器 か ら 分 配 さ れ て 























< 図 2> に デル EE* カ 飼う 


ビデ オ 信 号 を コン ポジ ッ ト 伝 送 する 方 法 際 


同期 信号 発生 器 














< 図 32 NTSC エン コー ド 方 式 の 構成 (1. Q 方 式 ) 


寸 dai の の 
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用 いる . 
た 。 = 3.579545MHz 


クリ スタ ル 思 





複 合同 期 信号 


号 を ある ルー ル に 従っ て 組み 合わ せ て (エン コー ド し 
て ) 伝 送 し, 受像 機 側 で 元 の 信号 に も ど し ( デ コー ド ) 
ます 。 この 方 法 で は 伝送 系 が 1 本 で すみ , 機器 間 で の 
信号 の や り と り が 楽に な り ま す . この 方 法 は 家庭 用 
VTR な ど で 通 常用 いら れ て いま す 。 
⑱ コン ポー ネン ト 伝 送 と コン ポジ ッ ト 伝 送 の 特徴 

これ ら の 二 つ の 伝送 方 式 に は それ ぞ れ 一 長 一 短 が あ 
り ま す 。 し た が っ て 目的 に 応じ て 使い 分 け て いま す 。. 

まず コン ポー ネン ト 信 号 に よる 伝送 の 良い 点 は 。 送 
り 側 の 情報 を ほぼ 100 % 受 け 側 で 得 ら れる こと で す . 
し か し 伝送 に は 複数 の 配線 を 必要 と し , また 電波 な ど 
を 用 いて 送信 する 場合 で も 複数 の チャ ネル を 必要 と す 
る の で ,。 伝送 コス ト は 安く あり ませ ん 

いっ つっ ぽう, コン ポジ ッ ト 人 信号 に よる 伝送 で は , 伝送 
に 必要 な 配線 は 1 本 で すむ た め 。 コス ト は 安く な り ま 
す 。 し か し エン コー ダ 回 路 と デコ ー ダ 回 路 を 必要 と し , 
これ ら に よっ て 発生 する 情報 量 の 減少 と 画質 劣化 は 無 
視 で きま せん . 

最近 VTR な ど で 使 用 きれ る よう に な っ た だ た S 端 子 
(Y/C セパ レー ト 端 子 ) は 。 コン ポー ネン ト 方 式 と コ 
ン ポ ジッ ト 方 式 の 中 間 に 位 置 する 伝送 方 式 で す . この 
方 式 で は , コン ポジ ッ ト 方 式 の 最大 の 弱点 で ある 色 信 
号 (C) と 輝度 信号 (Y) の 互い の 干渉 を な くす こと は で 
きま す が 。 色 信 号 の エン コー ド と デコ ー ド を 行う こと 
に よる 情報 量 の 減少 と 画質 劣化 は あり ます . 


エン コー ダ 回 路 の し くみ 


最初 に ビデ オォ 信号 の エン コー ド の し くみ に つい て 。 
簡単 に 説明 し ます . 
人 g NTSC 方 式 の 構成 と エン コー ド 








プラ ン キ ング ソバ ルス ゴ L-HL- 
















R, G, B の 各 人 原色 信 号 は 次 の 式 に 
より Y, 1T, Q の 各 信 人 号 に 変換 され 
た の ち , コン ポジ ッ ト 信 号 に 合 
成 さ れる . 

と y = 0.3 と 。 + 0.59 と 。 + 0.11 と g 
と , =0.74(E。- と y ) -0.27(。 - と / ) 
と 。 =0.48( と E。- と y ) +0.41(』 - ど と ) 












と o:Q 信 号 電 圧 , と /:R 信 号 電 圧 , 
と oc:G 信 号 電 圧 , と g:B 信 号 電 圧 . 





日 本 国内 お よび 米国 な ど で 使用 きれ て いる コン ポジ 
ッ ト ・ ビ デオ 信号 の エン コー ド 方 式 を NTSC 方 式 と 
いい ます . 世界 で は ほか に PAL。 SECAM と いっ た 
エン コー ド 方 式 が あり ます 。 

図 3 は NTSC エン コー ド 方 式 を 図 で 表し た も の で 
す 。 NTSC で は , まず 輝度 信号 (Y) を R,。G, B の 各 
信号 に つぎ の 割合 で 合成 し て 得 て い ます . 

ッッ テ 0.3。 十 0.59。 十 0.11』 coeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeee (1) 

と で 万 友 。 雄 。 は それ ぞ れ YR G,。 BB 
信号 の 電圧 で す . この 割合 は , 人 の 目 の 色 感度 ( 比 視 
感度 ) に 合わ せ て 決め られ た も の で す . 

また 色 信 号 (C) は , 輝度 成分 を 含ま な い 色 成分 だ け 
の 2 信号 と し て 赤色 成分 の R 一 Y 信号 と 青色 成分 の 
BーY 信号 を 得 て い ます .。 さら に この 二 つ の 信号 か ら 
人 の 目 の 色 感度 に 合わ せ て 1 信号 と Q 信 号 を 作り , 
それ ぞ れ の 周波 数 帯域 を 信号 が 1.5 MHz。 Q 信号 が 
0.5 MHz と し て いま す 。 これ ら の 関係 は 次 式 で 表す 
と が で きま す 。 

万 , 三 0.74( ち 一 万 y) 一 0.27( ち 一 ) 
/。 テ 0.48(z 一 ん ア ) 十 0.41( が 一 ーー… ド … ド ーー… ド … (3) 
! 信号 と Q 信号 は 色差 信号 と 呼ば れ て いま す . 
全 NTSC 方 式 で の 色 信 号 の 多重 化 

コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 は , 輝度 信号 と 色 信 号 , 
それ に 同期 信号 が 合成 され た も の で す . し か し 同期 信 
号 と 輝度 信号 は その まま 合成 で きま す が , 色 信 号 は そ 
の まま で は ミッ クス する こと は で きま せん 。 色 信号 
(色差 信号 ) は サブ キャ リア (一 搬送 波 。 な 。 ニ 3.579545 
MHz) に よっ て 平衡 変調 し て か ら 輝 度 信号 に ミッ クス 
ます 。 

ここ で 色差 信号 は 2 種類 ある の で サブ キャ リア は 二 
つ 必 要 と な る わけ で す が 。 NTSC 方 式 で は 同じ 周波 


トン シス タ 投 術 
己 I ロ し 


< 図 4> R-Y, B-Y 簡易 方 式 








サ 部 の の 
OB 。 ね 2 S 敵 


カラ ー・ バ ー ス ト は BY 
信号 に バー スト ・ フ ラグ 
を 負極 性 て 加え て 得 ら 
れる . この 方 式 で は カ 
ラー・ パ バー スト 専 用 の 変 
調 器 を 必要 と し な い 


< 図 5> 
テレ ビ で 使用 され る 色 記 号 の 
3 軸 復 調 方 式 の 構成 


サ プ キ ャ リア 信 
(パー スト 位相 * 








/ 


数 で 位相 が 90 異な る サブ キャ リア を 用 いて 搬送 濾 抑 
圧 直 角 2 相 変 調 と 呼ば れる 方 法 (直角 2 相 平 衡 変 調 と 
呼ば れる 場合 も ある ) で 変調 し, 輝度 信号 に 合成 し ま 
生 。 

ここ で 実際 に 変調 され る 色 信 号 で す が 。, 産業 用 機器 
な ど で は 図 3 の よう に 1・Q 信号 で 行い ます が , 家庭 
用 の テレ ビ や VTR な どの 民生 レベ ル の 機器 で は 回 路 
の 簡略 化 や 低 コ スト 化 の た め に , RY 信号 と BーY 
信号 を その まま 使用 し て 図 4 の よう に エン コー ド し 
ます . [ 

この エン コー ド (変調 ) に より サブ プ キ ャ リア の 位相 角 
が 色合い の 情報 と な り ま す . 


デコ ー ダ 回 路 の し くみ 


デコ ー ダ は , 先ほど の エン コー ダ の 処理 の 反対 の 動 
作 を する も の で す . 
@ NTSC 方 式 の デコ ー ダ 回 路 の 構成 
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R, G, B の 色 信 号 か ら 図 3 
の と き RM Y 信 号 





RーY 信 号 と BY 信号 は それ 


ぞ れ 
と ( 尺 一 Y) 三 と 。 一 と , 
と (お 一) 三 と た 』 一 と y 
























デコ ー ダ に も 色 信 号 を 1・Q 信号 で 復調 (デコ ー ド ) 
する も の と 。 RY・B 一 Y 信号 で 復調 する も の が あり 
ます . 前 者 は 産業 機器 な ど に 使用 きれ ます が 。 民生 機 
器 で は 回 路 の 簡略 化 の た め 。 R 一 Y と Bー ザ に 復調 し 
ます 。 また , テレ ビ で は どーY も 同時 に 復調 し ます . 
この よう な 復調 方 式 を 3 軸 復 調 方 式 と いい ます 。 図 5 
に テレ ビ な ど で い ちば ん 多く 使用 きれ て いる 3 軸 復 調 
方 式 の 構成 例 を 示し ます . 

まだ た, ーY 依 号 に つい て は 次 式 に より 民 ーW と 
BY から 算出 する こと も で きま す 。 


一 ん ァ ー ー0.51 (一 万 y) ー0.19( 一 と ヶ ) ニッ (4) 


この 方 式 を 2 軸 復 調 方 式 と いい ます . 

る コン ボ ジ ッ ト 信 号 か ら の サブ キャ リア の 再生 
合い の 情報 は , サブ キャ リア ( 副 搬 送 渡 ) の 基準 信 

号 ( カ ラー・ バ ー ス ト 基 準 ) と 色 信 号 (C) の 位相 関係 に 

より 決ま り ま す . そこ で 。 色 信号 を 正確 に 復調 (デコ 

ー ド ) す る に は , エン コー ド で 使用 し た サブ プ キ ャ リア 
















































2 松下 電子 工業 
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ン し ピ 公 下 電子 工業 | 日 立 製作 所 
。 型 番 | Ms271SP/FP V7021 AN5313N/S | HA11532MP PC1472G 


_ 旦 本 電気 
12V 









































































< 青 1 間 昌 昌義 加 Y 1C SYNC,C, Y,C,C.SYNC, | Y+C.SYNC, 
デコ ー ダ |C の 入力 信 信 | HpD.BLk Y+CSYNCC | ロ 謙 C.BLK Y, C, BF 
種類 と 特徴 9 RーY, BーY 
R, G, B,C.SYNC R-Y, BーY,HD 
率 1 eo ? 9 9 * * * * ロ 
対応 する 
信号 規格 NTSC/PAL NTSC/PAL NTSC NTSC NTSC 
有 筑 | 交 名 価 | BE 
0 ] 30 ピン SIP/ 0 24 ピン SDIP/ 9 
・M51272 と ペア |・ 入 力 信 号 が 少な |・ テ レビ 用 な の で | ・ 同 期 信号 処理 が | ・ 外 付け 部 品 が 少 
( で デコ ー ド / エ く 。 まだ RG, 色 復 調 の み ミッ ク ャ ツリ, ない 
> > ンコ ー ド ・ シ ス | B 出 力 で ある . ィ ル タ を 使用 し 
その ほか の テム が 作れ る ・ エ ンコ ー ド 時 に た PLL 方 式 を 
特徴 必要 と な る C. 使用 し て いる 
。 SYNC, SC, BF た め 無 調整 
な どの 出力 を も 
っ て いる 
※1:Y: 輝度 信 号 , C : 色 信 号 , C.SYNC : 複合 同期 信号 , VD : 垂直 ドラ イプ 信号 。 HD : 水平 ドラ イプ 信号 。 
BLK : プラ ン キ ング , BF : バー スト ・ フ ラグ , SC: サブ キャ リア 
※2:28 ピン ・ プ ラス チッ ク ・ リ ー デ ッ ド ・ チ ッ プ ・ キ ャ リア (各社 デー タ ・ ブ ッ ク お よび デー タ ・ シ ー ト に よる ) 
三菱 電機 松下 電子 工業 | 
M51272SP/FP | CXA1145P/M HA11883MP 
と わ sy 
エン コー ダ IC の R 一 Y,BーY,Y R 一 Y, BーY,CP, 
種類 と 特徴 入力 信号 中 |C.SYNC, BF RG B RBーY.CP TCSYNC. KB, お PF: 








DS BL 
C, C.VIDEO C.VIDEO C.VIDEO C.VIDEO 


対応 する 


ET 


( 24 ピン 24 ピン 記 了 


・7502 ドラ イ バ 内 | ・ 外 付け 部 品 が 少 ・ ジェ ー グ ゴン 1・ スー パイン ポ ボー 


KiSC9054900| うし 90> 1907 SC(90・ 180) C.SYNC、CP, SC 


































(6 蔵 な い トロ ー ル や クロ | ズ 機 能 が あり , 
0 ・ 入 力 信号 が 少な マヤ * レ ベ ペル < ラン | ハー フ ・ ト ー ン 
は 科 ま い トロ ー ル が 可能 | も で きる 





・ 調 整 笛 所 が な い 


※ ま 1:CP: ク ラン プ ・ パ ルス , C.VIDEO: コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 (その ほか の 略号 に つい て は 表 1 を 参照 ) 
※2:18 ピ ン ・ プ ラス チッ ク ・ リ ー デ ッ ド ・ チ ッ プ ・ キ ャ リア (各社 デー タ ・ ブ ッ ク お よび デー タ シ ー ト に よる ) 


と 同位 相 の 連続 し た サブ キャ リア 信号 が 必要 で す 。 こ 的 に 色 の 濃 さ を 調整 する 働き を し ます . この 回 中 は , 


の 信号 は コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 の 水平 同期 信号 の コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 で 伝送 し た と きだ 。 周 濾 数 
すぐ うし ろ に ある 9 サイ クル ほど の カラ ー・ バ ー ス ト 特性 の 変化 な ど に よっ て 発生 する サブ キャ リア ・ レ ベ 
信号 を 基準 に し て 作り ます . ル の 変化 に より 色 の 濃 さ が 変化 する の を 抑え ます 。 特 

この サブ キャ リア に は きわ め て 安定 し た も の が 要求 に テレ ビ 放 送 で は , ゴー スト な どの 伝送 ひずみ に より 
され る の で , 水晶 発振 器 を 用 いた バー スト ・ ロ ッ ク 発生 する サブ キャ リア ・ レ ベル の 変化 が 大 きい の で 。 
ド ・ オ シレ ー タ 方 式 が 使用 きれ ます . か な ら ず 必要 と な り ま す . 

現在 多く 使用 きれ て いる 回 路 と し て APC(Auto- ACC 回 路 の 動作 は カラ ー・ バ ー ス ト ・ レ ベル (振幅 ) 
matic Phase Control) 方 式 が あり ます . APC の 安 定 を 基準 に し て 行わ れん ます 。 つま り 。 バー スト ・ レ ベル 
度 が 悪い と カラ ー・ ノ イズ が 発生 し た り 。 色合い に 変 が 常に 基準 レベ ル に な る よう に アン プ の ゲイ ン を 自動 
化 を 生じ た り し ます . ' 調整 し ます . 自動 調整 で きる 範囲 は 一 20 dBー- 十 6 dB 
る ACC 回 路 と は ぐら い が 一 般 的 で す . 


デコ ー ダ 1IC の 内 部 に は,。 ACC(Automatic Color 
Control) 回 路 と いう も の が 入っ て いま す .。 これ は 自動 


2 ワン ジス タ 技術 






< 図 6> ゆ 
デコ ー ダ IC V7021 
の 内 部 ブロ ッ ク 構 成 
と ピン 配置 


< 写真 1> 
デコ ー ダ IC V7021 と 
エン コー ダ IC CXA1145P 


カラ ー・ コ レク タタ の 設計 と 製作 





つぎ に デコ ー ダ 1IC と エン コー ダ 1IC を 具体 的 に 紹 


介し , その あと カラ ー・ コ レク タ の 製作 を 行い ます 。 
争 作 する 回 路 は 。 デコ ー ダ 1IC と エン コー ダ 1IC を ひ 
と つ ず つ 使 用 し た だ け の シン プル な も の で す が 。 ビデ 
オォ 信号 の 色 の 濃 さ や 色合い の 調整 を 行う こと が で きま 
W。 

この カラ ー・ コ レク タタ は 。 ビデ オ 編 集 な ど に 十分 利 
用 で きま す 。 ホワ イト ・ バ ラン ス を まち が えて 撮影 し 
た ソース な ども 十分 に 修正 が 可能 で す 。 また ,。. セ ピ 
ア ・ ト ー ン な どの 特殊 効果 を 得る た め の エ フェ クタ と 
し て も 使用 で きま す . 性 能 も 。 ホー ム ・ ビ デオ で 使用 
する に は 十分 で す . 
ざ 使用 する 1IC の 選択 

表 1 に デコ ー ダ 1IC。 表 2 に エン コー ダ IC の 例 を 
示し ます .。 これ ら の 1C は 。 それ ぞ れ 前 人 節 ま で で 説明 
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ーー ーー ーー や ーー っ em 。 5 


(b) CXA1145P 


し た エン コー ダ 回 路 や デコ ー ダ 回 路 が ひと つの 1IC に 
入っ て いて 利用 し や すい も の で す . 
これ ら の 中 か ら カ ラー・ コ レク タタ の 製作 に は つぎ の 
条件 を 満た す も の と し て 。, ソ ニー の V7021 と 
じ 称 A1145P を 使う こと に し まし た . 
① 外 付 け 部 品 が 少な い 
② R,。G, B 原色 信号 で 信号 処理 が 行え る 
③ 製作 し た 回 路 の 調整 箇 所 が 少な い . また 調整 が オ 
ジロ スコ ー デ の み で で きる 
デコ ー ダ IC V7021 と エン コー ダ IC CXA1145P の 
外観 を 写真 1 (4) と (b) に 示し ます . 
つぎ に これ ら の 1』IC を 例 に と り 。 デコ ー ダ 1JC と エ 
ンコ ー ダ IC の 動作 に つい て 説明 し ます 。 
⑳ デコ ー ダ IC VZ7021 の 特徴 
図 6 に カラ ー・ コ レク タタ の 製作 に 使用 し た デコ ー ダ 





1IC V7021 の 内 部 ブロッ ク 構 成 と ピン 配置 を 示し ます .。 


この 1C の 働き と 信号 の 流れ を 簡単 に 説明 し ます . 
まず 入力 する 信号 で す が , コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ ォ 信 
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< 図 7> ゆ 

エン コー ダ IC 
CXA1145P の 
内 部 ブロ ッ ク 
構成 と ピン 配置 


号 を Y/C 分 離し て か ら IC に 入力 し ます 。 この と き 
Y 信号 に は 水平 同期 信号 お よび 垂直 同期 信号 (複合 同 
期 信号 ) が , C 信号 に は カラ ー・ バ ー ス ト 信 号 (基準 信 
号 ) が 含ま れ て いま す 。 

Y 信号 は V7021 の 27 番 ピ ン か ら 入 力 さ れ ,。 同期 分 
離 回 路 と 同期 部 分 を 切り 取る 回 路 ( シ ンク ・ レ ベル ・ ス 
ライ ス ) へ と 送ら れ ま す . 2 番 ピ ン か ら は 複合 同期 信 
号 (C.SYNC) が 出力 され ます . さら に この 信号 か ら ヵ カ 
ラー・ バ パー スト 位置 の 目印 と な る バー スト ・ フ ラグ 信号 
(BE) が 作ら れ , 3 番 ピ ン か ら 出 力 さ れ ま す . 

いっ ぱ ぽう , 同期 信号 部 分 を 切り 取ら れ た Y 信号 は , 
R。G。B 信号 に 戻す た め の マ トリ クス 回 路 (Y・C ミ 
ックス ) へ と 送ら れ ま す が ,。 この と き Y 信 号 は ペデ ス 
タル ・ ク ラン グ ジ 回 路 に よっ て DC 再生 を 行っ て あり ま 
す 。 これ は 色差 信号 と 合成 する と き に DC レベ ル を 合 
わせ て お く 必 要 が ある た めで す .。 ペデ スタ ル ・ ク ラン 
ププ と は , 通常 バッ ク ・ ポ ー チ の 部 分 の レベ ル を 任意 の 
電圧 に パル ス 信 号 に より クラ ンプ (ゲー ト ・ ク ラン プ グ ) 
のど で 。 

C 信 号 は 24 番 ピン か ら 入 力 さ れ , まず ACC 回 路 
に 入り ます . この 回 路 に より カラ ー・ レ ベル を 一 定 に 
保ち ます . つぎ に カラ ー・ バ ー ス ト 信 号 を 抜き 取る 回 
路 と 水平 ブラ ン キ ング 部 分 の 色 信 号 を ミュ ー ト する 回 
路 へ と 送ら れ ま す . 

抜き 取ら れ た カラ ー・ バ ー ス ト 信 号 は APC 回 路 へ 
送ら れ , VXO の 発振 位相 を ロッ ク し ます 。 これ に よ 
り 色 信号 復調 用 の サブ プ キ ャ リア 信号 を 作り 出し て いる 











外 付 け の ディ レイ ・ 
ライ ン 





わけ で す 。 この サブ キャ リア の 位相 は HUE 回 路 で エ 
30* 程 度 可 変 す る こと が で きま す 。 

サブ プ キ ャ リア か ら は , 移 相 器 に より cosczsc7 と 
Sinsc7(osc 三 2 な sc) を 作り , 復調 器 へ 送り ます . 

水平 ブラン キ ン グ 部 分 を ミュ ー ト され た 色 信 号 (C) 
は 。 色 の 濃 さ を 任意 に 可変 する 機能 を も つ ク ロマ ・ ア 
ンプ を 通り , 復調 器 へ と 送ら れ ま す . 

この 復調 器 は 2 軸 復 調 方 式 で 。 まず RY と BーY 
を 復調 し ,。 これ ら の 信号 か ら 忌 一 Y を 作り 出し ます . 
これ に Y 信号 を 加え て R,。G, B の 各 信 号 が で き あ が 
り まず : 

図 6 の 内 部 プロ ッ ク 回 路 の 中 に は , ほか に も 説明 
し な か っ た だ た ブロック が あり ます が 。 これ ら は NTSC 
方 式 で は な く PAL 方 式 の と き 使 用 する 回 路 な の で 今 
回 は 説明 を 省略 し ます . 

@ エン コー ダ IC CXA1145P の 特徴 

図 7 に エン コー ダ 1IC CXA1145P の 内 部 ブロッ ク 
構成 と ピン 配置 を 示し ます . この 1IC の 働き と 信号 の 
流れ を 簡単 に 説明 し ます . 

C 欠 A1145P の 2 番 , 3 番 。 4 番 の 各 ピ ン か ら そ れ ぞ 
れ R, G, B の 各 信 号 を 入力 し ます . この 信号 は マト 
リク ス 回 路 で 演算 され , Y,。 RY, B-Y の 信号 に 
な り ま す ,. Y 信 号 は 10 番 ピン (C SYNC IN) か ら 入 
力 さ れる 複合 同期 信号 が 加算 きれ, と りあ え ず 16 番 
ピン (Y OUT) か ら 出 力 さ れ ま す 。 

KRーY 信号 と BーY 信号 は それ ぞ れ の 変調 器 に 入力 
され ます 。 いっぽう, クリス タル ・ オ シレ ー タ で 発生 
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王 己 CI し 


《 図 8> 入力 
カラ ー・ コ レク タ の シス テム ・ ブ ロッ ク 図 750 


し た サブ キャ リア か ら は sinosc/。 coseoscf の 90* 位 相 
の 異な る サブ キャ リア 信号 が 移 相 器 に より 作ら れ , 変 
調 器 に 加え られ ます .。 な お , 製作 する 回 路 で は , 水 章 
発振 で は な く , デコ ー ダ で 再生 し た サブ キャ リア 信号 
を その まま 6 番 ピ ン に 入力 し て 使用 し て いま す 。 

ふた だ た つの 色 信 号 は ミッ クス し て と りあ え ず 15 番 ピ 
ン (CHROMA OUT) か ら 出 力 さ れ ま す . 

さて 。 16 番 ピ ン の 信号 と 15 番 ピ ン の 信号 を ミッ ク 
ス す れ ば NTSC コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 が で きる わ 
け で す が 。 実際 に は そう は いき ませ ん 。 それ は 変調 し 
た 色 信 号 に は 高調 渡 成 分 が 含ま れ て いる た め , バン ド 
パス ・ フ ィ ル を 入れ て これ を 取り 除く 必要 が ある か 
ら で す 。 ま た 。 Y 信 号 と C 信 愛 邊 ミッ グ ス す る と: き 
に 。 Y 信号 と C 信 号 の 時 間 を 合わ せ て お く < く 必 要 が あ 
り ま す 。 色 信 号 は 変調 器 と バン ド パ ス ・ フ ィ ル タ の 群 
遅延 に より 遅れ て いま すか ら 。 Y 信号 の ほう も これ に 
合わ せ て ディ レイ ・ ラ イン を 使用 し て 遅らせ ます . 

これ ら の 信号 は , 17 番 と 18 番 ピン か ら 入 力 さ れ , 
Y< じ ミッ クス され て ,。 20 番 ピ ン (C VIDEO OUT) か 
ら コ ン ポ ジッ ト ・ ビ デオ 信号 と し て 出力 され ます 。 
@⑱@ カラ ー・ コ レク タ の 設計 と 製作 





(4) デコ ー ダ 回 路 部 











色あい (HUE) 
複合 同期 信号 
サブ プ キ ャ リア 









エン コー タダ 回路 


デコ ー ダ 回 路 


図 8 に 製作 し た カラ ー・ コ レク タタ の シス テム ・ ブ ロ 
ッ ク 図 を 示し ます .。 今回 の 装置 で は 次 の よう な コン ト 
ロー ル が で きま す .。 
① R,G, B を それ ぞ れ 個別 に 変化 で きる よう に し , 

ホワ イト ・ バ ラン ス の 補正 , 変更 を 可能 に する 。 
② 色 の 濃 さ を 変え られ る . 





(b) エン コー ダ 回 路 部 


写真 3? カラ ー・ コ レク タ の 製作 基板 





< 図 92 カラ ー・ コ レク タ の 回 路 図 
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《 図 10> 
カラ ー・ コ レク タ に 使用 する 0 
電源 回 路 の 例 


③ 色合い を 変え られ る (肌色 の 補正 な ど ). 

これ ら を 5 個 の 可変 抵抗 に より コン トロ ー ル し ます . 
これ ら の 可変 範囲 は 。 R。G。 B それ ぞ れ 約 20 IRE。 
色 の 濃 き は ほぼ モノ トー ン か ら 約 1.5 倍 。 色合い は ヵ カ 
RS ペグ 大 ノレ で 士 30( ま 2 な で です 。 

図 9 と 図 10 に カラ ー・ コ レク タ の 回 路 図 お よび 電 
了 昌 NE。 ん ー ス ト 
レク タ の ケー ス 内 の よう , 写真 3(4) と (b) に それ 
間 
きる だ け 外 付け 部 品 を 減ら し , シン プル な 回 路 に し て 
ゅ ます. 表 3 に 使用 し た 部 品 の リス ト を まとめ ます . 

ビデ オ 入 力 ( コ ン ポ ジッ ト ・ ビ デオ 信号 入力 ) は 。 75 
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(》2 終端 で 受け た あと , YY/C 分 離 回 路 に 入り ます . こ 
こ で は 。 くし 形 フ ィ ル タタ で は な く 。 YY 信号 に は トラ ッ 
プ 回 路 を , C 信 号 に は バン ド パ ス ・ フ ィ ル タ を 使用 し 
だ た だ け の 簡単 な Y/C 分 離 を 行っ て いま す 。 

バン ド パ ス ・ フ ィ ル タタ に は TDK の SBP0551 を 使用 
し まし た 。 また ディ レイ ・ ラ イン も 同社 の SLD4251 を 
使用 し まし た 。 これ ら の ディ レイ ・ タ イム は 約 400 ns 
で す . 

デコ ー ダ 回 路 。 エンコーダ 回 路 と も に 製作 上 注意 す 
る こと と し で 。 電源 グラ ウン ド の 線材 は で きる だ け 大 
ゅ いも の を 使用 し 。IC の 電源 パス コン は IC の ピン に で 
き あ だ 位 提 < 本 年 し ます ,。 ま だ た だ 。 デコーダ 1JC の 
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VXO の 部 分 の 配線 も 短く し ます . 

R,。G, B レベ ル 用 の 可変 抵抗 に は 直接 信号 が か か 
り ま す の で 。 ケー ス に 入れ だ た とき の 配線 の 引き 回 し は 
で きる だ け 短 くし ます 。 

電源 に は DC5 V の 安定 化 電源 を 使用 し ます . 消費 
電流 は 約 60 mA で すか ら 。 3 端子 レギ ュ レ ー タ 1IC な 
ど で 十 分 で す . 安定 化し て いな い 電 源 を 使用 する と , 
映像 に フリ ッ カ が 出 た り 1IC を 破損 する こと も ある の 
Sd 
っ @ バン ド バ パス ・ フ フィルタ と ディ レイ ・ ラ イン に つい て 

ビデ オ 信 号 を 処理 する に は な に か と フィ ル タ タ や デ ィ 
レイ ・ ラ イン が 必要 と な り ま す が 。 これ ら の 部 品 は 入 
手 し づら い の も 事実 で す . 今回 は TDK の も の を 使用 
し まし た が 他社 の 同等 品 で も か まい ませ ん . 選択 の ポ 
イン ト は 。 バン ド パ ス ・ フ ィ ル タ と デオ イン イミ ライ オン の 
ディ レイ ・ タ イム を 同じ も の に する こと で す 。 

マッ チン グ 抵 抗 は 使用 する フィ ル タ や ディ レイ ・ ラ 
イン に 合わ せ た 定 数 に する 必要 が あり ます . ディ レ 
イ ・ ラ イン の た (カッ ト オ フ 周波 数 ) は 。 5 MHz 程度 の 
も の に し ます .。 た は 高く て も 問題 あり ませ ん が 。 形状 
が 央 きぐ な り ま す 。 

フィ ル タ タ 設計 に 自信 の ある 人 は 。 マイ クロ ・ イ ンダ 
ク と セラ ミッ ク ・ コ ン デ ン サ を 使用 し て 自作 する こ 
と も で きま す 。Y 信 号 と C 信 号 の ディ レイ ・ タ イム の 
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ラ (両極 性 ) コ ン デ ン サ , * 4 : 同じ よう な を 特性 の も の で 代替 可 


差 は ,. コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 で は 土 100 ns 程度 ま 
で は 実用 上 問題 な いよ う で す . 
@ カラ ー・ コ レク タ の 調整 方 法 

製作 が すべ て 終了 し た らい よい よ 調 整 で す 。 と この 装 
備 で は 。 フロ ント ・ パ ネル の コン トロ ー ル 以外 に 
は 四 つ の 調整 箇所 が あり ます 。 

オシ ロス コー と カラ ー・ バ パー 発生 器 が あれ ば よい 
の で す が , オシ ロス コー プ は あっ て も カラ ー・ バ ー 発 
生 器 は な いと いう 人 が ほとん ど だ と 思い ます 。 この 場 
合 , ビデ オ ・ ム ー ビ な ど で 撮 影 し た 映像 や VTR の 再 

画像 を 利用 する と よい で し ょ う 

まず 。 デコ ー ダ 1』C V7021 の 23 番 ピ ン (CHROMA 
ADT) を グラ ウン ド ヘ ショート し ます 。 次 に すべ で の 
YZ を セン タ の 位置 に 合わ せま す 。 ビデ オォ 入力 に カラ 
ー・ バ パー 信号 を 入力 し 。 電源 を 入れ ます 。 カラ ー・ バ ー 
信号 が な い 場 合 に は , ビデ オ ・ カ メラ で な に か 撮影 し 
て ぐだ さい 。 

V7021 の 27 番 ピン に オシ ロス コー ププ を 接続 し て 本 
レー ト (水平 周波数 同期 ) で 信号 を 観測 し ます . 色 信 号 
の レベ ル ( バ パー スト 信号 で も よい ) が 最小 と な る よう に 
トリ マ ・ コ ン デ ン サ を 回 し ます [写真 4⑱]. 

つぎ に 水平 同期 信号 の レベ ル が 125mV と な る よう 
に Y レベ ル 調 整 用 の 名 を 調整 し ます 。 こ の レベ ル 
は V7021 の 入力 規格 より 約 20 % 大 きめ で す 【[ 写 真 4 








(写真 4> 
V7021 入力 回 路 の 調整 
(10zs/div) 


(4) カ ラー・ バ パ バー 信号 の 入出 力 特 性 
(0.5V/div。10zs/div) 


入力 コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 (0.5V/div ) 


V7021 の 27 番 ピン 
(の go10 63AV グ 4o IN 





(大 き 《 な っ て いる 


(cc マル チ ・ バ ー ス ト 信 号 の 入出 力 特性 
(0.5V/div, 10zs/div) 





< 写真 5> 製作 し た カラ ー・ コ レク タ の 評価 


(5)]。 これ は R, G, B の 可変 範囲 を 土 で 可変 で きる 
よう に する だ た だ ため, デコ ー ダ IC の 出力 を 少し 大 きめ に 
し て お く 必 要 が ある か ら で す . 

つぎ に オシ ロス コー ププ を V7021 の 3 番 ピ ン に 接続 
し , 1 V/diy。 10 ん s/div に 設定 し て か ら 同 期 を と り ま 
す 。 そし て 24 番 ピン に も オシ ロス コー プ を 接続 し , 
0.1V/div レン ジ で 2 現象 で 見 ほ ます. 3 番 ピ ン の BF 
(バー スト ・ フ ラグ ) 信 号 が カラ ー・ バ ー ス ト 信 号 を つつ 
み 込 む や よ うに, バー スト 位置 合わ せ 用 の Z。 を 調整 
結束 が 。 

周 渡 数 カウ ンタ が ある 場合 は 。 14 番 ピ ン に 接続 し 
て 周波 数 が 3579545 Hz 土 100Hz に な る よう に ツア 
で フリ ー・ ラ ン 周 渡 数 の 調整 を 行い ます . 周波 数 カウ 
ンタ が な い 場 合 は 。 23 番 ピン の ショ ー ト を も と に も 
ど し , ビデ オォ 出力 を モニ タ ・ テ レビ に 接続 し 。 色 が 安 


定 し て 付く よう に フリ ー・ ラ ン 周 波数 調整 を 行い ます 。 


も し, 調整 が で き な い 場合 は クリ スタ ル 文 」 に 接続 さ 
れ て いる コン デン サ の 容量 を 加減 し て みて くだ さい . 
久 製作 し た カラ ー・ コ レク タ の 性 能 評 価 

写真 5( ぬ 9 は カラ ー・ バ ー 信 号 の 入出 力 を 比較 レ し た も 
の で す . 出力 信号 の ほう が カラー 信号 の エッ ジ が 少々 
な まっ て いま す 。 この な まり か た が ひど く な る と 画面 
上 で 。 色 切 れ が 悪く 見 えま す . 
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写真 5(D は 出力 信号 を ベク トル ・ ス コー プ で 見 た も 
の で す 。 入力 信 号 は カラ ー・ バ ー で す 。 原色 再 生 は ほ 
ぽ 問 題 な いよ う で す が , 色 の 変わ り 目 で 原点 を 通っ て 
ゅ ませ ん 。 色 の リニア リティ が 少々 悪い の で す が 。 こ 
の 程度 で は 画面 を 見 て も まず 気が付き ませ ん . 

写真 5(C)O は マル チ ・ バ ー ス ト 信 号 で 周波 数 特性 を 見 
だ た も の で す 。 テレ ビ 放 送 で 4.2 MHz。 VHS ビデ オォ で 
3 MHz,。S-VHS で 5MHz ぐら い の 周 波数 帯域 な の 
で 。 この 装置 は ほぼ 実用 レベ ル で す . 

サブ キャ リア 周波 数 付近 で や や も り 上 が っ て いる の 
は 。 Y/C 分 離 と ミッ クス を 行っ て いる だ め 。 これ ら 
に より 発生 し た 位相 差 が 原因 で す . 

の (微分 利得 ) と の ア ( 微 分 位相 ) を 測定 し た と ころ 
それ ぞ れ 約 2 % と 2" で し た 。 の C, の は 通常 約 5 %, 
以内 に あれ ば 特に 画面 上 で は 目立ち ませ ん . これ ら 
が 悪く な る と ,。 映像 の 明暗 部 で 色 の 濃 き と 色合い が 変 
條 し で そし まい ゝ まず 。 


負 引 用 文献 ゆ 
(1) ソニ ー 賜 。 Semiconductor IC デー タ ・ ブ ッ ク 。 テレ ビ 編 。 
1990 年 3 月 . 


(本 稿 は トラ ンジ スタ 技術 1991 年 1 月 号 の 記事 を 再編 
集 し た も の で す ) 
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家庭 用 VTR の 普及 率 が 約 70 % を 超え よう と し て 
いる 現在 。 2 台 目 の VTR を 購入 し た り 。 ビ デオ ・ ヵ 
メラ を 持っ て いる と いっ た よう に 。 複数 の ビデ オォ 装置 
を 所 有 し 楽し ん で いる 人 が 増え て き て いま す . 

し か し 。 複数 の ビデ オォ 装置 を 持っ て いて も 接続 する 
TV ある い は モニ タ は 1 台 し か な い の が 普通 だ と 思い 
ます .。 そし て これ ら 複 数 の 装置 を , 使う た びに 接続 を 
替え る こと は 非常 に 面倒 な こと で す . 

そこ で , 複数 の ビデ オォ 装置 を 切り 替え る ビデ オ ・ セ 
レク クタ を 製作 し まし た 。 で も 。 た だ の 切り 替え だ け で 
は 面白 く あ り ま せん の で 。 映像 信号 が な く な っ た と き 
に 画面 に ノイ ズ 画 面 を 出 き ない よう に する ブル ー・ バ 
ッ ク 機 能 や ,.、 ダビ ング な ど を 行う 場合 に 便利 な よう に 。 
簡単 な フェ ー ド 機能 を も た せ て み ま し た .。 また オプ シ 
ョ ン と し て キャ ラク タタ ・ ジ ェ ネ レー タ 用 の 入力 端子 と 
同期 信号 出力 を 設け まし た 。 写真 1 に 製作 し た 多 機 
角 ビ デオ ・ セ レク タ の 基板 を 示し ます . 


ビデ オ ・ セ レク タ の し くみ 





@ ビデ オ 信 号 の 切り 替え 





光 放 0 


2 ンー 秋 12. 


〈 写 真 1> 製作 し た ビデ オ ・ セ レク タ の 基板 


いい に 


MNT 
suSmt ぶ で て 


し 
7 
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ビデ オ 信 号 を 切り 替え る た め に は さま ざま な 方 法 が 
考え られ ます が 。 今回 は ビデオ ・ ス イッ チ と 呼ば れ て 
ゅ いる アナ ログ ・ ス イッ チ 1IC を 使用 し まし た 。 こ の ビデ 
オ ・ ス イッ チ は 図 1 に 示す よう に だ 2 組 の エミ ッ タ ・ フ 
ォ ロ ジン と レベ ル ・ シ フト 回 路 か ら 構 成 さ れ 。 定 電流 源 
を 切り 替え て どちら か 一 方 に バイ アス 電流 を 流す こと 
に より , 二 つ の 信号 の 選択 を 行い ます . 

今回 は 新 日 本 無線 か ら で て いる NTJM2234。 
NJM2248。 NJM2249。 そ し て NJM2265 と いう 4 種 
類 の ビデ オ ・ ス イッ チ を 使用 し まし た . 図 2 に 
NJM2234 の 内 部 ブロ ッ ク 図 。 制御 入力 と 出力 信号 の 
関係 お よび 電気 的 特性 を 示し ます . また 。 これ 以外 の 
ビデ オ ・ ス イッ チ の 内 部 ブロ ッ ク 図 を 図 3 (4), (b)。 (c) 
に 示し まず すず. 

この ほか に も 表 1 に 示す よう に 。 使い 勝手 に より 
ゅ いろ いろ な ビデ オ ・ ス イッ チ が あり ます の で 紹介 し て 
お きま す . 

まだ た, ビデ オ ・ セ レク タタ と し て ビデ オォ 信号 と 同時 に 
オー ディ オ 信 号 も 切り 替え る 必要 が あり ます 。 この キオ 
ー デ ィ オ 信号 の 切り 替え に も ,。 ビデ オ ・ ス イッ チ を 同 
じ よ うに 使用 する こと が で きま す . ' 


〈 図 1: ビデ オ ・ ス イッ チ の 基本 回 路 








《 図 2 NJM2234 の 構成 
















7 ん 1 SW ェ 7 ん 2 SW2 
〇 内 DIP8, DMP8 ( 表面 実装 タイ プ ) 
( ) 内 SIP9 (3pin NC) 
(a) 内 部 プロ ッ ク 図 





(b) 制御 入力 と 出力 信号 の 関係 


これ ら の ビデ オ ・ ス イッ チ の 切り 替え を に は コン トロ 
ー ル 信号 と し て 直流 電圧 を 用 いま す 。 ここ で は 二 つ 以 
上 同時 に 入力 信号 が セレ クト され て は いけ ませ ん 。 こ 
の た だ め 。 ロック ・ レ リー ズ 式 の 押し ボタ ン ・ ス イッ チ な 
ど を 使う 必要 が あり ます . 

つぎ に 。, 今回 製作 する ビデ オ ・ セ レク タタ の ブロ ッ ク 
構成 図 を 図 4 に 示し ます . それ で は , ビデ オ ・ セ レク 
タ を 構成 し て いる 各 ブ ロッ ク に つい て 読 明 し ます . 
@⑯ 同期 分 離 

同期 分 離 と は コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 か ら 水 平 同 
期 信 号 。 垂直 同期 信号 に 相当 する タイ ミン グ の 信号 成 
分 を 取り 出す こと で す 。 今回 は この 同期 分 離 に 
NJM2229( 新 日 本 無線 ) を 使用 し まし た . この 
NJM2229 は 同期 分 離 。 水平 同期 信号 に 対す る AFC 
回 路 。 そし て 同期 信号 の 有無 を 検出 する 信号 検出 回 路 
を 内 蔵 し て お り , TV 画面 に 文字 信号 や ブル ー・ バ ッ 
ク 信号 を 表示 させ る た め の 。 オン ・ ス クリ ー ン ・ デ ィ ス 
プレ イ 回 路 を 構成 する の に 必要 な 同期 信号 処理 回 路 を 
の べべ で も っ て いあ IC で す 。 

NJM2229 の 内 部 ブロ ッ ク 図 と 電気 的 特性 例 を 図 5 
(a), (b) に 示し ます . 


ここ で NTJM2229 の 動作 を 簡単 に 説明 し て お きま す . 


コン デン サ で 直流 を カッ ト さ れ て 6 番 ピ ン に 入力 され 
だ コシ ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 は 。 クラ ンプ さき され て 直流 
成分 が 再生 きれ ます . 6 番 ピ ン で 行わ れる クラ ンプ は 
シン ク ・ チ ッ プ ・ ク ラン プ と 呼ば れる も の で 。 同期 信号 
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(e) 電 気 的 特性 ( ア + ィ = テ 5V, 7。=25 で ) 


の 先端 が 一 定 の 直流 電圧 に 固定 され ん ます. シン ク ・ チ 
ッ プ ・ ク ラン プ の 動作 原理 を 図 6 に 示し ます . 

この シン ク ・ チ ッ プ の 電圧 と ある 基準 電圧 を 比較 す 
る コン パレ ー タ に 加え れ ば , 同期 分 離 を 行う こと が で 
きま す ( 図 7). 

7 番 ピ ン に 接続 きれ て いる コン デン サ は 1IC 内 部 の 
抵抗 に よっ て ,。 CZ の ロー パス ・ フ ィ ル タ を 構成 する 
つの に か っ つっ てい 宮 。、 み グラ ンプ され が コロ コンポジット ・ ピ 
デオ ォ 信 号 か ら ク ロマ ( 色 ) 成分 を 取り 除い て 。 コ ン パ レ 
ー タ に 加え る よう に し て いま す 。 この 同期 分 離さ れ た 
信号 を コン ポジ ッ ト 同 期 信 号 と いい ます . 

コン ポジ ッ ト 同 期 信 号 は 5 番 ピ ン か ら AEC 回 中 に 
加え られ ます . AFC 回 路 は PLL 回 路 に よっ て 構成 き 
れ て いる だめ, 安定 し た 水平 同期 信号 を 16 番 ピ ン か 
ら 出 力 し ます 。 ま だ た, NTJM2229 の VCO は セラ ミッ 
ク 発振 子 を 用 いて いま す . この た め 温 度 。 電源 電圧 の 
変動 に 対し て 安定 に 動作 し, フリ ー・ ラ ン 周 波数 を 調 
整 す る 必要 が あり ませ ん . 

な お 。 NJM2229 は 等 価 パ ルス 。 垂直 同期 信号 の 
1/2 廊 の タイ ミン グ を 消す 回 路 は 含ん で いま せん . 完 
全 な 水平 同期 信号 を 取り 出し た い 場 合 は 。 図 8 に 示 
す よ うな モノ ステ ー ブ ル ・ マ ル チ ・ バ イブ レー タ を 用 い 
る 方 法 が あり ます . 

つぎ に だ 垂直 同期 信号 の 分 離 に つい て 説明 し ます 。 垂 
直 同 期 分 離 は 。 電流 出力 の コン パレ ー タ と 9 番 ピ ン に 
接続 さき れる コン デン サ に よっ て 構成 され て いま す 。 そ 
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< 図 3> ビデ オ ・ ス イッ チ の 内 部 プ ブロック 図 
(DMP は 表面 実装 タイ プ ) 
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の 動作 原理 を 図 9 に 示し ます . 9 番 ピ ン に は コン ポジ 
ッ ト 同 期 信 号 の タイ ミン グ で 電流 の シン ク (吸い 込み ) 
ング の 0)044 の われ まま ば び 。 と の ダン ググ / ツ ラス 
する 電流 値 を 適当 に 選ぶ こと に よっ て 。 垂直 同期 信号 
成分 の タイ ミン グ の と きだ け 9 番 ピ ン の 電位 を 上 昇 き 
せ , 垂直 同期 信号 と し て 分 離し て 10 番 ピ ン に 出力 し 
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< 表 1> 各種 ビデ オ ・ ス イッ チ の 機能 と 特徴 
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ああ オ 2 大 狼 
文字 1 入力 
スー パパ イン ボーズ 
芝 大 旋 
文字 2 入力 
スー パパ インポ ー ズ ダ 
ば ツメ オ 2 入力 
文字 1 入力 
スー パパ イン ボーズ 
ぼ オ 上 大 力 
文字 2 入力 
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スー パパ インポ ー ズ 
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ます . 
この 水平 , 垂直 それ ぞ れ の 同期 信号 (HD お よび 
VD) は キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ な ど を 使用 する と き 
の トリ ガ 信 号 と し て 使用 で きま す . 
@ ビデ オ 信 号 入 力 の 検出 
それ で は ビデ オォ 信号 の 有無 に より プル ー・ バ ッ ク を 


" 半 





< 図 5>%) 同期 信号 処理 |C NJM2229 の 構成 


ル Co ロ 
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発生 きせ る た め に 必要 な 信号 検出 に つい て 説明 し ます . 
NJM2229 は 。 水平 同期 信号 の 有無 に よっ て 映像 信号 
の 状態 を 検出 し て いま す 。 信号 検 出 回 路 の ブロ ッ ク 図 


. と 動作 原理 図 を 図 10 に 示し ます . 信号 検出 回 路 は リ 


トリ ガ ・ タ イプ の モノ マル チ ・ バ イブ レー タ と 平滑 回 
路 。 そし て ヒス テリ シス 付き の コン パレ ー タ か ら 構 成 
され て いま す . 

まず , 同期 分 離 回 路 か ら 送 られ て くる コン ポジ ッ ト 
同期 信号 は リト リガ ・ モ ノ マ ル チ ・ バ イブ レー タ に 入力 
只 旨 夏 更 9 て で で 。 HL 番 ピン の C 欠 に よっ て 決ま る 
時 定数 の パル ス 幅 に 変換 され , 平滑 回 路 に 加え られ ま 
す 。 平滑 回 路 で は 12 番 ピ ン の コン デン サ に 充 放 電 を 
行う こと に よっ て , 直流 電圧 に 変換 し ます .。 この 12 
番 ピ ン に 発生 する 直流 電圧 の 大 き さ を , ヒス テリ シス 
付き の コン パレ ー タ に よっ て 判定 し , 13 番 ピ ン と 14 
番 ピ ン に “H",。“L” の 判別 信号 を 出力 し ます 。 

た と えば , 入力 映像 信号 の 同期 信号 の 周波 数 が 大 き 
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< 図 8> モノ ステ ー ブ ル ・ マ ル チ ・ バ イプ レー 
タ に よる 1/2 を キラ ー の 例 


.SYNC ルス 幅 
.SYNC ディ レイ 


言 号 検 出 ロ ッ ク 電 圧 


く 変動 し た り , 欠落 し た り し た 場合 。 平滑 回 路 に 加え 
られ る パル ス の デュ ー テ ィ 比 が 変化 し , 12 番 ピ ン の 
直流 電圧 が 高く な っ た り 低 く な っ た り し ます 。 そし て 
コン パレ ー タ の ロッ ク ・ レ ンジ を は ずれ る と ,。 信号 な 
し と 判定 し ます . また , 入力 信号 の 同期 信号 が 正常 に 
も どり,。 12 番 ピン の 直流 電圧 が キャ プチ ャ ・ レ ンジ に 
入る と 信号 あり と 判定 し ます . 

コン パレ ー タ の スレ ッ シ ョ ルド 電圧 の 上 下 に ヒス テ 
リ シ ス を も だ たせ て いる の は 。 信号 の 有無 の 状態 が 微妙 
な 場合 に 判別 信号 が 不安 定 に な る こと を 防ぐ た めで す . 
今回 製作 する セレ クタ で は , この 信号 検出 回 路 の 判 
別 出力 に より , 入力 映像 信号 と セレ ク 夕 内 部 で 発生 さき 
せる ブル ー・ バ ッ ク 信 号 を 切り 替え ます . 


ビデ オ ・ セ レク 夕 と 周辺 回 路 





の ブル ー・ バ ッ ク 信 号 発生 部 
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《 図 6> シン ク ・ チ ッ プ ・ ク ラン プ の 動作 原理 





映像 信号 が な く な っ た 場合 , テレ ビ 画 面 に ノイ ズ 画 
面 を 出 き な いよ うに 背景 信号 に 切り 替え る 機能 は 。 ブ 
レー バッ グ な ど と 呼ば われ て いま ます: だ と えば ビデ 
オ ・ テ ー プ の 再生 信号 が 終わ っ た と き な ど に 。 工 V 画 
面 に 色 の 付い た 背景 信号 を 出力 する よう に し ます . 

この ブル ー・ バ ッ ク 信 号 は 。 入力 され る 映像 信号 と 


は 無関係 に ビデ オ ・ セ レク タタ 内 部 で 発生 きせ て いま す . 


これ は , 同期 信号 発生 器 と いう ビデ オ ・ カ メラ の 基準 
信号 発生 用 の IC を 用 いて 行い ます 。 今回 は CXD1030 
(ソニ ー 製 ) と いう IC を 使っ て み ま し た . CXD1030 の 
ブロ ッ ク 図 と 電気 的 特性 を それ ぞ れ 図 11 (4), (b) に 示 
2 ます し 

同期 信号 発生 器 は , 本 来 ビ デオ ・ カ メラ の 走査 に 必 
要 な 駆動 信号 や 。 コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ ォ 信 号 を 作る 同 
期 信 号 。 カラ ー・ サ プ ブ キ ャ リ ア (3.58 MHz) な ど を 発生 
する も の で す . 

CD1030 は 。 サブ キャ リア の 4 倍 の 周波 数 で ある 
14.3181 MHz(4 な c) を 基準 クロ ッ ク と し て 。 カラ ー・ 
サブ プ ブ キ ャ リ ア , 水平 , 垂直 。 コン ポジ ッ ト の 各 同 期 信 
志 *< ま た だ プラ シキ シグ ・ パ ルス 。 バ パー スト ・ フ ラグ で ゞ 2N 
ルス な ど 。 コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 を 作る た め に 必 
要 な 信号 を すべ て 発生 きせ る こと が で きま す . また 。 
外部 同期 結合 も 可能 で す の で , た と えば 入力 映像 信号 
と 外部 同期 きせ て 使う こと も で きま す . 

CXD1030 の 出力 は すべ て パル ス 信 号 と し て 出力 き 


< 図 7> 同期 分 離 の 動作 原理 
コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 入 カ 
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12 番 ピン 電圧 


信号 検出 出力 





れ ま す の で , この まま で は ブル ー・ バ ッ ク 信 号 と し て 
は 使え ませ ん .。 また , それ ぞ れ の 信号 を 適当 に 合成 す 
る 必要 が あり ます . 

今回 は プルー・ バ ッ ク 信 号 を 作る た め に 。 この 1C を 
図 12 の よう な 回 路 で 使う こと に し まし た 。 この 回 路 
に つい て 説明 し ます . 

まず 5 番 ピ ン の バー スト ・ フ ラグ ・ パ ルス と 26 番 ピ 
ン の サ プ キ ャ リア 出力 か ら AND ゲー ト に よる ディ ジ 
タル ・ ス イッ チ に よっ て ,。 カラ ー・ バ バースト 信号 を 作り 
ます 。 この よう す を 写真 2(a4) に 示し ます 。 この カラ 
ー・ バ パー スト 信号 を 3.58 MHz の バン ド パ ス ・ フ ィ ル タタ 
を 通し て 正弦 渡 に し た の ち , 加算 回 路 に よっ て 3 番 ピ 
ン か ら の コン ポジ ッ ト 同 期 信号 と 加算 し ます 写真 2 
(b)〕}。 5。 Pe で それ ぞ れ の 振幅 が 約 300 mVr_』 に 
な る よう に 調整 し ます . 

つき ぎ に 色 信号 を 作る わけ で す が , 今回 は 青色 に し た 
だ た だめ バ ー ス ト 信 号 に 対し て 位相 を 約 180* 反 転 し た 信号 
を 作っ て いま す 。 し た が っ て 。 26 番 ピ ン 出 力 を 反転 
し た だ のち, バン ド パ ス ・ フ ィ ル タ に 通し て 正弦 濾 に レ 
て いま す . ここ で は ,。 ア 。 名 に より 振幅 調整 と 輝 
度 設 定 を 行い ます . 振幅 は 約 400 mV。_-。。 輝度 は 
NJM2249 の クラ ンプ ・ レ ベル が 2 V な の で 。 2.5 V 程 
度 に 設定 し ます . 

この 色 信 号 と カラ ー・ バ ー ス ト 信 号 を も っ た だ コンポ" 


困 半 





《 図 11> ぐ 同期 信号 発生 用 IC CXD1030 の 構成 


ッ ト 同 期 信 号 を NJM2249 に 加え ます . そし て ふた 


つの 信号 を CXD1030 の 4 番 ピ ン か ら 得 られ る ブラ ン 
キン グ ・ パ ルス の タイ ミン グ で 切り 替え る こと に よっ 
て で て 。 ブル ー・ バ ッ ク 信 号 を 合成 し て いま す 。 この よう 
す を 写真 2 (c), (d) に 示し ます . 


製作 (に あ だ っ て の 注意 


NJM2229 の 回 路 で 使用 する CFC は 村田 製作 所 
の 8B503F2 な ど が よい で し ょ う 。 

な お, この AEC(Automatic Frequency Con- 
trol) 回 路 の 動作 原理 に つい て は ほとん ど 書 か れ て 
いま せん . 

新 日 本 無線 の NJM2229 は 5。6 年 前 に 三菱 電機 か 
ら 同 等 の も の が 発売 され て いま す 。 これ 以後 。 一 般 


の テレ ビ の 水平 AFC 回 路 は 。 CF を 利用 し た も の 


が 多く な り ま し た 。 も と も と 。 この 回 路 の 動作 は 。 
どこ か の メー カ で EM ス テレ オ の パイ ロッ ト 同 期 


《 図 A> 共振 か ら 反 共振 まで の カー プ が シフ ト す る 


V ふ さき ・ い ーー ミー 
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(a) 内 部 ブロッ ク 図 


1 番 ピ ン , 2 番 ピ ン の 水平 , 垂直 同期 信号 は ブル 


ー・ バ ッ ク 時 に 文字 表示 を 行う 場合 に ,。 キャ ラク タ ・ ジ 
ェ ネ レー タ に 送る 信号 と し て 使う こと が で きま す . 
@ フェ ー ド ・ コ ント ロー ル 部 


最近 の ビデ オ ・ カ メラ や 編集 機能 の 豊富 な VTR な 


(32kHz/2) を 無 調 整 化 する た め に 作ら れ た も の の 応用 
で , その 動作 原理 は カラ ー APC と ほとん ど 同 じ で す . 
CEF は 発振 子 と いう より も むし ろ る 可変 イ ンダ クタ 回 路 
の 一 部 と し て 用 いら れ ま す . 


すなわち , DC 制御 に より イン ダク タ を 変え , 共振 


か ら 反 共振 まで の カー ブ を シフ ト す る こと に より 。 広 
域 に わた っ て 。 VCO が ロッ ク し ます ( 図 A) 。 


キャ ラク クタ ・ ジ ェ ネ レー タ . は 通常 AFC に より 得 た 


パル ス で 水平 ドラ イブ し 。 ジッタ を な くす た め 。 
V シン ク を 是 パ ルス で 同期 微分 し て 用 いま す . これ 
に より ,。 VTR サー チ 画 な どの 不安 定 な 信号 で も 。 オ 


< 図 B> 同期 検出 方 法 
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( 注 ) (1) テル pp アテ 5。 
(2) “AOUT"” を 除く 出力 端子 


(3) “AOUT" 端 子 
(4) 3 ステ ー ト 端子 


ど に は フェ ー ド ・ イ ン 。 フェ ー ド ・ ア ウト と いっ た 機能 
が 付い て いる も の が あり ます .。 今回 は , 徐々 に 白 ま た 
は 黒 の 画面 に 変化 し て いく よう な 簡易 フェ ー ド ・ イ ン , 
フェ ー ド ・ ア ウト 回 路 を 考え て み ま し た 。 

フェ ー ド ・ コ ント ロー ル 回 路 部 の ブロ ッ ク 図 を 図 13 
に 示し ます 。、 ま ず 。 コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 を 3.58 
MHz の トラ ッ プ を 通し て 。 カラ ー 成 分 を 取り 除い た 
輝度 信号 を 取り 出し ます .。 この 信号 に キー ド ・ ク ラン 
プ を か け ま す . 

キー ド ・ ク ラン プ と は キー・ パ ルス と いう パル ス 信 号 


ンス クリ ー ン ・ デ ィ ス プレ イ ( ス ー パ ・ イ ン ポ ー ズ ) が 安 
定 に 行え ます 。 

また 。 同期 検出 方 法 で す が , この 新 日 本 無線 の 方 法 
より も 図 B の ほう が 安定 に , か つ 確 実 で す . 

動作 は 。 AFC パル ス 内 に 含ま れる H-Sync の デュ 
ー テ ィ に より 。 検出 すなわち AFC が ロッ ク で きだ たら , 
Sync も あり と いう 理論 で す . 

キー ド ・ ク ラン ジグ で すす が, 82 で は シ ジ ツ ク で みみ ラテ 
ンプ デレ し て いる よう で す が 。 入力 信号 に よっ て 信号 全体 


《 図 C> 
一 般 的 な 安定 型 ペ デス タ 


ル ・ ク ラン プ 回 路 の 例 光る 3 ま ウフ ト ・ 
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(b) 電気 的 特性 


の タイ ミン グ で クラ ンプ 回 路 を 動作 きせ る も の で 。 映 
像 信号 の 平均 レベ ル (APL と 呼ぶ ) の 変動 に 対し て 強 
ぃ い ク ラン プ 回 路 に な り ま す .。 キー ド ・ ク ラン ジ 回 路 の 
動作 原理 を 図 14 に 示し ます . この 回 路 に 必要 な 同期 
信号 は NJM2229 の 同期 分 離 出力 を 用 いま す . 

この クラ ンプ を か けた 信号 を コン パレ ー タ に 加え ま 
す 。 そ し て 。 こ の コン パレ ー タ に より 。 図 15 の よう 
に ある 輝度 レベ ル 以 上 の 成分 を 取り 出し ます 。 こ の コ 
ン パ レー タ 出 力 を 文字 信号 と 同様 に 扱う こと に より , 
元 の 映像 信号 に ビデ オ ・ ス イッ チ を 使っ て スー パイ ン 


お よび シン ク の 長 さ が 若干 違う の で 。 で きれ ば ペデ 

スタ ル ・ ク ラン ププ の ほう が よい の で は な いで し レ ょ よう か が 、 
図 C は , 一 般 的 な 安定 型 ペ デス タル ・ ク ラン ジグ 回 

路 の 一 例 で す . ( 
まだ た だ,。 フェ ー ダ も ちゃ ん と し だ や の に すず に は 。 


新 日 本 無線 の NJM1496 な どの DBM を 使用 し て 行 | 


えば ,。 この 本 文 の 回 路 と 組み 合わ せ て 。 ブル ー・ フ 
ェ ー ダ や イエ ロ ・ フ ェ ー ダ 。 白 。 黒 な ど を 比較 的 簡 
単に で きる と 思い ます 。 


(河村 裕美 ) 















クラ ンプ 電圧 を 決定 する 回 路 . 
エミ ッ タ ・ フ ォ ロ ワ . も っ と 安 
《 く する な ら 忌 C だ け で も よい 


YY あっ 


EE 


《 図 12> ブル ー・ バ ッ ク 信 号 発生 部 の 回 路 
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HD VD ヾ 写真 2 
(b) の 下 NPN 型 トラ ンジ スタ タ は すべ て 2SC945 を 使用 


で と すま レ ルル リル (9 ゆり II0C10/) エ ゴク 水平 同期 信号 
Promo (WDW/ 


コン 
500mV/div) 


カラ ー・ バ ー ス ト 











(4) カ ラー・ バ ー ス ト 信 号 の 生成 (b) 3.58MHz BPF 通過 域 の カラ ー・ バ ぁ 
(5V/div,。 1s/div) ー ス ト 信 号 (5s/div) w 
《 図 13> (ccC プ ブル ー・ バ ッ ク 用 クロ マ て 信号 ( 青 ) と 同 
了 品 sy コン 入力 期 信号 バー スト 信号 
し ル 軸 ae (200mV/div。20zs/div) 
mo か で 
の ブロ ッ ク 図 で て プル ー・ バ ッ ク 信号 出力 (200mV/diV 
記 四 墨 レベ ミリ レ 
電圧 
出 カ 

Trn ニ OFF の と き プラ ン キ ング ・ バ ルス (CXD1030 の 4 番 ピン , 5V/div) 

Cc に 対し て 充電 電 5 
《 図 14> 流 還 が 流れ 込む 
キー ド ・ ク ラン プ 回 路 の (d 合 成 さ れ た ブル ー・ バ ッ ク 信 号 
動作 原理 (20zs/div) 

L (写真 22 ブル ー・ バ ッ ク 信 号 発 生 回 路 

に の 各部 の 波形 

クウ ツタ 
/ ノ マル ス 入力 
56 トン ジス タ 投 術 


5 ロ ビビ I ロ し 


ポー ズ し ます 。 

この スー パイ ン ポ ー ズ する 際 に 白 ま た は 黒 に 相当 す 
る 直流 電圧 を 与え て お け ば , 輝度 の 高い 画面 部 分 が 白 
まだ は 黒く な り ま す . そ し て , コンパ レー タ の スレ ッ シ 
ョ ルド ・ レ ベル を 徐々 に 下げ て いく と 。 輝度 の 高い 画 
面部 分 か ら 段 々 と 白 ま た は 黒く な っ て いき 。 擬似 的 に 


フェ ー ド 効果 を も た せる こと が で きま す . この 部 分 の 


回 路 は 図 17 の ビデ オ ・ セ レク タ 部 回 路 に 含ま れ ま す . 


人 @ オー ディ オ ・ セ レク タタ 部 

それ で は 。 実際 に セレ クタ の 回 路 構 成 の 説明 に 入り 
ます 。 まず 最初 に オー ディ オ 信 号 系 の セレ クタ 回 路 を 
図 16 に 示し ます 。 オー ディ オ 系 は L,。 R 2 チャ ネル 
で 4 入力 1 出力 と 記 て いま す 。 こ れ は VTR な ど 3 台 
と CD な どの オー ディ オ ・ ソ ー ス 1 台 の 入力 を 考え て 
み ま し だ 。 

4 入力 の 切り 替え と ブル ー・ バ ッ ク 時 の 音声 ミュ ー 
ト が 必要 で す の で , 1 チャ ネル に つき ,。 NJM2234 を 
2 個 使 用 し て いま す 。 そし て ,。 出力 バッ ファ と し て 
OP アン プ の NJIM5532 を 使っ て み ま し た .。 

回 路 と し て は 。 非常 に 簡単 な 構成 に な り ま す が , 
NJM2234 自体 が 10 MHz まで の 帯域 を も っ て いま す 
の で , オー ディ オ 帯 域 以 上 の 高い 周波 数 の ノイ ズ の 影 
響 を な くす た め に , 信号 径 略 内 の 2 箇所 に CZ の ロー 
パス ・ フ ィ ル タ を 挿入 し て あり ます 。 ロー パス ・ フ ィ ル 
タタ の し ゃ 断 周波 数 は 約 1MHz に 設定 し て あり ます . 
る ビデ オ 系 セレ クタ 部 

ビデ オ 信 号 系 の 回 路 を 図 17 に 示し ます . ビデ オォ 入 
力 と し て は 3 入力 1 出力 を 考え て いま す の で , 
NJM2234 を 1 個 と ブル ー・ バ ッ ク 信 号 と の 切り 替え 
用 に NJM2265 を 1 個 使用 し て いま す . 









オー ディ オ 信 号 
《 図 16> VIDEO 19 
オー ディ オ ・ セ レク 
タ 部 の 回 路 


VIDEO 2o 


VIDEO 39? 


AUXo 
オー ディ オ 信 号 
VIDEO 19o 


切り 替え スイ ッ チ ・ 
コン トロ ー ル 部 へ 


まず , 入力 端子 に 加え られ た ビデ オォ 信号 は 75Q で 
終端 きれ て 1 V。_。 の 信号 に な り 。 NJM2234 に より ひ 
と つの 信号 が 選択 きれ ます . この 選択 され た 信号 は 
NJM2229 の 同期 分 離 プ ロッ ク と フェ ー ド ・ コ ント ロ 
ー ル 回 路 に 加え られ ます . ' 

同期 分 離 プ ロッ ク で は 前 に 述べ だ た とおり, 
NJM2229 に より 同期 分 離 お よび 信号 の 有無 を 検出 し 
て いま す .。 た と えば いま 入力 信号 が ある 場合 。 
NJM2229 の 14 番 ピ ン は “上 L” に な っ て いま す の で 。 
NJM2265 の 1 番 ピ ン に 入力 され て いる 信号 が 選択 さ 
れ て いま す . つぎ に 信号 が な く な っ た 場合 。 14 番 ピ 
ン が “HH'”" に な り NJM2265 の 3 番 ピ ン に 入力 され て 
いる ブル ー・ バ ッ ク 信 号 が 選択 され て 出力 され ます 。 

フェ ー ド ・ コ ント ロー ル 回 路 で は 。NJM2234 の 出 
力 か ら ク ロマ 成分 を 取り 除い た の ち 。 キー ド ・ ク ラン 


《 図 15> フェ ー ド 効果 の 原理 
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< 図 17> ビデ オ ・ セ レク タ 部 の 回 路 
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VIDEO 3 
「 
7562 


デ プ を か け て か ら コ ン パ レー タ に 加え ます .。 ここ で 輝度 
が ある レベ ル 以 上 の 信号 に つい て パル ス 情 報 と し て 取 
り 出し て NJM2248 に 加え て いま す 。 

NJM2248 に は ビデ オ 信 号 お よび 白 ま た は 黒 に 相当 
する 直流 電圧 が 与え を られ て お り , コン パレ ー タ か ら の 
出力 に よっ て 。 スー パイ ン ポ ー ズ の 原理 に より 白 ま た 
は 黒 の 情報 が 挿入 きれ ます . 

この 白 , 黒 の 直流 電圧 の 切り 替え に NJM2249 の 輝 
度 設定 端子 を 使用 し て いま す . 





NJM2249 
10 










He 
200Q +470 ん 


届 和 
ら <100k 」 65o "VIDEO 
き 本 | OUT 





20062 


NPN 型 トラ ンジ スタ は すべ て 


ne 2SC945 を 使用 。 
ペック 古語 2 クタ 。 CSB503F2( 村 田 製作 所 ) 
時 ミソ TPS3.58MJ( 村田 製作 所 ) 


フェ ー ド ・ コ ント ロー ル を 行わ な い 場 合 は C。 に “HP 
を 加え る こと に よっ て 。 コン パレ ー タ の 出力 を 強制 的 
に “上 ” に し て NJM2248 を スル ー 状 態 に し ます . 

ビデ オ ・ セ レク タ の 出力 と し て は 75 Q 負荷 に 対し て 
1 V。k_。 が 必要 に な り ま す の で , 最終 的 に 6dB の アン 
プ で 2 倍 に 増幅 する 必要 が あり ます 。 この た め に ,。 6 
dB の アン プ を 内 蔵 し て いる NJM2265 を 用 いま し た . 

NJM2265 で は 。 フェ ー ド ・ コ ント ロー ル 回 路 から 
の ビデ オォ 信号 と ブル ー・ バ ッ ク 信 号 を 切り 替え て , 2 


微分 利得 と 微分 位相 


微分 利得 (の C) と 微分 位相 (の P) は ビデ オォ 信号 系 
の 非 直線 性 の 特性 評価 の 一 手法 で す . 

測定 方 法 と し て は 写真 人 の よう な 10 ス テッ プ の 
階段 濾 ビ デオ 信号 を 入力 し ます 。 後 分 利得 は , 出力 
信号 の クロ マ 成 分 の 振幅 が 階段 状 の バイ アス ・ レ ベ 


ル の 変化 に よっ て 変動 し て いる か に よっ て 表し ます . 


微分 位相 は 同様 に バイ アス ・ レ ベル に よっ て 位相 の 
偏差 が どの 程度 発生 する か で 表し ます . 


ベク トル ・ ス コー プ と 呼ば れる 定 器 を 用 いる と, 


本 文中 の 写真 3(3), (b) に 示す よう に ,。 後 分 利得 と 
微分 位相 を 簡単 に 観測 する こと が で きま す . 
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< 写真 A> 10 ステ ッ プ 階段 波 信号 
(500mV/div。 20zs/diY) 
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避 ビビ I ロ し 





(a/ 役 分 利得 


VIDEO 1 \ 
《 図 18〉 本 
切り 替え スイ ッ チ ・ 

コン トロ ー ル 部 の 回 路 , 
VIDEO 2 

1k 

VIDEO 3 

AUX \ 

1k 


倍 に 増幅 し て 出力 し て いま す .。 まだ た 。 4 番 ピ ン に キャ 
ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タタ から の キャ ラク タタ 信号 を 加え れ 
ば 文字 の スー パイ シンポ ー ズ が で きる よう に 。5 番 ピン 
に 輝度 レベ ル を 決め る 直流 電圧 を 与え て あり ます . 

ビデ オ 系 の セレ クタ に つい て も 不要 な 高周波 成分 の 
まわ りこ みな ど に よっ て 発振 を 起こ し た り , 動作 が 不 
安定 に な っ だ た りす る 可能 性 が あり ます . そこ で 
NJM2234 と NJM2265 の 出力 に 。 それ ぞ れ CZ の ロ 
ー パ ス ・ フ フィルタ を 入れ て あり ます 。 

これ ら の ビデ オ ・ ス イッ チ を コン トロ ー ル する 直流 
電圧 を 作り 出し て いる 回 路 を 図 18 に 示し ます . 
最後 に 製作 し た ビデ オ ・ セ レク タタ の 性 能 を 示す 特性 
と し て 。 微分 利得 (の ), 微分 位相 (の ア ), そし て 周 
波数 特性 を それ ぞ れ 写真 3(4), (b),。 (c) に 示し ます . 
これ に より わか る と お り 。,。 今回 十分 実用 に 耐え 得る も 
の が で きだ た と 考え て いま す 。 

この よう に ビデ オ ・ ス イッ チ 用 の 1IC を 用 いる こと に 
よっ て , 複数 の ビデ オォ 信号 を 切り 替え る 高 性 能 な セレ 
クタ を 手軽 に 製作 する こと が で きま す .。 今回 は 再生 系 
の 切り 替え だ け を 行い まし た が ,。 ビデ オ ・ ス イッ チ 1IC 
の 組み 合わ せ 方 を 工夫 する こと に よっ て , ダビ ング な 
ど に 便利 な セレ クタ も 構成 で きま す . そし て 。 接続 の 
丹 わし さ を 解 消し , 所 有 し て いる ビデ オォ 装置 を フル に 





(b) 役 分 位相 
〈 写 真 3> 製作 し た ビデ オ ・ セ レク タ の 諸 特 性 





(c) 周 波数 特性 
(500mV/div。10zs/diy) 


活用 し て ,AV ライ フ を 楽し むこ と が で きる で し ょ う 。 
し ポ ポ 

オー ディ オ 系 。 ビデ オォ 系 と 異な っ た 革 域 の 信号 を 取 
り 扱う た め , 各 ブ ロッ ク 間 で の 回 り 込 み 。 干渉 に は 十 
分 に 注意 する 必要 が あり ます . 各 ブ ロッ ク の 電源 ライ 
ン 。 GND ライ ン を 独立 きせ る よう に し て , 共通 イン 
ピー ダン ス を 極力 も た な いよ うに 配線 する こと が 大 切 
で す . 電源 ライ ン に は と C の フィ ル タ を 入れ ます 。 

ビデ オ 系 に つい て は ,。 3 チャ ネル の ビデ オォ 信号 の ク 
ロス トー ク に 注意 し な けれ ば な り ま せん 。1IC 内 の ク 
ロス トー ク に つい て は 1C の 特性 と し て 抑え る こと と が 
で きま す が , 基板 上 の 配線 間 の クロ スト ー ク に は 十分 
気 を 付け る 必要 が あり ます . な る べく チャ ネル 間 を 接 
近 さ せな いよ うに し な けれ ば な り ま せん 。 ブル ー・ バ 
ッ ク 発生 部 と ビデ オ ・ セ レク タタ 部 の 基板 の グラ ウン ド ・ 
ライ ン は 。 ベタ ・ ア ー ス に し た ほう が よい で し ょ う 。 


負 引 用 文献 家 
(1) NJM2234, 新 日 本 無線 88 半導体 デー タ ・ ブ ッ ク , バイ ポー 
ラ IC 編 , 
(2) NJM2248 デー タ ・ シ ー ト ,。 新 日 本 無線 . 
(3) NJM2249 デー タ ・ シ ー ト 。 新 日 本 無線 . 
(4) NJM2265 デー タ ・ シ ー ト , 新 日 本 無線 
(5) NJM2229 デー タ ・ シ ー ト ,。 新 日 本 無線 . 
(6) CXD1030 デー タ ・ シ ー ト 。 ソ ニー。 
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この 草 で は ビデ オ 用 機能 IC と し て ,。 テレ ビ 画 面 上 
に 文字 や 記号 を 表示 する オン ・ ス クリ ー ン ・ デ ィ ス プレ 
イ IC を と りあ げ ま し た . この 1IC は ,。 文字 フォ ント 
を 内 蔵 し て いて , 外部 か ら 指 定 し た 文字 や 記号 を 決め 
られ だ タイ ミン グ ( 画 面 上 の 位置 や 大 きき さき) で ビデ ォ 信 
号 に スー パイ ン ポ ー ズ する こと が で きま す 。 

基本 的 な 機能 は , ビデ ォ 信 号 切 り 替 え 用 アナ ログ ・ 
スイ ッ チ (まだ は スイ ッ チ の 切り 替え 用 信号 発生 器 ) で 
す が , ビデ オ 信 号 発生 回 路 を 内 蔵 し た も の も あり , ブ 
ルー・ バ ッ ク な どの テレ ビビ 画面 に 文字 表示 を 行え る 1IC 
も あり ます . これ は VTR の 予約 画面 や 。 AV コント 
ロー ル ・ ア デア ンプ の 状態 表示 な ど に よく 使わ れん て いま す 
(写真 1). 

se スク グ クリー ジャ ディ スプ レイ 1C の 応用 と し 
て 。 テ レビ 画面 に 現在 の 時 刻 を 表示 する テレ ビ ・ タ イ 
ム ・ イ ン サ ー タ を 製作 し ます 。 ま た, 時 刻 を 表示 する 
た め の 時 計 機 能 と フォ ント の 大 き さ と 位置 の コン トロ 
ー ル を 行う た め に , ワン チッ プ ・ マ イコ ン の 応用 回 路 
を 使用 し ます 。 


2 スグ ウ リー シッ ディ スプ ブレ イ 』 の の 





テレ ビ 画 面 に 文字 を 挿入 (スー パイ ン ポ ー ズ ) す る 場 


捉 11 火 mM 0:14 12 有 1990 
CH DR UN | 
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写真 1> 家庭 用 VTR の オン ・ ス クリ ー ン ・ デ ィ ス プレ イ の 例 
(番組 録画 耶 約 ) 
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NT いい 


suSmt の で 


「 


レ し 
7』 


で 


合 , 以前 は 横 方 向 と 縦 方 身 そ れ ぞ れ に タイ ミン グ ・ カ ヵ カ 
革 ン シタ を 用 窟 し 。 そ の タイ ミン グ に 合わ せ て 文字 デー 
多 を 映像 信号 に 重ね 合わ せ て いま した. 

と ころ が 。G 二 0MG 女 ラロ ツウ ・ デ ィ ス プレ イ ・ コ ン 
トロ ー ラ ) や CRTC(CRT コ ント ロー ラ ) と 呼ば れる 
画面 表示 制御 の た め の 専 用 IC が 出現 し て か ら は , こ 
れ ら の 1C に 外部 同期 を か ける こと で 比較 的 簡単 に 文 
字 表 示 が 可能 と な り ま し た 。 この ころ は まだ 文字 フォ 
ント 用 の ROM や RAM は 外 付 け で 。 全体 の 規模 は 
A4 判 の 基板 1 枚 分 程度 , 表示 文字 は 250 文字 程度 で 
し 7 。 

と ころ で 実際 に 自然 画像 の 一 部 分 に 文字 を 挿入 する 
程度 で は , あま り 多 く の 文 字数 は 必要 で は あり ませ ん . 
そこ で これ ら の 機能 を 最適 化し 。 ワン チッ プ 化 し た オ 
ンジ ・ ス クリ ー ン ・ デ ィ ス プレ イ IC が 作ら れ 。 最近 で は 
ビデ オ 関 連 の 家電 製品 を 中 心 に 広く 使わ れる よう に な 
り ま だ 。 

る オン ・ ス クリ ー ン ・ デ ィ ス プレ イ IC の 種類 と 特徴 

表 1 に 各社 の オン ・ ス クリ ー ン ・ デ ィ ス プレ イ 用 の 
1 じ を 示し ます 。 と くに 富士 通 で は 多く の 品種 を 販売 
し て お り , 用 途 別 に 最適 品種 を 選択 する こと が で きま 
す . 表 2 に これ ら を まとめ て 示し ます . 

これ ら の 1I じ は テレ ビ の チャ ネル 表示 や 音量 表示 。 
VTR の 動作 状態 の 表示 な ど に 使用 きれ て いる も の で 
禁 。 

初期 の ころ は 数 字 や アル ファ ベッ ト を 表示 する 程度 
で し た が , 最近 で は 漢字 の 表示 や 細か い 図 形 の 表示 も 
可能 に な っ て き て いま す . 

ゅ いずれ の 1IC も 表示 文字 の 構成 は マス ク ROM に よ 
る ユー ザ 指 定 の も の で す が , 各 メ ー カ と も 標準 フォ ン 
ト 品 が 用 意 き れ て いる の で 。 試作 の 場合 は これ を 利用 
する こと に な り ま す .。 今回 の 製作 で も 標準 フォ ント を 
使用 し て いま す . 

文字 の 補間 機能 と は フォ ント と し て は 8xX8 ド ッ ト 
で あっ て も 。 実際 の 表示 の 場合 に は 図 1 に 示す よう 
に 16X16 ド ッ ト 相 当 の な め ら か な 表示 を する 機能 で 
す . 

表 2 の 富士 通 の オン ・ ス クリ ー ン ・ デ ィ ス プレ イ IC 
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* 印 は 文字 の 補間 機能 あり 


〈 図 1"" 文字 補間 機能 の 動作 
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に ーー8 ドッ トーーー| トー+16 ドッ ト ーー 

は 。 図 2 に 示す よう な 系 統 に 分 類 き ん れ ます. いずれ 
の 1IC も 用 途 別に 最適 化 さ れ , 多 品 種 な ファ ミリ を 構 
成 し て いま す . 

表 2 の MB88324A は 。 キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ 
部 分 が RAM に な っ て お り ( ほ か の 1IC は ROM な の 
で 表示 文字 は 固定 と な っ て いる )。 外部 か ら の コマ ン 
ド で 書き 換え る こと が で きま す . 
また 8X8 ド ッ ト の 図柄 を 最大 62 種類 まで 表示 する 
こと が で き , 図 3 に 示す よう に 8X8 ド ッ ト を 四 つ 組 


図 2> 
富士 通 の OSDC( オ ン ・ ス クリ ー ン ・ 
ディ スプ レイ ・ コ ント ロー ラ ) の 分 類 
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< 表 1> 各社 オン ・ ス クリ ー ン ・ デ ィ ス プレ イ IC の 種類 と 特徴 3 た 
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〈 図 32 16X16 ドッ ト に より 漢字 を 表示 させ る 例 * 
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み 合 わせ て 16x16 ドッ ト の パタ ー ン で 漢字 を 表示 す 。 


る こと も で きま す .。 この 場合 は 624 王 15 種類 の 文字 。 
まで の 表示 と な り ま す . 表示 文字 数 は 図 4 に 示す よ 








多 機能 化 。 は 

カラ ー 対 応 1 

スタ ン パ バイ 機能 GS 

ノイ ズ 低 減 s っ 

外 付け 部 品 削 減 っ 

0 

RGB 対応 39 

改良 品 1 
/* ラ レル ・ イ ンタ 一 Se 

小型 小 容量 『: 





( 少 区 字数 ) 型 





< 表 2> 富士 通 の オン ・ ス クリ ー ン ・ デ ィ ス プレ イ IC の 種類 と 特徴 


MEB88323A | MB88324A IMB88325 IMB88326 IMB88327 IMB88328 IMB88303 MLB88313 
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ャ 印 は 文字 の 補間 機能 あ り 富士 通 ア ー タ ・ ブ デック お よび デー タ ・ ジ 三 ト に よる 


% 図 4 MB88324A(MB88323A) の 表示 可能 な 画面 構成 
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数 値 (00-B3) は 表示 メモ リ の アド レス を 示す . 





(a ) テレ ビ 画 面 上 の 表示 位置 (b) キャ ラク タ ( 文字) の 表示 位置 と アド レス 


う に 画面 の 縦 方 向 に 9 文字 , 横 方 向 に 20 文字 の 最大 ②⑦ 2 種類 の 文字 サイ ズ が 混在 可能 


180 文字 まで (8X8 ドット の と き ) で す . な ど が あげ ら れ ま す . 
表 2 の MB88325 は 多 機 能 な IC で , 特徴 と し て は , 今回 は この な か か ら オ ン ・ ス クリ ー ン ・ デ ィ ス プレ イ 
① 文字 の 構成 が 24X32 ドッ ト と 細か い 1IC MB88323A (富士 通 ) を 使用 し て , テレ ビ 画 面 に 現 
 ②⑫② 表示 画面 は 24 列 ※12 行 で 最大 288 文字 と 多い 在 時 刻 を 挿入 する テレ ビ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ を 製作 レ し 
③ 文字 の ブリ ンク (点滅) 表示 を させ る 周期 ヒ と デュ ー て み ま し た 。 マイ コン を 使用 し た 使い 勝手 の よい も の 
ティ 比 が が プログ ラム 可能 と な っ て いま す . 
③④ 1 文字 単位 で 色付け や 階 調 (8 レベ ル ) 表示 が 可能 
⑤ NTSC と PAL の 二 つ の 信号 規格 に 対応 ビデ オ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の 製作 
⑥ ビデ オォ 信号 3 入力 ・2 出力 の アナ ログ ・ ス イッ チ を 





内 蔵 朝 の 忙し い 時 間 な ど に 時 計 代 わり に テレ ビ を つけ て 


_ 62 トド フ ンジ シス タ 投 術 
選 I ロ し 












電源 OFF 時 の 


テレ ビ ・ タ イム ・ 
イン サー タ の ビデ 
オ 信 号 部 の ブロ ッ 
ク 図 


< 写真 22 テレ ビ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の 基板 


の 
か 


(4) ビデ オォ 信号 回 路 部 


に 


(b) コン トロ ー ル 回 路 部 


いる 人 は 多い と 思い ます が 。 今回 製作 し た 装置 は いつ 
で も 自分 の 好き な と き に テレ ビ の 画面 上 に 時 刻 を 表示 
で きる も の で す 。 

図 5 に 製作 し た テレ ビ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の ブロ 
ッ ク 図 を , 図 6(4) と (b) に それ ぞ れ , ビデ オォ 信号 部 と 
コン トロ ー ル 部 の 回 路 図 を 示し ます 。 表 3 に 使用 部 
品 を 示し ます 。 

また , 写真 2(4) と (b) に それ ぞ れ ビデ オォ 信号 部 と コ 
ント ロー ル 部 の 基板 の 外観 を 示し ます . 

@ 製作 し た ビデ オ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の 特徴 
今回 製作 し た 装置 で は 文字 の 大 き さ を 6 段階 に 調整 
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する こと が で き 。,。 表示 位置 を 縦 方 向 16 段階 ・ 横 方 向 
16 段階 で 調整 する こと が で きま す . 

図 6(b) の 回 路 で は , 時 間 設定 や 文字 表示 位置 指定 
な どの 各種 の 制御 に は 8048/49/35/39 と いう , 一 般 的 
な ワン チッ プ ・ マ イコ ン を 使用 し て いま す 。 

外 付け の ROM は 2K バイ ト 以 上 の も の で し た ら な 
ん で も 使用 で きま す . 

また ROM 内 蔵 型 の 8749 を 使用 すれ ば ,。 図 中 の 赤 
枠 部 分 の アド レス ・ ラ ッ チ の 74LS573 や 外部 ROM が 
必要 な く な る の で ,。 より スマ ー ト な 回 路 に な り ま す . 

実際 に 製作 し た 装置 で は , 8749 を 使用 し て お り 。 
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752% ドラ イ バ の み 使 用 
スイ ッ チ と し て は 使用 し 
て いな い 
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_ 図 6(b) の 回 路 図 中 の 赤 枠 部 分 は 実装 きれ て いま せん . 
まだ た 時計 の 誤差 は 水 旧 発振 回 路 の トリ ミン グ ( コ ン 
デン サ の 値 の 調整 ) を 行う こと で , 実測 で 3 日 で 1 秒 
程度 に する と と が で きま し た (月 差 10 秒 ). 
@ 回 路 の 概略 と 動作 
今回 の 回 路 に は いろ いろ な ビデ オォ 回路 機能 が 盛り 込 
まれ CUS 青 これら は 。 
① リレー に よる 電源 OFF 時 の ビデ オォ 信号 の スル ー 
回 路 
② NJM2266D に よる 6dB 増 幅 と シン ク ・ チ ッ プ ・ ク 


9 。 
③ MB88323A に よる 文字 スー パイ ン ポ ー ズ と ビデ オ 
信号 発生 
④ LM1881N に よる 同期 信号 分 離 
⑤ NJM2264D に よる 750 ドラ イブ 
な ど が あり ます . 
つぎ に これ ら を 順 を 追っ て 説明 し ます 。 
@ ビデ オ 信 号 入 力 回 路 
ビデ オ 信 号 は 入力 され た 装置 の 電源 が OFF に な っ 
だ た と き に 入力 と 出力 を 直結 する た め の リ レー RL」 に 入 


製作 上 の 注意 点 


MB88323A は よく 使用 きれ て いる 1IC で す . 

下記 に MB88323A を 使用 し た と き の 注 意 点 を 示 
iC あき ます 。 
① 入力 する H, V Sync は AFC(Automatic Fre- 
quency Contro1l) 対応 が よい . 

新 日 本 無線 の NJM2229 な ど を 使用 し た AFC に 
より 廿 を 供給 する ほう が 。 VTR 信号 の ドロ ッ プ ・ 
200AKhN 補 丈 。 トラ ザキ ング * ズ レレ 立地 オ ンス 
クリ ー ン が 安定 に な り ま す 。 
⑧② ホワ イト (前 景 , 文字 ), ブラ ッ ク ( 縁 取り ) の 電 
圧入 力 は イン ピー ダン ス が 高い ほう が 。 この 1IC に 
限っ て 文字 が 美しく な り ま す . 

理由 は , この 1C 内 部 の イン ポー ズ 用 切り 替え ス 
イッ チ の 動作 スピ ー ド が 速 す ぎる た め 。 切り 替え 時 
錠 り シギ ング を 発生 し 。 モニ タ TV 紀 よ や て は 。 
この リン ギン グ で クロ ス ・ カ ラー を 発生 きせ ます . 

図 A の よう に , IC の 入力 が 容量 性 と いう こと も 
あっ て ,。 ダン ピン グ 抵 抗 を 入れ た ほう が 字 は きれ い 
に な り ま す 。 
③ 発振 用 の コイ ル は , シー ルド ・ タ イプ が ベタ ー で 
す ( 図 B). 

(〈④⑥① キャ ラク タ ・ コ ー ド な どの シリ アル ・ デ ー タ は, 
一 定 周期 で 常時 送る よう に し ます 。. IMB88323 な ど 
は 内 部 が DRAM 構成 で オー ト ・ リ フレ ッシュ さき 










この コイ ル は 
10/H 一 18/H 
くら いて 使用 | 
する が , 発振 

周波 数 が 4MH セ 
程度 で 高調 波 
が 多発 する 









(3) 発振 回 路 





れ て いま す が 。 外部 ノイズ で 比較 的 簡単 に デー タ が 
壊れ て し まい ます . 転送 デー タ も リフ レッ シュ し た 
ほう が よい と 思い ます . 

< 河村 裕美 > 


<《 図 A> 背景 の 明る さ 調 整 用 入力 に は 
ダン ピン グ 抵 抗 を 入れ た ほう が きれ い 


MBS8323A MBS8323A 





(ダン ピン グ 抵 抗 ) 
ビ ピ 華 オ 
ーー 
リン ギン グ ソフ ト な エッ ジ 
(a) クロ スカ ラー (b) ダン ピン グ 抵 抗 を 
白黒 の スジ の 発生 入れ る と きれ い に な る 


自作 する と し た ら , 横 巻 き 
ピー キン グ ・ コ イル に AM 用 
中 間 周 波 ト ラン ス の 上 部 コア 


を か 、 ぶ せる . 

図 の よう に ダン ピン グ 抵 抗 
(4706 くら い ) を 入れ , シー 
ル ド ・ タ イプ の コイ ル (TDK) 
を 使用 する と , TVI な どの 
妨害 が な く な る 


(b) シー ルド 型 の コイ ル を 使用 する 


トド ンジ シス タ 投 術 
弓 ロ ビビ I 中 し 


< 図 9> 8048 と 8749 の ピン 配置 








《 図 11> テレ ビ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の 電源 お よび 
バッ クア ッ プ 用 バッ テリ 















To c 5 ルム co( 土 5V) 
XTAL」 q oT 
XTAL2 6P。7 
RESET o ソ P2e 
SSo DP25 
INTo 5P24 
EAo 7 
RDe 5Pie 
PSEN o oOP」。 
WR 5P ュ 4 
DB PE ML:FI4Gr1A 
DB c 5P」」 ( 日 気 
DB2 o oP」o 
DB3 o 6 っ ( 十 5V ) 
DB4。 o oPROG 
DBs q 5P23 
DB。 ・ oP22 
DB7 5P2 
(0V) << 6P2o 
< 表 4> Cus お よび Cs の 値 と ALE 端子 の < 図 10) ワン チッ プ ・ マ イコ ン 内 部 の 分 周 比 と 周波 数 
周波 数 の 実測 値 
Pr 内 蔵 発振 回 路 マイ コン 内 蔵 カ ウン タ ソフ トウ ェ ア ・ カ ウン タ 









り ま す 。 この た め ケ ー ブ ル の めん どう な 差し 替え を し 
な く て 済み ます . 

つぎ に 1C」 の NJM2266D( 新 日 本 無線 ) 内 蔵 の 6 qB 
アン ププ に より ケー ブル の イン ピー ダン ス ・ マ ッ チ ング 
を 取る 際 の 損失 分 を 補償 し ます . 

これ は 内 部 ビデ オォ 発生 回 路 を 使用 し た 場合 の 
MB88323A の 出力 レベ ル が 2 V。-。 出 力 で す の で 。 こ 
の 信号 と レベ ル を 合わ せる 意味 も あり ます . 

また , 外部 より 入力 され る ビデ オォ 信号 は AC カ ッ プ 
リン グ さ れ て いて , 画面 の 明る さ に よっ て ペデ スタ 
ル ・ レ ベル ( 黒 レ ベル ) の 位置 が 変動 し て いる た め 。 こ 
の まま 文字 を 挿入 する と 画面 に よっ て 文字 の 明る さ が 
変わ っ て し まい ます . そこ で NTJM 2266D 内 蔵 の クラ 
ン デ 回路 に より DC 再生 (シン ク ・ チ ッ プ ・ ク ラン プ グ ) を 
行っ て 映像 信号 の 黒 レ ベル を 一 定 に し て か ら 文 字 の ス 
ー パ イシ が ボー 年 TP よう に C じ で いま サマ 
@ ざ オン ・ ス クリ ー ン ・ デ ィ ス プレ イ 用 IC MB88323A 

と 周辺 回 路 

MB88323A の 内 部 プロ ッ ク 図 と ピン 配置 を それ ぞ 
れ 図 7(@) と (b) に 示し ます . また 外観 を 写真 3 に 示し 


y 
6 





238.656kHz 


ます 。 

この 1C は , 入力 され る 水平 同期 信号 と 垂直 同期 信 
号 に より ,。 内 部 で タイ ミン グ を 作成 し 所 定 の 位置 に 文 
字 を スー パイ ン ポ ー ズ し ます . 9 

また 外部 か ら の 映像 信号 が な い 場 合 に は 。 7.159090 
MHz の 水 曲 を も と に 内 部 で ビデ オォ 信号 を 作成 し 。 そ 
れ に 文字 を 乗せ て 出力 する こと が で きま す . 

内 部 ビデ オォ 信 号 出力 を 使用 し な い 場 合 に は 。 7 番 ピ 
ン と 8 番 ピ ン に は な に も 接続 する 必要 は あり ませ ん . 

ビデ オ 信 号 切 り 替 え 用 の アナ ログ ・ ス イッ チ を 内 蔵 
し て いる こと も この 1』IC の 特徴 で す 。 

13 番 ピ ン の CLVL は キャ ラク タ ・ レ ベル (文字 の 明 
る さ ) の 設定 。 15 番 ピ ン の BLVL は 背景 レベ ル の 設 
定 , 16 番 ピ ン の PLVL は 内 部 ビデ オォ 信 号 使用 時 の ペ 
デス タル ・ レ ベル ( 黒 レ ベル ) の 設定 を 行う 端子 で 。 そ 
れ ぞ れ レー ZZ。 に より 調整 し ます . 

今回 は 外部 か ら 入力 され る 信号 の 同期 信号 の 底 が 
1.3 V で す の で , それ に 合わ せ て 1.9V に 調整 し ます 
( 図 8). 

文字 と 背景 の レベ ル も それ ぞ れ 白 100 % と 黒 レ ベル 
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ょ の 





< 図 13> テレ ビ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の 操作 スイ ッ チ と 文字 表示 の 状態 






文字 サイ 
ズ ・ キ ー 
や 


SW7? 





に 調整 し て いま す 。 調整 後 の 実 測 値 で 13 番 ピ ン が 3.4 
V。15 番 ピン が 2V。 16 番 ピン が 3.6V で し た 。 16 
番 ピ ン は 本 来 は 電流 値 で の 設定 で す の で 。IC に よっ 
て ば ら つ き が 大 きく , 出力 ビデ オォ 信号 の 濾 形 を 見 な が 
ら の 調整 が 必要 で す . 
人 @ 同期 分 離 回 路 と 出力 回 路 

MEB88323A に 入力 する た め の 同 期 信 号 は 
LM1881N( ナ ショ ナル セミ コン ダク ター) と いう 専用 
1IC を 合用 し て 分 離し て いま す .。 この 1C は コン ポジ ッ 
ト ・ ビ デオ 信号 (C.VIDEO) を 入力 する こと で , 複合 同 
期 信号 (コン ポジ ッ ト ・ シ ンク 。 C.SYNO)。 垂直 同期 
信号 (V.SYNC),。 フィー ルド の 判別 信号 。 バ パ バー スト ・ 
フラ ラグ の 四 つ の 出力 を 得 ら れる も の で す . 

今回 は 水平 同期 信号 と 垂直 同期 信号 が 必要 な だ け で 
す の で 。 積分 回 路 と コン パレ ー タ で 同期 分 離 を 行っ て 
も よかっ た の で す が , 部 品 点 数 を 減ら す た め に 使用 し 
押 (E お が 。 
ビデ オォ 出力 回 路 の 750 ド ライ バ は, ICs の 
NJM2264D( 新 日 本 無線 ) 内 蔵 の 回 路 を 利用 し て いま 
7: 
⑱ コン トロ ー ル 回 路 部 の 概略 

まず 各種 の 制御 を 行っ て いる ワン チッ プ ・ マ イコ ン 
8048/49/35/39 を 簡単 に 紹介 し ます . 
この IC の オリ ジ ナ ル ・ ソ ー ス は イン テル 社 の も の 


で 。 8085CPU の 少し あと の 1976 年 に 発表 され まし た . 


8048/49/35/39 は パソ コン の キー ボー ド ・ コ ント ロ 
ー ラ や フロ ッ ピ ・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ の モー タ ・ コ ント 
避 m 之 。 ステ ッ ピ ング ・ モ ー タ <・ コ ント ロー ラ な ど と し 
て 広く 使用 きれ て いま す . 

8048 は マス ク ROM タイ プ の 型番 で , EPROM 版 
は 8748。 ま た 内 蔵 ROM と RAM の 容量 を 増やし た 
8749 が あり ます . これ ら は 日 本 電気 や 富士 通 。 三菱 
電機 な どの セカ ンド ・ ソ ー ス 品 も あり 価格 的 に 使い や 
すい も の と な っ て いま す 。 

図 9 に ピン 配置 を 示し ます . 

8748 の 場合 。 外 付 け の 水晶 は 1 M--11 MHz で 使 


SWs- | 文字 表示 





2 メ 2…2<3 つ 2X4ー1X1 つ 1 メ <2 つ 2Xx1 の ロー テー ショ ン 
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プル ー・ バ ッ ク ー プ ルー・ バ ッ ク ー… ブ ルー・ バ ッ ク ー ブ ルー・ バ パック -ー* 入 力 ビ デオ 信号 入力 ビデ オォ 信号 一 入力 ビデ オォ 信号 一 入力 ビデ オォ 信号 - 


文字 な し ふち どり 黒 わ く 文字 の み 文字 な し 








の ロー テー ショ ン 







の の ロワ ロー ゲー ショ だ 


用 で きま す が ,。 8048 で は 1M--4 MHz と な っ て いま 
。 

今回 は ビデ オォ 信号 処理 IC に 用 いら れる 3.579545 
MHz の 水晶 を 使用 し まし た . 時 計 の 基準 と な る 1 秒 
の 作成 に は この 原発 振 を マイ コン 内 部 の タイ マ で 分 周 
レ 。 きら に ソフ トウ ェ ア で 分 周 し て 作成 し て いま す 。 

図 10 に 各 分 周 段 の 周波 数 を 示し ます . 

実際 に 月 差 0 秒 と する に は 。 3.579840 MHz の 原発 
振 が 必要 で す の で 。 選 と 4 の 値 を 調整 し て な る べ 
く こ の 値 に 近く な る よう に し ます 。. 

表 4 に 実測 に よる コン デン サ 値 と 発振 周波 数 を 示 
し ます . IC の 個体 差 や 水草 振動 子 の 特性 の 違い , ま 
た 浮遊 容量 の 影響 な ど で 値 は 異な り ま す . 実際 の 調整 
方 法 と し て は ,。 ALE 出力 に 周波 数 カウ ンタ を 接続 し 
(1/15 の 発振 周波 数 が 出力 され て いる ), この 値 が 
238.656 kHz と な る よう に 選 。 と 選 。 の 値 を 調整 する 
の が よい で し ょ う 。 

時 計 と し て 使用 する 場合 , 停電 対策 が 必要 と な り ま 
す が , 今回 は 外部 供給 の 電源 を まる ご と バッ クア ッ プ 
むる と と で 対応 し まし た 、 

図 11 に バッ クア ッ プ 回 路 を 示し ます 。 マイ コン 周 
辺 だ け を バッ クア ッ プ する 場合 より 。 バッ クア ッ プ 時 
間 は 短く な り ま す が , 電源 再 復帰 時 の 処理 が 省略 で き 
る こと も あり 。 今回 は この 方 法 を 使用 し まし た 。 

また 今回 の 製作 で は 。 ワ ンチ ッ プ ・ マ イコ ン と し て 
EPROM 内 蔵 タ イプ の 8749(zPD8749HD,。 日 本 電 
気 ) を 使用 し まし た 。 ビ デオ 信号 系 の 回 路 と コン トロ 
ー ル 信号 系 (マイ コン 回 路 ) の 基板 を 分 け て 製作 し まし 
ただ が, と くに 分 ける 必要 は あり ませ ん . 

@ テレ ビ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の 操作 法 と プロ グラ ム 

12 に テレ ビ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の 使用 時 の 接続 
方 法 を , 写真 4(a, (b) に テレ ビ 画 面 を 示し ます . 

表示 の た め の 操 作 は 8 個 の タク ト ・ ス イッ チ に より 
行い ます . これ ら の 操作 内 容 を 図 13 に 示し ます . 

文字 サイ ズ ・ キ ー は , 初期 値 が 縦 2 メ 横 2 の 比率 の 
文字 で す 。 こ の 大 き さ で 14 イ ンチ ・ テ レビ 上 で 横 3 


トド フン シス タ 投 術 
避 ビビ I ロ し 





() 映像 十 黒 枠 付き 文字 表示 


(b) プル ー・ バ ッ ク 十 ふち どり 付き 文字 表示 


写真 42 テレ ビ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の 文字 表示 例 


〈 リ スト 1〉> テレ ビ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の ワン チッ プ ・ マ イコ ン 内 の EPROM( ま た は 外 付け EPROM) 
デー タ の ダン プ ・ リ スト (省略 部 分 は すべ て OOH) 


00000000 
00000010 
00000020 
00000030 
00000040 
00000050 
00000060 


000000F0 
00000100 
00000110 
00000120 
00000130 
00000140 
00000150 
00000160 
00000170 
00000180 
00000190 
000001A0 
000001B0 
000001C0 
000001D0 
000001E0 
000001F0 
00000200 
00000210 
00000220 
00000230 
00000240 
00000250 
00000260 
00000270 
00000280 
00000290 
000002A0 
000002B0 
000002C0 


000002D0 
000002E0 
000002F0 
00000300 
00000310 
00000320 
00000330 
00000340 


000003F0 
00000400 
00000410 
00000420 
00000430 
00000440 
00000450 
00000460 
00000470 
00000480 
00000490 
00000440 


000006F0 
00000700 
00000710 
00000720 
00000730 
00000740 
00000750 
00000760 
00000770 
00000780 


000007D0 
000007E0 
000007F0 


プロ フラ ハム ・ デ ー タ の 頒布 (に つい て 


曳 作 し た ビデ オ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の ROM デー 
クタ の 入っ だ フロッピ ・ デ ィ ス ク と デー タ 書 き 込 み 済 
み ワ ンチ ッ プ ・ マ イコ ン (8748/49/35/39) お よ び 
EPROM(2764) を 頒布 し ます . EPROM を 使用 する 
と き に は 回 路 図 に も ある と お り ,。 8048 が 必要 で す .。 

フロ ッ ピ ・ デ ィ ス ク は MS-DOS 用 3.5 イン チ ま た 
は 5.25 イン チ 2HD で す 、 プ ログ ラム ・ フ ァイル に 
は , ① 本 文 リ スト 1, ② 本 文 リ スト 2, ③ ① の イィ 
ン テ ル HEX 型式 ファ イル な ど が 含ま れ ま す . 

価格 は フロ ッ ピ ・ デ ィ ス ク が 3,000 円 。 8749 が 


4.000 円 , 2764 が 3,000 円 を 予定 し て いま す . 

ご 希望 の 方 は 返信 用 封筒 を 同 隷 の うえ , 下記 の 爺 
先 ま で お 送り くだ さい . 現金 は 送ら な いで くだ さい . 
追っ て 申し 込み 方 法 な どの 案内 を お 送り 致し ます 、 
な お 。 整理 の つ ご う 上 , 締め 切り は 1993 年 12 月 
31 日 と させ て いた だ きま す . 

圏 宛先 右 
〒 170 東京 都 豊島 区 巣鴨 1-14-2 
CO 出版 株 式 会 社 
トラ ンジ スタ 技術 SPECIAL 編集 部 No. 31 第 7 章 係 





< 表 5 MB88323A の コン トロ ー ル ・ コ マン ド 










人 第 1 バイト の と き 1 


< 図 14" MB88323A の コマ ンド 


転送 の タイ ムチ ャ ー 
CS 信 ea 


SS 


くも 
の 3 









も JJ し J し J SH で 2 
2 の 本 2 本 本 生生 本 


ド Bo Bi B。 BsB4 Bs Be 際 


第 2 バイ ト 








cmX※ 縦 3 cm の 文字 と な り ま す 。 1 回 押し 下げ る (ON 
532 衝 33 5 わた ドク 2 (1 氷 下 ( 夫 小 サイズ) は XX2。 
2X1。 の 6 サイ ズ の ロー テー ション と な っ て いま す .。 

文字 飾り キー は , 初期 値 で は 内 蔵 信号 発生 回 路 に よ 
る ブル ー・ バ ッ ク に ,。 黒 ふ ちどり 付き の 文字 と な っ て 


ぃ いま す 。 以下 8 種類 の ロー テー ショ ン に な っ て いま す 。 


「 入力 ビ デ ォ 信号 」 は , 外部 か ら 入 力 さ れる 信号 に 文 
字 を スー パイ ン ポ ー ズ する モー ド で す . 

文字 位置 キー は , 1, 一 , 一 , ! の 四 つ の キー で , 
それ ぞ れ の 方 向 に 文字 の 表示 位置 を 移動 きせ る も の で 
す 。 初期 値 で は 左上 に 表示 し ます . 縦 方 向 。 横 方 向 と 
も に 16 段階 の 設定 が 可能 で す . 

シフ ト ・ キ ー と アデ アッ プ ・ キ ー は 。 時 刻 合 わせ に 使用 し 
ます 。 シフ ト ・ キ ー の 初期 値 は .。 いずれ の 桁 も ブリン 
ク な し で す . 1 回 押し 下げ る と “時” の 桁 が ブリ ンク 
し ます 。 この と き ア デップ ・ キ ー を 押す と その 桁 が 十 1 
し ます . 1 秒 の 桁 の み 特 別 扱い で , アッ プ ・ キ ー を 押 
レ 下 げ る と 0 クリ ア と な り ま す 。 

回 路 図 中 の YO は , 表示 ドッ ト ・ ク ロッ ク の 後 調整 





ーー JRMMMI 
| 2 |1]010]1|10|10|0|0| 水平 位置 レウス クタ |0]0| 
1 10|10|]1|1|0|0|0| 垂直 位置 レジ スタ 












H 
2 レス ・ プ リセ ッ ト 
出 MS 
A。 | A4 1 As | As 1 A」 1A。 リン ク 指 定 の 書き 込み 
| HH。 | H。 | H。 | H。 | H, | H。| 水平 表示 開始 位置 制御 
LV | V。| V。| V。 | H, | H。| 垂直 表示 開始 位置 制御 


水平 垂直 文字 サイ ズ 
制御 











回 回 加 華 


人 第 2 バイ ト 以 降 の と き 0 


用 で す . 値 を 小さ くす る と 文字 が 縦長 と な り , 大 きく 
する と 横長 と な り ま す . 実測 で は 1IC。 の 9 番 ピ ン で の 
周 渡 数 が 6.2 MHz の と き に 文字 の 縦横 比 が 等 し く な 
り の まし だ 。 

リス ト 1 に ワン チッ プ ・ マ イコ ン の プロ グラ ム の ダ 
ンプ ・ リ スト を 示し ます 。2K バ イト の 容量 で , 省略 
され て いる 部 分 は すべ て “00” です 。 ま だ リスト 2 
に アセ ン ブ ラ ・ ソ ー ス ・ リ スト を 示し ます 。 

表 5 と 図 14 に それ ぞ れ MMB88323A の コン トロ ー 
ルレ ・ コ マン ド と タイ ムチ ャ ー ト を 示し ます の で 参考 に 
し で く : 業 さき W>, 

玉 ポ 

ソー ス ・ リ スト は 誌面 の つ ご う で 全部 は 掲載 で きま 
せん が 。 フロ ッ ピ ・ デ ィ ス ク で 頒布 し ます の で そちら 
も 参考 に し て くだ さい (69 ペー ジ )。 ま た 製作 の 便 官 
を 図る た だ ため, プロ グラ ム 書 き 込 み 済み の ROM (2764) 
また は ワン チッ プ ・ マ イコ ン (8749) も 頒布 し ます の で 。 
同 ペ ー ジ の 申込 み の 手順 に 従い 申し 込ん で くだ さい . 


廊 参 考 ・ 引 用 * 文 献 補 

(1)* 富士 通 半 導体 デバ イス DATA BOOK,。 ASSP/ 汎 用 リニア 
IC。 1990. 

(2) ナジ ショ ナル セミ コシ ジ ダ ク ター。 リニア JIC デー タデ ブック 。 
1990. 

(3 末 木 豊 * ビデ オ ・ ラ イン ・ セ レク タタ の 製作 。 トラ ンジ スタ 技 
術 。 1990 年 。 1 月 号 . 

(4) 末 木 豊 : アナ ログ 1C 活 用 入門 第 8 回 ビデ オ ・ ス ー パ イン 
ポー ズ 1IC に よる 設計 と 製作 。 トラ ンジ スタ 技術 。 1990 年 12 
月 号 . 


(本 稿 は トラ ンジ スタ 技術 1991 年 2 月 号 の 記事 を 再編 
集 し た も の で す ) 
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選 ビ Ia し 


く リ スト 2> テレ ビ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の コン トロ ー ル ・ プ ログ ラム (アセ ンプ ラ ・ ソ 


INCLUDE 8048.LIB 1 


TITLE CRT CLOC 9 
4 は は JIIIIIYIIEIIIIIIE 
:*#*# USE MB88323A 
:*# ON SCREEN DISPLAY TIMER CONTROLLER : 
:**# を 1990/08/29 by YUTAKA SUEKI 5 
:#*# Ver 1.20 に 
:**# DEVIES IS ji8749 OR i8048+2KROM 
: キキ 本 キ キキ キキ キキ キキ 本 オ 本 キキ キキ キキ キキ キキ キキ まま キ ・ 


INIHPOS EQU 2 s 表示 位置 の 値 
INIVPOS EQU 8 結 殺 計 2 
RAMTOP EQU 20H : ユ ー ザ RA の 拉 
RAMMAX EQU 1FH : ユ ー ザ R AM の 
COUNTERSET EQU (256-113) 1 

SEC66 EQU RAMTOP+IH i0_65 

SEC1 EQU RAMTOP+2H :0_9 

SEC10 EQU RAMTOP+3H 0_5 

MIN1 EQU RAMTOP+4H 0 9 

MIN10 EQU RAMTOP+5H 0_5 

HOUR1 EQU RAMTOP+6H :0_9 

HOUR10 EQU RAMTOP+7H i0 5 

CHR_HP0S EQU RAMTOP+10H i0_15 

CHR_VP0S EQU RAMTOP+11H i0_15 

CHR_SIZE EQU RAMTOP+12H 0_5 

CHR_DECO EQU RAMTOP+13H 0_7 

BLK_P0S EQU RAMTOP+14H 0 5 

TIM_UP EQU RAMTOP+1 5H 0, 1 

NOWSW EQU RAMTOP+18H 

BEFSW 


EQU AMTOP+19H 
TTY は TIT11ETTTYTTYETTYEYT は IT 


ORG 0H 
本 
POWON JMP CLOCKMAIN ャ リル か ・ ス タート 
もい 0 る の AA 2 たっす 


0RG 3H 
人 は 3111111111111111111111111111111111}】} よ お : 外 部 割り 込み 
INT03 JMP EXINT : ジ ャ ンプ ・ テ ー ブ ル 
MMICIIUIUIIUIUUIIUIH 


ORG 7H 
EAAUUIUIUYTUIUUUIAUUUUU る 6 シ り 


INT07 JMP TMINT ー ブ ル 
TIONTUUUOTUTTUTTUUE 


0RG 10H 
本 メモ リ の 初期 化 
CLOCKMAIN CLR A タ 

MOYV RO,#RAMTOP 2 

MOV R1.#RAMMAX - 


LABEL001 MOV @RO.A 
INC RO < 
DJNZ RILLABELO01 1 
MOV RO,#CHR SIZE  ": メ モリ の 代入 
MOV ,#03 1 
TIMERSET : 内 部 タイ マ の 初期 化 
MOV A,#COUNTERSET  : 
MOV T,A 
EN TCNTI 
START T 
:OSDC イ ニシ ャ ル 
IN A,P2 :CHIP SELECT 
ANL A.#11101111B  :ACTIVE 
OUTL  P2,.A * 
MOV A,#0A8H 
CALL COMMAND 
MOV A,#01111110B  : 
CALL COMMAND : 
MOV RO,.#80H : プ ラン ク ・ デ ー タ の 書き 込み 
LOOP10 MOV A,#80H 5 
CALL COMMAND > 
MOYV A, RO 
ADD A, #OFFH 
CALL COMMAND 
MOV A,#88H 
CALL COMMAND 
MOYV A, #9FH 
CALL COMMAND 


DJNZ RO.LOOP10 


ー ス ・ リ スト ) 


LABEL110 MOY A, R2 : 時 刻 合わ せ シ フト ・ ス イッ チ 
JB2 LABEL120 < 
MOV RO.#BLK_POS :0. . 。 プリ ンク 無し 
INC @RO 1 に まま 陸 の 
MOYV A, WRO : 2 1 0 秒 の 
ADD A,#250 : 3 . 1 分 の 
JNC LABEL120 ・4 。 1 0 分 の 
MOV @R0.#00 :5. .. の 
LABEL120 
MOV A, R2 : 時 刻 合 わせ アッ プ ・ スイ ッ チ 
JB1 LABEL130 
MOV RO.#TIM_UP : 全 信 し 
MOV @RO.#1 十 1 
LABEL130 > 
MOV A, R2 : 文 字 サ イズ 切り 替え スイ ッ チ 
JB3 LABEL140 s 横 縦 
MOV RO.#CHR_SIZE < 。 1 1 
INC @RO : 1 > 1 商人 
MOV A, @RO 2 。 2*※1 
ADD A,#250 3 。 2※2 
JNC LABEL140 4 0 
MOV @R0.#00 : 5 . 2※4 
LABEL140 * 
MOV A, R2 入信 粗 間 % ラ な 
JB4 LABEL150 : ! 
MOV RO,#CHR_VPOS s 
MOV ,WRO < 
ADD A,#1 5 
MOV R3,A 5 
ADD A,#240 5 
JNC LABEL141 s 
MOYV A, #0 : 
JMP LABELI42 
LABEL141 MOV A, R3 5 
LABEL142 MOV @RO.A ・ 
LABEL150 s す 
MOV A, R2 : 水 平 表示 位置 左 方 向 ス イッ チ 
JB5 LABEL160 s ー 
MOYV RO.#CHR_HPOS 
MOV A.WRO ・ 
ADD A.#255 5 
MOYV R3.A 5 
ADD A,#1 5 
JNC LABPLI5】 8 
MOV A.#15 
JMP LABEL52 s 
LABEL151 MOV A, R3 5 
LABEL152 MOV @R0.A 5 
LABEL1I80 
MOV RO.#BEFSW : S W 値 の 格納 
MOV RI,#NOWSW 
MOV A, WR1 5 
MOYV @R0.A 5 
MOYV RO.#TIM_UP : 時 刻 合 わせ 
MOV A. @RO s 
J2 LABEL190 : 
MOV @R0.#00 5 
MOV R0.#BLK_POS s 
MOV A, WRO - 
JZ LABEL190 5 
MOV R2.A s 
MOV A, R2 : 1 秒 の 桁 を 0 に する 
ADD A,#251 5 
JNZ LABEL18 1 < 
MOV RO.#SEC66 s 
MOV R1,.#SEC1 5 
MOV @R0.#00 5 
MOV @RI.#00 5 
JMP LABEL190 5 
LABEL181 MOV A, R2 : 1 0 秒 の 桁 を + 1 する 
ADD A,#252 : 
JNZ LABEL182 
MOV RO,.#SEC10 5 
MOV A. WRO < 
INC A 5 
ADD A,#250 5 
JC LABEL1811 5 
INC @RO 8 
JMP LABEL1812 6 
LABEL1811 MOYV @RO, 5 
LABEL1812 5 
JMP LABEL190 
LABEL190 


0SDCCONT 


JMP N H 
の の の 0 すす も りあ の 9 あの ああ 

ORG 200H 
に OSDC コ ント ロー ル 


IN A, P2 CDP る も ECT 
0RL A,#00010000B NON ACTIVE 
0UTL P2.A 
JMP MAINLOOP ・ 
あす 9 の 666 ます 2 
ORG 100H 
・ キ キキ キオ キキ キキ キ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ オキ キキ キキ ・ 
MAINLOOP : メ イン ・ プ ログ ラム 
KEYINP IN A.P1 今回 の KEY 入力 
MOV R0,.#NOWSW s 
MOV 6RO.A : 
MOV RI.#BEFSW : 前 回 の KEY 入力 
MOV A, @R1 5 
MOV R2.A s 
MOV A, WRO - 
XRL A, R2 : 押 し 下げ 検出 
ANL A, R2 5 
CPL A 
MOV R2.A 
LABEL100 MOV A, R2 : 表 示 切 り 替 え ス イッ チ 
JB0 LABEL110 5 : 
MOV RO,#CHR_DECO : 0 , ) ぶ 旭 負 、 箕 + 継 きり 
INC @RO # も と ょ ょ 1 竹 , 文字 十 背 景 
MOV A, WRO 、 の み 
ADD A, #248 : 3 . ・ 書 * 影 .< 無し 
JNC LABEL110 * 旧 。 イー y 、 先 HE 3 
MOV @RO0.#00 Je , 文字 寸 背景 
> 管 >ー。 -。 台 r・ 染 の み 
人 * 映 * 文 無し 


OSDCCONT 
IN A,P2 :CHIP SELECT 
ANL A,#11101111B 1 人 で" 全 
OUTL  P2.A 
MOYV A,#80H 1 
CALL COMMAND * 

MOV A,#00H < 
CALL COMMAND : 
MOV A,#88H 5 
CALL COMMAND 5 
MOV R0,#HOUR10 5 
MOV A, @RO ト 
MOYV R2.#01H 5 
CALL BLINKSET 5 
CALL COMMAND 

MOV A,#80H :: の 審 き 込み 
CALL COMMAND : 
MOYV A,#02H 

CALL COMMAND 





〈 く リス ト 2> テレ ビ ・ タ イム ・ イ ン サ ー タ の コン トロ ー ル ・ プ ログ ラム (アセン プラ ・ ソ ー ス ・ リ スト ) (つづ き ) 


: 水 平 表示 開始 位置 胡 き 込み 


COMMAND 
RO,#CHR_VPOS 
A, WRO 


A'#10H 
A. 6A 
COMMAND 


: 生 直 表 示 開 始 位置 宮 き 込み 


A, #0A0H 
AND 


COMM 
RO.#CHR_SIZE 
A, @RO 


A,#20H 


: 文 字 サ イズ 書き 込み 


*ー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ 


A,#0A8H 


COMMAND 
RO.#CHR_DECO 
A,. @RO 


A, #30H 
AL @A 
COMMAND 


文字 飾り 奉 き 込み 


0RL 
0UTL 


MAINLOOP 


1111111111111471111121117111112117113 
ORG 300H 


TTYTYTYTYYTYTTTTTTTTITYTTTTTTTTTTTTTT' タ ・ テ ー プ シル 
CHARACTER_HLIZON_POSITION 


DEFB 


DEFB 


INIHPOS 
INIHP0S+4 
INIHPOS+8 
INIHP0S+12 


CHARACTER_VERTICAL_POSITION 


CHARACTER_SIZE 


310H 


INIVPOS 
INIVP0S+3 
INIVP0S+6 
INIVPOS+10 


320H 


00000000B 
00000100B 
00000001B 
00000101B 


00001001B 
00001101B 
00000000B 
00000000B 


ュー ュー ツー 


00101100B 


RIE SE 選 EC 生 
NON ACTIVE 
: 2 T* ま 2T 

2 電 すま 

引 電電 
ji:4T※4T 
:6T 玉 4 

:8T※ ま 4T 

: 青 ,。 文字 土 縁 どり 
計 "8 
: 青 9 文 の み 
: 青 才 あ : 無し 
: 映 像 , 文字 二 縁 どり 
は 入 " 
: 映 3 < の み 
:i 映 を 容 無し 


すす すす の す 99999: : 


YYYTYTTTTTYTYTTTTTTYTYTTTYTYTYTYrh サブ ルー チン 


BLINKSET 


: LABEL4001 
LABEL4002 


0RG 400H 

A.... DATA(IN) 

RO... WORK 
R2...MASKDATA(IN) 
R3... WORK 

A.... DATA(OUT) 

MOYV RO.#BLK_POS 
MOYV R3,.A 

MOV A. WRO 

CPL 4 

INC A 

ADD A, R2 

JNZ LABEL4001 
MOV A, R3 

0RL A,#01000000B 
JMP LABEL4002 
MOV A, R3 

ANL A,#10111111B 
RET 


: プ リン ク ・ デ ー タ ・ セ ッ ト 


COMMAND ョ 29 ラ 量 人 アァ アル 変換 
A.. ..DATA(IN) : シ リア ル ・ タ 出 力 
A... WORK 5 
R2... WORK 
R3...WORK 
MOV R2.A 
JB0 LABEL4101 
IN A, P2 
ANL A,#10111111B 
0UTL 2.A 
JMP LABEL4102 
LABEL4101 IN P2 
0RL が #01000000B 
0UTL P2.A 
LABEL4102 CALL CLOCKPULSE 
CLOCKPULSE : シ リア ル ・ ク ロッ ク 出 力 
A..、. WORK 
R3... WORK 
IN A, P2 
ANL A,#11011111B 
0UTL 。A 
0RL A,#00100000B 
0UTL P2,A 
ANL A,#11011111B 
0UTL P2.A 
・ キ キキ 本 キキ キネ キキ オキ キキ キネ ネネ キキ 本 キ を ネネ ネネ ・ 
キキ ネオ ネ キキ キキ ネネ ネネ キキ キキ キネ キキ キキ キキ キネ キキ ネネ キネ キキ ・ タ イ マ 割 り で 人 ルー チン 
TMINT DIS TCNTI : 割 り 込み 禁 
MOV R7.A jiPUSH A 
SEL RB1 :・ レ ジス タ の 退避 
9Y A,#COUNTERSET : イ ベン ト ・ タ イマ 再 セ ッ ト 
MOV RO.#SEC66 : 時 計 ミ リ 秒 メン テ ナ ン ス 
INC @R0 
MOV A, WRO 9 
ADD A,#190 :(256 一 66=190) 
JNC LABEL704 5 
MOV A, WRO 8 
ADD A.#190 * 
MOV @R0, 5 
MOV RO.#SEC1 』 
INC @RO ・ 
LABEL700 
MOV RO,#SEC1 : 時 計 1 秒 メ ン テ ナ ンス 
MOV A, WRO 5 
ADD A,#246 :(256 一 10=246) 
JNC LABEL704 s 
MOV A, WRO 
ADD A,.#246 
MOV @RO.A 
MOV RO.#SEC10 
INC @RO 
LABEL701 
LABEL703 
MOV RO.#MIN10 : 時 計 10 分 メン テ ナ ン ス 
MOV A, @RO 
ADD A,#250 :(256 一 6=250) 
JNC LABEL704 9 
MOV A, @RO 
ADD A,#250 
MOV @RO.A 
MOV RO, #HOURI 
INC RO 
LABEL704 
MOV RO, #HOUR1 : 時 計 1 時 メン テ ナ ン ス 
MOV A, @RO 
ADD A.#246 :(256 一 10=246) 
JNC LABEL705 < 
MOV A, WRO 
ADD A.#246 
MOV @RO.A 
MOV RO,#HOURI10 
INC @RO 
LABEL705 
MOYV RO.#HOUR10 : 2 4 時 以上 判断 
MOV RI, #HOUR1 5 
MOV A.WRO * も 
ADD A,#253 : (3 0 時 以上 ) 
JC LABEL706 2 
MOY A, WRO : (2.4 時 2 9 時 ) 
ADD に #254 5 
JNC 5A 放 761 ・ 
MOV A, WR1 
ADD A,#252 
JNC LABEL707 5 
LABEL706 5 
MOV @RO0.#00 :2 4 時 以上 だ と 0 に する 
MOV @R1.#00 5 
LABEL707 
SEL RBO : レ ジス タ の 復帰 
EN fi [創り 込み 許可 
* ロ 
を を 
1 も 0 の.000 あ 6 ま 0640 も 06996096660666666: 
71117TEYETUEYYYEITTEYYYYYYEIEIILTELIS 
EXINT : 外 部 割り 込み ルー チン 
RETR : 割 り 込 みか ら の 
END 


ト フ ン ノシ スタ 技術 





ネガ ・ ボ ポジ 反転 と は 





価 ネガ ・ ポ ボ ジ 反 転 の 効果 

写真 の フィ ルム の こと を ネガ が と も いい ます . これ に 
対し て デリ ント の こと を ポジ と いう こと も あり ます . 

写真 の フィ ルム と プリ ント で は 。 明暗 部 と 色相 が 反 
転 し て いる こと に 気づく と 思い ます 。 ここ で は 。 ビデ 
オォ 信 号 を フィ ルム と プリ ント の 関係 の よう に ネガ から 
ポジ へ 。 ポジ か ら ネ が ガ へ 変換 し て し まう ビデ オ ・ エ フ 
ェ ク タ を 製作 し ます . 

この エフ ェ ク タ を 通す と テレ ビ 画 面 の 明る い 部 分 は 
暗く , 暗い 部 分 は 明る く 変 化し ます . また , 色 は 補色 
へ と 変わ り ま す 。 すなわち 赤 は シア ン へ 。 黄 は 青 へ と 
変化 し ます . 
⑱ シス テム 構成 


《 図 1> のみ の - 寿 
ポジ 反転 器 の 回 路 75o る 10k 






NN トラ レン ィ ツ スタ は すべ ペイ て 29C 
1740 を , PNP ト ラン ジス タ は 
すべ て 2SA933 を 使用 。 

* コンデ ン サ の (CH) 表 示 は , 温 
度 特性 CH ラン ク を 使用 。 ま た 

(MY ) 表 示 は , マイ ラ ・ コ ン デ ン 

サ を 使用 . 











図 1 に 製作 し た ネガ ・ ポ ジ 反 転 器 の 回 路 図 を 。 図 2 
に ブロ ッ ク 図 を 示し ます . 

入力 きれ た ビデ オォ 信号 は 初段 の バッ ファ ・ ト ラン ジ 
スタ の エミ ッ タ 。 コレ クタ か ら 非 反転 。 反転 の 各 信号 
を と り 出 し ます 。 

コレ クタ か ら と り 出 し た 信号 が , 今回 目的 と する ネ 
が 信 号 と な る わけ で す .。 双 方 の 信号 は クラ ンプ 回 路 に 
より 直流 再生 を 行い 。 アナ ログ ・ ス イッ チ IC 4053 に 
人 涼し ます . 

この 1』JC じ の 切り 替え 信号 に は ブラ ン キ ング ・ パ ルス 
(TV 画面 で 映像 と し て 現れ な い 部 分 を 示す 信号 ) を 用 
ゅ ます 。 これ は 同期 信号 部 分 は 非 反 転 の まま で 送ら な 
ゅ いと 。 テレ ビ 側 で 同期 が と ん れ ない ため です 。 

アナ ログ ・ ス イッ チ 1IC の 出力 は 約 6 dB 増幅 きれ, 
75 2 の イン タビ ピー ダン ス ・ マ ッ チ ング で ビデ オ 信 号 出 
力 に な り ま す . 


B 十 12V 


YY Lo っ 
ー 
を 


< 図 2> ネガ ・ ポ ジ 反 転 器 の ブロ ッ ク ・ ダ イヤ グラ ム 
アナ ログ ・ ス イッ チ 


が ルス 発生 「] 


垂直 同期 分 離 


各 画 プラ シンキ ング ・ 
パル ス 発 生 


ブラ ン キ ング 信号 は 。 ビデ オォ 信号 の 中 か ら 同 期 信号 
を 抜き 取り , 水平 垂直 の ブラ ン キ ング 信号 を 発生 きせ , 
アナ ログ ・ ス イッ チ 1C の 切り 替え に 使用 し ます . タイ 
ミン グ の 発生 に は モノ ステ ー ブ ル ・ マ ル チ バ イブ レー 
久 の 4538 を 2 個 使用 し まし た . 

また 。 同期 信号 の 波形 整形 と 水平 垂直 ブラ ン キ ング 
信号 の ミッ クス に 4001 を 使用 し て いま す 。 





回 路 の 製作 こと 調整 


久 各部 の 説明 と 調整 

で は も う 少 し 詳し く 各 部 の 信号 渡 形 な ど を 用 いて 回 
路 を 説明 し ます . また , 3 個 の 可変 抵抗 器 レー ザビ fs 
の 調整 は 。 オシ ロス コー プ が ある と よい の で す が 。 も 
し 用 意 で き な い 場合 で も テレ ビ 画 面 を 見 な が ら お お よ 
その 調整 が で きま す . 本 文 の 最後 に この 調整 法 を 示し 
まず 。 

入力 し た ビデ オ 信 号 は 初段 の トラ ンジ スタ に より 反 
転 。 非 反転 の 信号 を 作り , 双方 の 信号 を シン クチ ッ 


CHT デ ィ ス プレ イ の 分 類 


本 特集 の 中 に も あり ます よう に , モニ タ と いう 
葉 が ひん ぱん に 出 て きま す . この モニ タ と いう の は , 
パパ ソコ ン が 出現 する まで 放送 局 で 使わ れる カメ ラ や 
VTR の 調整 。 映像 信号 の チェ ッ ク な ど に 使わ れ て 
Ss スタ ョ 下 過 多 の こと を 指し て いま し た 。 

Rs の の ご 上 年 。 CRTI デ ィ ス ジ ビ ライ が ロン ゼ 


ュー タ の 端末 装置 と し て 広く 用 いら れ , また ビデ オ 
対応 の AV テレ ビ も 現れ , 従来 の モニ タ の 用 途 が 
お 祥 で まま し た 。 

その た め 。 CRT ディ スプ レイ , RGB モニ タ , キ 
8285 の で 9 スプ ブレイ ぃ ・ モ ニタ な ど と ちまき モタ 」 
の 定義 も ば ら ば ら に な っ て いま す . 

ここ で 。 簡単 に CRT ディスプレイ の 分 類 ・ 定 義 
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co ネガ ・ ポ ジ 


選択 スイ ッ ツチ 


( 罪 反転 (4053 2 番 ピ ン ) 
em っ が 表 


ビデ カオ 
出力 






(b) 入力 と 出力 の 信号 の 比較 (ネガ ・ ボ 
ジ ・ ス イッ チ : ネガ が ) 


< 写真 1> 信号 反転 の よう す (0.5 V/div, 
H レー ト 


プ ・ ク ラン プ ( 同 期 信 号 の 底 を 一 定 レ ベル に 固定 ) し て 
直流 再生 し ます .。 この と き 反 転 信 号 の ほう の レベ ル を 
少し 落と し て ある の は , 入力 され る 信号 レベ ル が 多少 
過大 に な っ た 場合 で も 対応 で きる よう に し た た めで す 。 

VTR な どか ら の 再生 信号 に は , 過大 な オー バシ ュ 
ー ト を 発生 し て いる も の が あり , ネガ ・ ポ ジ 反 転 さ きせ 
た 場合 に テレ ビ 側 で 同期 信号 と まち が えて 同期 を 乱す 
場合 が あり ます . 

アナ ログ ・ ス イッ チ IC 4053 の 1 番 ピ ン と 2 番 ピ ン 
に 入力 され る 信号 を 写真 1 (4) に 示し ます .。 まだ, ネ 
ガ ・ ポ ジ 反 転 き せ 出 力 さ せ た 信 号 ( 出 力 を 75 Q で 終端 ) 


放 行い まし ょ う 。 
1) テ レビ 

テレ ビ 放 送 (RF 信号 ) を 受信 可能 な も の で , テレ 
ビ ・ チ ュー ナ を 内 蔵 し た も の 。 
(2 ピザ な < モニタ 

複合 映像 信号 を 入力 と する も の . NTSC 複合 映 
像 信号 と RGB 複合 映像 信号 の 2 種類 が ある . 
(3 ディ スプ レイ ・ モ ニタ 

三原 色 の 信号 R。G。B お よび Hp。 Vp の 水平 垂 
直 同 期 信号 を 入力 と する も の 
(4)0 デ ィ ス プレ イ ・ モ ジュ ー ル 

ディ スプ レイ ・ モ ニタ の キャ ビ ネ ッ ト な し の タイ 
デブ を 指す 。 まだ 十 学 少 交 ディ スプ レイ と グラ 
フィ ッ ク ・ モ ニタ が ある 。 (山本 達夫 ) 





トン シス タ 投 術 


品 ビビ I 品 し 


入力 信号 
(垂直 同期 信号 付近 ) 





< 写真 2〉 同期 分 離し た 波形 (4538 の 4 (3) 積分 波形 (b) 波形 整形 後 
ピン: 5Y/ 人 MI 桂 写真 3〉 同期 信号 の CA 積分 (4001 の 10 番 ピ ン , 5 V/div。100 s/diy) 


入力 信号 (垂直 同 





複合 プラ ン キ ング ・ パ ルス 
に 調整 する 〈 写 真 6> 複合 ブラ ン キ ング ・ パ ルス 
a (4001 の 11 番 ピ ン , 5 V/div, 500 /s) 


詩 価 ババ ルス の 手前 2-3H 


(⑦ あ で で ) 


< 写真 4> 水平 ブ プラン キン グ ・ パ ルス 〈 写 真 5> 垂直 プラ ン キ ング ・ パ ルス 





(4001 の 13 番 ピ ン , 5 V/div,H レー ト ) NAO の 12 番 ピン , 5 V/div, 200 zs/ 
1V 
を 写真 1 (b) に 示し ます 。 この 同期 信号 を NOR ゲー ト 4001 を 使用 し て 注 形 
出力 アン プ 部 は 。 ビデ オォ 信号 を 規定 の レヒ ベル で 出力 層間 明香 の 撤 友 り 涯 8 
する た め に し で 電力 し ます 、. 垂直 同期 信号 の 抜き 取り は , 同期 信号 を 雨 分 レ 
っ 同期 信号 の 処理 て 行い ます . 写真 3(32) に 積分 波形 を , 写真 3(b) に 波 
ブラ ン キ ング ・ パ ルス 信号 を 得る た め に ,。 この 回 路 形成 形 き れ た 濾 形 を それ ぞ れ 示し ます .。 
で は 3 個 の ゲー ト CC と 2 個 の トラ ンジ スタ に よる つぎ に 同期 信号 か ら を 作 
(同期 分 離 ) を 使用 し て いま す . り ま す .。 モノ ステ ー ブ ル ・ マ ル チ バ イブ レー タ 1IC 
まず 非 反 転 信 号 を エミ ッ タ ・ フ ォ ロ ワ で 受け 。 CZ 4538 に より ,。 同期 信号 の ジ で トリ ガ が を か け 。 
微分 と トラ ンジ スタ に より 同期 信号 だ け を 抜き 取り ま さら に 発生 し た 後 コ ト り トリ ガ す る 方 
す (写真 2). 法 に より , 水平 の ブラ ン キ ング ・ パ ルス を 作り ます . 


定本 トラ ンジ スタ 回 路 の 設計 


坦 回 中 技術 を 実験 を 通し て や さ し く 六 析 - 
鈴木 雅 下 著 A5 判 324 頁 定価 2.200 円 送料 260 円 CQ 出 版 村 


今 」。 ハ ー ド ウェ ア 技 術 者 に 不足 し て いる こと …… そ れ は 自分 の 手 で 回 路 を じっくり 
と 実験 し て 考察 する 時 間 で す . 本 書 は そん な 多忙 な 技術 者 。、 あ る い は 技術 者 を めざす 
人 の た め に 用 意 し た 。 と て も と て も わか りや すい トラ ンジ スタ 回 路 の 本 で す . 

本 書 は 大 好評 で あっ た トラ 技 ORIGINAL No1 と No5 の 中 か ら ト ラン ジス タ 増 幅 回 路 
に つい て 精選 し , さら に 大 幅 に 加筆 を 行っ た , た ぶん 本 邦 最後 の トラ ンジ スタ 回 路 の 
解説 書 で す . 


| トラ ンジ スタ 回 路 へ の 誘い 


較 パワ ー・ ア ンプ の 設計 ・ 製 作 。 較 負 帰 還 増 幅 回 路 の 設計 
増幅 回 路 を 動か す I@| 周波 数 特性 を の ば す に は 10 直流 安定 化 電源 の 設計 ・ 製 作 
出力 を 強化 する 回 路 ビデ オ ・ セ レク タ の 設計 ・ 製 作 回 療 動 増幅 回 路 の 設 
「@] 
18」 


ミニ パワー・ ア ンプ の 設計 ・ 製 作 カス コー ド 回 路 の 設計 12 OP ア ンプ 回 路 の 設計 ・ 製 作 
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< 図 3> 映像 を 見 な が ら の 調整 法 


① ② 
VC を 回 し 左 へ VC> を 回 じ 右 ペ 


| に 
Re 
境目 


③ 
3 を 回 し 下 べ へ 


TV 画面 
ネガ ・ ポ ジ 選 択 ス イッ チ を ネガ に 
切り 替え , ゆ ①ー の ②③ の 順に 画面 
全体 が 反転 映像 に な る よう に 調整 


する (反転 し て いる 映像 の 領域 ) 





PS 】3 あ : 


(4) も と の 映像 


\、 通常 の 映像 の 領域 ) 








< 写真 8> ネガ ・ ポ ジ 反 転 の よう す 


この と き 垂 直 同 期 付近 で は 波形 が 乱れ ます が 。 気 に 
する 必要 は あり ませ ん . 

写真 4 を 見 て くだ い . 調整 用 Zi に より 水平 ブラ 
ン キ ング ・ パ ルス の 立ち 下がり エッ ジ ・ ポ イン ト を 。 
Pe に より 立ち 上 が り ポ イン ト を 調整 し ます . この 2 
ボ ポイ ント の 間 が 映像 区 間 ( 約 51 xs) に な り ま す . 

垂直 ブ プラン キン グ ・ パ ルス の ほう も 同じ よう に 4538 
に より 2 段階 の パル ス を 発生 きせ ,。 写真 5 の よう な 
パル ス を 作っ て いま す . 5 を 調整 し て ,。 パ ルス の 立 
ち 上 が り エ ッ ジ が 等 価 パ ルス の 2--3 H 分 手前 に くる 
の レ ます 。 

で き 上 上 が っ た 己 つ の ブラ ン キ シグ ・ パ ルス は 。 . NOR 
ゲー ト 1IC の 4001 に より ミッ クス し 。 複合 プラ ン キ ン 
グ ・ パ ルス と し て アナ ログ ・ ス イッ チ の 切り 替え に 使用 
し ます (写真 6). 

試作 し た 基板 の 外観 を 写真 7 に 示し ます . 

人 の オシ ロス コー プ な し で の 調整 

オォ オシ ロス コー プ を 使用 し な く て も 調整 で きる 方 法 を 
説明 し ます 。 まず, 回 路 図 どおり 正しく 製作 され て い 
る こと を 確認 し ,。 ネガ ・ ポ ジ ・ ス イッ チ を ポジ 側 ( グ ラ 


76 


ウン ド と ショ ー ト する 側 ) に し て 入出 力 ビ デオ 信号 と 
電源 を 接続 し ます .。 入力 する ビデ オォ 信号 は テレ ビ 放 送 
の 信号 を 使用 し ます . 

まず 。 テレ ビ 画 面 に 映像 が 正しく 映し 出さ れる こと 
を 確認 し ます . 

つぎ に 3 個 の 可変 抵抗 器 を と りあ え ず ,。 ア 避 は 抵抗 
値 が 最大 に な る 方 向 。 は 最小 に な る 方 向 。 攻 Z。 は 
最小 に な る 方 向 に 仮 調整 し ます 。 こ の 状態 で ネガ ・ ポ 
ジ 切 り 替 え ス イッ チ を ネガ 側 に 切り 替え ます 。 すると, 
図 3 の よう に 中 央 部 分 だ けが ネガ 映像 に な り ま す . 

ここ で 名 を 少し ずつ 回 し て 。 左 の 横 の 境目 が 画 
面 左端 か ら 見 え を なくなる と ころ に セッ ト し ます . 
つぎ に 同様 に し て % を 少し ずつ っ 回 し て 右 の 横 の 
境目 が 見 えな く な る よう に セッ ト し ます 。 最後 に 
X。 を 少し ずつ 回 し て 縦 の 境目 が 画面 下部 の 見 えな く < 
な る と ころ に セッ ト し ます 。 これ で 調整 完了 で す 。 こ 
こ で 。 各 可変 抵抗 器 を 回 し すぎ る と テレ ビ の 同期 を 乱 
す の で 注意 が 必要 で す . 

写真 8 に ネガ ・ ポ ジ 反 転 の サン プル 映像 を 示し ま 
の 
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戸 避 己 ! ロ し 





家庭 用 の 標準 的 な VTR な どの ビデ オォ 機器 は ほぼ 各 
家庭 に いき わた り ,。 さら に 画質 の 良好 な レー ザー ディ 
スク や S-VHS タイ プ の VTR も 多く の 家庭 に 普及 し 
つつ あり ます . 

技術 者 の 方 の な か に は , EDTV( ク リア ビジ ョ ン ) や 
HDTV い ヘイ ビジ ョ ン ) と その 関連 技術 の 開発 に 携 わ 
っ て いる 人 も 多い こと で し ょ う . 

いっ (ぼう 。 アヤ チュ ア の 訪 で も 。 テ レビ や VI な 
どの ビデ オ 信 号 を の ぞ き 見 する 機会 も 多く な っ て きた 
の で は な いか と 思わ れ ま す . し か し アマ チュ ア の 手 の 
と どく 範囲 で の ビデ オォ 信号 の 観察 は 。 や は り オ シロ ス 
コー デ ど まり と いう こと し なり 表す 。 

また だ た 。 ディ ジタル *・ オ シロ スコ ー プ も 和敬 くべ き ス ピ 
ー ド で 安価 に な っ て き て は いま す が 。 価格 と 性 能 は そ 
こそ こ 比 例 し て いる よう で ,。 手 の 届 きそう な 範囲 の も 
の で ビデ オォ 信号 を 観測 し よう と する と 。 サン プリ ン 
グ ・ ス ピー ド ,。 メモ リ の 容量 。 と り わ け 分 解 能 に は 不 
満 の 残る と ころ で す . 

「 や っ ぱり ビデ オォ 信号 を 見 る の は アナ ログ ・ オ シロ ス 
コー ププ で な く て は …」 と 感じ て いる 方 は 。 筆者 に 限ら 
ず 多 いこ と と 思い ます 。 そし て 。 ここ で いつ も 不 自 由 
を 感じ る こと が 。 特定 の 水平 ライ ン ( 走 査 線 ) を 抜き 出 
し て 観測 で き な い こと で す . 

も ちろ ん この よう な 機能 を も っ て いる 市 販 の オシ ロ 
スコ ー プ も あり ます が ,。 や は り 個 人 レベ ル で 入手 で き 
る 金額 で は あり ませ ん . 


< 図 1 ライ ン ・ セ レク タ の 接続 


ビデ オ 信 号 源 


NTSC コ ン ポ ジッ ト ・ 
ビデ オ 信 号 ages 





た いて い の 場 合 は , 垂直 同期 信号 で トリ ガ を か け , 
遅延 掃引 の モー ド で 所 望 の 水平 テラ イン を 捜し な が ら 観 
測 す る こと に な る わけ で す 。 

1 2 3…19。 20。… と ライ ン を 数 ええ で いく ぐう お あお 由 
指 が 足り な く な り , 始め か ら や り 直 し と いう の が 毎度 
の と と の よう で ず 。 

そこ で ,。 スイ ッ チ で 設定 し た 値 の 水平 テラ イン に 直接 
トリ ガ を か ける こと に より ,。 目的 の ライ ン が その まま 
オシ ロス コー プ で 観測 で きる ライ ン ・ セ レク タタ を 製作 
に 記 も だ 

今回 製作 し た 装置 で は 極端 に 機能 を し ぼり , 誰 も が 
容易 に 製作 で きる こと を 心がけ まし た 。 


ビデ オ ・ ラ イン ・ セ レク タタ の 
ハバ ハード ウェ エア 





⑱ シス テム 構成 と 回 路 

まず ライ ン ・ セ レク タタ と オシ ロス コー プ の 接続 方 法 
を 図 1 に 示し ます . また 泊 定 中 の シス テム を 写真 1 
に 示し ます .。 

この 装置 は ビデ オォ 信号 源 と オシ ロス コー プ の 間 に 入 
れ て 使用 する わけ で す が ,。 ビデ オォ 信号 の うち 水平 同期 
信号 だ け を カウ ント し 。 スイ ッ チ で 設定 し た ライ ン の 
タイ ミン グ に な る と 。 オシ ロス コー プ の 外部 トリ ガ 用 





< 写真 1? ライ ン ・ セ レク タ 使 用 中 の よう す 
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図 2? ライ ン ・ セ レク タ の ブロ ッ ク 図 
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< 図 32 ライ ン ・ セ レク タ の 回 路 図 
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コン ポジ ッ ト ・ 


ビデ オ 信 号 
出力 
-03A 
計 
ea (VSYNC) 
フイ ー ル ド 判別 信号 





映像 信号 









(ODD/EVEN) 
(a) ピン 配置 
LS221 入力 波形 
< 図 5> (C.SYNC) 
等 価 パ ルス 除去 回 路 (LS221) の 


入 由 カ タイ ムチ ャ ー ト 


LS221 入力 波形 


(C.SYNC) 


Sa 13 番 ピン 


カ 波 形 


の 信号 を 発生 きせ ます 。 これ に より 観察 し た い ラ イン 
た と えば 文字 多重 信号 の の っ て いる 10--221H (10 番目 
の ライ ン か ら 21 番目 の ライ ン 。 偶数 フィ ー ル ド で は 
273--284H) な ども 簡単 に 選択 する こと が で きま す . 

ライ ン ・ セ レク タタ の ブロ ッ ク 構 成 を 図 2 に , 回 路 図 
を 図 3 に 示し ます 。 使用 IC 13 個 トラ ンジ スタ 1 
個 , CZ 20 個 程度 , スイ ッ チ 4 個 と いう 比較 的 少量 
の 部 品 で 構成 する こと が で きま し た . また スイ ッ チ の 
値 と 実際 の 水平 ライ ン が 多少 ずれ て し まう の を 気 に し 
な けれ ば ぱ ば,。 アド レス 変換 用 ROM 2 個 を 省略 する こと 
が で きま まま 。 

@ 同期 分 離 の 方 法 

まず ,。 ビデ オ の コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 (通常 は 
75 2 終端 時 で 1 V。- ぉ ) か ら 同 期 信 号 を 分 離し な く て は 
な り ま せん . ほか の 装置 と 並列 接続 する こと を 考え て , 
入力 イン ピー ダン ス は 高く 設定 し じ し て お きま す ( 約 5 
koQ). 

つぎ に だ Tri の エミ ッ タ ・ フ ォ ロ ワン で 。 信号 の イン ピ 
ー ダ ンス を 低く し て G と 事 の 簡単 な ロー パス ・ フ ィ ル 
タ を 通し 。 サブ キャ リア お よび ノイ ズ を カッ ト し た の 
ち , 同期 分 離 用 の 1IC LM1881( ナ ショ ナル セミ コン ダ 
クタ ー 社 ) に 入力 し ます 。 

図 4 に LM1881 の ピン 配置 と 入出 力 タ イミ ング を 
示し ます . この 1IC は 士 5 一 十 12 V 電源 で 使用 で き 。 
図 (4) に 示す よう に , 入力 し た コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ ォ 信 
号 か ら , 複合 同期 信号 (C.SYNC), 垂直 同期 信号 (V. 
SYNC),。 フィ ー ル ド 判別 信号 (ODD/EVEN) を 分 離 


LS221 13 番 ピン 
出力 波形 


< 図 42① ビデ オ 同 期 分 離 用 IC LM1881 
入力 









垂直 プラ ン キ ング 期間 
等 価 ツ ルス 垂直 [同期 等 価 / ツ レス 
1 0 肖 目 目 目 目 目 上 朋 ] 旧 HHHHH 昌 HE に 


出力 する 非常 に 便利 な IC で す . 

まだ た この 1C は , 工業 用 カメ ラ の 出力 な どの よう に 。, 
垂直 同期 信号 期間 中 に 等 価 パ ルス (切れ 込み ) の な い 映 
像 信号 か ら で も , 正確 に 垂直 同期 信号 を 再生 する こと 
が で きま す . 

@ 水平 同期 信号 の 検 由 と カウ ント 

LM1881 の C.SYNC 出力 に は 等 価 パ ルス が 入っ て 
いる の で ,。 この 数 を その まま カウ ント し た の で は 正確 
な ライ ン を 選べ ませ ん . 今回 は モノ クス テー ブル ・ マ ル 
チバ イブ レー タ (LS221) の 時 定数 を 2/3H 幅 ( 約 40 
Ss) と し て 。 等 価 パ ルス の 立ち 上 が り エ ッ ジ を 除去 し 
て V い ゝ ます 

S に LS221 の 入出 力 濾 形 を 示し ます 。 この 回 路 
に より 水平 同期 信号 だ け を 抽出 し , 三 つ の カウ ンタ 
IC ELS160 で カウ ント し ます 。 

@ フィ ー ル ド の 判別 と カウ ント の 開始 

NTSC 信号 の ライ ン ( 水 平 走査 線 ) の 本 数 は 525 本 
(1 一 525H) あ り , 奇数 フィ ー ル ド ( 第 1。 第 3) が 1 
262 是 の 前 半 , 偶数 フィ ー ル ド ( 第 2。 第 4) が 262H 
の 後半 て 525H と な っ て いま す ., LM1881 の フィ ー ル 
ド 判 別 信号 は 垂直 同期 信号 の 再生 点 で 変化 し ます の で 
4H の 中 央 で 立ち 上 が り , 267H の 先頭 で 立ち 下がり 
まず 。 

本 来 な ら 奇 数 フィ ー ル ド の 先頭 で カウ ント 値 を 
"1 に し た い の で す が 。 前 記 の タイ ミン グ を 考え あわ 
せ て 。 フィ ー ル ド 判 別 信号 の 立ち 上 が り で カウ ンタ に 
を は と 導 朗 する よう に し まし だ た 。 
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f s 二 P 
た 


as を 


LS160 は 同期 ロー ド で す の で 5H の 先頭 で 。 設定 デ 
ー タ が カウ ンタ に 読み 込ま れる わけ で す . 

図 6 に 示す よう に ,。 フィ ー ル ド 判 別 信号 の 立ち 上 
が り エ ッ ジ より 約 1H 幅 の パル ス を 作り 。 カウ ンタ の 
ロー ド 信 号 と し ます . 回 路 図 中 の 時 定数 で の パル ス 幅 
の 実測 値 は 62 rs で し た . 

る トリ ガ 信 号 の 発生 

水平 ライ ン 設 定 用 の スイ ッ チ と この カウ ンタ の 出力 
を 比較 し , 一 致し た 信号 で オシ ロス コー プ に トリ ガ を 
か けれ ば よい わけ で す .。 し か し ,。 カウ ンタ の 各 出 力 の 
ぱら つき に よる コン パレ ー タ の 出力 の “ヒゲ” を 取り 
除く た め に 。 出力 に フリ ッ プ フロ ッ プ LS74 を 入れ て 
あり ます . この た め 1H だ け ト リガ の 出力 は 遅れ る こ 
ee りす 。 

さら に 注意 し て お か な けれ ば な ら な い の は , 1 へ 5H 
区 間 で は カウ ンタ の 値 と 実際 の ライ ン の 番号 が 一 致 し 
過 M 定 My と いう こと で す 。 これ は 家 1 に 示す よう な 
関係 と な り ま す . 


< 図 6> フィ ー ル ド 判 別 信号 の 立ち 上 が り エ ッ ジ 検出 回 路 
LM1881 よ り の  LSO0 









、 実際 の 是 の 値 
カウ ンタ (LS160) の 値 
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(4) ライ ン ・ セ レク タ タ 基板 
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< 表 1> 
実際 の ライ ン ( 直 査 線 ) と 


そこ で SWi-SW。 の 値 を ROM(2764x2) を 用 いて 
変換 し 。1--5H の 区 間 ず れ , お よび “ヒゲ” 取り 用 
の フリ ッ プ フロ ッ プ に よる 1H の 遅れ を 吸収 する よう 
4 しま: すず )。 

SWsz-SW4 は ライ ン の 番号 設定 用 。 SW」 は 設定 し た 
番号 を ひと つつ 減ら し て 。 見 た い 濾 形 を オシ ロス コー プ 
の 管 面 上 で 1H ぶん 右 へ ずら す た め の も の で す . 

出力 段 に 用 いて いる 74128 は あま りな じみ が な いか 

も し れ ま せん が , 750 の 同軸 ケー ブル が ドラ イブ で 
きる ライ ン ・ ド ライ バ 1C で す 。 こ の IC は 出力 電流 ん :, 
7oz と も 40mA 以上 あり , 同軸 ケー ブル の 先 を 7562 
(50 Q) で 終端 し て も 。TTL レベ ル の 振幅 が と れる 1IC 
Yoo 
@ 製作 に つい て 

完成 し た 基板 お よび シャ ー シ を 写真 2 (4)--(c) に 示 
し ます 。 基板 に は 155 mmx※x140 mm の ベタ ・ ア ー ス 型 
の ユニ バー サル 基板 を 用 いま し た 。SWs--SW4 は ロー 
タリ ・ ス イッ チ で 。2 進 コー ド が 出力 され る も の で す 
( ズ ジ ツク 製 S5130)。 

前 に も 述べ まし た が , ライ ン 番 号 の 補正 を し な い 場 
合 は 。 図 3 中 の 二 つ の 2764 を 取り 除き 。 対応 する ア 
ド レス 線 と デー タ 線 を 結び ます . 

下 側 の 2764 の Asa--Ai。 は 上 側 の 2764 の DO。--DO> 








(c) シャ ー シ 内 部 (右側 は 電源 ) 
《 写 真 2? ライ ン ・ セ レク タ の 製作 の よう す 
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に つなぎ ます 。 た だ し この と き 。 選択 ス イッ チ の 設定 
に は 表 1 の ずれ と , LS160 お よび LS74 に よる 2H の 
遅れ を 考慮 する 必要 が あり ます . 

電源 は 手持 ちの も の を 使用 し まし た が 。 実測 で 5V 
300mA の 消費 電流 で し た の で , この クラ ス の 電源 が 
必要 で す . また ライ ン ( 水 平 走査 線 ) の 番号 を 設定 する 
スイ ッ チ は ,。 現在 小さ すぎ て 多少 使い づら < 感じ て い 
ます の で ,。 も う 少 し 大 きめ の スイ ッ チ を 使用 し た ほう 
が よい と 思い ます 。 


HOM デー タ の 書き 込み 


gs ライ ン 番 号 の 変換 デー タ 

つぎ に ROM に 書き 込む 変換 デー タ を 表 2 に 示し 
まず 。 

ここ で 入力 (アド レス) は 。 使用 レ し た スイ ッ チ が 


BCD 入力 の も の な の で BCD 値 で す . 

同様 に , 出力 (デー タ ) も 使用 し た カウ ンタ が BCD 
カウ ンタ な の で BCD 値 と な っ て いま す 。 ROM の 出 
力 は 11 ビッ ト 必 要 な の で 。 2764 を 2 個 使用 レ し 。 上位 
3 ビッ ト と 下位 8 ビッ ト を それ ぞ れ 受け も た せ て いま 
' 
⑱ ROM デー タ の 作成 

ROM へ の デー タ 書 き 込 み は 。 パソ コン (PC9801) 
に より 行い まし た . 

ROM の デー タ を 作成 する プロ グラ ム を リス ト 1 に 
示し ます 。. 使 用 環境 は 640K バ イト RAM+MS - 
DOS 十 MS-DOS 版 NaBASIC イ ンタ プリ タ で す が , 
メモ リ が 640K バイ ト 以 下 で も , リス ト 中 の OL 呈 AR 
文 と BSAVE 文 お よび DEESEG 文 の パラ メー タ を 
変更 すれ ば 使用 で きま す . 

この BASIC: プ ロブ プラ タム を 実 各 SR 


ビ テ デオ 関連 用 語 解説 


CRT : Cathode Ray Tube. ブラ ウン 管 . 

EIAJ : Electronic Industries Association of Japan. 
日 本 電子 機械 工業 会 

FCC : Federal Communication Commission 

EIA : Electronic Industries Association. 米国 電子 


機械 工業 会 .。 規格 番号 は RS(Recommeded Stan- 


dards) の 記号 と 3 桁 の 数 字 で 表す . 

CIE : Commision Internationale de IEchairage > 
International Commission on IIlumination。 国 
際 照 明 委 員 会 . 

IRE : Institute of Radio Engineers。 
現在 は IEEE(Institute of Electrical and Elec- 
tronics Engineers) の 下 に ある . 

NTSC : National Television System Committee. 
日 本 , 米国 な ど が 採用 し て いる カラ ー 信 号 方 式 。 
PAL : Phase Alternating by Line.。 英国 や ドイ ツ の 

一 部 で 採用 し て いる カラ ー 信 号 方 式 . 

SECAM : Sequential Memoire Color Television 
SysStem。 仏 国 や ソ連 な ど で 採 用 レ し て いる ヵ カラ ー 
信号 方 式 . 

RF : Redio Frequency。 搬送 波 に 使用 する 高周波 

RGB : Red,。 Green, Blue, 色 の 三原 色 . 

CCIR : Comite Consultatif International des 
Radio-Communications -- International Radio 
Consultative Committee. 国際 無線 通信 府 癌 委 
員 会 。 

TBC : Time Base Corrector. タイ ム ・ ベ ー ス ・ コ 
レク クタ 。 水平 同期 が ズレ な いよ うに する た め の 装 


置 . ダビ ング 時 に 効果 を 発揮 する . 

アナ ログ ・ ス イッ チ : 半導体 を 使用 し た アナ ログ 信 
号 を “ 入 "。“ 切 ” する スイ ッ チ 

位相 ひずみ : ノイ ズ や フィ ル タ な どの 影響 で 位相 が 
狂う こと 

ウエ イト : メ モリ な ど を アク セス し て いる 途 遇 め 
CPU を 一 時 停止 きせ る こと . CPU と CRTC か 
ら の アク セス が 重なっ た と き に CRTC を 優先 き 
せる だ め , CPU を アク セス の 途中 で 停止 きせ る 
こと が 必要 に な る . 

仮想 スク リー ン : CRT に 映し 出さ れ て いる 画面 ( 実 
スク リー ン ) と は 別 の 大 き さ を も っ た 。 文字 な ど 
の デー タ が 書か れ た だ 画面. 

コン ポジ ッ ト : 輝度 信号 と 垂直 , 水平 の 同期 信号 が 
合成 され た 信号 . カラ ー の 場合 は さら に 色 信 号 が 
位相 変調 され て 合成 され る 

色差 信号 : RーY,。B-Y 信号 

輝度 信号 : ビデ ォ 信 号 の うち , 白黒 の 信号 。Y 信号 

チュ ー ナ : テレ ビ 回 路 で は 高周波 増幅 と 所 定 の 中 間 
周波 数 に 変換 する 回 路 

トラ ッ キ ング : 単 一 調整 . 

トラ ッ プ : 不要 な 周波 数 だ け を 減衰 させ る 回 路 

パタ ー ン ・ ジ ェ ネ レー タ : カラ ー・ バ ー・ ク ロス ・ ハ 
ッ チ 信号 な ど を 発生 する 試験 信号 発生 器 . 

搬送 色 信号 : 色 副 搬送 波 で 色差 信号 を 平衡 変調 し た 
信号 . 

プラ ン キ ング 信号 : 画面 が 光ら な いよ うに み ヵ レ 2 っ 
を カッ ト オ フ させ る 信号 . 





< 表 2> ライ ン 番 号 変換 用 ROM の 入力 (アド レス) と 出力 (デー タ ) の 関係 (無効 な デー タ に は すべ て $FF を 書き 込む ) 


回 回 回 回 IE 
回 回 回 名 回 占 回 IE 
加 回 上 回 四 避 ロ PIEPE3 


< リス ト 1> ROM デー タ 生 成 用 プロ グラ ム (MS-DOS 版 Na。BASIC) 









1 0 00 ネネ ネネ ネネ ネネ 本 本 本 林 本 杯 本 訂 ネ 本 本 末 杯 本 本 林 本 林 本 本 林 本 林 本 林 本 林 本 本 本 本 本 末 床 ネネ 1690 UPPER 3BIT 

1010 '* 1700 

1020 '* NTSCLINE SELECTER 1710 POKE &HI+&H2000,&H5 

1030 '* HENKAN ROM DATA SAKUSEI PROGRAM Ver 1.10 1720 POKE &H2+&H2000,&H5 

I040 '* 1989.02.01 BY YUTAKA SUEKI 1730 POKE &H3+&H2000.&H5 

1050 '** BY YUTAKA SUEKI 1740 POKE &H4+&H2000.&H5 

1060 '# 1750 POKE &H5+&H2000,&H5 

10 7 0 ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 末 末 末 氷 玉林 玉 末 氷 林 末 ネネ ネネ ネネ 1760 POKE &H6+&H2000.&H5 

1080 「 1770 

1090 'REQUIRE SYSTEM 一 > PC9801 WITH 640KBYTE MEMORY 1780 '- 一 一 -- ROM DATA (-1),(UPPER & LOWER) 
1100 'GENERATEFILE 一 > SELECT1.BIN ( UPPER 3BIT ) 1790「 

1110 ー> SELECT2.BIN ( LOWER 8BIT ) 1800 FOR l=5 10 525 

1120 DATAEARIA 一 -> &H90000 &H9FFFF 1810 

I130 1820 BCDDUMMV=1 

1140 '---ーーーーーー PC9801 INITIAL 1830 GOSUB #BCDTOHEX 

I150 「 1840 ADDRESS=DUMMY 

1160 CLEAR  &H1000,,, 1850 

1170 DEF SEG=&H9000 1860 BCDDUMMY=l-1 

1180 1870 GOSUB #BCDTOHEX 

1190 '----ーーーーー- INITIAL 1880 DATAO =DUMMY 

1200 1890 DATA1 =DATAO \ &H100 

1210 CLS 3 1900 DATA2 =DATAO MOD &H100 

1220 CONSOLE 0.25,1,1 1910 

1230 1920 POKE ADDRESS+&H800 ,DATA2  'LOWER 8BIT 
1240 '----ーーー- START TIME 1930 POKE ADDRESS+&H2800.DATA1  'UPPER 3BIT 
1250 1940 

1260 LOCATE 0.0:PRINT "START TIME = ":TIMES 1950 LOCATE 0.7:PRINT "ADDRESS=&H" :HEX$(ADDRESS) 
1270 1960 LOCATE 0.8:PRINT "DATA2 =&H':HEXS(DATA2 ) 
1280 '----ーーー-- MEMORY CLEAR ( SET "FF" ) 1970 LOCATE 0.9:PRINT "DATA1 =&H":HEXS(DATA1 ) 
1290 1980 NEXTI 

1300 LOCATE 0.1:PRINT "NOW MEMORY CLEAR 1990 8 

1310 2000 "--ーーーー- ( 1'5 一 > 525 529 ) 

1320 FOR = &HO T0 &H3FFF 2010 

1330 POKEI .&HFF 2020 POKE &HI+&H800.&H25 

1340 NEXT 1 2030 POKE &H2+&H800.&H26 

1350 2040 POKE &H3+&H800,&H27 

1360 '----- 一 - ROM DATA (-2),(UPPER & LOWER) 2050 POKE &H4+&H800.&H28 

1370 2060 POKE &H5+&H800.&H29 

1380 FOR l=5 10 525 2070 

1390 2080 POKE &HI+&H2800.&H5 

1400 BCDDUMMY=I 2090 POKE &H2+&H2800.&H5 

1410 GOSUB *#BCDTOHEX 2100 POKE &H3+&H2800.&H5 

1420 ADDRESS = DUMMY 2110 POKE &H4+&H2800,&H5 

1430 2120 POKE &H5+&H2800,&H5 

1440 BCDDUMMY = |-2 2130 

1450 GOSUB *BCDTOHEX 2140 '- 一 ーーー--- DATA SAVE ( MEMORY 10 FDD ) 
1460 DATAO = DUMMWY 2150 

1470 DATA1 =DATAO \ &H100 2160 BSAVE “SELECT1.BIN".&HO ,&H2000 

1480 DATA2 = DATAO MOD &H100 2170 BSAVE "SELECT2.BIN",&H2000.&H2000 

1490 2180 

1500 POKE ADDRESS .DATA2 "LOWER 8BIT 2190 '--ーーーー-- END TIME 

1510 POKE ADDRESS+&H2000.DATA1 "UPPER 3BIT 2200 

1520 | 2210 LOCATE 0.11:PRINT "END TIME = ":TIMES 
1530 LOCATE 0.3:PRINT "ADDRESS=&H" :HEX$(ADDRESS) 2220 

1540 LOCATE 0.4:PRINT "DATA2 =&H":HEXS(DATA2 ) ' 2230 '---ーーーーーー- 

1550 LOCATE 0.5:PRINT "DATA1 =&H":HEXS(DATA1 ) 2240 

1560 NEXT 1 2250 END 

1570 3 2260 

1580 '--ーーーー-( 16 一 > 524 529 ) 2270 '---ーーーーーー- SUB LOOTIN 

1590 2280 #BCDTOHEX 

1600 'LOWER 8BIT 2290 HYAKUNOKETA 

1610 = BCDDUMMY Y 100 

1620 POKE &H1,&H24 2300 JYUUNOKETA 

1630 POKE &H2.&H25 = (BCDDUMMY-HYAKUNOKETA*100) Y 10 

1640 POKE &H3.&H26 2310 ICHINOKETA 

1650 POKE &H4,&H27 = (BCDDUMMY-HYAKUNOKETA*100-JYUUNOKETA*10) 
1660 POKE &H5.&H28 2320 DUMMY 

1670 POKE &H6,&H29 = HYAKUNOKETAKRH100 + JYUUNOKETA*&H10 + ICHINOKETA 
1680 2330 RETURN 
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(4) カラ ー・ バ パー の 境目 
(0.2 V/div, 13 s/ 
div) 


(Cc) 偶数 フィ ー ル ド の 
垂直 同期 信号 (奇数 フ 
ィ ー ル ド の 終わ り , 
SW : 262. 0.2 V/div, 
※J 70 Ss/diV) 








(b) 奇数 フィ ー ル ド の 
垂直 同期 信号 (偶数 フ 
ィ ー ル ド の 終わ り , 
SW : 525. 0.2 V/div, 
約 ) 70 Zs/diY) 


(d) 奇数 フィ ー ル ド の 
終了 する ライ ン ((<c) の 
拡 大 , SW : 262. 0.2 
V/div, 16 /div) 


写真 3? ライ ン ・ セ レク タ に よる ビデ オ 信 号 観 測 


SBLEBCT1T.BTIN と SELECT 2.BTIN と いう 二 つ の 
ファ イル が 生成 され ます の で ,。 これ を ROM ライ タ に 
転送 し て ROM に 書き 込み ます 。 

デー クタ 生成 の し ぐみ は , . ま ず パ ソコ ロン 上 の メモ サリ"* 
エリ ア を OLEAER 文 で 確保 し た の ち , この エリ ア に 
SFE を セッ ト し ます ($ も EE で クリ ア す る )。 

つぎ に 所 定 の アド レス に デー タタ を 書き 込ん で いく < くわ 
け で す が 。 こ の と き に HEX か ら BCD へ の 変更 を し 
な く て は な り ま せん 。 こ の 計算 は サブ プ ル ー チ ン の ま * 
区 TOBOD の 部 分 で 行っ て いま す . 

デー タタ は ROM エ リア の うち Aii が “0” の 部 分 に 
は アド レス 値 一 2. Aiji が "1 の 部 分 に は アド レス 





この ビデ オ ・ ラ イン ・ セ レク タタ の ROM デー タタ 入り 
フロ ッ ピ ・ デ ィ ス ク お よび 書き 込み 済み EPROM (2 
個 一 組 ) を 頒布 し ます . 

フロ ッ ピ ・ デ ィ ス ク は MS=DOS 用 5.25 イン チ 
2DD で , 内 容 は , 
① LINESEL. BAS 


② SELECT1. BIN 
③ SELECT2. BIN 
④ SELECT1. HEX 
⑤⑥ SELECT2. HEX 
で す . ① は 本 文 リ スト 1, ② と ⑨③ は それ ぞ れ リス ト 
2(4)。 (b) に 掲載 し た も の 。①④① と ⑤ は ② と ③ の イン テ 


RHOM デ ー タ の 婦 布 (に つい て 


値 一 1 の 値 が 書き 込ま れ ま す 。 そし て 1 へ 5 耳 ( ま た は 
6H) の 部 分 の デー タ が 前 の デー タ の 上 に 書き 込ま れる 
と デー タタ 生成 は 終了 で す 。 

最後 に デー タ を 書き 込ん だ ヌメ モリ ・ エ リア が フロ ッ 


ピ ・ デ ィ ス ク に 書き 込ま れ 。 プロ グラ ム が 終了 レ し レ ます. 


リス ト 2(a)。(b) に ROM データ の ダン プ ・ リ スト を 
示し ます . BASIC の プロ グラ ム を 利用 で き な い 人 や 。 
直接 ROM ライ タ で 書き 込む 人 は こち ら を 利用 し て く < 
だ さい ゝ . 


ビデ オ 信 号 の 観測 








ル HEX 型式 の ファ イル で す . 

価格 は フロ ッ ピ ・ デ ィ ス ク が 3,000 円 。 EPROM 
(2 個 ) が 4.000 円 で す . ご 希望 の 方 は , 返信 用 封筒 
を 同封 の うえ , 下記 の 宛先 まで お 送り くだ さい 。 現 
金 は 送ら な いで くだ さい 。 な お ,。 整理 の 都合 上 締め 
切り は 1993 年 12 月 31 日 と きせ て いた だ きま す . 
田 宛 先 較 
〒 170 東京 都 豊島 区 巣鴨 1-14-2 

CO 出版 社 

トラ ンジ スタ 技術 SPECIAL 編集 部 

No.31 第 9 章 係 
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= が 3 


00000000 
00000010 
00000020 
00000030 
00000040 
00000050 
00000060 
00000070 
00000080 
00000090 


00000100 
00000110 
00000120 
00000130 
00000140 
00000150 
00000160 
00000170 
00000180 


00000190 


00000200 
00000210 
00000220 
00000230 
00000240 
00000250 
00000260 
00000270 
00000280 
00000290 


00000300 
00000310 
00000320 
00000330 
00000340 
00000350 
00000360 
00000370 
00000380 
00000390 


00000400 
00000410 
00000420 
00000430 
00000440 
00000450 
00000460 
00000470 
00000480 
00000490 


00000500 
00000510 
00000520 


<〈 リ スト 2(3)> 下位 8 ビット の ROM 書き 込み デー タ (掲載 以外 の アド レス の デー タ は すべ て $FF) 


FF 24 


19 20 21 


27 28 29 05-06 07 
12 13 14 17 
24 27 

33 34 97 

44 47 

54 57 

64 67 

77 

87 

97 


07 
17 
2? 
37 
47 
07 
67 
77 
87 


17 
27 
37 
47 
57 
67 
77 
87 
97 


07 
17 
27 
37 
47 
57 
67 
77 
87 
97 


07 
17 
RF FFPoRF PF 


EEE PF IP ET)E 
PE FFP KR ERPFP 
FRF ff FF FFP FE FE 
EPR PR PE FE PF 
FFPF FF FTF FFP:YK 
FFFFFFFFFFFF 
FF TFTFFPETP FF PF 
IFF PP RF IEYPE 
FF FF IT (PREFE FR 
FFFFFFFFFFFF 


EE 生 E 琶 E 
IF FFP RF FF FE fP 
PE PF YF TE ば 
FR (PF FF PPTF fP 
EE PF RF PP 
EE ド F まま まま 
MP PE IF IF が 
PE PP か IF JP EE 
KEF RE PE PF 7 
EPR ID KFEFF PP 


PE FR FFPFE IF PP 
EE BR PE MP 
PP FFP FT に FF MP 
PFF FF ギ FE FF FF PF 
FCF PF RE NF PF 
ERR NF EE た FR 竹 
PE IF PP FE PP PF 
PF KEFFF FEF FF PF 
PP FPP PR RE まま 
PF. 昨 放 PT 


PF FFP PP FF FFP 
PE RI 『FF-FP_FPF。FE 
PE IF FI FR PF TYP 
CE RF 『FJEF FFP 
ます P ボド ボド HE 
すか すす PP PP PE 
ドン NEP PPET-F ド 
っ 坦 > 引 上 計 っ 上 : 量 > 
FFP PF FT IELRESFE 
FF ffF FFPFEFF FEF 


た ル P EFD FT PP 
FF IF RE PPIIR IF 
RFEF FFP 鐘 評 
NKKF PP KEF FE RF 
PF・PF-FF PP-FF- 呈 
MKR PF PF FR IF 
FE FE RF.EPFF 
FFFFFFFFFFFF 
FFFFFFFFFFFF 
NF が を P た FE ま ド FE 


PP PPUF ド FE FE PF 
PP PF TP RF TFT FT 
FL FFPF.FF FEF FE 


00000800 
00000810 
00000820 
00000830 
00000840 
00000850 
00000860 
00000870 
00000880 
00000890 


00000900 
00000910 
00000920 
00000930 
00000940 
00000950 
00000960 
00000970 
00000980 
00000990 


00000A00 
00000A10 
00000A420 
00000A30 
00000A40 
00000A50 
00000A60 
00000A70 
00000480 
00000A90 


00000B00 
00000B10 
00000B20 
00000B30 
00000B40 
00000B50 
00000B60 
00000B70 
00000B80 
00000B90 


00000C00 
00000C10 
00000C20 
00000C30 
00000C40 
00000C50 
00000C60 
00000C70 
00000C80 
00000C90 


00000D00 
00000D10 
00000D20 


16-17 
26-27 
36-37 
46-47 
96-57 
66-67 
76-77 
86-87 
96-97 


06-07 
16-17 
26-27 
36-37 
46-47 
96-57 
66-67 
76-77 
86-87 
96-97 


06-07? 
16-17 
26-27 
36-37 
46-47 
96-57 
66-67 
76-77 
86-87 
96-97 


06-07 
16-17 
26-27 
96-37 
46-47 
56-57 
66-67 
76-77 
66-87 
96-97 


06-07 
16-17 
26-27 
36-37 
46-47 
56-57 
66-67 
76-77 
86-87 
96-97 


06-07 
15 16-17 
FF FF-FF 


29 05 06-07 08FFFFFFFFFFFF 


ドド ドド PF IF FFP 


28 
98 
48 
98 
68 
78 
88 
98 


08 
18 
28 
98 
48 
58 
68 
78 
88 
98 


08 
18 
28 
38 
48 
58 
68 
78 
68 
98 


08 
18 
28 
98 
48 
98 
68 
78 
88 
98 


08 
18 
28 
38 
48 
98 
68 
78 
988 
98 


08 
18 
FF 


FT FT FFPFF FF FF 
RF か EK PP ドド PP 
EE FE FT REFF EE 
EK ERPFF F ド ポ P 
FFP TTPP 
IE FEELRFP FPP:EEF 
PE PE FE FFP EEP 
PINEFF FEFFF FE 


PP KEF RE FT FF 
PF PF PF PF TP PP 
EE DE IE FT PE 
FFPFF TTF FR FF FF 
IE TP Pf PE RF PP 
TTP FR FR FE 
EE YE RE PE PF PE 
RE TFTFPFEF ド FFP 
FIFFFFFFFFFF 
FFFFFFFFFFFF 


PF FFPFF IE FEF EE 
FPPK WP DP YK PP 
が ドリ が すま た PP すま TE 
FFFFFFFFFFFF 
RI EE 
EPRF PE 本 計 生 
RE PP EE YE PE 
FE FPDI-EE EE 
EEIF IF PP NT 
FFPUIP W 和 ぽ 深 時 


FPPFF FFPF PT 計 
FR FFP RE E P 三 
RF NF YY2PF TK IP 
FR 江 玖 TP 
FFP PE IF PF FREE 
PP FPSEE PP RE PP 
FFFFFFFFFFFF 
ER FE EE 
時 7 好評 本 
FE 訂 計 RF RE 


EE TK TS 人 ERE 
PF NF FFPF TFT IE 
FF FFP FF-FF=FT PP 
FRFFKEFFF 王 
PF FFIFPTF FFPE 
PF FT FFPFFF 
ERP EETFF FT 
PE FFP FFP NF FR EE 
REEF.PELDE ERF 
FFFFFFFFFFFF 


FRPIF RE ば FFPF 
EF PF PF RE PPE 
PRE 庄 FFP PF 





この 測定 で は ,。 と りあ え ず コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信 
号 の 標準 信号 発生 器 の 波形 を 観測 し まし た . ライ ン ・ 
セレ クタ の 入力 へ 標準 信号 発生 器 の 出力 を 同軸 ケー ブ 75 2 の アダ プ タ を 使用 し た り BNC の 芽 型 分 岐 を 用 
ル で 接続 し 。 スル ー 出 力 を モニ タ T エ TV と オシ ロス コ ゅ ぃ いて 。 一 方 を 75 6Q の 抵抗 で 終端 する 必要 が あり ます . 
ー デ の Ch1 へ 入力 し まし た 。 まだ 。 ライ ン ・ セ レク タ の トリ が 出力 を オシ ロス コ 

ここ で 気 を 付け な けれ ば な ら な い の は 。 イン ピー ダ ー ジ の Ch2 に 入力 し ます 。 そ レセ) 間 ち 直 枯 あり エッ 
ンス ・ マ ッ チ ング で す 。 ビデ オォ 信号 出力 は 。 75 2 で 終 ジ で トリ が ガ が を か け ま す 。 この 場合 も 。 ライ ン ・ セ レク 
端 し た と き に 正しい 出力 波形 (電圧 ) が 得 ら れ ま す . こ 夕 の トリ ガ 出 力 は 75 2 で す の で 。 同じ よう に 750 で 
こ で は 。 モニ タ TV が その 役目 を し て いま す 。 終端 し ます . 

モニ タ TV を つなが な いと き に は 。 オ シロ スコ ー 写真 3(a--(d) は この よう に し て 観測 し た 波形 で す .。 


.。 、 則 4 ンジ スタ 投 術 
と 品 己 I ロ し 


プ を 75 22 入力 に し ます 。 
この よう な 機能 が な い オ シロ スコ ー プ の 場合 に は 。 





〈 リ スト 2(b)〉> 上 位 3 ピッ ト の ROM 書き 込み デー タ (掲載 以外 の アド レス の デー タ は すべ て $FF) 


00000000 FF05050505050500-0000FFFFFFFFFFFF 
00000010 0000000000000000-0000FFFFFFFFFFFF 
00000020 00 00000000000000-0000FFFFFFFFFFFF 
00000030 00 00 00 00000000-0000FFFFFFFFFFFF 
00000040 00 00 00 00000000-0000FFFFFFFFFFFF 
00000050 00 00 00 00000000-0000FFFFFFFFFFFF 
00000060 00 00 0000000000-0000FFFFFFFFFFFF 
00000070 00 00 0000000000-0000FFFFFFFFFFFF 
00000080 00 00 00 00 00 0000-0000FFFFFFFFFFFF 
00000090 00-00 00FFFFFFFFFFFF 


00000100 01-01 01FFFFFFFFFFFF 
00000110 01-01 PF FTF リル FFP TI TS 
00000120 01-01 IF PF FE FR PE 
00000130 01-01 RF EtF-FE FI REP 
00000140 01-01 PP PP に ボド ドド 
00000150 01-01 ET FFPFF:FF FF 
00000160 01-01 FFP FFP IF PPFFF ド FE 
00000170 01-01 FPP PF-TPPF FE 
00000180 01-01 PF PF FF FE。FF FFP 
00000190 01-01 PF PF FF FF-FF PP 


00000200 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000210 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000220 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000230 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000240 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000250 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000260 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000270 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000280 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000290 02-02 02FFFFFFFFFFFF 


00000300 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000310 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000320 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000330 03 03 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000340 03 03 03 03 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000350 03 03 03 03 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000360 03 03 03 03 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000370 03 03 03 03 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000380 03 03 03 03 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000390 03 03 03 03 03-03 03FFFFFFFFFFFF 


00000400 04 04 04 04 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000410 04 04 04 04 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000420 04 04 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000430 04 04 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000440 04 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000450 04 04 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000460 04 04 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000470 04 04 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000480 04 04 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000490 04 04 04 04 04 04-04 04FFFFFFFFFFFF 


00000500 0404050505050505-05 05FFFFFFFFFFFF 
00000510 0505050505050505-05 05FFFFFFFFFFFF 
00000520 050505050505FFFF-FFFFFFFFFFFFFFFF 


写真 () は カラ ー・ バ ー・ パ ター ン の 境目 を 観測 し た 例 で 
す 。 境目 の 前 後 で 波形 が 違う の が よく わか り ま す . 

写真 (5D) は 奇数 フィ ー ル ド の 垂直 同期 信号 の 部 分 ( 選 
択 ス イッ チ を 525 に 設定 )。 写真 (c) は 偶数 フィ ー ル ド 
の 垂直 同期 信号 の 部 分 (選択 スイ ッ チ を 262 に 設定 ) の 
観測 例 で す 。 ス ケー ル が 見 づら い の で す が 。 ビデ オォ 信 
号 の 下 側 に 表示 し て いる トリ が 信号 の 波高 値 が 約 0.24 
V 1.4 div) で す . 両者 の 違い が よく わか り ま す . 

と ころ で 。 オシ ロス コー デ の な か に は TV(V) トリ 
が と いう 機能 に より 。 コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 が 観 


00000800 FF05050505050000-0000FFFFFFFFFFFF 
00000810 00 00 00 00 00 00 00-0000FFFFFFFFFFFF 
00000820 00 00 00 00 000000-0000FFFFFFFFFFFF 
00000830 00 00 00 00 00 00 00-00 00FFFFFFFFFFFF 
00000840 00 00 00 00-00 00FFFFFFFFFFFF 
00000850 00 00 00 00-00 00FFFFFFFFFFFF 
00000860 00 00 00 00-00 00FFFFFFFFFFFF 
00000870 00 00 00-00 00FFFFFFFFFFFF 
00000880 00 00 00-00 00FFFFFFFFFFFF 
00000890 00-00 00FFFFFFFFFFFF 


00000900 01-01 01FFFFFFFFFFFF 
00000910 01-01 0O1FFFFFFFFFFFF 
00000920 01-01 01FFFFFFFFFFFF 
00000930 01-01 01FFFFFFFFFFFF 
00000940 01-01 01FFFFFFFFFFFF 
00000950 01-01 01FFFFFFFFFFFF 
00000960 01-01 0O1FFFFFFFFFFFF 
00000970 01-01 01FFFFFFFFFFFF 
00000980 01-01 01FFFFFFFFFFFF 
00000990 01-01 FI FF FF ば FF FE 


00000A00 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000410 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000A20 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000430 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000440 02 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000A50 02 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000A60 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000A70 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000A80 02-02 02FFFFFFFFFFFF 
00000490 02-02 02FFFFFFFFFFFF 


00000B00 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000B10 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000B20 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000B30 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000B40 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000B50 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000B60 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000B70 03-03 03FFFFFFFFFFFF 
00000B80 03-03 03FFFFFFFFFF PFF 
00000B90 03-03 03FFFFFFFFFFFF 


00000C00 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000C10 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000C20 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000C30 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000C40 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000C50 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000C60 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000C70 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000C80 04-04 04FFFFFFFFFFFF 
00000C90 04-04 04FFFFFFFFFFFF 


00000D00 05-05 05FFFFFFFFFFFF 
00000D10 05 05-05 05FFFFFFFFFFFF 
00000D20 05FFFF-FFFFFFFFFFFFFFFF 





出 で き る も の が あり ます が ,。 この ふた つの 液 形 を 写し 
出す こと は で きま せん 。 また 写真 (9) は 。 奇数 フィ ー ル 
ド が 終了 し て いる ライ ン 写真 (c) の 拡大 〕) で す 。 

この ライ ン ・ セ レク タタ を 製作 し て 以来 。 な に か と ビ 
デオ 信号 を の ぞ く 機 会 が あり ます が 。 使用 感 は 非常 に 
良好 で す . 電源 込み で シャ ー シ に 実装 し た た め 。 使用 
場所 も さほど 選ば ず 強 力 な ツー ル ぶ り を 発揮 し て いま 
yr 


員 引用 文献 密 
1) LM1881。 デー タ ・ シ ー ト 。 ナシ ョ ナル セミ コン ダク ター 社 。 
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画像 処理 を 行う 場合 . その 入力 装置 と し て も っ と も 
多く 使用 きれ る の が TV カメ ラ で す . 

この TV カメ ラ か ら 得 られ る ビデ オォ 信号 の 性 能 に 
よっ て , 画像 処理 シス テム 全体 の 性 能 が 決ま る 部 分 が 
だ くさ ん あり ます 。 

ここ で は TV カ メラ お よび ビデ オォ 信号 の 解像度 。 
S/ パ ,。 感度 な どの 考え 方 。 定 方 法 を 紹介 し ます . 


衣 像 度 の 表し 方 


解像度 と は 被写体 の 木目 な どの 細か いと ころ (細部 ) 
まで 見 える , 見 えな い を 判断 する た め の も の で す 。 細 


か いと ころ まで 見 える 場合 を 解像度 が 高い と いい ます . 


る 写真 の 解像度 
写真 (フィ ルム ) で は 。 1 mm の 中 に 白黒 の 締 が 何 本 


見 分 ける こと が で きる か に よっ て 。 解像度 を 表し ます . 


図 1 の よう な 解像度 チャ ー ト を レン ズ の 焦点 面 付 
近 に 置い て 投影 し た と き 。 投影 され て 大 きく な っ た 白 
黒 の 締 が どこ まで 分 解 し て 見 える か で 評価 し ます . 


か り に 〆 テ 0.01mm ま で 分 解 し て 見 えれ ば 解像力 は 。 


1/2X0.01=50 [本 /mm] 
と な り , 50 本 の 解像力 と いい ます . 
⑧ テレ ビ の 解像度 
テレ ビ に お ける 解像度 と は , 画面 また は 撮像 素子 の 


昭 Ha 
白黒 チャ ー ト 時 


% 図 2> ン 3.58 涯 度 信号 
NTSC 方 式 の 電 ーー 一 多 度 信人 
周波 数 帯 レ M 

PS 色 信 号 

ル 

(dB) 2 2 

っ 1 
86 


そ 
ン 
の ! 
名 
の 
と 
IE* 


高き 方向 に 白黒 の 締 ( 白 黒 で 2 本 ) が , 何 本 見 分 けら れ 
る か に よっ て 表現 し ます . 

今 , 高き 方 向 に 300 本 の 白黒 の 締 ( 白 150 本 , 黒 
150 本 ) 並 べた チャ ー ト を 撮像 し て ,。 モニ タ ・ テ レビ 上 
で 再生 で きれ ば , 300TV 本 の 垂直 解像度 を 評価 し た 
こと な 怒 災 り ます 。 

また , TV の 縦横 比 は 3 対 4 ですから, 水平 方 向 に 
400 本 の 白黒 の 締 を 並べ た チャ ー ト を 撮像 し て 。 モニ 
タ ・ テ レビ 上 で 再生 で きれ ば , 300TV 本 の 水平 解像度 
を 評価 し た こと に な り ま す 。. 

400 x 3/4 =300 [本 ] 
① 垂直 解像度 

EIA 方 式 の 走査 線 数 は 525 本 で す が 。 画面 に 出 な 
ぃ い 期 間 を 除く と 有効 走査 線 数 は 約 483 本 と な り , これ 
が 限界 解像度 に な り ま す . 

5ー Le) 489 本 

1 フレー ム AM 

垂直 プラ ン キ ング 期間 

EIA 方 式 と は アメ リカ の 電子 工業 会 が 決め た テレ 
ビ 画 像 に 関す る 走査 方 式 で す . 

実際 に は 。 被写体 の 像 を 光電 変換 する タイ ミン グ に 
よっ て 。 483 本 が 見 えた り 見 えな か っ た り し ます の で 。 
と て も 483 本 まで 解 像 す る と は いえ ませ ん . 





< 写真 1> テス ト ・ チ ャ ー ト A 


トン シス タ 投 術 


戸 品 ビビ I ロ し 


< 図 3> モニ タ に よる 解像度 評価 法 


EIAJ テス ト ・ 
io 






同軸 ケー ブル 


レン ズ は F4 程度 ま て 絞り を 閉じ た ほう が 測定 精度 
が よい . 必要 で て あれ ば チャ ー ト を 照明 する 
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483 メ 三 338--386 

0.7 こ < 万 <0.8 

ゲル *・ ジア ァ グ 導 と いう 

と し て 。 一 般 的 に は 約 350 本 が 安定 し た 垂直 解像度 
と し て 使用 きれ て いま す 。 
② 水平 解像度 

前 述 し た よう に , 垂直 解像度 は 走査 線 数 に よっ て ほ 
と ん ど 決 まり ます 。 し た が っ て 。 一 般 に 解像度 と 言え 
ば 水平 解像度 の 良し 悪し を 言い ます . 

シス テム の 解像度 を 決め る 要因 と し て は , 
(a) 照明 を 含め た 光学 系 
(⑪) 撮像 素子 
(c) 信号 処理 回 路 の 特性 
(q コ ビデ オ ・ メ モリ の 構成 
(9 』V モニ プア 
な ど 反 に よっ で て で 商 まり ます 。 

ビデ オ 信 号 処 理 回 路 の 周波 数 特性 と 解像度 の 関係 を 
決め る 式 と し て 。 次 式 が あり ます . 


ん ー テ 2 錠 - か 
6 : 伝送 系 に 必要 な 周波 数 
22 : 22 本 の 白黒 
2 : 走査 線 数 525 本 
ん : 垂直 走査 周波 数 三 30Hz 





[MHz] 


ガー レマン レー 
- : 水平 比 = 


@ : 水平 走査 の 帰 線 期 間 率 


本 中 デジ シキ シグ ーー デ 10.95/8 ー0.17 
H 周期 63.50 SL で 」 


か り に , み 三 400TV 本 と する と , 


AI の ーー 
= テ メ 400X525 x30X 訪 メーー サ ィ 7 


と な り ,。 400TV 本 の 解像度 に 必要 な 周波 数 帯域 は 。 0 
^-5 MHz に な り ま す . 
1 MHz は 80TV 本 と 覚え て お く と 便利 で す 。 


三 5.06 MHz 


スイ ー プ 信号 
アン ダ ・ ス キャ ン ・ 
モニ タ (756 終端 ) 


< 図 4> 


(発売 元 : シバ ソ ク , 
リュ グ ャ ト 二 すう な (さけ 





一 80 〔TV 本 〕 


図 2 に 示す よう に , NTSC 方 式 で は 伝送 帯域 を 4.2 

MHz に 制限 し て いま す の で , 水平 限界 解像度 は , 
4.2X80 計 340 [TV 本 ] 

に な り ま す 。 


ビデ オ 信 号 の 測定 


@ TV チャ ー ト に よる 解像度 の 測定 

TV カメ ラ の 解像度 を 評価 する た め の テ スト ・ チ ャ 
ー ト と し て , EIAJ]( 日 本 電子 機械 工業 会 ) テ スト ・ チ ャ 
ー ト A が あり ます (写真 1). 

扱い は , 大 日 本 印刷 内 ミク ロ 製 品 営業 本 部 容 03 
(3266) 2653. 

測定 は 図 3 の よう な 機器 を 使用 し, 
① TV カメ ラ の 位置 。 レン ズ の フォ ー カ ス 調 整 を 変 
互 に 行い な が ら , テス ト ・ チ ャ ー ト の 上 下 左 右 に あ 

る 8 個 の 三角 マー ク が 画面 の 有効 期間 と 一 致す る よ 

うに する 。. 「 

この と き モ ニタ ・ テ レビ は 。 ブラ ン キ ング 期間 も 

表示 され る アン ダ ・ ス キャ ン ・ モ ニタ を 使用 する こ 

が 。 
② 中 心 部 に ある 水平 方 向 の くさ び で 蛋 直 解像度 を , 
垂直 方 向 の くさ び で 水平 解像度 を 評価 し ます .。 

また 四隅 に ある くさ び で 周辺 解像度 を 評価 し ます 。 

@… 伝送 系 の 周波 数 特性 の 測定 

ビデ オォ 信号 は ,。 60 Hz--6 MHz の 周波 数 成分 を も っ 
て いま すか ら , この 信号 を 処理 する 伝送 系 の 周波 数 特 
性 は , 使用 周波 数 範囲 に お いて 。 フラ ッ ト で な けれ ば 
な り ま せん . 

周波 数 特性 の 測定 に 使用 きれ る の が スイ ー プ 信号 
(映像 掃引 信号 ) で す . 

スイ ー プ 信号 と は 。 図 4 に 示す よう に 。1 フィー ル 
ド ご と に 画面 上 部 を スタ ー ト に し て ,。 連続 的 に 周波数 
を 可変 し て 50 k--10 MHz の 周 濾 数 を 発生 きせ ます . 
スイ ー プ 信号 に よる 入出 力 特性 を 比較 する こと に よ 
り , 被 測定 回 路 の 周波 数 特性 が わか り ま す . 

図 5 に 示す 6 dB アン プ の 周波 数 特性 を 写真 2 に , 
図 6 に 示す LPF( ロ ー パ ス ・ フ ィ ル タ ) の 周波 数 特性 を 





< 図 5> 6dB アン プ 
2SC1815 


2SA1015 





=2(6dB ) 


写真 3 に 示し ます . 
@ S/ の 測定 

ビデ オ 信 号 に お いて , 信号 中 に 含ま れ て いる ノイ ズ 
成分 が 少な いと き S/W が 高い 。 ま た は 5S/ が 良い 
と 表現 きれ ます . 

S/ は , 信号 値 (S Vsk_s) に 対す る フイ ズ ・ レ ベル 
(/ Vs) の 比 を と り ,。 dB( デ シベ ベル) 表示 され ます 
(rms は 実効 値 を 示す ). 

オシ ロス コー プ で 簡易 的 に S/ を 測定 する 方 法 と 
し て は つぎ の 公式 が あり ます . 


の S[ Vs_-g〕 3 
S/W =20 log (Vag) 十 (15--16) [dB] 


S: 信号 レベ ル 。 通常 700--714 [mVi-r] 
7 : フ イズ ・ レ ベル 。 オシ ロス コー プ に て 泊 定 
(15 一 16) : ノイ ズ を 実効 値 換 算 す る た め の 補 正 値 
ここ と で, ビデ オ ・ カ メラ の ある 走査 線 に 含ま れ て い 
る ノイ ズ ・ レ ベル が 10mVs_s と する と 。 その S ぐ / は 。,。 


S/ パ =20 jog で 16= ニ 53 [dB] 


と 計算 で きま す ( 写 真 4 参照 ). 
ビデ オ ・ カ メラ の 5/ ん を 測定 する 場合 は 。 AGC( 自 
動 利得 制御 ) 回 路 。 ヶ (が ガンマ) 補正 回 路 を OFF に し て 


< 図 6> LPF( ロ ー バ パス ・ フ ィ ル タ ) 
十 12V 







2SC1815 


106/H 
0 





スイ ー プ OUT 


LPF の 入出 カイ ン ピ ー ダ ンス : 1kQ 
カッ ト オ フ 周波 数 た =3MHz 
ゲイ ン が -3dB に な る 周波 数 
ー 3dB = メ 0.708 倍 


評価 し な いと 正しい デー タ が 得 ら れ ま せん . 
人 @ 感度 の 測定 
第 写 体 の 明る さ が 十 分 に 明る い 場 合 は 問題 あり ませ 
ん が 。 暗い 被写体 を 画質 の 良い ビデ オォ 信号 と し て 得 た 
い ぃ 場合 は , 光学 系 の 明る さ 。 光電 変換 器 ( お も に TV 
カメ ラ ) の S/W。 感度 な ど に よっ て 性 能 が 大 きく 変化 
し ます 。 
被写体 の 明る さ に 対す る 撮像 素子 面 上 の 照度 瓦 は , 
= ィ FeCz 1D テ の 
7 : レン ズ の 居 過 率 
7 : 被写体 の 反射 率 
が アン 科 の ド デン 大 
22 ・ 結 像 倍率 
な 。 : 被写体 の 照度 
で 決ま り ま すず す 。 
か り に , 
0.8(80%) 
パテ 0.7(7095) 
ーー4 


レン スズ の F ナ ン バ と は 


レン ズ の F ド ナン バ と は 。 レン ズ の 明る さき を 表す 
も の で , F ナン バ が 小さ い ほ ど 明 る い レ ンズ に な り 
ます 。 

F ナン バ ( ア ) は 。 


の - ち 


ア : 焦点 距離 

の : 有効 口径 
と な り , 焦点 距離 が 同じ で あれ ば , レン ズ の 口径 が 
大 きい ほど F ナンバ は 小さ く な り , 明る い レ ンズ 


條 な り ま す 。 

TV カメラ 用 の ほとん どの レン ズ に は 。 絞り リン 
グ が 付い て お り , 万 値 を 変え た る こと が で きま す . 

絞り リン グ に は , 

4 4。 2。 る あ 。 導 。:6 帝 
と いう よう に ?2 倍 単位 の 数 字 が 入っ て お り , この 
単位 を 1 ステ ッ プ また は 1 絞り と いい ます . 

7 値 が 1 絞り 大 きく な る と ,。 光量 (明る さ ) は 1/2 
な り ま す . 
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(写真 2 ビデ オ ・ ア ンプ 周波 数 特性 < 写真 3> フィ ル タ 周 波数 特性 < 写真 4> ビデ オ 信 号 の ノイ ズ 波 形 


(上 : 入力 信号 0.5V/div.2ms/div (上 : 入力 信号 0.5V/div,2ms/diy (10mV/diy, 20zs/div) 
下 : 出力 信号 0.5V/divy,2ms/div) 下 : 出力 信号 0.2V/div,2ms/div) 
2z 三 0.02(50 倍 ) (絞り 値 ) を 調整 する . 
。 王 400 lx( レ ックス ) この と き の EF ナンバ が 大 きい TV カメ ラ ほ ど 感 度 
と すれ ぼ ば は 良い こと に な り ま す 。 
た だ し , TV カメ ラ の る /W が 違う 場合 は 。 その 分 


_ 0.8x0.7X400 
クニ ィ 42x (002+17 の う LUX」 


と な り , 3.4 lx で 良い 性 能 が 得 ら れる 撮像 素子 を 選ぶ 
必要 が あり ます . 
被写体 の 照度 が 決ま っ て いる 場合 の TV カメ ラ の 
感度 測定 方 法 は ( 図 3 参照 ), 
① AGC( 自 動 利得 制御 )。 ァ ヶ (ガンマ) な どの 電気 特性 , 
利得 を 補正 し て いる 機能 は すべ て OFEF に する 。. 
② 被写体 を TV カメ ラ で 撮像 し , オシ ロス コー プ で 
出 カ レベ ル が 1.0 Ve-e に な る よう レン ズ の FEF ナン バ 


補正 が 必要 で す . 


イフ タレ ー ス と ノ フ イフ タレ ー ス 


垂直 解像度 は 走査 線 に よっ て 決ま り ま す が 。 2 対 と いい ます . この 場合 。 走査 線 は 262 本 と な り 限 界 
1 イン タレ ー ス と ノン イン タレ ー ス 方 式 で は 解像度 垂直 解像度 は 241 本 に な り ま す . 
が 半分 違い ます の で , 注意 する 必要 が あり ます . 262 一 21 三 241 [本 ] 
2 対 1 イ ンタ レー ス 方 式 と は 。 図 A に 示す よう に 。 て 垂直 プラ ン キ ング 期間 
第 1 フィ ー ル ド で は 262.5 本 の 走査 を 行い 。 第 2 フ まだ , フィ ー ル ド 期 間 = ニ フレ ー ム 期間 三 1/60 
ィ ー ル ド は 第 1 フィ ー ル ド の 走査 線 を 飛び 越し ( イ [sec]」 と な り 。 メモ リ に 取り 込む 時 間 は 速く な り ま 
ンタ レース) て,。 その 間 を 走 構 する こと に より 。 解 得 
像 度 を 高め て いま す . に た Eee 問 。 第 2 フィ ー ル ド 
525 本 の 走査 線 を 得る た め に は , フィ ー ル ド 期 間 「 ーー ーー 団 詳 休 計 3 
の 2 倍 , すなわち 1 フレ ー ム 単位 で 見 な いと , 高 解 8 “ 3 
像 度 が 得 ら ちら れ ませ ん . 
昌和 6 “ ' 1 
ビデ オ ・ メ モリ に 取り 込む 時 間 で 考え る と , (262.5 本 ) 
1/60 [sec] ※ 2 1/30 [sec]」 ( 


フィ ー ル ド 期 間 フレ ー ム 期間 
2 対 1 イン タレ ー ス 





と な り , フレ ー ム 単位 で 処理 する 必要 が あり ます . ' [ SN 一 第 2 フィー ルド 


これ に 対し , 飛び 越し 走査 を 行わ な いで , 毎 フ ィ N 一 第 1 フィ ニル ド の 終わ り 
ー ル ド 同 じ 場 所 を 走査 する 方 式 を クノ フン イン タレ ー ス < 図 A> 走査 線 (2 対 1 イ ンタ レー ス ) 
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復 数 の テレ ビ ・ カ メラ か ら の ビデ オォ 信号 を 。 一 つの 
テレ ビ 画 面 に 合成 する 方 法 つ いて 考え て み ま す . 

一 般 に ビデ オォ 信号 を 二 つ 以 上 取り 扱う 場合 は 。 ビデ 
オォ 信号 相 互 の 同期 を と ら な いと ビデ オォ 信号 処理 を 行う 
こと が で きま せん . 

そこ で 2 台 の テレ ビ ・ カ メラ を 使用 し て 。 テレ ビ ・ カ 
メラ に 外部 同期 を か ける 方 法 。 お よび 二 つ の ビデ ォ 信 
号 を 使用 し て の ビデ オ ・ ワ イ パ ( 画 面 分 割 ) を 設計 。 製 
介し ます 、 


テレ ビ ・ カ メラ の 同期 に つい て 





@ 外部 同期 に する こと 

2 台 の テレ ビ ・ カ メラ の 水平 , 垂直 周波 数 が 同じ で 
あっ て も , 是 Sync( 水 平 同期 信号 )。 V Sync( 垂 直 同 
期 信号 ) の 位相 が 合っ て いな いと 。 二 つの ビデ オォ 信号 
を 一 つの 信号 と し て 処理 する こと は で きま せん .. 
テレ ビ ・ カ メラ 。 ビデ オ ・ メ モリ な どの ビデ オォ 機器 に 
お いて , 機器 自体 の 同期 信号 に よっ て 回 路 を 動作 させ 
る モー ド を 内 部 同期 (Internal Sync) モ ー ド と いい 
カメ ラ と モニ タ ・ テ レビ と が 1 対 1 で 対応 する 普通 の 
使い 方 は この モー ド に な り ま す . 

いっ ぱ ぽう , 複数 の カメ ラ と 1 台 の モニ タ ・ テ レビ を 
接続 する 場合 に は , 一 つの 同期 マス ク を 作り 。 この 同 


期 信 号 に よっ て 動作 さき せる こと に な り ま す . これ を 外 


部 同期 (External Sync) モー ド と いい ます . 
で 外部 同期 用 信号 の 種類 
外部 同期 用 に は いろ いろ な 信号 が 使わ ん ます . お も 
な も の を 以下 に 示し ます . 
(1) HD,。 VD に よる 方 法 


《 図 1> 外部 同期 信号 の レベ ル と 極性 


H ま た は V 
4Vp_p 
(75Q 終 端 ) 


(b) 75Q 負極 性 


(a) TTL レ ベル ( 高 イ ン ピ ー 
ダン ス ) 負 極性 
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SN いい に 


SdSmt ぶ で 


し 
1 
1 


HD(Horizontal Drive) : 水平 駆動 信号 

VD(Vertical Drive) : 垂直 駆動 信号 
(2) 複合 同期 信号 (C Sync) に よる 方 法 

HH Sync と VSync の ミッ クス され た C Sync 
(Composite Sync) を 使用 し ます . 
(3③) VS 信号 に よる 方 法 

V(Video) 信号 と S(Composite Sync) 信号 が ミッ ク 
ス さ れ た 信号 で , VS 信号 と いえ ば 白黒 ビデ ォ 信 号 の 
こと を いい ます . 
(4) VBS 信号 に よる 方 法 

カラ ー・ ビ デオ ・ シ ステ ム に お いて は 。 VS 信号 に B 
(Burst) 信号 が 付加 され て いま す の で 。 色 信号 の 位相 
も 合わ せる 場合 は VBS 信号 を 使用 し ます . 通常 。 
VBS 信号 と いえ ば カラ ー・ ビ デオ 信号 の こと を いい ま 
交 
久 外部 同期 信号 の イン ター フェ ー ス 

テレ ビ ・ カ メラ な ど に 外部 同期 を か ける と き は ,。 ま 
ず 外 部 同期 端子 が 付い て いる こと を 確認 し な けれ ば な 
り ま せん 。 

外部 同期 端子 は 産業 用 。 ある い は 監視 用 カメ ラ に は 
だ た いて い 用 意 き れ て いま す が , 家庭 用 の ビデ オ ・ カ メ 
ラ に は まだ 付い て いな いも の が 多い よう で す . 

イン ター フェ ー ス の 方 法 と し て は 。 
(1) TTL レベ ル に よる 方 法 
(2) 750 の イン ピー ダン ス ・ マ ッ チ ング に よる 方 法 
3) 負極 性 また は 正極 性 に よる 方 法 
な ど が あり ます ( 図 1 参照 ). 

また , 外部 同期 信号 の 周波 数 と し て は , 
(4) EIA 方 式 準拠 の 周波 数 

H : 15.75 kHz 
了 ・60 日 2 


1 15.75 kHz 2 
525 


(b) NTSC 方 式 準拠 の 周波 数 
上 :・ 15.734264 kHz 


ー60 昌 z 


V : 59.94 Hz 
_ 』5.73420 K 各 2 次 2 
トン シス タ 投 術 
占 過 ビ ピピ I ロ し 


な ど が 使用 きれ て いま す . 

外部 同期 シス テム を 構成 する 場合 は , どれ か 一 つの 
同期 信号 発生 器 を マス タ に し て , ほか の 機器 に 外部 同 
期 信 号 を 供給 し ます . 

一 般 的 な 方 法 と し て は 。 図 2 に 示す よう に PLL 
(Phase Lock Loop) を 構成 する こと に よっ て 。 お 
よび V の 位相 同期 を か け ま す . 

今回 使用 し た プロ テッ クジ ャ パン 製 の CCD カメ ラ 
CV220 は , 家 1 に 示す よう に 。 HD, VD。 75 Q。 負 
極 | 生 の 信号 に よっ て 外部 同期 が か か り ま す の で ,。 その 
ため の 同期 信号 発生 器 が 必要 に な り ま す . 

@ 同期 信号 発生 器 の 設計 

図 3 が 同期 信号 発生 器 の 回 路 図 で す . 

Tr」 は トラ ンジ スタ を 使用 し た 水 間 発振 回 路 で す . 
水草 は 一 般 に 入手 し や すい HC18/U タイ プ で あれ ば 
ほとん ど 発 振 し ます 。 

原発 振 周 波数 は 14.31818 MHz 土 0.1 9% に な る よう 
に トリ マ ・ コ ン デ ン サ を 調整 し て くだ さい 。 


1 の CX7930A は ソニ ー の 同期 信号 発生 用 IC で す . 


図 4 に この 1IC の 今回 使用 する 部 分 の 内 部 構成 を 示し 
ます 。 
この 図 よ り 。 


<《 図 2> PLL に よる 外部 同期 EXT HDo 


EXT VDo 


_ 14.31818 MHz _ 
HD ニ ーーoeeo っ ご 15.734 kHz 
vp ニ 14.31818 MHz 


455 双 525 ー59.94 時 z 


< 表 1 イメ ー ジ ・ セ ン サ ・ カ メラ (テレ ビ ・ カ メラ ) の 仕様 
(プロ テッ クジ ェ ャ ノッ パン) 

イン タラ イン 方 式 CCD 

510(H) 492(V) 

6.2 メ 4.65mm(1/2 イン チ ・ サ イズ メ ) 

12.2 x9.4zm 

2 :1 イン タレ ー ス , 525 本 60 フィ ー ル ド / 秒 ) 


























水平 周波 数 。 | 15.734kHz エ 0.3% 
垂直 周波 数 | 59.94Hz 土 0.3% 
外部 同期 HD/VD 4Vr_-, 750 負極 性 


1/870 秒 (通常 OF) 
ビデ 出力 | 10V.,。 コンポ ジット 信号 75Q 






痕 Ss シャ ッ タ OFF,IR カッ ト ・ フ ィ ル タタ な じ し 
電 
重 


















PLL 回 路 






V Reset 


〈 図 3> 同期 信号 発生 回 路 


パス コン を 忘れ ず に 1C 」 CX7930A 


Tr」2SC1047 +5V 





Tr。 2SC1815 
Tr。 2SA1015 





グ 委 
アア HR10A7P6S 


Tr。 2SC1815 75Q 100z 


使用 CCD カ メラ 
Trs 2SA1015 16V 


CV220( プ ロ テ ッ ク ジャ ノン) 
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に な り ま す . 

1C。 の 4049 は 。 バッ ファ 動作 お よび 信号 レベ ル を 
5V 系 か ら 8V 系 に 変換 し て いま す . 

Trz-Tr。 は コン プリ メン タリ 接続 の バッ ファ で 。 
75,2 の 低 イ ン ピ ー ダ ンス 負荷 を ドラ イブ し て CCD ヵ 
メラ に HD/VD 信号 を 送り ます 。 

写真 1 に IC2 に お ける HD/VD の 波形 を 示し ます 。 

ICa。 1IC じ 4 は 3 端子 レビ レギュレータ で 二 12V か ら 


部 か ら の 位置 を 決め ます . ん 三 5 ms。 7 テ 0.33 zF の 
と き 。, 


は Ci 95 に 夫 p ら 2 ぐ 10 
"0.45Cr 0.45x0.33 zF 


2 あり | まま 。 

また だ た,。 カメ ラ (2) の 縦 方 向 画面 サイ ズ は PC に よっ 
て 決ま り ま す ( 図 6 参照 ) . 

時 お よび V の ゲー ト ・ パ ルス は 。 ダイ オー ド に よる 


ー33.7 KX) 


土 5V, 十 8V を 作っ て いま す . AND 回 路 で ミッ クス され ,。 Tr,」 に よっ て 5V 系 か ら 
12V 系 の ゲー ト ・ パ ルス に レベ ル 変 換 さ れ ま す . 
写真 2 に ゲー ト ・ パ ルス の 濾 形 を 示し ます . 
qs 画面 合成 の 方 法 
ー つ 以上 の ビデ オォ 信号 を 一 つの 信号 と し て 処理 する 
方 法 と を で 益 。 


(1) ビデ オ ・ ミ キサ 


スー バイ ン ポ ー ズ 回 路 の 設計 





倫 ゲー ト ・ パ ルス 発生 回 路 の 設計 

外部 同期 の と れ た 二 つ の ビデ オォ 信号 を 使っ て 。 カメ 
ラ 1) の 画 の 中 心 に カメ ラ (2) の 画 を スー パイ ン ポ ー ズ す 
る た め に は ,。 ゲー ト ・ パ ルス 発生 回 路 が 必要 で す . 

この 回 路 は 同期 信号 HD,。 VD の 中 か ら 画 面 の 位置 
情報 を 作り , その 信号 に よっ て スー パイ ン ポ ー ズ 回 路 
の 映像 切り 替え スイ ッ チ を 制御 する も の で す 。. 図 5 
に この 構成 を 示し ます . 

まず , 1IC, の 74LS123 は 単 安 定 マ ル チ バ イブ レー タ 
で 。 H 方 向 の パル ス を 発生 し ます 。 

は 画面 左 か ら の 位置 を 決め ます . パル ス 幅 
は ,。 


《 図 4> CX7930A の 内 部 構成 (今回 使用 する プロ ッ ク の み ) 






VD OUT 


垂直 ドラ イブ 
出力 
ん 三 0.45・C7・ 7 BLK ouT 
た だ し , 5kQ く 如く 260kO。 1000pF く <, 0 2 の 
Se 記 出力 
ル 三 15s。 7ー1000pF の と き 。, SC nr 
一 ズー デベ ーー ンー 
7 パ ァ ニー で で 33.3kO 
と な り ま す 。 


まだ た だ, カメ ラ (2) の 水平 方 向 画 面 サ イズ は に よ 
ら で 決 まり ます 。 

IC。 は V 方 向 の パル ス を 発生 し ます . は 画面 上 
5V 

| 左 か ら の 馬 ネ 72 2 





〈 図 55 ゲー ト ・ パ ルス 部 fsDk | 2 ズ * +12V 
IC」 邊 水 ま 1000p 4.7k ee 
74LS123 」。 生生 
1 p901 を 1 
HD 日 GATE 
2.2k アル ェ ン 
1S1588 NT ゝ 
間 1 4.7k 
填 5V 
十 5V 
7 ぅ の 4 縮 方 向 
50k の 50k 画面 サイ ズ 
和 0.33 4.7k ミ 0.33 
HD,1C>-2 ピ ン 74LS123 15 
VD 。 6 幅 
サ 本 
1S1588 
《 写 真 1 HD, VD の 波形 
(5 V/div, 2 ms/diy) +5V +5V 
92 ト フッ ジス タ 技 術 


5 ビビ I ロ し 


< 図 6 ゲー ト ・ パ ルス の タイ ミン グ < 図 8> NJM2207 の ブロ ッ ク 図 
カメ ラ (1) の 画 ビデ オ 入 力 





〇 ) 内 の 数 字 は SIP16 の 
ピン 番号 。2 ピ ン ,15 
ビデ オ 出力 ,(0.2V/diV) ピン は NC.( ) 内 の 数 字 


は DIP の ピン 番号 。 本 
COMP SYNC V SYNC 
の 之 
COMP SYNC V SYNC 
日 1 還 


ゲー ト ・ パ ルス Tri コ レク タ ,(5V/diV) 


ーーーーーー ーーーーー 
ーーーーーー 


今回 は 新 日 本 無線 の スー パイ ン ポ ー ズ 用 1C 
NJM2207 を 使用 し て , カメ ラ (1) の 画面 の 中 に カメ ラ 
(2②) の 画面 を 挿入 し ます . 


< 写真 2? ビデ オ 出 力 と ゲー ト ・ パ ルス 図 7 が スー パイ シンポ ー ズ の 回 略 で す . 








20 diV) 
の g8 @ スー パイ ン ボ ー ズ 1IC NJM2207 
2 ビデ ・ ジイ パパ IC」 NTIM2207 は スー パイ ン ポ ー ズ 用 1C で 。 図 8 
(3) ビデ オ ・ ス ー パ イン ポー ズ が その ブロッ ク 図 で す 。 こ の IC は クラ ンジ 回 略 。 ア 
な どい ろ い ろ あ り ま す が 。 回 路 技術 と し て は どれ も 同 ナ ロ グ ・ ス イッ チ 。 同期 分 離 回 路 に よっ て 構成 され て 
まる の も 79 人 なす 、 いま す 。 
< 図 7? スー パイ ン ポ ー ズ 回 路 
Tr」 2SC1815 Tr。 2SA1015 Tr。2SC2655 
+12V 
VIDEO IN) は 1 10z 160 
3 ォ ーー) 
ーー 16jm、 NE Ak 5 +u』。 。VIDEO OUT 
10 の gzoos 8209 470Q ミ 75Q 1000。 モニ タ な と へ 
16V 6.3V 
ゲー トン マル ス ビデ オ ・ ア ンプ (+ 6dB) 
十 12V 
VIDEO IN(2) o 5 ミ デ ス タル ・ 
100z K ト 。 2 






Tr。 2SC1815| レベ ル 調 整 


+ 12V 
1 の ま 層 
よう)。。。 二 8 


3.3k 


2 に 
1k 10/ を 330k ミ 1k 100p 10k 447Kk 10/ 放 3.3k 
16V 16V 


/52 16V 10k 


クラ ンプ ・ バ ルス 発生 
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ピン ⑯ に カメ ラ (1) か ら の ビデ オォ 信号 。 ピン ⑭ に み ヵ カメ な : エ ミッ 電流 


が ララ (2) か ら の ビデ オ 信 号 を 入力 し ,。 ピン ⑬ に ゲー ト ・ パ ki ペー ス - エ ミッ タ 間 電圧 
ESI2M 燃 家 状 力 じ ま す . する と ご スー パシ ポー ズ さ れ た と ある と 3 
: デオ 信号 は ピン ⑩ に 出力 され ます - 7/2 王 が 誠 三 820 0。 だ 2 三 100 Q 
の 2 カメ ラ (2) の ビデ オォ 信号 VIDEO IN (2) は 。 バッファ た 」=1 mA, た > 三 3 mA 
「 Tr。 を 経て Tr。 で クラ ンプ (直流 再生 ) され て か ら 1C と た し が だ た き : 
紀 内 放し ます 。 WP 三 ( な ) 十 大 2) ・ だ 誠 三 (1 mA 十 3 mA) ※820 
MM し it に よっ て クラ ンジ さき され た .VIDEO_IN.(1) ー3.28 V 
の ペデ スタ ル 電 位 に VIDEO IN (2) の ペデ スタ ル ・ レ cz 三 【 な 5: 十 大 2・ 7/2 三 3.28 十 (3 mAX820) 
ベル を 合わ せる た め の ボ リュ ー ム で す . ー5.74 V 
“ VIDEO OUT ま た は 1IC」 ピ ン ⑩ の 濾 形 を 。 オシ ロ zz 三 Lcc 一 た 2・ gz 王 12 一 (3 mA ※100) 
スコ ー プ で 見 な が ら 調 整 し て くだ さい . =11.7 V 
人 これ を 調整 し な いと カメ ラ (1) と カメ ラ (2) の 明暗 が 合 Io ュー テッ ー gzz 三 11.7 一 0.65 王 11.05 V 
v い ませ ん 。 な お 。 カメ ラ に 付い て いる レン ズ 絞 り を ク -。 和 。ー 5。 32 ンーW1.05 
ン が テー デーーーーー ーー ニーーー ニ ーー = 0950 &2 
ロー ズ に し た ほう が 。 ペデ スタ ル ・ レ ベル を 合わ せ 宰 3 1 mA 
すく な り ま す ( 写 真 3 参照 ). ュー1 ko 使用 
68eEWe は 2 フ パ ツ フ ァ アァ (イン ピー ダン ス 変 換 )。 Tr。 gz 王 gi くく 10 と し て 。 
が は 同期 分 離 。 Tr。 は クラ ンプ ・ パ ルス 発生 器 で す ( 前 号 Cs 三 820 メ 10 王 8.2 kQO 
参照 ). ュー 5」 十 0.65 三 3.28 十 0.65 三 3.93 V 
「 @ ビデ オ ・ ア ンプ 部 の 設計 Cs 
9 Ne 5 ヵ 」 王 cc ・- っ 一 生 べ へ よ り 。 
Re Tri, Tr。 は 1 度 750 で 終端 し た 1.0V。.。 の ビデ オ ・ (名 十 gz) 


れれ 「 レベ ル を ふた た だ たび 2.0V。-。 に する 十 6dB の ビデ オ ・ ア 0 
| ya ee 人 8.2k 


5266- が かす) の 3.93 
この 回 路 は 負 帰 世 が か か っ て いま す の で 回 路 安 定 度 ー16.8 kQ 
5 が 高く , 良好 な 周波 数 特性 が 得 ら れ ま す 。 少し 詳し く アー18 kO と する . 
3 説明 し まし ょ う . この 回 路 の 帰還 が な いと き の 電 圧 増 幅 率 4 ァ は 。 
に 図 9 に お いて , 4 ルッ = ニ 4 ュ ・4r> 
' Mt12V y : 入力 電圧 
4 ァ : 電圧 増幅 率 rcgz : 出力 電圧 ちち し た と き 。 
IL : エ ミッ クタ 電圧 帰 本 率 / は , 
I【c : コレ ク 夕 電圧 g ニ 況 
だ 2 コレ クタ 電流 2 十 だ 


DBM を 使っ た ほう が ワイ プ が ソフ ヒ (C て きる 


/ の スー パイ ン ポ ー ズ の 回 路 中 で NJM2267 (Doubly Blanced modulator-demodulator) を 使用 
( 新 日 本 無線 ) は 。 スー パイ ン ポ ー ズ 時 に リン ギン グ し , キー 信号 (切り 替え 信号 ) に 傾斜 を も た せ た ほ う 
を 発生 する こと が あり ます . LM1496 な どの DBM が ソフ ト な ワイ ププ が で きま す . 河村 裕美 > 


ズミ ックス され て いる 部 分 ) 
《 図 A> DBM を 使っ た ワイ プ 0 
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写真 3 > 
ビデ オ 出 力 の 


黒 レベ ル 波 形 
(0.1 V/diV, カメ ラ 1 の 黒 レ ベル 
20 rs/diY) (これ を 合わ せる ) 


写真 4> シス テム の 外観 


ozz 三 4 コル (アッ メー・ し ogz) 
負 帰 還 が か か っ た と き の 増 幅 率 4 な は 。 





4 ogz _ ンカ 
yy 1 十 4r・/ 
と. まず 、 
ここ で 。 4 ル ィ ・2 ツ 1 に な る よう 定数 を 選べ ば 。 
者 7/2 
4 ちち ニュ オア 証 ーー2(6 dB) 


と な り ,。 簡単 に 計算 で きま す 。. 
Tr。 は 。 75 0 の 低 イ ン ピ ー ダ ンス 人 負荷 を ドラ イプ ブ す 
02 プア で ず ず 。 
⑳ まとめ 
写真 4 に 今回 製作 し た 全体 の 外観 。 写真 5 に スー 
パパ イン ポー ズ さ れ た モニ タ 上 の 写真 を 示し ます 。 
ゲー ト ・ パ ルス の 時 定数 を 変え たる こと に よっ て 。 左 








apoP アマ と の の の し 4 
も を か 


MT 示す 償 宮 字 5 
Ma Oh が COTS7UC も 4 お 間 人 き SN 9 
NM OObY SR3S 6 の d9- 


te 82K2 OX 3 お PBTN あの 9 9 fu 幸 礎 


の oe 人 0 洗 KY4 4 の ね @ COTYTuP4 の O 


iC 7 0 導 の PC な DO る 
。 の "や Sh C な DeetY な % We みる 
4 0 Cu9ROr GOS4071 抽 


7 7t 
OPDO7 2 のか 


an CCIR TVfneei 
が American EiA gan0ard (525 TV bro3) 


(a) カメ ラ (1) の 原画 


na 


2 we ま マタ う 
2 ba 

3 3 も は 六 1 D 基 贅 め プシ 

aodvher CO7oCtO 


en ytS わ の 人 る 5O DO 71 
wm ベイン ーーー ーー 
oe が OPD も 2 も か C の Of の 3 
nou OOerin0 Or CIDer IOCOTYP 和 2 
ns hr PPM 


(c) スー パイ ン ポ ー ズ し た 画面 
< 写真 55 モニ タ の 画面 


右上 下 の 画 面 分 割 も 簡単 に で きま す の で 。 や っ て みて 
くだ さい 。 

H お よび V の 時 間 関 係 を 理解 すれ ば ビデ オ 信 号 の 
理解 も 深まり ます 。 

(本 稿 は トラ ンジ スタ 技術 1988 年 3 月 号 の 記事 を 再 
編集 し た も の で す ) 
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8 四 * 


2 信号 の デル 


違う ん 


近年 オー ディ オ 信 号 処理 の ディ ジタル 化 が 当たり 前 
に な っ て ,。 ビデ オ 信 号 処 理 の 世界 で も 産業 機器 。 民生 
機器 を 問わ ず 使用 きれ る よう に な っ て きま し た 。 

こと で は ,。 ビデ オ 信 号 を アナ ログ 信号 か ら デ ィ ジ タ 
ル 信 号 に 橋渡し を する 技術 。 A-D 変換 技術 と D-A 変 
換 技術 の 基礎 を 説明 し ます . 


ビデ オ 信 号 用 A- ロ / 口 -A 変換 の し くみ 





る ディ ジタル 化す る こと に よる 長所 と 短所 は 

ビデ オ 信 号 を ディ ジタル 化す る こと に よる 長所 お よ 
が び 短所 は ,。 オー ディ オ 信 号 の 場合 と ほぼ 同じ で す 。 つ 
まり 。 信号 処理 で の 劣化 が な く ノ イズ に 強い 点 で す 。 
まだ た, 信号 の 位相 管理 が 容易 な の は ディ ジタル 処理 の 
魅力 で す . 

実際 の ディ ジタル ・ ビ デオ ォ 信 号 処理 技術 は 。 信号 伝 
送 時 や 記録 時 の 劣化 を 抑え る と き や , 信号 の 位相 管理 
を メモ リ の 使用 に よっ て 任意 に 得る 場合 な ど に よく 利 
用 され ます .。 

これ ら の 使用 例 と し て , 産業 機器 で は 。 ディ ジタル 
記録 の VTR や 。 フ レー ム ・ シ ンク ロナ イザ , タイ 
ム ・ ベ ー ス ・ コ レク タタ な ど が あり ,。 民生 機器 の 分 野 で も 
クリ アビ ジョ ン に 使用 きれ る 3 次 元 Y/C 分 離 や 。 倍 
徐 度 ノ クン イン タレ ー ス ・ ス キャ ン な ど が あり ます 。 

まだ た, 家庭 用 VTR で も , 2 画面 が 楽し め る ピク チ 





ャ *・ イ ンジ ・ ピ クチ ャ や ノイ ズ ・ リ ダク ショ ン 。 タイ ム * 
ベー スズ ス ・ コ レク タタ な ど が 実用 化 き ん れ て いま す 。 
@ A-D 変換 処理 の 系 統 

アナ ログ 信号 を ディ ジタル 信号 に 変換 する に は 図 1 
に 示す よう な プロ セス を 必要 と し ます .。 ディ ジタル 化 
し た 信号 は PCM(Pulse Code Modulation) 信号 と い 
われ , 一 言 で 説明 する と 信号 の 大 き さ を 数 値 化 し , 一 
定時 間 ご と に 並べ た も の と 考え る こと が で きま す . 

図 2 は コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ ォ 信 号 を ディ ジタル ・ ビ 
デオ 信号 に 変換 する A-D コン バー タ 和 処理 の ブロ ッ ク 
図 で す . 

図 2(@) は 産業 機器 な ど に 使用 する 性 能 重 視 型 。(b) 
は 一 般 的 な 民生 機器 で 使用 する コス ト ・ バ ラン ス の よ 
Ks 妥 プ で す 。 

両者 は 実際 に 製作 する と き 。 そ の コス ト は 10 倍 以 
上 も の 差 に な り ま す 。 と くに 値段 の 違う も の は 。 A-D 
コン バー タ 1IC と フィ ル タ 関 係 で す 。 

図 2 の ブロ ッ ク 図 で 。 まず 。 ビ デオ 信号 の 本 線 
系 と サン プリ ング ・ ク ロッ ク を 発生 きせ る ブロッ ク に 
分 か れ ま す 。 

サン プリ ング ・ ク ロッ ク の 発生 は 。 コンポジット ・ ビ 
デオ 信号 か ら 分 離し た シン ク を も と に 。 カ ラー・ バ ー 
スト を 取り 出す バー スト ・ フ ラグ (バー スト ・ ゲ ー ト ) 信 
号 を つく り , カラ ー・ バ バー スト と VCXO を 位相 ロッ ク 
させ クロ ッ ク を 得 ま す 。 


〈 図 1> アナ ログ 信号 の PCM 変換 


^ 弄 軸 : 








エン コー ド ( 数 値 化 ) 


に PCM 信号 






12 一 13 一 14…… 









里子 化し た 値 を エン コー ドレ し 。 
数 字 と し て 扱う . 

通常 スト レー ト ・ バ イナ リ ま た 
は 2 の 補 数 表示 が 使用 され る . 


アナ ログ 入力 信号 サン プリ ング 索 本 化 (量子 化 ) 
サン プリ ング し た 電圧 を 
与え られ た 分 解 能 
一 定時 間 ご と に 入力 | |( ビ ッ ト 数 ) の 値 の いち ば 
電圧 を ホー ルド する | ん 近い と ころ を 出力 する 
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サン プリ ング ・ ク ロッ ク を カラ ー・ バ パ バー スト (カラ 
ー・ サ プ ブ キャリア ) に ロッ ク さ せる 理由 は , カラ ー・ サ 
ブ キ ャ リ ア と サン プル ・ ク ロッ ク と の ビー ト 周 波数 が 
カラ ー 信 号 に 悪影響 を 与え る の を 防ぐ た めで す . 

サン プリ ング ・ ク ロッ ク は カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア の 整 
数 倍 に する と ディ ジタル 処理 が 容易 に な り ま す 。 

一 般 的 に は ,。 カラ ー 信 号 が 1, Q の 直角 変調 され て 
いる こと か ら , カラ ー 信 号 の ディ ジタル 処理 の 容易 さき 
を 考え , 4 倍 の カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア が 使用 され ます 。 

入力 し た ビデ オォ 信号 は 7502 で 終端 し た の ち 。 アン 
プ で 増幅 し ます 。 この アン プ は フィ ル タ に よる 約 6dB 
の 減衰 補正 と 。 A-D コン バー タ の 入力 ダイ ナミ ッ ク ・ 
レン ジ に 必要 な 電圧 まで 増幅 し ます . 

アン プ に 使用 する 半導体 は , 電流 帰還 型 の OP アン 
プ デ が よく 使用 きれ ます 。 理由 は , 周波 数 特性 の フラ ッ 


1 に で ペー Ne 矯 
ィ を すま 3 


ト さ , 基板 実装 な ど に よる 影響 を 受け に くい な どの 理 
由 か ら で す . 

ロー パス ・ フ ィ ル タタ は 。 前 置 フ ィ ル タ ( プ リフ ィ ルー 
タ ) と 呼ば れ ,。 サン プリ ング 時 の ナイ キス ト 周波 数 (サー 
ンプ リン グ 周 波数 の 半分 ) よ り 高 い 周波 数 で の 折り 返 
し ひずみ を 防ぐ た め 。 入力 ビデ オォ 信号 の 周波 数 成分 の 
うき: 血 。 ナイ キス ト 周 波数 より 高い 成分 を カッ ト し ます 。 


ドッ ッッ ク 2 mW 


く 左右 し ます . 一 般 に ,。 4c で サン プリ ング を 行う と 
き の フ ィ ル タ は 6MHz 程度 の も の を 使用 し ます . 


ナイ キス ト 周 波数 は 7.1MHz ぐら い の と こ の. 世に < 


り ま す が 。, 限界 周波 数 付近 を 急激 に 減衰 させ る と 遅延 
特性 が 悪く な り , リン ギン グ な どの 悪影響 を 与え る の 
で よく あり ませ ん 。. 


この よう な 産業 機器 で 使用 ほれ る フィ ル タ の 特性 は 。 


〈 図 2> A-D 変換 の ブロ ッ ク 図 











電流 フィ ー ド バッ ク ・ 
タダ イプ の の OP アジ ンプ 


特性 の 良い ロー * テ 
た 260 に プル 人 


ビデ オ 入 力 較 
@② 


z GAIN 調整 


47。c サ ンプ ル で は | び 特 調整 ) 
通常 6MHz 


H.BLANK 


3.58MHz エ 500kHz 
バ パンド パ ス ・ フ ィ ル タ 


カラ ー バ ー ス ト に 47sc の PLL 回 路 | サン プル 位相 
を 使用 し て 位相 を ロッ ク さ せる . 
基本 は VCXO 回 路 (@) 


ビデ オ 入 力 誤 講 
〇 















トラ ンジ スタ ん ,C 回 路 で 
3-ー4 4 一 7 次 ぐら い 





パン ギド パ 基 だ ツィ ォ ル ダダ 


ビデ オ 信 号 の ペデ スタ ル ・ 
レベ ル を 設定 値 に 制御 する 


シン グ ク 先 端 を 一 定 電圧 に 
グラ シダ する 






(b) 民生 機器 で 使わ れる A-D コン バー タ 


A-D コン バー タ の レン 
ジ 外 を クリ ッ プ する 


ペデ スタ ル W.CLP BCLP 


主 士 @ 軸 に サン プ 
リン グ ・ ポ イン ト が 
くる よう に 調整 する 






いく つか の 基準 電圧 を ディ ジタル 信号 の クロ 
調整 する こと に より 直 | | スト ー ク を 防止 する ダ | 
線 性 を 良く する ン ピ ン グ 抵 抗 


産業 機器 な ど て 使わ れる A-D コンバータ 


(a) の ブロ ッ ク よ り 安 〈 く 作れ る. 性 能 は 
実用 上 問題 と な ら な い 程 度 


こさ 
3 ーー ネ 
こ A * # 4 
本 デー 
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<〈 図 3> D-A 変換 の プロ ッ ク 図 


Sin x/x 特性 の 
ロー バス > 共 で ) 久 










アナ ログ 回 路 へ の 高調 波 
クロ スト ー ク を 防止 する 
ダン ピン グ 抵 抗 





D-A コン バー タタ が. 





電圧 出力 の と き 不 要 






ディ ジタル 


帯域 内 で の 周 渡 数 特性 の 振幅 が 0.1qB 以内 , 群 遅延 特 
性 2ns 以内 も めずらし く な く ,。 価格 は 数 千 円 か ら 数 万 
円 も し ます . 

フィ ル タ に より 帯域 制限 さき れ た ビデ オォ 信号 は 。 バッ 
ファ ・ ア ンプ で 最終 的 な 周波 数 調整 を し ます . この 後 
フィ ー ド バッ ク 形 の クラ ンプ 回 路 に より ビデ オォ 信号 の 
ペデ スタ ル ・ レ ベル を 一 定 の 電圧 に 制御 し て 直流 再生 
あじ ます 、。 

クラ ンジ 回 路 に より 直流 再生 し て か ら 量 子 化す る こ 
と に より ,。 輝度 週 号 成分 を 絶対 値 で 扱う こと が で き 。, 
ディ ジタル 処理 が 容易 に な り ま す . 
_ つぎ の サン プル 名 ホー ルド 回 路 は 。 A-D 変換 時 の 
誤差 を 少な くす る た め に 使用 し ます . フラ ッシュ 形 の 
A-D コ ン バ ー タ で は , 通常 サン プル 入 ホー ルド する 
必要 が な いと 考え られ て いま す が , 高度 な 量子 化 数 を 
得る た め に は 効果 が あり ます . 

ホワ イト 。 ブラッ ク ・ ク リッ プ 回 略 は 。 A-D コン バ 
ー タ 1C の 入力 に 規格 外 の 信号 が 加わ る の を 防ぎ ます . 

電流 ドラ イブ 回 路 で は 。 A-D コン バー タ 1C の 入力 
容量 な どの イン ピー ダン ス を 十分 に ドラ イブ で きる よ 
うに 低 イ ン ピ ー ダ ンス 出力 に し ます . また 。 通常 の 電 
流 増幅 で は , 高周波 動作 時 に イン ダク タ 成 分 が 多く な 
り , コン バー タ 1 じ の 入力 容量 と 固有 共振 し て ダン ピ 
ング 特性 が 悪化 する の を 防ぐ た め , 直列 に ダン ピン グ 
抵抗 を 入れ て 制動 し ます . この 抵抗 が 小さ すぎ る と リ り 
ン ギ ング な どの 発生 が あり , 大 きす ぎる と 高 域 の 周波 
数 が 減衰 し ます . 





デ グ リ ッ ジ 処理 


(a) D-A 変換 (産業 機器 な ど ) 
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(b) D-A 変換 (一 般 用 ) 


A-D り コン バー タダ 』I じ の ディ ジ ダ ル 軸 力 と サン プリ ン 
グ ・ ク ロッ ク の 入力 に 数 十 Q の ダン ピン グ 抵 抗 を 入れ 
る こと を 推奨 し ます 。 この 抵抗 の 役割 は ,。 IC に 入出 
力 す る ディ ジタル ・ パ ルス の 高調 波 成 分 が IC 内 の アナ 
ログ 部 分 に 飛び 込ん で 自己 中 毒 的 な 悪影響 を 起こ す の 
を 防ぎ ます . 

と くに CMOS の 』 じ と イン ター フェ ー ス する 場合 。 
ディ ジタル 波形 に 高調 波 が 多い の で 注意 が 必要 で す . 

A-D コン バー タ IC に は 入力 ビデ オ 信 号 の ほか 基準 
信号 を 入力 する 必要 が あり ます . この 基準 信号 は 量子 
化 レ ベル を 決め る た め の 電 圧 で , 量子 化 レ ベル の 上 限 
値 と 下限 値 を 決定 し ます . IC の 中 で は 抵抗 ブ プリー ダ 
に より 各 コ ン パ レー タ に 分 配 さ きれ て いま す ( 図 3 参 
照 ). 

通常 この ブリ ー ダ 抵抗 か ら は いく つか の タッ プ が 引 
き 出 され て いて 。 コン パレ ー タ に 加え る 電圧 の 微 調整 
が で きる よう に な っ て いま す 。 

IC の 中 の ブリ ー ダ 抵抗 に は 多少 の ば ら つ き が あっ 
て , この ば ら つ き が 量子 化 レ ベル の 直線 性 を 悪く し ま 
す 。 ビ デオ 信号 で は , DG, DP が 悪化 する 原因 に な 
り ま す 。 さほど 気 に な ら な い 機 器 の 場合 は 。 タッ プ は 
未 使 用 で 使用 し ます . 

@ D-A 変換 処理 の 系 統 

つぎ に り D-A 変換 に つい て 説明 し ます .。 図 3(b) は (3) 
を コス ト ダ ウン し た も の な の で 。 図 (4) の ブロ ッ ク 図 に 
つい て 説明 し ます . 

D-A 変換 は A-D 変換 に くら べ る と 技術 的 に も 簡単 
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< 図 4> グリ ッ ジ ・ パ ルス 


















D-A コン バー タ 出 力 


サン プル & ホー ルド 
出力 


サン プル & ホー ルド ・ 
タイ ミン グ 


《 図 5> 

コン ポジ ッ ト ・ ビ ピ 
デオ 信号 の 量子 化 
レベ ル (8 ビッ ト ) 





と いえ る で し ょ う 。 ディ ジタル 信号 の アナ ログ 信号 部 
分 へ 飛び 込み に さえ 注意 すれ ば , 案外 簡単 に 働い て く < 
れ ※". 

ディ ジタル 処理 され た 信号 を D-A コン バー タ IC 
に 入力 し , 基準 電圧 を 加え る と 量子 化 レ ベル に 比例 し 
た 電流 また は 電圧 が 出力 され ます . な お , 最近 の 1IC 
で は , 基準 電圧 を 内 蔵 し て いる も の も あり ます . 

一 般 的 な D-A コン バー タ IC は , ディ ジタル 値 の 
各 重 み に 対 応 し た 定 電 流 源 ま た は 定 電圧 源 を クロ ッ ク 
に 同期 し て 切り 替え ます . この と き 各 重み の 切り 替え 
タイ ミン グ に 微小 な ずれ が ある と グリ ッ ジ ・ パ ルス が 
発生 し ます .。 と くに 重み の 大 きい MSB 側 で 発生 する 
と 目立っ て きま す 。 この よう す を 図 4 に 示し ます 。 

D-A コン バー タ JC で 発生 し た グリ サッ ジ ・ パ ルス 
A-D 変換 で 使用 し た サン プル 色 ホー ルド 回 路 と 同じ 
回 路 で デ グ リ ッ ジ 処理 で きま す . IC の 出力 位相 と ず 
れ だ と ころ で サン プル する こと に より 出力 信号 は グリ 
ッ ジ の 影響 を 受け ませ ん . これ を リサ ンプ ル す る と い 
VS ます 。 

D-A 変換 で 使用 する フィ ル タ は 補間 フィ ル タ ( ポ ス 
ト ・ フ フィルタ) と 呼ば れ , 前 後 の サ ンプ ル ・ ポ イン ト を 


100% カラ ー・ バ ー 信 号 


グリ ッ ジ 消 が 残る ろ る て し まう 


ン 2 


ロー パス ・ ア ィ ル タ 
て 補間 する と 


ロー パス ・ フ ィ ル タ の 
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140 レベ ル が 輝度 
信号 に 与え られ る . 
1 レベ ル (1LSB) あ 
た り , 0.7IRE の 分 
解 能 と な る 

















補間 し ます . 使用 する フィ ル タ の 減衰 特性 は 。 sinx ン 
* 特性 が 一 般 的 で す . 

と くに リサ ン デ プル 処理 し た と き は サン プル 幅 が 有限 
値 で , その 逢 形 渡 の 周波 数 成分 は 理論 上 無限 な の で , 
不 必要 な 周波 数 スペ クト ル を 除去 する の に 有効 で す 。 
まだ た, サン プリ ング の アパ ー チ ャ 効果 に より 失わ れ だ た 
ビデ オ 信 号 の 高 域 成分 の 補正 が 容易 に な り ま す . し か 
し ,。 通常 の ロー パス ・ フ ィ ル タ と 電気 回 路 の 補正 に よ 
りほ ぼ 同 等 の 結果 を 得る こと も で きま す 。 

フィ ル タ の 出力 は ,。 750 の イン ピー ダン ス で 規定 レ 
ベル で の 伝送 を する た め 。 ア ンプ と ドラ イ バ 回 路 を 通 
し て 最終 信号 出力 と な り ま す 。 必要 に 応じ て 信号 を ク 
0 を 出し ます 。 

@ ディ ジタル ・ ビ デオ 信号 の 規格 

アナ ログ の ビデ オォ 信号 を ディ ジタル に 変換 し , ふた 
だ たび ア ナ ロ グ に 変換 する と き 。 この A-D コン バー タ 
と D-A コンバー タ が 常に 同じ も の で 全体 と し で キャ 
リブ レー ショ ン さ れ て いれ ば よい の で す が 。 異な っ た 
機器 を ディ ジタル ・ レ ベル で 接続 する と き の 互 換 を 保 
つた め ,。 その 変換 スケ ー ル を 規格 化し て お く 必 要 が あ 
びす 。 





ディ ジタル 規格 に は コン ポー ネン ト 信 号 用 と コン ポ 
ジッ ト 信 号 用 が あり , 図 5 に いち ば ん よく 使用 され 
る コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 の ディ ジタル 変換 スケ ー 
ル を 示し ます . 

この 規格 で は , 量子 化 ビ ッ ト 数 8 ビッ ト の 場合 で , 
10 ビッ ト の 場合 は この スケ ー ル の 4 倍 に な り ま す . 

8 ビット で は ,。 100 IRE を 200 レベ ル (C8 HE 双 )。, 
0 IRE を 60 レベ ル (3C HEX) に スケ ー ル を 合わ せま 
す 。 こ の と き の シ ンク の 先端 は 4 レベ ル と な り 。 ま た 。 
100% カ ラー・ バ ー の サブ キャ リア 先端 値 は 133 IRE で 
246 レベ ル と な り ま す . (村上 信幸 ) 


ビデ オ 用 A-D/ ロ -A 変換 





⑳ ビデ オ 用 A-D コン バー タ の 選択 は スペ ッ ク を 読む 

こと か ら 

ビデ オォ 信号 を ディ ジタル 信号 に 変換 する た め の ビ デ 
オォ 用 A-D コン バー タ に は 。 フラ ッシュ 下 ( 全 並列 型 ) 
の も の が よく 使わ れ て いま す 。 表 1 に 代表 的 な A-D 
コン バー タ (20 Msps。 8 ビッ ト ) の 仕様 を 示し ます . 

ここ で は 。 これ ら の A-D コン バー タ の ビデ オォ 回 路 
へ の 基本 的 な 応用 に つい て 説明 し ます . 
pg まず は サン プリ ング ・ レ ー ト 

A-D コンバータ を 選択 する に あたり , 最初 に 注目 
する の は サン プリ ング ・ レ ー ト で す 。 

A-D コンバー タ が 扱う こと の で きる 周波 数 は 標本 
公 周 渡 数 (サン プリ ング 周波 数 ) の 1/2 まで で あり ,。 こ 
れ は ナイ キス ト 周 濾 数 と よ ば れ て いる こと は よく ご ど ご 存 
知 だ と 思い ます 。 し か し ,。 これ は あく まで も 理論 値 で 
あり ,。 理想 的 な 系 で の 話 で す . 

一 般 的 な ビデ オォ 信 号 の A-D 変換 回 路 の サン プリ ン 
グ 周 波数 に は , 副 搬 送 波 の 4 倍 の 周波 数 4 太 。 が よく 
使用 きれ ます . 図 6 の 日 本 や アメ リカ で 使わ れ て い 
る NTSC 方 式 の ビデ ォ 信 号 で は サン プリ ング ・ レ ー ト 
は 14.31818 Msps( メ ガ ・ サ ンプ ル / 秒 ) と 算出 きれ ます 
か ら , この 周 濾 数 以上 の も の が A-D コン バー タ の 選 
択 の 対象 と な り ま す . 








< 表 1>( り ②⑫ 
代表 的 な ビデ オ 用 (フラ ッシュ 型 ) 
A-D コン バー タ の 仕様 





現実 に 市 場 に 出 て いる A-D コン バー タ を みる と 。 


- サン プリ ング ・ レ ー ト 20 Msps 前 後 の も の が 豊富 に あ 


り ま す の で ,。 この 中 か ら 選 択 す る と よい で し ょ う . 

サン プリ ング ・ レ ー ト が より 速い も の は も ちろ ん 使 
える わけ で す が ,。 や みく も に 必要 と し な い ス ピー ド を 
追う の は 感心 し ませ ん . 

スピ ー ド が 速く な っ た 分 だ け ( ? ) 他 の 性 能 が 不利 に 
な る 傾向 は 否め ませ ん し , 何より も 問題 と な る の は コ 
スト です. 

現状 の 高速 A-D コン バー タ の 市 場 を みる と 。 サン 
プリ ング ・ レ ー ト が 20 Msps を 超え る と , と た ん に 値 
段 が は ね 上 が り ま す . 必要 の な い ス ペッ ク を 追っ て む 
だ な コス ト を か ける 意味 は まっ た だ た く あ り ま せん . 
> 分 解 能 

つぎ は 分 解 能 で す 。 これ に つい て も オー バ ・ ス ペッ 
ク な も の を 選ぶ 必要 は な い の で す が 。 20 MHz 帯 で は 
8 ビッ ト の も の が 数 多く 出回っ て いま す の で ,。 あえ を て 
分 解 能 の 低い も の を 選ぶ と ほか の 項目 の 選択 の 幅 を 狭 
め る こと に な りか ね ませ ん . 

も し 6 ビッ ト し みか 必要 の な い 用 途 に お いて も , 8 ビ 
ッ ト の A-D コンバー タ を 使え ば 単純 に 4 倍 の 精度 が 
得 ら れる わけ で すか ら , 決し て むだ で は あり ませ ん . 

逆 に 8 ビッ ト を 超え る も の は どう で し ょ う 。 多 ビ ッ 
ト を 得る の が 難し い の は , フラ ッシュ 型 の A-D コン 
バー タ の 構造 に 起因 する 宿命 的 な も の で す ( 図 7)、. 

この た だ た だめ 20 MHz 帯 で 10 ビット の も の が いく つか 
出回っ て いま す が 。 値段 を 聞い た 瞬間 に シス テム の 仕 
様 変 更 を 考え た く な る ほど 高い 値段 が つい て いま す . 
よ ぼ ほど 必要 な 場合 だ け に し て お いた ほう が 良い で し ょ 
ウ 。 
p 電源 電圧 と 入力 レン ジ 

電源 電圧 と 入力 レン ジ は 周辺 回 路 の 設計 に 直接 か か 
わっ て くる 項目 で す 。 

電源 電圧 は 十 5V 単 一 電源 と いう の が 最近 多く な っ 
て いる よ まう 人 な 電 。 

CXA1096( ソ ニー 製 ) は 単 一 電源 ある い は 土 2 電源 を 
使い 分 ける こと が で きま す ( 図 8)。 単 一 電源 の 場合 
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< 図 6> NTSC 方 式 の ビデ オ 信 号 の 構成 < 図 8 CXA1096 の 使用 回 路 例 
色 信号 (sc) \、 蘭 本 本 遇 ~。。 ーーーーーーーーー 1V 
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@ 色 信号 : カ ラー・ バ バースト 信 号 に 対す る 位相 に より 色相 を , 振幅 に より 色 の 濃 さ を 表す . 
@ カ ラー・ パ バー スト 信号 : 色 信 号 の 位相 の 基準 と な る 信号 . 
@ 色 副 搬送 波 : サ プ キ ャ リア (SC ), 色 信 号 を 運ぶ た め に 使わ れる . 

周波 数 な と =3.574545MHz で 47sc と は 14.31818MHz と な る . 


《 図 7 MB40578 フラ ッシュ ( 全 並 列 ) 型 A-D コン バー タ の 内 部 構成 


255 to 8 
平 且 コ を ダグ 





7 を ビット 数 と する と , フ ラッ シュ 型 て は 27?-1 個 の コン パレ ー タ が 必要 に な る . 
8 ビッ ト て 255 個 , 10 ビ ッ ト で は 1023 個 。 
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< 図 92 クラ ンプ 回 路 の 例 





入力 レン ジ は 十 3- 十 5 V で す . 2 電源 の 場合 。 入力 レ 

ンジ は 0 一 2 V で す 。 

入力 レン ジ は 0V が 基準 に な っ て いる ほう が 使い や 
RM まう 。 その ほぼ が か が の シン シ ジ だ と 。 プ リア ング で 
大 幅 な レベ ル ・ シ フト を する 必要 が あり ます . 

プリ アン デ に OP アン プ を 使う 場合 を 考え る と 。 電 
源 電 圧 は 土 2 電源 は 用 意 き れ て いる で し ょ うか ら ,。 単 
一 電源 の 魅力 は あま りあ り ま せん . 

し か し これ ら は 周辺 回 路 の 条件 に 
る も の で あり , 
は あり ませ ん . 
⑱ ビデ オ 信 号 の 入力 部 に は クラ ンプ 回 路 を 入れ る 

ビデ オ 信 号 を A-D 変換 する た め に は クラ ンプ 回 路 
が 必要 で す . 


も か な り 影 響 さ れ 
一 概 に どれ が 良い と 決め られ る も の で 


一 般 に ビデ オォ 信号 は AC カ ッ プ リン グ さ れ て いま す . 


AC カ ッ プ リン グ さ れ た 信号 は , その 電圧 レベ ル の 分 
布 に し た が っ て DC レベ ル が 変動 し ます か ら 。 その ま 
まで は ,。 た と えば 同じ 黒 レ ベル で も その と き の 信 号 の 
形 に よっ て レベ ル が 変動 し て し まい ます . 

これ で は A-D 変換 は で きま せん 。 そこ で クラ ンプ 
回 路 を 設け て , 直流 再生 を し ます . 

9 の と Tra で クラ ンプ 回 路 を 構成 し て いま す . 

映像 信号 の 部 分 で は Tr。 は OFF し て いま す . 同期 
信号 の 部 分 で は 電圧 が 下がり ます か ら Tr。 は ON し , 


《 図 11> 
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CO は チャ ー ジ され ます . つま り 。 この と き シ ンク ・ チ 
ッ プ (同期 パル ス の 先端 部 分 。 図 6 参照 ) が 一 0.6 V に 
固定 さき れる わけ で す . 

前 段 と 後段 の トラ ンジ スタ は 単なる バッ ファ で す . 
⑯$ プリ アン プ の 設計 … 電 流 帰 還 型 OP アン プ を 使う 

高速 A-D コ ン バ ー タ の プリ アン プ は 直流 か ら ナ イ 
キス ト 周 渡 数 まで の 広い 周波 数 特性 を 要求 きれ る た め , 
OP アン プ が よく 用 いら れ ま す 。. 

以前 は 高速 OP アン プ と いう と どう し て も DC 特性 
が 悪く な る 傾向 に あり まし た 。 また だ た,。 高 域 に お いて も 
それ ほど 人 奈 裕 を も っ て 動作 し て いる わけ で は な く ,。 素 
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< 図 12> プリ アン プ の 役割 


増幅 と レベル ・ シ フト 
を 行う 






プリ アン プ 





A-D コ ン ノ バー タ の 
入力 容量 に 注意 


直 な 周波 数 特性 や 位相 特性 が 得 に くい も の で し た . 

最近 は カレ ント ・ フ ィ ー ド バッ ク ( 電 流 帰 還 ) 型 の 
OP アン プ が 手 に 入る よう に な り ,。 これ ら の 特性 も 大 
きく 改善 され , 設計 も 楽に な り ま し た . 

10 は エラ ン テ ッ ク 社 EL2020 の 特性 で す 。 負荷 
抵抗 に よっ て 高 域 の 特性 が 変化 し ます . また この タイ 
プ の OP アン プ デ は フィ ー ド バッ ク 抵 抗 の 値 で も 高 域 特 
性 が 大 きく 変化 し ます 。 高速 性 を 生か そう と する と あ 
まり 大 きい 抵抗 値 は 使え ませ ん . 

11 は A-D コ ン バ ー タ に 前 出 の MB40578,。 プリ 
アン プ に EL2020 を 使用 し た 回 路 例 で す . 

この プリ アン プ に は 。, 増幅 と レベ ル ・ シ フト の 二 つ の 
役割 が あり ます ( 図 12). 

p プリ アン プ で の レベ ル ・ シ フト 

ビバ ペル ャ シフ プ ト は ん -D け コン パー アア の デリ デン デ と し 
て の 大 き な 役 割 の ひと つ で す . MB40578 の 入力 レン 
ジ は 十 3 一 十 5 V で す 。 い っ ぽう 。 クラ ンプ され た 入 
カビ デオ 信号 は 0 一 士 1V で すか ら 。3V の レベ ル ・ シ 
フト が 必要 で す 。 

レベ ル ・ シ フト に つい て は いく つか の 方 法 が 考え ら 
むれ ます: 13 は デー タ ・ シ ー ト の 応用 回 路 例 な ど で 
も よく 見 か ける 方 法 で す . OP アン プ の 反転 入力 に 電 
流 を 流し 込む と 。 それ が フィ ー ド バッ ク 抵 抗 を 流れ , 
出力 に 直流 分 が オフ セッ ト さ れ ま す 。 

この 回 路 で 気 に な る の は 名 の 値 で す . この 抵抗 は 
で きる 限り 大 きい 値 と し , 本 来 の 信号 の 伝達 に 影響 を 
与え を な いよ うに し た いと ころ で す が 。 単なる ゼロ 調整 
で は な く 大 幅 な レベ ル ・ シ フト を 必要 と する 場合 は , 
どう し て も 如 。 や だ と 同じ くら い の 小 さい 値 と な っ て 
し まい ます 。 実際 に 試し て みる と VZ の 位置 に よっ 
て ゲイ 守 巡 変化 じ 窓 し まい まず 。 

11 で は 非 反 転 増幅 器 と し て 使用 し 。 ちょ うど 差 
動 増幅 器 の よう な か た ち で 反転 入力 に オフ セッ ト 電 圧 
を 加え て いま す . 

非 反転 と し た 理由 は 。 カレ ント ・ フ ィ ー ド バッ ク 型 
の OP ア ンプ は フィ ー ド バッ ク 抵 抗 と し て あま り 大 き 
い ぃ 抵抗 値 を 使え な い の で , 反転 増幅 器 と し た 場合 どう 
し て も 入力 イン ピー ダン ス が 高く と れ な いか ら で す 。 


< 図 13> OP アン プ を 使っ た 
レベ ル ・ シ フト 回 路 例 
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ビデ オ 信 号 の 場合 75 Q で 終端 し ます が 。 ハイ ・ イ ン 
ビー ダン ス で も 受け られ る よう に し て お vV\ 光 (は の 5 
介 が か どの と クタ が よい で し ゃ ょ みず 

オフ セッ ト 電 圧 を 発生 する 回 路 は , 低 イ ン ピ ー ダ ン 
ス 出 力 に し な いと ゲイ ン に 影響 を 与え を ます 。 また 。 こ 
の 回 路 の 場合 は プリ アン プ の 入力 イン ピー ダン ス は 1 
kQO で あり , 問題 あり ませ ん 。 し か し , より 低い 入力 
イン ピー ダン ス の も の を 設計 し た 場合 は ドラ イブ 能力 
に 注意 する 必要 が あり ます . 必要 な 場合 は 華 LO064 の 
後段 に トラ ンジ スタ に よる バッ ファ を 設け ます 。 

p A-D コン バー タ の 入力 容量 に 注意 

フラ ッシュ 型 A-D コンバータ の 入力 に は 分 解 能 相 
当分 (2*ー1 個 の コン パレ ー タ が 接続 さき され て いま す 。 
8 ビット の 場合 は 255 個 と な り ま す 。 

これ だ け の 数 の 高速 度 コ ン パ レー タ が 接続 きれ る と , 
入力 容量 が 無視 で き な く な り ま す .。 

ひと 昔 前 だ と 。 入力 容量 も 300 pF の オー ダ を も ち 。, 
ゅ ぃ いっ ぱ ぽう 。 使用 する OP ア ンプ に も ドラ イプ 能力 の あ 
る 適当 な も の が 得 に くい た め 。OP ア ンプ に トラ ンジ 
スタ の バッ ファ を 設け る の が 一 般 的 で し た . 

し か し 最近 で は A-D コン バー タ の 入力 容量 も か な 
り 軽減 きれ, OP アン プ に も 優れ ん た も の が 出回る よう 
に な っ た こと で 。 設計 も 楽に な り ま し た 。 

た だ 。 容量 負荷 を ドラ イブ する と いう こと を まっ た 
く 考慮 し な いで 設計 する と 失敗 し ます 。 い くら ドラ イ 
ブ 能 力 が あっ て も し ょ せん は OP アン プ で す 。 ルー プ 
内 に ポー ル が 発生 すれ ば , た ち ま ち 不 安定 に な っ て し 
ま いま すず 。 

11 の プリ アン プ の 出力 の 抵抗 (20 2Q) は A-D コ 
ン バ ー タ の 容量 成分 を し ゃ 断 す る 目的 で 入れ て いま す 。 
@ 基準 電圧 発生 回 路 に は バッ ファ が 必要 

MB40578 は 十 3V と 十 5V の 二 つ の 基準 ( リ り フ ァ レ 
ンス ) 電 圧 を 必要 と し ます . レン ジ の 片側 が 0V の も 
の だ と 一 つの 基準 電圧 を 用 意 す る だ け で すみ ます 。 

電源 電圧 が ちょ うど 十 5V だ か ら と いっ て 。 これ を 
その まま 基準 電圧 に 使用 し て し まう と 。 電源 の 変動 を 
まとも に 受け て し まい ます 。 

図 14 で は , 定 電 流 回 路 で ドラ イブ し た ツェ ナ ・ ダ 





オフ セッ ト 電 圧 発生 回 路 へ 十 12V 
TLO64 
交 * 「 っ SC21 2O 
< 図 14> 基準 電圧 発生 回 路 マ 2 よ / 
24k 9 っ ok 
マン 7 
4.7 3 中 
10V 
RD6E | |] isk 10k 了 0 
10k VC2 本 0 
10k 4.7/ 宮 0.1 
P 6 
2SC っ 1 2O に 
1S1588 補 NF 470 し 
TLO64 
2k 200,2 


ー12V 


《 図 152 ツ や MB40578 の タイ ムチ ャ ー ト 





5Z/: デ ィ レ イ ・ タ イム (5 一 40ms) 
ん 生け "レベ ル 時 間 (min25ns ) 
太 上 "レベ ル 時 間 (min25ns ) 


イオ ー ド の 電圧 か ら OP アン プ を 用 いて 。 それ ぞ れ の 
碁 準 電圧 を 発生 し て いま す . 

A-D コンバータ の 基準 電圧 入力 回 路 は 内 部 に バッ 
ファ が 設け られ て いま せん の で 。 基準 電圧 発生 回 路 に 
は それ な り の 電流 バッ ファ が 必要 で す . 

デー タ ・ シ ー ト に 記載 され て いる 基準 電圧 の 推奨 値 
は 十 3 V 一 士 5 V で す が ,。 これ か ら 外 れ た 設定 を し て 
も 動作 し ます . し か し , メー カ が その 条件 で 仕様 を 保 
証し て いる わけ で すか ら , その 条件 で 使用 レ し た ほう が 
無難 で す . 

だ だ し この 3V と 5V を あま り 上 厳密 に と ら え て し 
まう こと は 意味 が あり ませ ん 。 詳し く は キャ リブ レー 
ショ ン の 項 を 参照 し て くだ さい . 

また IMB40578 は 。 電源 と し て アナ ログ 用 の 十 5 V 
と ディ ジタル 用 の 士 5 V の 二 つ の 端子 が 用 意 き れ て い 
ます . これ を 一 つの 電源 か ら 供 給 す る 場合 は 問題 あり 
ませ ん が ,。 ディ ジタル 信号 の 回 り 込 み に よ る ノイ ズ を 
避け る た め に , それ ぞ れ の 電源 を 用 意 し た 場合 は その 
電圧 差 に 注意 が 必要 で す . 

デー タ ・ シ ー ト に は 同 電位 で 使う よう に 指示 が あり 
ます 。 わ ず か な 差 は 問題 あり ませ ん が 0.5 V も 違っ て 
くる と,。 破壊 まで に は 至ら な い に し て も 動作 し な く な 
り ま すか ら 注 意 し て くだ さい . 
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《 図 16> 3 ビッ ト A-D コン バー タ の ステ ッ プ 
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@ A-D コン バー タ の クロ ッ ク 信 号 は デュ ー テ ィ 比 に 
注意 

図 15 は MB40578 の タイ ムチ ャ ー ト で す 。 

フラ ッシュ 型 の A-D コ ン バ ー タ は クロ ッ ク 信 号 の 
立ち 上 が り で A-D 変換 さき され, エン コー ダ , ラッ チ 回 
路 を 経て つぎ の クロ ッ ク の 立ち 上 が りか ら 所 定 の ディ 
レイ ・ タ イム を 経て デー タ が 出力 され ます 。 クロ ッ ク 
の 立ち 上 が り で A-D 変換 する わけ で すか ら 。 クロ ッ 
ク 信号 が 来 な けれ ば も ちろ ん 動作 し ませ ん . 

クロ ッ ク 信 号 で 注意 を 要する の は デュ ー テ ィ 比 で す 。 

MB40578 で は ん +。 ん - と も それ ぞ わ れ 最 小 25 ns の 
幅 を 必要 と し ます .。 これ は 20 Msps で 動作 きせ る 場 
合 ,1 ク ロッ ク が 50ns と な る た め 。 ぎり ぎり の 幅 と 
な り 。 ま っ だ たく 奈 裕 が あり ませ ん . 

A-D コン バー タ の 種類 に よっ て は デュ ー テ ィ 比 が 
50 % で な いも の も あり ます か ら 設 計 に は 注意 が 必要 
ぐず 。 

この デュ ー テ ィ 比 の 問題 は 。 高速 OA-D コン バー 
タ を 使用 する 際 に も っ と も 神経 を 使う と ころ の ひと つ 
を づい 
@ キャ リブ プレ ーション は オー バ オ ー ル で 行う 

A-D コ ン バ ー タ の キャ リブ レー ショ ン ( 較 正 ) に つ 
ゅ いて 考え て み ま す .。 
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《 図 17> | 5 剛 
CXA1106 と EL2020 を 用 いた 031 
D-A コン バー タ の 回 路 例 SR に 
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基準 電圧 は 十 3V と 十 5V だ か ら と いう こと で 。 単 
純 に IC の 端子 の 電圧 を 正確 に その 値 に 合わ せ て も キ 
ャ リプ ブレ ーション に は な り ま せん . 

まず A-D コ ン バ パー タ そ の も の に オフ セッ ト 誤 差 が 
あり ます 。 デ リア ンプ デ で は ゲイ ン ・ エ ラー も 考え られ 
ます 。 これ ら を 補正 し て トー タル で の キャ リブ レー シ 
ョ ン を 行う 必要 が あり ます . 

16 は 3 ビッ ト の 場合 を 例 に し て , A-D コン バー 
タ の 各 ス テッ プ を 表現 し た も の で す . 階段 の 一 つが 
1LSB に 相当 し ます 。 

0 V 十 1/2LSB の 直流 信号 を 入力 する と 。 これ は 
000 と 001 の ステ ッ プ の ちょ うど 中 央 で すか ら ,。 ど ち 
ら の 出力 が 得 ら れる か の 確率 は それ ぞ れ 50 % で す . 0 
V の 調整 は この 0 V 十 1/2 LSB の 直流 信号 を 入力 し た 
状態 で 出力 が , 000 と 001 の 間 を 行き 来 す る と ころ に 
合わ せる こと に よっ て 行い ます 。 

1V の 調整 は 1 Vー1/2 LSB の 直流 信号 を 入力 し , 
出力 が 110 と 111 の 間 を 行き 来 す る と ころ に 合わ せま 
す 。 

それ で は 図 11 と 図 14 の 回 路 で の 具体 的 な 方 法 に 
つい て 考え て み ま す . 十 5V 側 の 基準 電圧 は 固定 と し 
て あり ます 。. 調整 は , 十 3 V 側 の 調整 用 トリ マ と プリ 
アン プ の オフ セッ ト 調 整 用 トリ マ に より 行い ます 。 

8 ビット の 場合 。 1/2 LSB は 1.96 mV で す 。 アナ ロ 
グ 入 力 に 1 Vー1.96 mV =998.04 mV を 入力 し ます . 
オフ セッ ト 調 整 ト リマ (VZ,) を 回 し, 出力 が FEFH と 
FEH の 間 を 行き 来 す る と ころ に 合わ せま す . 

つぎ に アナ ログ 入力 に 1.96 mV を 入力 し ます 。 Pg 
調整 ボリ ュー ム (V) を 回 し , 出力 が 00H と 01H の 
間 を 行き 来 す る と ころ に 合わ せま す 。 これ で 0-ー 十 1 
V の キャ リブ レー ショ ン は 完了 で す 。 

ざ 高速 D-A コン バー タ は 結構 か ん た ん 

D-A コン バー タ は A-D コン バー タ に くら べべ 多 ビ ッ 
ト , 高速 の も の が 安価 に 入手 で きま す . また 周辺 回 路 
の 設計 も 容易 で すし , 実装 に 気 を 使い きえ すれ ば わり 
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あい 簡単 に 動作 し て し まう も の で す . 

17 は CXA1106( ソ ニー 製 ) を 使用 し た 回 路 の 例 
ce 

この 1IC は 十 5V 単 一 電源 で も 土 2 電源 で も 使用 で 
きま す . 表 2 の よう に 電源 の 選択 に よっ て 出力 レン 


ジ が 変わ り ま す . ここ で は 単 一 電源 で 使用 し て いま す 。 


基準 電圧 発生 回 路 が 内 蔵 き れ て いま す の で , 外部 に 
設け る 必要 は あり ませ ん . 出力 を 負荷 条件 に 合わ せる 
た め に バッ ファ を 必要 と する 程度 で す . 

ここ で は , 電流 帰還 型 の OP アン プ EL2020 を 使っ 
た 2 倍 の 非 反 転 ア ンプ を 設け , 75 Q で 出力 し て いま 
す 。 負荷 側 で 75 2 で 受け る と 1 V。_-。 の 信号 が 得 ら れ 
まま ず 。 

出力 は AC と カッ プリ ング し て いま す が 。 直流 分 を 付 
加 し レベ ル 調 整 を 行い た い 場 合 は , A-D コン バー タ 
の 回 路 例 を 流用 し て レベ ル ・ シ フト 回 路 を 設け る と よ 
(すし まう ク 。 

@ A-D/D-A コン バー タ の イン ター フェ ー ス は タイ 
ミン グ が 問題 

MB40578 と CXA1106 を イン ター フェ ー ス する こ 
と を 例 に し て タイ ミン グ に つい て 考え て み ま し ょ う 。 

図 18 は CXA1106 の タイ ムチ ャ ー ト で す 。 セット 
アッ プ ・ タ イム (な ) は 最小 10 ns。 ホー ルド ・ タ イム (な) 
は 最小 2 ns 必要 で す 。 いっぽう,。 IMB40578 の ディ レ 
イ ・ タ イ ム (&。) は 5(min) 15 (typ) 40 (max)ns で 


。 





只 


9 ガー 


% 図 1827 CXA1106 の タイ ムチ ャ ー ト 





/。 : セ ッ ト ア ッ プ ・ タ イム 
/ : ホ ー ル ド ・ タ イム 
ディレイ ・ タ イム 


これ は 不 確 定 な 部 分 が た い へ ん 大 きく 。 タイ ミン グ 
設計 が 難し く な り ま す .。 デー タ が 安定 し て いる こと が 
保証 さき され て いる の は ,。 クロ ッ ク の 立ち 上 が り に 対し レー 
10 n 一 十 5 ns の 間 だ け で す ( 図 19). 

ゅ いち お う 。 A-D コ ン バ ー タ と D-A コン バー タ の ク 
ロッ ク と し て 同じ タイ ミン グ の も の を 使用 すれ ば よい 
こと が わか り ま す . 

た だ し 不 確 定 な 部 分 が 大 きい と は いっ て も , 動作 時 
に こと この間 で ふら つく と いう こと は あり ませ ん の で 。 実 
際 に 動作 きせ て オシ ロス コー プ で モニ タ す れ ば 安全 確 
実 な タイ ミン グ を 探し 出す こと が で きま す . 

@ A-D コン バー タ の 動作 を 見 て みよ う 

ここ で 実際 の A-D コン バー タ の 動作 を 見 て み ま し 

う . 例 と し て エフ アイ エク ス 社 の 50 Msps。 8 ビッ 
ト の A-D コン バー タ ・ モ ジュ ー ル (FSA1000SV) を 使 
用 し て 実験 し まし た 。 こ の A-D コ ン バ ー タ は 
PC9801 の バス に 直結 で きる の で 。 A-D 変換 し た デー 
2 ポジ タダ タル の ま 衣 宅 ニ タ す る と こと が で き 。 この よ 
う な 実験 に は 最適 で す . 

写真 1 は , 1 MHz の 正 蓄 波 を 50 Msps で サン プリ 


《 図 21>⑮ 
D-A コン バー タ の 
出力 スペ クト ラム 


《 図 202 や ) ロー パス ・ フ ィ ル タ 
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< 図 19> MB40578 の デー タ 出 力 の タイ ムチ ャ ー ト 







224 ロ ッ ツ グ 
(20MHz の と き )) 


ん いい 













向 計 ae 補 40ns 
デー タ が 不安 定 な 期間 


を g(min) そ 5ns 人 を 


〈 写 真 1> 直線 補間 に よる サン プリ ング ・ デ ー タ 
(200 mV/div, 500 ns/div) 


ング し た 場合 の デー タ と 3.125 Msps で 。 サ ンプ リン 
グ し た 場合 の デー タ を, それ ぞ れ ポイ ント と ライ ン で 
重ね て 表示 し た も の で す .。 

3.125 Msps で サン プリ ング し た デー タ は 。 入力 信 
号 の 1 周期 あたり 約 3 ポイ ント し か デー タ が あり ませ 
ん か ら , 当然 写真 の よう に ひ ず ん だ も の に な り ま す . 

この 表示 は 直線 補間 と よ ば れる も の で す . も し サン 
プリ ング ・ レ ー ト に 対し , 格段 に スピ ー ド の 速い D-A 
コン バー タ を 接続 し て 出力 を モニ タ す れ ば ,。 アナ ログ 
で も 同様 な 濾 形 を 観測 で きる で し ょ う 

この ひ ず ん だ 濾 形 か ら 元 の 波形 を 再現 する に は サイ 
ン 補 間 を し ます . ナイ キス ト 周 波数 まで 平 担 な 周波 数 
特性 を も ち , それ 以上 の 周波 数 を カッ ト し て し まう 
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< 図 222⑨ D-A コン バー タ 出 力 に ロ 


アナ ログ 入力 周波 数 : 4 MHz 
サン プリ ング 周波 数 :20MHz 
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写真 2> 折り 返し 誤差 〔 下 段 の 波形 は 見 や すく する た め に 
デー タ 補 上 正 を し て いる (50 mV/div, 1 s/diy) 〕 


siny/* 型 の フィ ル タ を 用 いる と 可能 で す .。 

現実 に は sinz/x に は 及ば な く て も 。,。 急 崎 な 周波 数 
特性 を もち つ フ ィ ル タ ・ モ ジュ ー ル 。 ある い は 図 20 の 
よう な ん CC フィ ル タ を 用 いる こと に よっ て も か な り 良 
い 結果 が 得 ら ちら れ ま す . 

図 21 は , 4 MHz の 正弦 濾 を 20 Msps で サン プリ 
ング し た も の を D-A コン バー タ で 再生 し た 液 形 の ス 
ペク トラ ム を 示し た も の で す 。 た を サン プリ ング 周波 
数 な を 入力 アナ ログ 信号 の 周波 数 と する と (た 土 記 ), 
(2 た 土 過 )。 …… (27/z 士 な な の スプ リア ス が 発生 し て い 
る こと が わか り ま す . 

図 22 は 。D-A コン バー タ 出 力 に 図 20 の ロー パ 
ス ・ フ ィ ル タタ を 挿入 し た 場合 の スペ クト ラム で す 。 こ 
の 程度 の フィ ル タ で も か な り 良 い 結果 が 得 ら れる こと 
が ね わかり ます . 

写真 2 は 折り 返し の 誤差 を 表示 し て いま す . 上 段 
の 濾 形 は , 1.26 MHz の 入力 信号 を 50 Msps で サン プ 
リン グ し た 波形 で す . 下段 は 同じ 入力 信号 を 1.56 
上 全 Rg で 0 の う ン < ブリ ジン シグ ダグ し た も の で すず す 。 

上 段 の 波形 は 当然 正しい 周波 数 が 表示 され て いま す 


ー パ ス ・ フ ィ ル タ を 挿入 し た 場合 の スペ クト ラム 
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OO@OOOOOOoOo@Oo@ 
<A-D コン バー タ 基 板 の ア ー ス 
(2 層 基 板 の 実 装 面 側 ) > 
が 。 下段 の 波形 は 1.26 MHz で は な く ,。 サン プリ ング 
周波 数 と 入力 信号 の 差 で ある 300 kHz の 信号 が 出力 
され て いる こと が わか り ま す 。 
ナイ キス ト 周 波数 (この 場合 。 1.56/2 MHz) 以 上 の 
周 濾 数 の 信号 を 入力 する と 。 この よう に 折り 返し の 誤 
差 が 発生 し ます . これ を 避け る た め に は A-D コン バ 
ー タ ヘビ デオ 信号 を 入力 する 以前 に 。 折り 返し 誤差 発 
生 防 止 用 の フィ ル タ を 入れ て 。 ナイ キス ト 周 波数 以上 
の 信号 を 入力 し な いよ うに する こと が 大 切 で す 。 
だ た だ し フィ ル タ を 用 いる 場合 は , 取り 扱う 信号 の 種 
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類 や フィ ル タ の 特性 を 十分 に 考慮 する 必要 が あり ます . 


だ た と えば パル ス 性 の 波形 に 急 骨 な 特性 を も っ た ロー パ 
ス ・ フ ィ ル タ を 入れ る と リン ギン グ が 発生 し 。 補正 ど 
ころ か 逆 に 信号 を 乱す こと に な りか ね ませ ん . 

@ A-D/D-A コン バー タ の 実装 上 の 注意 ! 

まず AGND( ア ナ ロ グ ・ グ ラウ ンド ) と .D.GND( 
ィ ジ タル ・ グ ラウ ンド ) を 明確 に 分 離し ,。 いずれ も べべ 
タ ・ ア ー ス と し ます 。 

その 他 の パタ ー ン に つい て も アナ ログ の パタ ー ン と 
ディ ジタル の パタ ー ン が 複雑 に 絡み あわ な いよ うに し 
ます 。 せっかく AGND と DIGND を 分 け て も 。 A. 
GND の 裏側 に クロ ッ ク ・ ラ イン が 走る よう な こと で 
と シア 。 全 <e 記 

アナ ログ の 信号 ライ ン は 最 優先 で パタ ー ン 設計 し , 
A-D コン バー タ ま で 最短 の 距離 で 接続 する よう に し 
ます .。 その 他 の た と えば 基準 電圧 の ライ ン は DC で す 
か ら 。 多少 長い 引き 回 し に な っ て も か まい ませ ん 。 だ た 
だ し 。 ピン の 間近 に パス コン を 設け る こと を 忘れ て は 
いけ ませ ん 。 

AGND と DIGND は どこ か で か な ら ず 接続 し な け 
れ ば な り ま せん 。 電源 端 あ る い は A-D コン バー タ の 
ピン ジ う ラビ と する の が よい よめ: で 中 < 伊藤 純二 > 
(本 稿 は トラ ンジ スタ 技術 1989 年 11 月 号 の 記事 を 再 
編集 し た も の で す ) 





ビデ オ 信 号 を ディ ジタル 処理 する こと に より 。 いろ 
ゅ いろ な エフ ェクト (効果 を か ける こと ) が 可能 で す 。 今 


回 は つき の よう な 点 に ポイ ント を お いて 設計 し まし た . 


① で きる だ け 部 品 点 数 が 少な く , 入手 し や すい ぃ 部品 
を 使用 する こと . 
② 動作 が 確実 で , 難し い 製 作 技術 や 測定 器 を 必要 と 
et も に と 、 
③ ディ ジタル 処理 で し か 得 ら ちら れ な い エ フェ クト が 得 
入る こと 。 
これ ら の 点 か ら 今回 は 。 ソ ラリ ゼー ショ ン と 呼ば れ 
る ビッ ト 落 と し 効果 発生 器 を 製作 し ます . 
この 効果 を 文章 で 説明 する こと は た い へ ん 難し い の 
で す が 。 あ えて 説明 する な ら 画 面 の 中 で 明る さ の 変化 
し て いる 部 分 を 等 高 線 状 ( 地 図 に 用 いら れ て いる 曲線 ) 
に 分 解 し , 同時 に 色 も 変化 させ て し まう と いう 効果 が 
得 ら れる も の で す . 人 間 を サー モグ ラフ と いう 機械 で 
見 た と き の 画 像 に も よく 似 て いま す . 


実際 の 回 路 設 計 


図 1 に 製作 し た ビデ オ ・ エ フェ クタ の プ ブロック 図 
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ロー パス ・ フ ィ ル タ 
G ニ テーG6dB 


を 。 図 2 に 全 回 路 図 を 示し ます . 

で は 信号 の 流れ に そっ て 簡単 に 説明 し ます . 

ビデ オ 入 力 端子 か ら 入力 され た ビデ オォ 信号 は 。 A-D 
コン バー タ IC MB40578 の 入力 レベ ル ま で 増幅 し ま 
前 に 

増幅 し た 信号 を 基準 電圧 に シン クチ ッ プ ・ ク ラン プ 
し , 簡単 な C 々 ロー パス ・ フ ィ ル タ を 通し て A-D コ 
ンジ パー クタ に 入力 し ます 。 この と き の A=D コンパ ー タ 
の 入力 レベ ル は 。 100 % 和 白 の ビデ オォ 信号 で 1.7 V。_-。 と 
が な 宇 湖 

図 3 に ビデ オォ 信号 の 量子 化 の 方 法 を 示し ます . 

この A-D コンバータ IC の 標準 的 な 使用 法 で は 。 
ss (0 LSB 電 圧 ) を 十 3 V。 (255 LSB 電 圧 ) を 十 5 
相生 

サン プリ ング ・ ク ロッ ク の 発生 は 74HC04 を 使用 し 
た ん /C 発振 で す . 発振 周波 数 は 15 MC16 MHz ぐら 
ゅ い に し ます . 回 路 定数 で は 計算 上 約 18 MHz の 発振 
周波 数 と な り ま す が 。 実際 に は ゲー ト IC の 入力 容量 
な どの 影響 で , 15 M--16 MHz ぐら い に な り ま す . 
通常 ビデ オォ 信号 を A-D 変換 する 場合 ,。 カ ラー・ サ プ 
キャ リア と の ビー ト 妨 害 を な くす た め 。 サブ プ キャ リア 
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< 図 3> ビデ オ 信 号 の 振幅 方 向 の 量子 化 
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同期 信号 区 間 
EC “ ー 
1 水平 ライ ン 分 


の 整数 倍 に 位相 ロッ ク し た クロ ッ ク を 使用 し ます が ,。 
この 製作 で は 回 路 の 簡単 化 と 。 エフ ェ ク タ と し て の 実 


用 レベ ル か ら , 簡単 な フリ ー・ ラ ン 発 振 と し て いま す . 


A ぬ -D コン バー タ か ら 出 力 さ れ た ディ ジタル 信号 は 。 
D-A コン バー タ に 入る 前 に エフ ェクト 制御 を し ます 。 
これ は エク スク ルー シブ OR を 使用 し て 。 下位 ビッ ト 
に つい て 反転 処理 を 行う か どう か を スイ ッ チ で 選択 し 
ます 。 反転 (S,--S。 が OFE) の と き は エフ ェクト 動作 
と な り ま す . 4 ビッ ト で すか ら 16 通 り の 組み 合わ せ 
eS まま だ S。 は 。 エ ジェ クト の マス タ ON/ 
MR 炊 イ ッ チ と な り ま す . 

ここ で , MSB 信号 に より エフ ェクト 時 の 反転 処理 
を 制御 し て いる の は ,。 入力 ビデ ォ 信 号 の レベ ル が 約 半 
分 より 下がっ た と き の エ フェ クト を 禁止 し 。 同期 信 号 
を 保護 する た めで す 。 プラン キン グ ・ パ ルス を 発生 さ 
せ て 行う 方 法 も あり ます が , 回 路 の 簡単 化 と いう こと 


ビ フ チ ャ ・ イ ン ・ ピ フチ ャ の 画質 に つい て 





テレ ビ や VTR に 付い て いる PB in P(Picture in 
Picture) の , 子 画面 の 画質 に つい て ちょ っ と 考え て 
み ま し ょ う . 子 画面 な ん て どれ も 同じ だ と 思っ て い 
る 方 は いま せん か ? 


と ころ が , 各社 くら べ て みる と けっ こう 違い ます . 


秋葉 原 あ た り の 電気 店 を の ぞい て いろ いろ 見 くら べ 
て みる と よく わか り ま す . 

何 が 違う の か と よく 見 て みる と ,。 一 つ は 親 画面 に 
対す る 子 画面 の 色 変 化 。 も う 一 つ は 子 画面 の 斜め 線 
の が た つき (ジャ ギ ) で す 。 

テレ ビ 放 送 で 見 る P in P 効 果 は 。 ウ ィ ン ド ウ ・ ワ 
イプ の ポジ ショ ン 移 動き せ た も の と 。DVE な ど に 
よる 画面 緒 小 を 連動 きせ て 効果 を 得 ま す . し た が っ 
て , 大 き さ と 位置 は 自由 に 変え た る こと が で き 。 縦 横 の 
アス ベク ト 比 きえ も 変え る こと が で きま す . まだ た 。 
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< 写真 1> 製作 し た ビデ オ ・ エ フェ クタ の 基板 


画質 も 非常 に 自然 で 。 さす が 放送 用 と いっ た 感じ で す . 

家庭 用 の P in P で は , コス ト 機 能 の バラ ンス が 要 
求 さ きれ る た め 。 目立た な いと ころ は 値段 が 安く な る 方 
向 で 設計 し て いま す 。 これ に よる 画質 の 差 は 。 各 電機 
メー カ の 考え 方 の 違い と も いえ ます . 

技術 的 に 色 変 化 と ジャ ギ の 発生 原因 を 考え て み ま す . 

まず 色 で す が 。 カラ ーAPC。 ACC の 引き 込み 誤差 
お よび 製造 工程 で の 調整 誤差 が 最大 の 原因 で す . と く < 
に 。 VTR な ど で 使 用 され る P in P で は 。 子 画面 を 
サイ ズ 圧 縮 後 。 も う 一 度 親 画面 の カラ ー 同 期 信号 で エ 
ンコ ー ド する た だ ため 誤差 が 増え ます. これら の 誤差 は 。 
み カラー 信号 処理 IC の 性 能 も あり ます が 。 チュ ー ナ 回 
路 の 性 能 と も 大 きく 関わ り 合 っ て いま す . 

地上 流 放 送 で は , ゴー スト の 発生 な ど に よる 伝送 ひ 
ずみ を 受け や すい の で , チュ ー ナ 回 路 の 映像 同期 検波 
回 路 が 誤動作 し や すく な り ま す . これ に より DG。 DP 


トラン シス タ 技 術 


避 ビビ I ロ し 





上 ィ < と 3 四 
(@) 原 画像 (b) 処 理 後 と 画像 (4LSB と 8LSB を 反転 ) 
〈 写 真 22 ソラ リゼ ーション 効果 の 例 


か ら こ の 方 法 を 使用 し て いま す . いら 所 は あり ませ ん が ,。 た だ 一 つ 。 電源 グラ ウン ド と 。 
D-A コン バー タ 1IC MB40778 に より アナ ログ 信号 電源 パス コン の 位置 に は 注意 し て くだ さい 。 

に も ど さ れ だ た ビデオ 信号 は , 補間 フィ ル タ を 通り , 出 特に ディ ジタル 系 と アナ ログ 系 の グラ ウン ド は か な 

カレ ベル まで 増幅 し ます . 補間 フィ ル タ は ,。 カッ ト オ ら ず 別に し , A-D コン バー タ IC の 近く で 1 点 接 続 レ 

フ 周 波数 が 約 7 MHz の ロー パス ・ フ ィ ル タ で す 。 ます 。 も し 。 製作 し て みて エフ ェクト OFF 時 に も ス 
以上 が 入力 か ら 出 力 ま で の 信号 の 流れ で す が 。 信号 ノー・ ノ イズ が 現れ て いた ら 。 A-D コン バー タ 1IC 周 

レベ ル に つい て 少し 説明 し ます . 辺 の 電源 グラ ウン ド 。 パ スコ ン の 位置 の 見 直し が 必要 
エフ ェ ク タ で は 入出 力 レ ベル が 終端 時 に 同じ に な る だ と 考え られ ます 。 

こと が 必要 で す 。 し た が っ て ,。 エフ ェ ク タ 本 体 で の ゲ 今回 は 回 路 の 簡単 化 優先 で 設計 し まし た が 。 性 能 を 

イン は 6dB 必 要 と な り ま す . この ゲイ ン の アン プ と 多少 重視 し た A-D/D-A 変換 回 路 や クロ ッ ク の 発生 

減衰 に つい て 図 1 に 記入 し て お きま し た の で 。 参考 回 路 の 説明 に つい て は , 第 14 草 「 デ ィ ジ タル ・ ス チ 

じ で ぐだ い 。 ル 層 可変 速 ス トロ ボ 装 置 の 製作 」 を 参照 し て くだ さい . 


(本 稿 は トラ ンジ スタ 技術 1991 年 4 月 号 の 記事 を 再編 
第 人 作 上 の 注意 と 今後 の 発展 集 し た も の で す ) 





この 製作 で は , 調整 筒 所 も な く 製 作 上 特に むず か し 


が 悪化 し て 肌色 な ど に 変化 が 現われ や すく な り ま す . スト ・ ア ッ プ が ある た め 家 庭 用 機器 で は 嫌 わ れ が ち 

も う 一 つの 斜め 線 の ジャ ギ で す が ,。 お も な 原因 が 二 で す .。 こう し て 圧 き れ た 映像 は いっ た ん 映像 メモ 
つ あ り ま す . リ に 記憶 きれ ま す 。 

垂直 方 向 の 圧縮 に よる 折り 返し ひずみ 発生 と , 親 画 フィ ー ル ド の 一 致 処 理 は , 子 画面 は 親 画面 の 同期 
面 と の フィ ー ル ド を 一 致 き せる 処理 で す . 信号 で 出力 され る の で , 子 画面 の フィ ー ル ド (奇数 

まず 。 折り 返し ひずみ の 発生 に つい て で す が ,。 画面 と 偶数 ) が 親 画面 と 一 致し て いる こと が 必要 で す 。 
を 圧 縮 する と き , 水平 垂直 周波 数 成分 も 制限 し な く て つま り , 親 画面 と 子 画面 が 非同期 の 信号 な の で , 
は いけ ませ ん 。 つ まり 。 サン プリ ング 数 が 減る わけ で 親 画面 の フィ ー ル ド が どちら で も 良い よう に 。 子 画 
すか ら ナ イキ スト 周波 数 も 当然 低く な り ま す . 通常 水 面 は 2 フィ ー ル ド 分 の メモ リ を 用 意 す る 必要 が ある 
平方 向 は 。 A-D コン バー タ 前 の フィ ル タ の カッ ト オ お わけ で すず セ か し , フィー ルド 分 で や ん も 
フ 周 波数 を 低く し 。 アナ ログ ・ レ ベル で の 帯域 制限 を の フィ ー ル ド を 内 挿 に より 作り 出す こと も で きま す 。. 
行っ て か ら サ ンプ リン グ し ます が 。 垂直 方 向 は アナ ロ 以上 の よう に ,。 P in P の 子 画面 の 画質 は 。 その 
グ ・ レ ベル で の 帯域 制限 が 不可 能 な の で , ディ ジ タ 圧縮 処理 を どこ まで 綿密 に 行う か に よっ て 決ま り ま 


ル ・ フ ィ ル タタ に より 攻 域 制限 し ます .。 この フィ ル タ は 。 す 。 家庭 用 機器 で も 専用 LSI の 高密 度 化 と 低 価格 
数 ライ ン 分 の メモ リ に よる ,。 ライ ン ご と の タッ プ を 使 化 に よっ て 放送 用 に 迫る 画質 の も の が 近い 将来 製品 
用 し た FIR フィ ル タ で 。 ライ ン ・ メ モリ な ど に よる コ 化 さ れる と 思い ます 。 (村上 信幸 ) 


111 


の 


| 章 琶 CO oe 
プン 必 ル 以 PENEEHT TE 季 





テレ ビ の 王 番 組 な ど を 見 て いる と 。 ス トッ プ ・ モ ー 
ショ ン ( ス チル ) や ,。 スト ロボ ・ ア クシ ョ ン と いっ だ た 。 
ディ ジタル 処理 を 用 いた 特殊 効果 が よく 見 られ ます . 
これ に は ,。 DVE(Digital Video Effector) と 呼ば れる 
装置 が 使用 きれ て いま す . この スチ ル や スト ロボ 効果 
は DVE の 中 で も っ と も 基本 的 な も の で す 。 

スト ロ ポ 効果 の よう す を 写真 1 に 示し ます . 

今回 製作 する 装置 は , 高 画質 の S-VHS や ED ベー 
タ 方 式 の VTR で の ビデ オォ 編集 に も 十分 対応 で きる よ 
うに , つぎ の 点 に 重点 を お いて 設計 し まし た . 


(1) 水平 解像度 500 本 以上 の 映像 帯域 (6 MHz) を も つ . 


(2) 実測 値 で の 映像 S/ は 帯域 6 MHz まで で 約 48 
dB を クリ ア ,。 泊 定 器 の ウェ イデ ィング ・ フ ィ ル タ 
(JIS 規格 ) を ON する と 約 60 dB に まで 達する よう 
に する 。 

(3③) のど (微分 利得 ) と (微分 位相 ) は それ ぞ れ 3 % と 
3 deg 以内 . 

(4) エフ ェクト 動作 を ON/OFF する と き に 。 映像 が 
乱れ な い ( 同 期 乱 れ が 発生 し な い ). 
これ ら の 仕様 を 満た すこ と に より 。,。 高 画質 対応 と な 

4207 て す 「、 
で は , これ ら の 仕様 に つい ぃ て,。 実際 に 工 V 画面 上 

で どの よう に な る の か を 簡単 に 説明 し ます . 
まず 。 (1) は 映像 の きめ 細か さ を 表 し ます 。 通常 の 










人 @ 付 は 信 に 5 


TV 放送 で は , 約 330 本 で すか ら 500 本 と いう 数 字 は 
た い へ ん 細か いこ と に な り ま す . 

(2②) は 映像 の クリ ア さ と し て 表現 で きま す . この 数 字 
が 小さ く な る と 。 ザラ ザラ し た 画面 に な り ま す .。 TV 
放送 を 最良 の 状態 で 受信 し て いる と き が 約 48 dB, 
VTR で は 45 dB 程度 で す . 

(3) は 映像 の 明る い 部 分 と 暗い 部 分 の リニア リティ み 
た いな も の で す . の (微分 利得 ) が 悪く (数字 が 大 き 
く ) な る と , 画面 の 明る い 所 と 暗い 所 で の 色 の 渡さ に 
差 が 出 て きま す . また の どり (微分 位相 ) が 悪く (数 字 が 
大 きく ) な る と , この 場合 も 画面 の 明暗 部 で 色 が 変わ 
っ て 見 えて し まい ます .。 TV チュ ー ナ や VTR で は 。 
の ど C が 5%, の り が 5deg ぐら い が 平 均 値 で す 。 

まだ た この 装置 で は 。 スト ロボ ・ ア クシ ョ ン の 間欠 ス 
ビ ピード を 約 50 ms--1 sec の 間 で ボリ ュー ム に より 連 
続 し て 変化 で きま す . 


ディ ジタル ・ ス チル 忌 


可変 速 ス トロ ボ 装 置 の 構成 





写真 2(3④),(b) に 本 器 の 外観 と 内 部 の よう す を 。 図 1 
に ブロ ッ ク 構 成 を 示し ます 。 全体 は 太 つ の ブロ ッ ク な か 
ら で き て いま す . 

まず , S 端 子 か ら 入 力 する Y/C 分 離 ビ デオ 信号 と 















Cc 2 
% 図 1> Aa 
ディ ジタル ・ ス チル & 人 誠 5 、 コ ン パ ー タ 都 
連 スト ロ 潜 悦 の 。 |yc 和 信 う 一 - 
口 ゝ 
0 [コン ポジ ッ ト 遇 
| 信 部 メ 毛 9 
Y/C 分 離 信 号 コン トロ ー ル 部 
スト ロボ ・ 
スピ ー ド 
Y/C スネ ル スト ロボ 
セック ト 50 十 12V 十 5V 
市 販 品 5V・1A, 
12V・0.5A 以上 
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5 ビビ I ロ し 


ピン ・ プ ラグ か ら 入 力 す る コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 
(V) は セレ クト ・ ス イッ チ で 選択 し た の ち 。 タ ー ミ ナ 
ル 部 か ら A-D コン バー タ 部 と クロ ッ ク ・ ジ ェ ネ レー タ 
部 へ と 送ら れ ま す . 

A-D コ ン バ パー タ 部 で は , 入力 ビデ オォ 信号 を 8 ビッ 
ト で 量子 化し 。 ディ ジタル 信号 と し て つぎ の メモ リ 部 
へ 送り ます . 

いっ ぽう クロ ッ ク ・ ジ ェ ネ レー タ 癌 で は 。 入力 ビデ 
オォ 信号 の 中 か ら 水 平 垂直 同期 信号 と カラ ー・ バ ー ス ト 
信号 を 抜き 取り , シス テム ・ ク ロッ ク と な る 4 倍 の サ 
ブ キ ャ リ ア 信 号 (4 Ac た ) と 。 メ モリ の 先頭 アド レス を 決 
定 す る た め の フ レー ム ・ パ ルス を 発生 きせ ます . これ 
は ,。 つぎ の メモ リ ・ コ ント ロー ル 部 へ と 送ら れ ま す . 

メモ リ ・ コ ント ロー ル 部 で は 。 メモ リ へ の 読み 書き 
動作 と 。 スチ ル と スト ロボ の コン トロ ー ル を 行っ て い ぃ 
ます 。 

メモ リ 部 は Y/C 合 わせ て 約 4M ビッ ト の 容量 を 使 
用 し , 1 フィ ー ル ド 分 の デー タ を 常時 書き 替え て いま 











< 写真 1> スト ロボ ・ ア 
[上 か ら 下 へ スチ ル ( 静 止 画 像 ) を 一 定時 
間 間 了 同 を お いて 繰り 返す ]〕 


す 。 ノン ・ エ フェ クト 時 に は 。 A-D コン バー タ か ら 送 
られ だ データ を その まま D-A コン バー タ 部 へ 送っ て 
いま す が 。 エフ ェクト 時 に は 。 メモ リ へ の 書き 込み を 
禁止 し て 。 メモ リ か ら 読 み 出し た 同一 デー タ を 繰り 返 
し D-A コン バー タ 部 へ と 送り ます . 

D り -A コン バー タ 部 で は 。 送ら ん て きた ディ ジタル 
信号 を ふた た び ア ナ ロ グ 信号 に 変換 し ,。 ター ミナ ル 部 
へ と 葉 り ます 。 


難 部 の 設計 と 製作 


全体 の 回 路 を 図 2 に 示し ます 。 製作 上 の 注意 点 や 。 
各部 の 機能 。 使用 部 品 な ど に つい て 詳し く 説 明 し ます . 
@ 製作 上 の 注意 

旧作 に 入る 前 に , 製作 上 の 注意 事項 を いく つか な 説明 
し ます 。 ビデ オ 機 器 ( と くに ディ ジタル 応用 機器 ) は 。 
捕 作 の 良し 悪し に よっ て 人 性能 が 大 きく 左右 きれ ます 。 
碁 本 的 な こと に 注意 すれ ば ,。 プリ ント 基板 を 使用 し 
な いで も , 市 販 の ユニ バー サル 基板 で 十分 に 性 能 が 出 
せま す . 

まず 。 グラ ウン ド ・ ラ イン の 引き 回 し が た い べ へ ん 重 
要 で す 。 と くに アナ オロ グ 偶 号 系 の グラ ウン ド と デ ネ ジ 
タル 信号 系 の グラ ウン ド は 。 絶対 に 混在 きせ て は いけ 
ませ ん 。 各 グラ ウン ド ・ ラ イン は 。 で きる だ け 太 い 線 





(49) フ ロン ト ・ パ ネル 





< 写真 22 ディ ジタル ・ ス チル & 可 変速 スト ロボ 装置 
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< 図 22 ディ ジタル ・ ス チル & 可 変速 スト ロボ 装置 の 回 路 
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電源 また は グラ ウン ド に 接続 する 
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0.1z 220 


\/ \/ \/ 
7MHz ロー パス ・ フ 出力 レベ ル 調 整 用 尺 
ィ ル タ (村田 製作 所 ) 





出力 レベ ル 調 整 用 V 





(Y out) 


レニ 

“= 之 は アナ ログ ・ グ ラウ ンド 、 地 は ディ ジ タ 
ル ・ グ ゲラ ウン ド . 

・ 。TTL IC お よび メモ リ IC の 電源 と グラ ウ 
ンド の 間 に , 0.1 ん の 積層 セラ ミッ ク ・ コ ン 
デン サ を 入れ る . 


DSS306-55B220M を 使用 (コン デン 


サ 容 量 22p) . 

・ は EMI フィルタ. 村田 製作 所 製 
DSS306-55FZ103N を 使用 (コン デン 
サザ 容量 0.01// . 


・NPN トラ ンジ スタ は すべ て 2SC1740 を , 
PNP トラ ンジ スタ は すべ て 2SA933 を 使 
用 . 

・ コ ン デ ン サ の (CH) 表示 は , 温度 特性 CH 
ラン ク を 使用 .・ また (MY) 表示 は , マイ ラ 
・ コ ン デ ン サ を 使用 . 

*・ メ モリ 部 お よび メモ モリ り ・ コ ント ロー ル 部 
で の -- ーー マー ク は , A-D コン バー タ 
部 の ディ ジタル 電源 か ら 給 電 す る . 


調整 方 法 


・ ク ロッ ク ・ ジ ェ ネ レー タ 部 の VCO 調整 
TRM(45p) は , TEST APC 端子 を オシ ロ ス 
コー プ て 観測 し , HH レー ト ( 約 64zs) で の 
サ グ が 最小 と な る よう に 調整 する . また , 
SYNC 位相 調整 用 レ 々 (20k) は , TEST 
SYNC 端 と , Y in を オシ ロス コー プ で て 観測 
し , 双方 の SYNC 位相 が 同じ に な る よう に 


O B 1M メ 調整 する . 
T《 ず ・D-A コン バー タ 部 の 出 カ レベ ル 調 整 用 


レ 尺 
VC(2k) は , 出力 信号 を 75Q て 終端 し た と 
スト ロボ スチ ル | ス トロ ボ ・ 
SW SW | スピ ー ド 調整 






(1/2 H Trg) 





メモ リ ・ コ ント ロー ル 部 き の 入 力 と 出力 (ター ミナ ル 部 で 観測 ) が 同 


じ レ ベル に な る よう に 調整 する . 


- は EMI フィ ル タ . 村田 製作 所 製 


本 。( 


内 た みい 





材 を 使用 し ,。 アナ ログ ・ グ ラウ ンド と ディ ジタル ・ グ ラ 
ンド は AA-D リ コン パー タ IIC の 近く で 1 点 接 続 レ ま 
1 

つぎ に だ 電源 ライ ン で す が 。 これ も グラ ウン ド ・ ラ イ 


ン と 同様 に 。 で きる だ け 太 い 線 材 を 使用 レ し て くだ さい . 


また , 各 1C の 電源 と グラ ウン ド 間 に 入っ て いる パ 
Ra: で きる だ け 」I じ ピン の 近 ぐ に 導く よう に じ 
ます 。 と くに , A-D コン バー タ IC の 電源 ピン に は 注 
呈 で を く 7 だ さい 。 

その 他 。 ディ ジタル 回 路 部 の 配線 (ロジ ッ ク IC や メ 

モリ 1IC の 配線 ) が アナ ログ 回 路 部 の 真 上 を 横切っ た り 
する の も よく あり ませ ん . 十分 注意 し ます . 


旬 作 し て みて 映像 に ザラ ザラ し た 感じ や, 変 に 線 が 


入っ て 見 えた り し た 場合 は , これ ら の こと に 注意 し て 
rk し > まず "。 
W@ ター ミナ ル 部 

入出 力 端 子 に は , S 端子 と ピン ・ プ ラグ を 使用 し ま 
し た が , これ ら の 同時 使用 は で きま せん 。 ピン ・ デ プラ 










グ か ら 入 力 さ れる コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 は , Y 信 
号 と 同じ メモ リ で 処理 され る た めで す 。 

コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 入力 の 場合 に は , クロ ッ 
ク ・ ジ ェ ネ レー タ 部 へ 送る C 信 号 を この コン ポジ ッ 
ト ・ ビ デオ 信号 か ら 抜 き 取 る 必要 が ある の で , 切り 替 
え ス イッ チ に より S 端 子 使用 と ピン ・ プ ラグ 使用 を 切 
り 替 えま す . 

入出 力 に 入っ て いる リレー は 。 装置 が パワ ー OFF 
の と き 。,。 入出 力 が その まま スル ー 状 態 に な る よう に す 
る だ た だ ため の も の で す . 

EMI と 書か れ た 3 端子 の フィ ル タ は 電磁 濾 妨 害 対 
策 用 で 。 フェ ライ ト ・ ビ ー ズ と セラ ミッ ク ・ コ ン デ ン サ 
と の 複合 部 品 で 。 カッ ト ・ オ フ 周 波数 が 数 十 MHz の 
ロー パス ・ フ ィ ル タタ です 。 この フィ ル タ タ に より 。 ディ 
ジタル 処理 部 か ら 漏 れ て きた 高調 波 ク イズ な ど が 。 ケ 
ー ブ ル か ら 外 に 射 し て TV な ど に 妨害 を 与え られ 
る の を 防い で いま す . 写真 3 に 外観 を 示し ます 。 

この EMI フィ ル タ は 。 この あと の A-D コン バー 
久 部 で も 使用 し て お り 。 これ は 電源 ライ ン 用 な の で , 


17) RーY 入力 


〈 写 真 3> も っ と カッ ト ・ オ フン フ 周波 数 の 低い も の を 使用 し て いま 
KS す 。 ター ミナ ル 部 で 使用 する EMI フィ ル タ は ビデ オ 
55 シリ ー ズ ) 信号 帯域 ( 約 7 MHz) に 影響 を 与え を な いも の に し て く < 
だ さい 、。 
また この EMI 対策 に は グラ ウン ド ( ア ー ス ) の 取り 
方 も た い へ ん 大 切 で 。 筆者 は 電源 の FG( フ レー ム ・ グ 
ラウ ンド ) の 近く で 落と し た と き が 。 いち ば ん 良好 な 
< 図 3 ビデ オ 信 号 デコ ー ダ IC M51271SP の 内 部 ブロ ッ ク 図 
同期 MA ド 同期 人 区 HD BLK キラ ラ を リア 
人 グ イマ ナ ー・ 
/ フト 。 / ノ マ ル ス 基準 フィ ル タ 出力 
2 "重信 『 号 入力 0 スカ フィ ル タ 容量 信 量 (90*) RY 出力  B-Y 出 カ 
「 “ 19) 品 809 
と j 直 (8) TSC/PAL 








パー スト ・ ゲ ー ト ・ ae 
バル ス 位置 ( 1 た AN 
AR は リー ト > の : mW ゲー ト ・ パ ルス 
ノル ス 幅 
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検波 47sc VCXO 


ee 」 


ACC 
フィ ル タ 電位 


(16) 電源 
15) BY 入力 


14) 接地 


VCXO 入 力 
(12) 色相 制御 
人 
基準 ID パル ス APC VCXO 
出力 フィ ル タ 出 カ 
ト フ ンジ スタ 技術 
呈 己 II 


結果 が 得 ら ちら れ まし た 。 ディ ジタル 機器 で は 。 この 不要 
軸 射 を いか に 上 手 に 処理 する か も , 大 切な ポイ ント で 
ys 
但 クロ ッ ク ・ ジ ェ ネ レー タ 部 

この 回 略 で は , = き 去 ル 部 より 送ら れ て きた Y 
信号 と C 信 号 か ら メ モリ の アド レス 決定 に 必要 な フ 
レー ム ・ パ ルズ ス と 。 シス テム ・ ク ロッ ク (4 大 c) を 作り ま 
2 

Y 信 号 と C 信 号 を , カラ ー 復 調 用 IC(M51271SP) 
へ 入力 し , Y 信号 か ら シ ンク (同期 ) 信 号 を , C 信号 か 
ら サ プ ブ キャリア 信号 の 4 倍 の 周期 の 信号 を それ ぞ れ 取 
り 出 し ます 。 

図 3 は この 1IC の 内 部 ブロ ッ ク 図 で す . 本 器 で は , 


この 中 の 同期 分 離 部 と 4 た な 。 VXO 部 を 使用 レ し て いま す . 


シン ク 信 号 は , 30 番 ピ ン か ら コ ン ポ ジッ ト ・ シ ンク 
(C.SYNC) と し て 出力 され ます 。 また, 4 な <: の クロ ッ 


ク は 11 番 ピン か ら エ ミッ タ ・ フ ォ ロ ワ を 通し て 取り 出 
し て いま す 。45pF の トリ マ ・ コ ン デ ン サ は 。 4 な c 
VXO の キャ プチ ャ ・ レ ンジ の 中 心 が 。 サブ ・ キ ャ リア 
周波 数 (3.579545 MHz) と な る よう に 調整 する も の で 
す 。 具体 的 に は , 10 番 ピ ン の 電圧 変化 を オシ ロス コ 
ー プ で 見 て 。 レー ト ( 水 平 周期 63.5 /s) で の サ グ 
が 。, 最小 と な る よう に 調整 する と よい で し ょ う . 

な お , この 4 な cz VXO の ロッ ク (APC LOCK) が は 
ずれ て いる と き は , 10 番 ピン の 出力 電圧 は 大 きく 変 
化し ます . 調整 は 入力 信号 を 入れ た 状態 で 行っ て くだ 
さ い 。 

この と き の 渡 形 の よう す を 写真 4 に 示し ます . 

また だ た, 4 な と C.SYNC が 取り 出せ た ら 。 こ の 信号 
か ら つ ぎの メモ リ ・ コ ント ロー ル 部 で 必要 な フレ ー 
ム ・ パ ルス と 4。< ク ロッ ク を 作り ます 。 

まず , 4 放 。: の ほう は 74HC04 を 利用 し て 。CMOS 


Y/ 〇 分 離 信号 (に つい て 


S-VHS や ED ベー タ 方 式 の VTR に 使用 きれ て 
ゅ る ら S 端 子 の 信号 仕様 に つい て 説明 し ます . 

S 端子 の S は セパ レー ト の 略 で ,。 輝度 信号 と 色 信 
号 が 分 離さ れ て いる 状態 の こと で ,。 この 信号 を 転送 
する の が S 端 子 で す . 

図 A が S 端 子 の 信号 仕様 で す 。 コン ポジ ッ ト ・ ビ 
デオ 信号 (複合 ビデ オォ 信号 の こと で , 通常 単に ビデ 
オォ 信号 と 呼ば れる も の ) は ,。 図 の よう に 同期 信号 , 
輝度 信号 お よび 色 信 号 ( 色 信号 は 約 3.58 MHz の サ 
ブ ・ キ ャ リア に て 平衡 変調 され て いる ) の 3 信号 が 複 
合 き され た 形 に な っ て いま す 。. 

いっ ぽう, S 端 子 は この 同期 信号 と 輝度 信号 の 複 
合 信号 と 色 信号 を 分 け て 。2 本 の ライ ン で 別々 に 伝 
送 し ます . これ に より ,。 汐 度 信号 と 色 信号 の 相互 干 
渉 を な くす こと が で き , 画質 劣化 を 最小 限 に 抑え る 


< 図 A> Y/C 分 離 信 号 
映像 を 構成 する 3 信号 


同期 信号 


/C 分 離 信号 


100IRE 
Y 
We 8 
: 401IRE 
40IRE テ 286mV 
(756 ) 


バー スト ・ レ ベル 


ビデ オ 信 号 ン 
(コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 ) 


| | | | 140IRE 一 。 


PA 
色 信 号 


っ な の 3 でき まず 。 

具体 的 に は , 垂直 方 向 へ の 色 信 号 の 流れ ,。 ドッ 
ト ・ ク ロー ル 。 クロ スカ ラー な ど を 抑え る こと が で 
き まず . 

輝 度 信号 と 色 信 号 を 分 離す る と き に 発生 する 画質 
劣化 に つい て は , トラ ンジ スタ 技術 誌 1989 年 8 月 
号 の 松井 氏 の 記事 で 詳し く 説 明 さ きれ て いま す の で そ 
ちら を 参照 し て くだ さい . 

な お , ら 端子 の 入出 力 仕様 は 。 ビデ オォ 信号 同様 に 
75 2 終端 に て , 輝度 十 同 期 信号 (Y 信号 ) が 1 V。_。, 
色 信 号 (C 信号 ) は 。 バー スト ・ レ ベル で 286 mV と 
な っ て いま す .。 これ は , 通常 の コン ポジ ッ ト 信 号 の 
と き と 同 じ で す . 

図 B に 一 般 に 用 いら れ て いる ミニ DIN コネ クタ 
の 端子 配列 を 示し ます . 


図 B> S 端子 の ピン 配置 
4 


140IRE 
1V。。(756) 


1:Y 信 号 グ ラウ ンド 
2:C 信 号 グ ラウ ンド 
3:Y 信号 入出 力 
4:C 信 号 入 出力 
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LAPG が ロッ タ し そい る 状 能 - 
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< 図 4>⑦ 同期 信号 発生 器 CX7930A' の 内 部 ブロ ッ ク 図 
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レベ ル ま で 増幅 し ます (74HC04 の 空き ゲー ト の 入力 
は ,。 か な ら ず グラ ウン ド ま た は 電源 に 接続 する )。 ま 
だ 。C.SYNC 信 号 は ,。 CZ 積分 し て 。V.SYNC パル 
ス (垂直 周期 ほ 16.6 ms) を 取り 出し , 同期 信号 発生 用 
IC の CX7930A の 1 番 ピ ン へ 入力 し ます (写真 5). 

CX7930A は ビデ オ ・ カ メラ 用 の 標準 同期 信号 発生 用 
IC で す 。4 た cc の クロ ッ ク を 入力 する こと に より 。 水 
平 お よび 垂直 同期 信号 。 バース ト ・ フ ラグ ,。 フレ ー 
ム ・ パ ルス と いっ た 信号 を 発生 し ます 。 本 器 で は 
NTSC モー ド で 使用 し ます 。 

4 は CX7930A の 内 部 ブロ ッ ク 図 で す . 本 器 で は 。 
この 1』C じ の 各 出 力 信 号 を 入力 の Y 信号 に 同期 結合 させ, 
フレ ー ム ・ パ ルス (5 番 ピ ン の OFLD) を 得 て い ます . 
この フレ ー ム ・ パ ルス は 偶数 フィ ー ル ド (EVEN) の と 
き 上 "。 奇数 フィ ー ル ド (ODD) の と き “HH” と な り 
- / 

ここ で 。 C 多 7930A を 入力 の Y 信号 に 同期 さき せる た 
め に , 水平 お よび 垂直 の リセ ッ ト を 1IC に 入力 する 必 
要 が あり ます . 垂直 の タイ ミン グ は ,。 先 に 説明 し た 
V .SYNC パル ス を 1 番 ピ ン に 入力 し て いま す . 

水平 の タイ ミン グ に つい て は 。 C.SYNC 信号 を そ 
の まま 入力 する と 不都合 な こと が ある の で , モノ ステ 
ー ブ ル ・ マ ル チ バ イブ レー タ の 4538 を 使用 し て 。 水平 
MI に 9 人 痢 ミング 大全 っ て いま す 。 

不都合 な 点 と は , C.SYNC に は V.SYNC の 前 後 を 
含む 9H 間 に 等 価 パ ルス (1/2H 幅 の きざみ パル ス ) が 
ある ため , この パル ス で 水平 リセ ッ ト が 誤動作 する こ 
と お よび , CX7930A の 出力 する 各 信 号 は , 実際 の リ 
セッ ト ・ ポ イン ト よ り ,。 約 6.7 zs 進ん だ 位相 で 出力 き 
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写真 4> TEST APC(M51271SP の 10 
番 ピ ビン) の 波形 
(0.5 V/div, 20 s/div) 


ei に S2NIer 雪 ヨ 
(Wi5127'SHH の 30 邊 ビオ 


ーーーー ーーーー コ FL 生 可 ーーー ーー ニー ーーー ーー ーーー 


し WW * 


LMHTCHKAHMLCT+LFFk だ YEN より トト 
( 積 了 分 強 形 ( 下 半 / A 坊 ) ) 
ーー 人 モ ス | 





写真 5> C.SYNC 信号 を 積分 し て 
V.SYNC 信号 を 取り 出す 
(0.2 V/div。 0.1 ms/diy) 


れる こと の 2 点 で す 。 

この た め 。, 4538 を 使用 し て 1/2H の の キラー と り セ 
ッ ト ・ パ ルス の ディ レイ を 行っ て いま す ( 写 真 6). 

調整 ボリ ュー ム は ,。 入力 され る YY 信号 の H.SYNC 
と CX7930A の 出力 する H.SYNC(4 番 ピン の 
OSYNC) の 位相 が 同相 と な る よう に 調整 し ます . こ 
の 調整 が ずれ て いる と 。 エフ ェクト の スイ ッ チ の 
ON/OFF 時 に 画像 が 乱れ ます . 

入力 され る Y 信 号 の H.SYNC と CX7930A の 発生 
する H.SYNC が 同相 (同じ タイ ミン グ ) で あれ ば 。 メ 
モリ に 読み 込ま れ た 信号 と 現在 入力 され て いる 信号 が , 
同 レ 多 そ ミン グ に な り ま す 。、 す な わ ち 。 エフ ェクト の 
ON/OFEF 時 に 同期 信号 の ずれ が 生じ ませ ん . この ず 
れ が 大 きい と TV の 走査 線 が 追従 し きれ ず ,。 画面 上 
部 で 絵 が 曲がり ます . これ が スキ ュ 曲 が り と 呼ば れる 
も の で す . 

最近 の TV は 人 性能 が 良く , 実際 に は 土 2 s ぐ らい 
の ずれ が 一 時 的 に 発生 し て も ほとん ど 気 づき ませ ん . 
@ A-D コン バー タ 部 

入力 され た Y 信号 と C 信 号 は 75 Q で 終端 され,。 折 
り 返 し ノイ ズ 防 止 用 の ロー パス ・ フ ィ ル タ を 通し て 増 
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< 写真 6> C.SYNC 信号 を 1/2H キラ ー 
し て H.RST 信号 を 得る (0.2 
V/div。 200 ms/diV) 





幅 さ れ ま す 。 ここ で 。 この ロー パス ・ フ ィ ル タダ タ です が 。 
本 器 で は 村田 製作 所 製 の 6 MHz ロー パス ・ フ ィ ル タ 
を 使用 し まし た が ,。 カッ ト ・ オ フ 周 濾 数 が 6 M-7 
MHz 程度 で あれ ば ほか の も の で も か まい ませ ん 。 た 
だ し , 入出 力 マ ッ チ ング 抵 撤 は ロー パス ・ フ ィ ル タタ 指 
定 の 定数 に し て くだ さい 。. 

アン プ 部 分 は , Y 信号 , C 信 号 と も に 同じ 回 路 で , 
3 石 の フィ ー ド ・ バ パック 型 の ビデ オォ オ ・ ア ンプ で す 。 ここ 
で A-D コンバー タ 1IC(MB40578) の 入力 に 必要 な レ 
ベル に する わけ で す 。 

MB40578 は 。 8 ビッ ト 20Msps( サ ンプ デル / 秒 ) の フ 
ラッ シュ 型 コ ン バ ー タ ( 図 5) で 入力 クロ ッ ク に 同期 し 
て , ディ ジタル 信号 変換 を 行い ます . 

本 器 で は , 先 に 説明 し た よう に 。 4 zz (14.31818 
MHz) を クロ ッ ク と し て いま す の で 。 ディ ジタル 変換 
で きる 入力 信号 の 最大 周波数 は 。 サン プリ ング 定理 よ 
りこ の クロ ッ ク 周 波数 の 半分 まで ,。 すなわち 約 7 
MHz と いう こと に な り ま す (7 MHz 以上 は 折り 返し 
バイ 次 と な る )。 

Y 信号 の ほう は 。A-D コンバータ の 入力 ダイ ナミ 
ッ ク ・ レ ンジ を 最大 限 に 得る た め , Y 信号 の シン ク ・ チ 
ッ プ を クラ ンプ (同期 パル ス の 先端 を 定 電位 に 固定 ) し 
て いま す 。 これ は ,。 画像 の 明る さ が 急 激 に 変化 し た と 
き に 信号 の DC 成分 が 変化 し , 一 時 的 に A-D コン バ 
ー タ の 入力 レン ジ を 超え る 場合 が ある た めで す . 

A-D り コンバータ へ の 入力 渡 形 と 量子 化 レ ベル の 関 
係 を 図 6 に 示し ます 。 ここ で JMB40578 の LSB と な 
る 電圧 を 決め ます (区 この 1IC の 標準 使用 で は 3 
V な の で 。 本 器 で も 3V に 設定 し まし た 。 

100 9% ホ ワイ ト か ら MSB まで に 余裕 が ある の は 。 
入力 信号 が コン ポジ ッ ト 信 号 の と き サ ブ ・ キ ャ リア 成 


< 図 5? 8 ビッ ト A-D コン バー タ MB40578 の 内 部 ブロ ッ ク 図 
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フラ ッシュ 型 AA2D コン バー タ は 階 調 分 の コン パレ ー タ を も っ 
て お り , 入力 する クロ ッ ク に 同期 し て 一 度 に A-D 変換 する 
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分 が 120 % 程 度 ま で 含ま れる 場合 が ある こと と , 
VTR な どか ら の 信号 レベ ル が いく ら か 大 きめ の 場合 
が ある た だ ため です.。 

C 信号 は 直流 成分 が な いた め (平衡 変調 きれ て いる ), 
LSB と MSB の 中 心 (128 LSB 計 4 V) に DC が くる よ 
うに バイ アス を か け て 入力 し ます 。 

実際 の 製作 に お いて は ,。 この A-D コ ン バ ー タ 1IC 
周辺 の 製作 が , 性 能 を 大 きく 左右 し ます 。 いか に 量子 
化 フ イズ を 理論 値 に 近づけ る か が 。 大 き な ポ イン ト で 
す 。 ディ ジタル 回 路 な どか ら 発 生 す る ノイ ズ が 電源 ラ 
イン な どか ら 飛 び 込 ん だ り 。A-D コン バー タ 1IC 自身 
か ら も ノイ ズ が 発生 し ます 。 

これ ら の ノイ ズ の 対策 は ,。 グラ ウン ド の 引き 回 し や 
電源 イン ピー ダン ス の 低下 を 図っ て 対策 し ます . 

具体 的 な 方 法 は 。 IC に 入れ る 電源 パス コン を 1C の 
ピン に で きる だ け 近 づけ ,。 コン デン サ の 種類 も 積層 セ 
ラミ ッ ク な どの よう に 高周波 特性 の 良い も の を 使用 す 
る と 効果 的 で す . 

A-D コンバー タ の ディ ジタル 電源 と アナ ログ 電源 
は 。 EMI フィルタ な ど で 高 周波 的 に 分 離し 。 また グ 
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(a) V. SYNC 付近 


ODD : 第 2。 第 4 フィ ー ル ド 
EVEN : 第 1, 第 3 フィ ー ル ド 

ラウ ンド は 。 A-D コン バー タ の 近く で 一 点 接続 する 
と 良い よう で す . 

1IC の 入力 と 電源 の 間 に 入 っ て いる ダイ オー ド は , 
入力 が 過電圧 に な っ た 場合 の 保護 で すか ら か な ら ず 入 
れ ま す . 
@ メモ リ ・ コ ント ロー ル 部 

この プロ ッ ク で は 。 クロ ッ ク ・ ジ ェ ネ レー タ 部 で 作 
らち た だ た フレーム ・ パ ルス と 4 た クロ ッ ク の ふた だ つか ら 。 
メモ リ 部 で 使用 する メモ リ へ の 読み 書き リセ ッ ト ・ パ 
ルス (W.RST と R.RST), 書き 込み イネ ー ブ ル (WE) 
お よび , エフ ェクト の 切り 替え (EF SW) の 各 信 号 を 
作っ て いま す 。 

この プ ブロッ ク で の ポイ ント は , TV や VTR の 同期 
を で きる だ け 乱 きず エフ ェクト 動作 きせ る こと で す 。 
TV(VTR) は , 三 つ の 同期 信号 で 動作 し て いる こと は 
ゅ いう まで も な いこ と で す が ( カ ラー 同期 。 水平 同期 
垂直 同期 )。 この 中 で カラ ー 同 期 信 号 が も っ と も 大 切 
で , この 信号 が 少し で も 乱れ る と 画像 に 現れ ます . 
本 器 で の カラ ー 同 期 処 理 方 法 は , 4 太 。 を 4 分 周 し て 
7 が sc 単位 で 処理 し て いま す .。 これ に より カラ ー・ サ プ ブ ・ 
キャ リア の 連続 性 が 保 た れ , カラ ー 同 期 が 乱れ な いよ 
うに な っ て いま す . 

つま り 4 な が 。 ク ロッ ク は 。 カラ ー・ サ ブ ・ キ ャ リア を 
4 て い 倍 し て 作っ た も の で すか ら ,。 この 4 た 。: の 4 クロ 
ッ ク 分 は 。 ちょ うど カラ ー・ サ プ ・ キ ャ リア の 1 クロ ッ 
ク 分 に な る わけ で す . 

これ を 最小 画素 グル ー プ と し て 処理 すれ ば 。 映像 を 
どこ で 切っ た り ,。 つない だ り し て も カラ ー・ サ プ ・ キ ャ 
リア の 連続 性 が 保 て ま す . これ を も し 4 太 。: が 3 クロ 
ッ ク や 2 クロ ッ ク と いっ た 半端 な 数 で 行う と, 映像 の 
つなぎ 目 で カラ ー・ サ ブ ・ キ ャ リア の 連続 性 が 失わ れ , 
TV の カラ ー 同 期 を 乱 し て し まい 色 ず れ を 起こ し ます . 

メモ リ へ 送ら れる W.RST と R.RST は 。 フ レー 
ム ・ パ ルス を 微分 する こと で 得 て い ます 。 ノン ・ エ フェ 
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EFFECT 


EF SW_NORMALT OpD か ら EVEN に 変わ る タイ ミン グ 


で エフ ェクト に 切り 替え る 
(b) エフ ェクト に 切り 替え る 時 


クト 時 で も メモ リ へ の W.RST と R.RST は フィ ー ル 
ド ご と に 出力 され , メモ リ の 中 の デー タ が 常時 書き 換 
ね る よう に な っ て いま ず 。 

ここ で スチ ル ・ ス イッ チ が 押さ れる と ,。 フレ ー ム ・ パ パ 
ルス の 立ち 下がり エッ ジ ・ タ イミ ング (ODD か ら 
EVEN に 切り 替わっ た タイ ミン グ ) で EF SW 信号 が 
出さ きれ , D-A コン バー タ へ の 出力 信号 は 。 メモ リ か 
ら 出力 され る 信号 に 切り 替わり ます 。 同時 に ,。 メモ リ 
へ の 書き 込み 禁止 と な る の で 。 出力 信号 は 毎 フ ィ ー ル 
ド 同 じ 信 号 が 出力 され ます 。 これ が スト ッ プ ・ モ ー シ 
ョ ン と いう こと に な り ま す 。 これら の タイ ミン グ の 関 
係 を 図 7 に 示し ます . 

と ころ が 。 この まま で は TV が うま る 動作 で きま 
せん 。 これ は , ビデ オ 信 号 の 片 フ ィ ー ル ド 分 の 走 看 線 
数 が 262.5 本 で ある た め (NTSC 信号 は イン タレ ー ス 
走査 し て いる た め 0.5 本 の 端数 が 出る )。 同 フ ィ ー ル 
ド の 頭 と 尾 を つなぐ と 0.5 本 の 端数 が 出 て し まい ,。 水 
平 同期 信号 の 連続 性 が 保 た れ な いた めで す . 

本 器 で は この 0.5 本 の 端数 を つぎ に 説明 する よう な 
方 法 で 処理 する こと に より 。 ス トッ プ ・ モ ーション ( エ 
フェ クト ) 時 で も 。 TV が イン タレ ー ス 走査 で きる よ 
の) し で US まず す 、 

本 器 が エフ ェクト に 入る と き の 切 り 替 え は , か な ら 
ず ODD か ら EVEN に 変わ る タイ ミン グ で 行う よう 
に し て お り , メモ リ に 最後 に 書き 込ま れ た 信号 は , 
ODD と いう こと に な り ま す 。 じ たがっ て 。ODpB を 出 
力 す る と き は その まま 出力 し , EVEN を 出力 する 場 
合 は , ODD の 出力 を 0.5 本 分 後に シフ ト す る こと に 
より 疑似 的 に EVEN を 作り 出し て いま す . 

具体 的 な 方 法 を 図 8(a) と (b) に 示し ます 。 EVEN フ 
ィ ー ル ド ( フ レーム ・ パ ルス に より 判定 する ) の と き は 。 
読み 出し 用 の R.RST を 0.5 本 分 (1/2H) ま で 読み 出し 
だ な だ と ころ で やぶ 一 度 出 放 が る よう に し じ し で いふ 主 才 | こ 
れ に より 0.5 本 分 後に 信号 が シフ ト し て 。 疑似 的 に 
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《 図 8> 
エフ ェクト 時 の イン タ 


レー ス 化 の 方 法 1H 分 に 王 


EVEN が で き 上 が る わけ で す 。 

この 0 の の みみ イミ マイ 本 。 カウ ン み TIC 
74ALS163 を 2 個 使用 し て 得 て い ます . も ちろ ん 。 4 
fc の 1/4 ク ロッ ク を カウ ント し て いる の で 。 ヵ カラ ー 
同期 は 乱 れ ませ ん . 

この 方 法 の 副作用 と し て , EVEN フィ ー ル ド の V. 
SYNC 信号 の 幅 が うし ろ の ほう に 0.5 本 分 長く な り ま 
す が , 通常 の テレ ビ や VTR は 。V.SYNC の 前 エッ 
ジ で 同期 を 取る た め 問 題 あ り ま せん . 

まだ , カラ ー 同 期 の 連続 性 を 保 た せる た め 。 水平 同 
期 信 号 が 2 クロ ッ ク 分 ほど フィ ー ル ド の 切り 替え 時 に 
ジッ タ を 生じ ます が 。 この 程度 の スキ ュ は TV が 吸 
収 し て くれ ます 。 VTR の よう に も と も と ジッ タ の あ 
る 信号 を 入力 し た 場合 は , 最大 4 クロ ッ ク (280 ns) 
程度 の スキ ュ ひ ずみ を 生じ る こと に な り ま す が 。 筆者 
が いろ いろ と テス ト し た 限り で は 。 まっ た く 問 題 あ り 
まま 層 ル で し だ 。 

スト ロボ ・ ア クシ ョ ン は , 基本 的 に は スト ッ プ ・ モ ー 
ショ ン の 繰り 返し で す 。 本 器 で は , 1 フレ ー ム 送る ご 
と に ,。 モノ ステ テー ブル ・ マ ル チ バ イプ レー タ 1IC の 
4538 に よっ て 。 間欠 スピ ー ド (スト ッ プ 時 間 ) を 発生 
させ て いま す . この パル ス 幅 を 可変 する こと で ,。 約 
50 ms--1 sec まで の 間欠 スピ ー ド を 得 て い ます 。 実際 
に は フレ ー ム 周 渡 数 の 倍数 に 同期 する の で , 33 ms の 
倍数 と いう こと に な り ま す 。. 
っ メモ リ 部 

こ CO は ま に 本. 製 . の フィ ーーL ル So ド と 才 , 
TMS4C1050NL を Y 信 号 系 と C 信 号 系 に それ ぞ れ 2 
個 ず つ 使 用 し て いま す .。 

この メモ リ は, 
・ 高 速 FIFO 動作 

非同期 リー ド / ラ イト が 可能 
・ 高 速 リ ー ド / ラ イト ・ サ イク ル 
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この 順 で イン タレ ー ス 走査 する . 









0.5H 分 の 時 間 か せ ぎ . メモ 
リ へ 、2 回 リセ ッ ト を か ける こ 
と に より 得 て い る . 
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( 0.5H 時 間 か せき ぎ ) 
この 順 で 等 価 的 に イン タレ ー ス 走査 に な る . 
(a) TV 画面 上 で の 比較 





ODD 


メモ リ ・ ア ドレ ス の り セ セット: 夕 イミ シグ 


エフ ェクト 時 の EVEN フィ ー ル ド の と き 
は , 1/2H ま て 読み 出し た と ころ で も う 
1 度 リ セッ ト を か ける . 











(b) エフ ェクト 時 の メモ リ ・ ア ドレ ス の リセ ッ ト ・ タ イミ ング 


な どの 特徴 が あり , ビデ オォ 信 号 を 記憶 する の に た い へ 
ん 便利 な 仕様 と な っ て いま す ( 図 9). 

本 器 で は , 入力 され る NTSC 方 式 の ビデ オォ 信号 を 
4 Ac で サン プリ ング し て いる た め 。 走査 線 1 本 分 の 容 
量 は , 

910X8 ニ 7280 ビッ ト 
と な が なり 。 よ フィ ー ル ド で は 。 

262.5 メ 7280 三 1911000 ビッ ト 
と な り ま す . これ は , メモ リ 2 個 分 の 容量 に 相当 し ま 
す 。 そこ で , Y 信号 系 。C 信 号 系 を 別々 に 処理 する た 
め ,。 メモ リ を 4 個 使用 し て いま す . 

図 10 は 実際 の メモ リ ・ マ ッ プ で す 。 この メモ リ は , 
4 ビッ ト で 1 ワー ド 構 成 と な っ て いる た め 。 2 個 を パ 
ラ レ ル に 使用 し て ,。 8 ビッ ト の 信号 に 対応 きせ て いま 
プリ [ 

エフ ェクト 時 と ノン ・ エ フェ クト 時 の 切り 替え は , 
74ALS157 に て 行っ て いま す 。 この と き 。 メモ リ か ら 
読み 出し た 信号 と 書き 込み の 信号 で は , 1 クロ ッ ク 読 
み 出 し が 遅れ る の で ,。 ノン ・ エ フェ クト 時 の スル ー 信 
号 を , 1 クロック 分 だ け 74ALS374 で 遅延 させ て いま 
す 。 これ は カ ヵ カラー 同期 の 連続 性 を 保つ た めで す . 

仙 D-A コン バー タ 部 
この ブロ ッ ク で は , メモ リ 部 か ら 送 られ て くる ディ 








《 図 9? フィ ー ル ド ・ メ モリ TMS4C1050NL の 特徴 と ピン 配置 


- 構 成 262.263x4 ビッ ト 


・ 高 速 FIFO 動作 
非同期 リー ド / ラ イト 動作 が 可能 


商 選 な ドブ て ト * クル 時 


ーー ほう 13008。 Ne 
TMS4C1050 一 6NL 50ns 60ns 60ns 
・ オ ー ト ・ リ フレ ッシュ 制御 回 路 内 蔵 ( 疑 似 ス タテ ィ ッ ク 動 作 ) 


・ 単 一 5V 電 源 電 圧 (許容 範囲 キ 10%) 


・ 低 消費 電力 275mW (最高 動作 時 最大 値 ) 
・ 入 出力 は 完全 TTL コン パチ ブル 


(a) 主 な 特徴 














ジタル 信号 を , ふた た び も と の アナ ログ 信号 に 変換 し 
ます 。 

8 ビッ ト の ディ ジタル 信号 は 。D-A コン バー タ 1IC 
MB40778H に よっ て アナ ログ 信号 に 変換 され ます . 
この あと ,。 4 な 。: の クロ ッ ク 成 分 や 。 その 高調 波 を ロー 
パス ・ フ ィ ル タ (7 MHz) に て 除去 し 。 ター ミナ ル 部 よ 
り 出 力 す る の に 必要 な レベ ル に まで 増幅 し ます 。 

調整 ボリ ュー ム は , ター ミナ ル 部 で の 出力 信号 レベ 

ル が 75 52 終端 時 に 入力 レベ ル と 等 し く な る よう 。 ま 
だ た Y 信 号 と C 信 号 そ れ ぞ れ の 入出 力 レ ベル が 1 : 1 の 
関係 に な る よう に 調整 し ます . 
_ 実際 の 製作 に お いて は ,。A-D コン バー タ 部 の 製作 
と 同様 に 。 アナ ログ 信号 と ディ ジタル 信号 の グラ ウン 
ド の 分 離 や 。 電源 の EMI フィ ル タ に よる アイ ソレ ー 
ショ ン を し っ か り 行 っ て くだ さい . 


測定 と 性 能 評 価 


最後 に , 製作 し た 装置 の 電気 的 特性 の 評価 に つい て 
説明 し ます . 

ビデ オ 信 号 の 評価 方 法 は た くさ ん あり ます が 。 ここ 
に 紹介 する 項目 は 代表 的 な も の で す . 

まず 。S/ で す が 。 これ は ビデ オ ・ ノ イズ ・ メ ー タ 
で 測り ます . 50 % の 白 レ ベル 信号 を 入力 し た と き の 
S// は 48.5 dB で し た 。 

その 他 , 周波 数 特性 。 の 忌 。 わり 。V サ グ 。 カラ ー・ 
ベク トル な どの 泊 定 を 行い , 写真 7 フー 写真 10 に それ 
ぞ れ の 定 結果 を 示し まし た . また ,。 必要 に 応じ て 
SG( シ グ ナ ル ・ ジ ェ ネ レー タ ) か ら 本 器 へ の 入力 波形 も 
示し まし た (すべ て スチ ル 状 態 で 測定 ). 

細 玩 疾 < エフェクタ で は 。 入力 きれ る 信号 と 出力 さき 
れる 信号 に 差 の な い ( 画 質 劣 化 の な い ) こと が 最大 の 高 


画質 で ある と いえ ます .。 


写真 7 (b) と (c) は , それ ぞ れ 写真 7 (2) の カラ ー・ バ ー 
信号 を 入力 し た と き の 濾 形 と カラ ー・ ベ クト ル で す 。 
の ご と の とり の 泊 定 は , 写真 8(a) の よう な ラン プ ジ 波 


レオ 4 


が か 


TMS4C15050 NL 


:・ ラ イト < イネ マン ルル 
: シリ アル ・ ラ イト ・ 
クロ ッ ク 

: リ セッ ト ・ ラ イト 

ーー 多肉 の 


UI を エニ ッ パ と 

・ シ リア ル ・ リ ー ド ・ 
タロ ッ ク 

: リ セッ ト ・ リ ー ド 

ーー ダグ 尋 衝 

:5V 電源 電圧 

の タン 








形 に 。 サブ ・ キ ャ リア を 加え た 信号 を 入力 し て 行い ま 
写真 8(b) と (co) は, / 己 と の 特性 で す 。 それ ぞ れ 
3.9%% と あー ぎざぎざ し て いる 

の は 量子 化 フ イズ の 影響 で す . 
写真 9(b は , 写真 9(a4) の フィ ー ル ド ・ パ ルス 信号 を 

入力 し た と き の V サ グ で す 。 サ グ は 約 1 % 程 度 で , 

な い に 等 し いく らい で す 。 
写真 10(b) は , 写真 10( ぬ 9) の スイ ー パ の 信号 を 入力 
し た と き の 周 濾 数 特性 で す 。 6 MHz マー カ で の レベ 

ル ・ ダ ウン は 。 一 2 dB 以内 で す . 
また 。 解像度 チャ ー ト 信号 (モノ フ ス コー プ ) を 入力 す 

る と 。 500 本 の クサ ビ が は っ きり と 確認 で きま し た 。 

本 器 で 使用 し た ロー パス ・ フ ィ ル タ で は , グル ー プ ・ デ 

ィ レ イ が 原因 と な る 画面 上 で の スミ ア ( オ ー バ シュ ー 
ト や リン ギン グ ) な ど は 見 えま せん で し た 。 
筆者 は 本 器 を ビデ オォ 編集 用 に フル 活用 し て いま す . 
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(本 稿 は トラ ンジ スタ 技術 1991 年 4 月 号 の 記事 を 再編 
信 し し だ もの で す ) 
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< 写真 92 V サ グ の 評価 


< 写真 10> 周波 数 特性 の 評価 





b) ス チル 時 の 出力 波形 


〈 写 真 7? カラ ー・ バ パー 信号 に よる 評価 


(b) ス チル 時 の /C 


< 写真 8> DG( 微 分 利得 ) と DP( 微 分 位相 ) 特性 
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b) ス チル 時 の 出力 波形 
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2 イン ピクス が 0 人 8 


eessss4 の ピグ チャ ャ シス テム と は チチ 尺 補 画 
面 ( 親 画面 ) の な か に 縮小 され た 子 画 南 を 挿入 し て 同時 
に 2 画面 を 楽し な こと が で きる 装置 の こと で す ( 写 真 
1 ) . 

た と えば , 親 画面 で ビデ オォ の 映画 を 見 な が ら , 子 画 
面 で テレ ビ の 野球 を 見 た りす る こと が で きま す . そし 
て ,。 野球 が お も し ろく な っ た ら 。 野球 を 親 画面 に し て 。 
映画 を 子 画面 に 切り 替え を る こと も で きま す . また 。 本 
稿 で 製作 する シス テム の オリ ジ ナ ル 仕 様 と し て , 子 画 
面 を 同時 に 親 画面 の 四隅 に 表示 する 
が あり ます . マル チ 4 画面 機能 使用 時 は , 

上 画 と な り ま す . 

器 枕 ま 2S ピク チャ < イン *・ ピ クチ ャ ・ シ ステ ム は 大 
容量 の メモ リ や 高速 の A-D,。D-A コン バー タ が 必要 
で ,。 部 品 点数 も 多く , 複雑 で 技術 的 に 難し いも の で し 
た 。 本 稿 で と りあ げ る 1IC キ ッ ト は この よう な シス テ 
ム に 適合 する メモ リ , A-D, D-A コン バー タ を 集積 


画 。 残り の 3 画面 が 静 


化し , 高速 で 複雑 な メモ リ 制 御 を の LSI で 行っ 
て いま す . 
し た が っ て , この 1IC キット を 使用 する こと に より 。 


シス テム を スム ー ズ に 製作 で きま す . 
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還 て 1 
の 
琴 


し か し , この 1I1C キ ッ ト は 第 2 世代 の も の で あり , 
現在 (1991 年 ) 第 3 世代 の IC キ ッ ト (3 チッ プ 構 成 ) を 
開発 中 で す 。 垂直 フィ ル タ や , 直線 補間 な どの 機能 を 
内 蔵 し て , 画質 も 向上 する は ず で す 。. 


ビデ オ 信 号 と 色差 方 式 


ビデ オォ 信号 は 図 1 の よう に , 輝度 信号 (Y 信号 : 輝 
度 三 明る さ ), (CC 信号 : 色相 三 色 合い と 色 飽 和 
度 = 色 の 濃 さ ), それ に 同期 信号 (HD, VD 信号 : 画 
像 の 出力 タイ ミン グ ) か ら な る (複合 
信号 ) の 形 を し て いま す 。 この ビデ オォ 信号 を メモ リ に 
記録 する 場合 . コン ポジ ッ ト 信 号 を その まま A-D 変 
換 し て メモ リ に 記録 する R ジ ッ ト 方 式 と 。 コン ポ 
ジッ ト 信 号 を Y/C 分 離し た の ち ,。 色 信 号 を 色差 信号 
(KR ポーY。BーY 信号 ) に 復調 し て , 輝度 信号 と 2 種 の 
色差 信号 を , それ ぞ れ A-D 変換 し て メモ リ に 記録 す 
る コン ポー ネン | (色差 方 式 ) と に 大 別 き され ます . 
@ コン ポジ ッ ト 方 式 

コン ポジ ッ ト 方 式 は 。 ビデ オ ・ コ ン ポ ジッ ト 信 号 を 。 
同期 信号 や カラ ー・ バ パー スト を 含ん だ 形 で A-D 変換 し 


< 写真 1 

ピク チャ ・ イ ン ・ 
ピク チャ の 画面 
(1 画面 ) 


< 図 1: ビデ オ 信 号 ( コ ン ポ ジッ ト 信 号 ) 
還 罰 : 色 信 号 


ーー : 輝度 信号 





カラ ー・ 
ノー スト 





同期 信号 ! 
A-D 変 換 範囲 
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《 図 2> 
ビデ オ 信 号 


ビデ オ ・ コ ン ポ ジン ッ ト 信 号 





1 
! 
I 
! 
1 
! 
! 


ーー ニーーーーーーーーー ニ ーー 
有効 画像 領域 


て メモ リ に 記録 し ます 。 し た が っ て 。 比較 的 少な い メ 
モリ 容量 で 済み ます が , この 方 式 の 場合 , 時 間 軸 変換 
を と も な う 画 面 サ イズ の 拡大 ・ 縮 小 な どの と き に は , 
色 副 搬送 渡 の 位相 の 連続 性 を 保つ の こと が 困難 に な り ま 
す 。 つ まり 。 画面 の 拡大 ・ 縮 小 が 実現 し に くく な る と 
いう つこ だ の 0 
@ コン ポー ネン ト 方 式 

これ に 対し て コン ポー ネン トト 方 式 で は 。 図 2 の よ 
うに コン ポジ ッ ト 信 号 を ,。 Y 信号 と RーY。BーY 信 
号 に 分 離し 。 それ ぞ れ A-D 変換 し ます . 

その だ た だめ, コン ポジ ッ ト 方 式 に くら べ る と メモ リ 容 
量 が 若干 多く 必要 に な り ま す 。 色 信 号 で の 色相 は カラ 
ー・ バ ー ス トト (3.58 MHz) に 対す る 位相 に より 決ま り ま 
す が , 色差 信号 に 復調 し て し まえ ば 。 位相 情報 が ふた 
つの 信号 の レベ ル で 表 さ れ ま す 。 

し た が っ て , 時 間 軸 変換 を と も な う 画 面 サ イズ の 拡 
大 ・ 縮 小 な ど が 容易 に 行え を る よう に な り ま す . 


《 図 3> 
ビク チャ ・ イ ン ・ ピ クチ ャ ・ 
シス テム の ブロ ッ ク 図 





= て 
ーー 
員 
dD 


構成 1 の 機能 概要 


本 稿 で 製作 する ピク チャ ・ イ ン ・ ピ クチ ャ ・ シ ステ ム 
は , 以下 に 示す 七 つ の IC に よっ て 構成 され ます 。 
・ IM51285BFP: エン コー ダ 
・IM51271SP: デコ ー ダ 
・M52684AP : 同期 分 離 
・IM52686AP: A-D コン バー タ 
・IM52682P : D-A コン バー タ 
・M5M4C500L: メモ リ 
・IM50541FP: コ ント ロー ラ 

( ぃ ずれ も 三菱 電機 ) 

まだ た だ, この ほか に 書き 込み 系 の クロ ッ ク の 原発 振 と , 
読み 出し 系 の クロ ッ ク の 波形 整形 用 に 以下 の 二 っ の 
IC を 使用 し ます . 
・SN74S124N : VCO 
・M74HCU04 : ロジ ッ ク 

図 3 に 本 シス テム の ブロ ッ ク 図 を 示し ます 。 


M51285BFP 


M52686AP 


M5M4C500L M52682P 
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の Y 。 以下 , 各 1C の 概要 に つい て 述べ ます 。 
、 。 画 アナ ログ 系 IC 


_ @ M51285BFP 

0 M51285BFP は ,。 ピク チャ ・ イ ン ・ ピ クチ ャ ・ シ ステ 
S3 “ ム や フル ・ フ ィ ー チ ャ ・ シ ステ ム な どの ディ ジタル 特殊 
、。 再生 シス テム 用 の TIC で , 以下 の 機能 を も ち ま す . 

に (1) ビデ オ ・ ス イッ チ 

。 。 ・ 入 力 の 親子 画面 切り 替え スイ ッ チ 


に ・ 親 画面 に 子 画面 を 挿入 する スイ ッ チ 
> ・ 子 画面 枠 挿入 スイ ッ チ 

_ (2②) 同期 分 離 回 路 

WIY。 ・CSYNC 分 区 

PE ・V.SYNC 分 離 
「 ・H.AFC 

2 (3) 同期 検出 回 路 

上 (4) ACC 回 路 

れ ) (5) 4 な 。 PLL 

。 (6) キラ テー 回 路 

(7) クロ マ 変 調 回 路 

(8) Y/C 加算 回 路 

















・4 た c・VCXO 採用 に よる 正確 な 変調 軸 
・V 期間 で も 安定 な AFC 出力 (HD パル ス ) 
・ キ ラー・ レ ベル が 外部 設定 可能 
・ フ リー ラン ・ モ ー ド で 内 部 キャ リア 変調 可能 
・ 親 画面 と 子 画面 の ペデ スタ ル ・ レ ベル を 一 致 さ せる 
・ 種 々 の 特殊 再生 信号 処理 に 対応 可能 

4 に M51285BFP の ピン 接続 図 を 。 図 5 に 内 部 
プ ブロック 図 を 示し ます 。 

< 図 4 M51285BFP の ピン 接続 


L」CHROMA OUT 


中 ]C-SYNC IN 
記し VIDEO OUT 
STBFP IN 


SGND 2 


っ 
cy 
〇 
aal 
2 
の ) 
し 


叶 」YIN 
SUB C IN 


















層 | 1C-LEVEL FILTER 


| 」PIP SW 
き [| FRAME 


| ]B-YIN 
VIDEO IN - 1[ 愉 30| ]BFP IN 
SYNC DET FILTER My 上 SI 本 昌 | ドーYIN 
VIDEO IN- 2 口 いく 0) / 目 /22 
SYNC DET OUT5 隔 09 |K1| |FR (OUT 
TIMING RL16 
V SEP C 
V-SYNC OUT ロ 
C-SYNC OUT 品 
HD OUT 品 


M/S SW 


。26 唱 KILLER 
25|] KILLER LEVEL 

24KILLER REF. 

23 唱 MAIN C IN 
2 」ACC FILTER 









2 また , 特徴 と し て は 以下 の こと が あげ られ ます . THTUHTHHTTHTT 
< ほっ 品 有 ジム っ らら 后 らら 
\ 〇 品 。 選 ⑤ 局 
NIS ・ 親 画面 クロ マ ・ レ ベル に トラ ッ キ ング する 子 画面 ク は に > る らい を 
は ァ ン 
NN ロマ ・ レ ベル さ 呈 軸 "る き 
N、 an LL :E 
' ・ キ ャ リア ・ バ ラン ス 無 調整 
虹 < 図 52") M51285BFP の 内 部 ブロ ッ ク 図 
な こっ 
師 ーー の 
を > ーJ ビ に 
あい っ う る 対生 に 1 こ 
は の 人 出 コ 
ed L 軸 ES に < 
〇 〇 9 
5 00 の 学 Q 全 だ 人 琵 「 打 首 本 
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の ジジ 思 の を そ コ “デコ sf 際 人 ビ 
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あ 6 ひき 列 は Ke っ に 
プ デ  # の # き 】 


@⑯ M51271SP " また , 特徴 と し て は 以下 の こと が あげ られ ます 。 


M51271SP は 5 V 系 ビデ ォ 信 号 処理 用 の IC で , 色 ・ 電源 電圧 5 V, 回 路 電流 50 mA(typ) に て 低 消 費 電 。 
信号 処理 。 色 復調 を 行い ます . RY, BY 色差 信 000 [ 負い 
号 を 出力 し , NTSC, PAL 両方 式 に 対応 が 可能 で す . ・ 4 アプ sc (NTSC : 14.32 MHz。 PAL : 17.73 MHz) 発 

M51271SP は 以下 の 機能 を も ち ま す . 振 , 1/4 分 周 に て RY 軸 ,BーY 軸 サ プ ・ キ ャ リア 3 
(1) ACC 色 信 号 増幅 器 を つく り 色 復調 を し て いる に 
(2) 色 飽和 度 制 御 " ・ 外 部 定数 に より 。 バー スト ・ ゲ ー ト ・ パ ルス の 位置 
(3) 色相 制御 「 幅 を 任意 に 設定 で きる 
(4) キラ ー 制 御 図 6 に M51271SP の ピン 接続 図 を , 図 7 に 内 部 ブ 
5) 同期 分 離 ロッ ク 図 を 示し ます . 

(6) バー スト ・ ゲ ー ト ・ パ ルス 発生 s⑳ M52684AP 
(7) RーY, BY 復調 器 M52684AP は 。 TV。 VTR な どの 水平 , 垂直 の 同 


期 信号 分 離 。 水平 の AFC(Automatic Frequency 

Control) 用 の IC で す . 
| 同期 分 離 出力 特徴 と し て は 以下 の こと が あげ られ ます 
日 同期 分 離 ス ライ ス ・ レ ベル ・ 外 付け 部 品数 が 少な く , 調整 が 不要 
| 同期 分 離 フィ ー ド バッ ク 容 量 ・ 水 平 の カウ ント ・ ダ ウン で , H-Hold が 不要 人 
日 同期 分 離 ビ デオ 信号 入力 ・ 外 付け 部 品 の 付加 に より , VD 出力 の タイ ミン グ お か 
Hp パル ス 入 力 よび 幅 の 可変 が 可能 C 
内 ル ス ズ カ ・ 水 平 同期 信号 か ら 安定 し た HD が 得 られ る 


キラ ー > ー い 
1 EC 図 8 に M52684AP の ピ ン 接 続 図 を , 図 9 に 内 部 ブ 
- 谷 


< 図 6 M51271SP の ピン 接続 















パー スト ・ ゲ ー ト パル ス 位置 | | 
パー スト ・ ゲ ー ト ・ パ ルス 幅 | | 
色 信 号 出 力 | | 

色 飽 和 度 制御 | | 

色 信 号 入力 | | 
入力 バイ アス 容量 | 人 
ACC フ ィ ル タ | | 

基準 電位 | | 


ID パル ス 出 力 | 委 唱 | サ プ キ ャ リア 出力 (90") ロッ ク 図 を 示し ます . 0 
APC フ ィ ル タ [| 』 2 |R-Yb ヵ カ 以上 の 三 つ の IC が 。 リ ニア 系 の IC で す . 


上 9]B-Y カ 6 





VCXO 出 力 | | 
「 ル 系 IC しま 
色相 制御 | | 9| | サ プ キ ャ リア 出力 (180") oo 0 
VCXQ 入 力 | | 8| |INTSC/PAL の り 替 え ぇ つぎ に , ディ ジタル 系 の IC に つい て 説明 し ます 。 va 
GNDL 謙 LIR-Y 入 カ @ M52686AP 90 
B-Y 入 力 | | 0 
6 Hec M52686AP は , 4 入力 そ ジ チレ クサ 仁科 清 紀 
< 図 7*⑦ M51271SP の 内 部 ブロ ッ ク 図 生ん 
同期 分 離 2 に 「 
同期 分 離 フィ ー ド 同期 分 離 ラー ニー. キラ ュ 。 キャ リア 
スラ イス ・ パック ビデ オ  HD パ ルス BLK/* ル レス 基準 フィ ル 出力 
レベ ル 容量 信号 入力 2 の フィ ル タ 量 夕 容 量 (90*) R-Y 出 力 B-Y 出 カ 





サブ プ キ . ヤ ツリ 実 
出力 (180") 
円 W 寺 9 1 NL 、 
1R-Y 入 力 
パー スト ・ ゲ ー ト 剛 
ン ゃ る. 位 較 Q① 16) 電源 
パー スト ・ ゲ ー し 隊 識 8 5 員 
ソ パ ルス 幅 @: 1 ピ か ーー 「 6 ーーー 十 ⑬⑮)B-Y 入 力 
色 信 号 出力 (3】 


色 多 和 度 制御 (4 訪 接地 1 


VCXO 入 カ 


ー② 色相 制御 


バイ ACC 基準 ID パル ス APC VCXO 
谷 重 フィ ル タ タ 電位 出力 フィ ル タ 出 カ 


127 


し Pd 





用 6 ビッ ト A-D コン バー タ で す 。 
機能 と し て は , 
(1) クラ ング 回 路 内 蔵 (Y。R 一 Y。BーY。 コ ン ポ ジッ 


ト ) 
(2) 4 入力 マル チ プ レク サ 内 蔵 


《 図 8") M52684AP か 





同期 信号 分 離 出力 | | 
GND 


垂直 同期 分 離 制 御 


垂直 同期 分 離 制 御 2 
垂直 同期 分 離 フ ィ ル タ 


< 図 9① M52684AP の 内 部 ブロ ッ ク 図 


Us 8 A 水平 発振 水平 発振 AFC 水平 同期 


入力 へ 72 【CC フィ ル タ 信号 出力 





6 


直 同 期 垂直 同期 垂 
離 制御 2 分離 フィ ル タ 信 


E 

隅 
dl 回 
革 司 
滞 吾 


〈 図 11> 
M52686AP の 
内 部 ブロ ッ ク 図 


VIDEO 
INPUT 
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INPUT ら 


INPUT 


CLAMP 
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OB だ SRe こき SV 


(3) リフ ァ レ ンス 電源 内 蔵 

(4) 6 ビッ ト A-D コン バー タ 

な ど が あげ ら れ , 特徴 と し て は , 

・ ビ デオ ・ コ ン ポ ジッ ト 信 号 お よび コン ポー ネン ト 信 
号 を 入力 で き 。 Y 信号 と 民 一 Y。BーY 信 号 と の マ 
ル チ プ レク ス が で きる 
・ 最 高 サ ンプ リン グ 周 濾 数 が 20 MHz と , PAL で 4 
な c に も 対応 で きる 

・Y と C じ の コン ポー ネン ト 信 号 の クラ ンプ ・ パ ルス 入 
力 が で きる 

・ ア ナ ロ グ 入力 レベ ル は 。 1 Vi_ 

10 に M52686AP の ピン 接続 図 を , 11 に 内 部 


< 図 100 M52686AP の ピン 接続 


VRB| 
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VRT| 屋 ' 
ANALOG MONITOR[ | NN 2 |p。 
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B-Y INPUT| 還 議 議 上 | |B: 
R-Y INPUT | 較 半 較 | | B。 
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AGND| | 
DGND | 紳 |TNPUT 
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プロ ッ ク 図 を 示し ます 。 
る M52682P 

MS52682P は 6 ビッ ト 高 速 D-A コン バー タ を 3 組 
内 蔵 し た IC で す . 3 組 の D-A コン バー タ を それ ぞ れ 
Y 信号 と R 一 Y。BーY 信号 に 用 いる こと で 。 映像 信 
号 の ディ ジタル 処理 を 簡単 に 行う こと が 可能 に な り ま 
す . 

各 D-A コン バー タ の デー タ 入 力 は 共通 に な っ て い 
ます か ら , 点 順次 に 並ん だ デー タ を D-A 変換 する ピ 
クチ ャ ・ イ ン ・ ピ クチ ャ ・ シ ステ ム な ど へ の 応用 に 最適 
で び 。 

機能 と し て は , 以下 の こと が あげ られ ます . 

1) 基準 電圧 源内 蔵 

(2) アナ ログ 出力 極性 反転 機能 

(3) プラ ン キ ング 機能 

(4)3 チ ャ ネル 6 ビッ ト D-A コン バー タ 
まだ た, 特徴 と し て は , 

・ セ トリ ング ・ タ イム 90 ns 

・ デ ィ ジ タル 入力 は TTL レベ ル 

*・ アナログ 出力 レベ 本 5 

・ 外 付け 部 品 が 少な い 

な ど が あげ ら れ ま す .。 

12 に M52682P の 構成 を 示し ます . 
っ M5M4C500L 

M5M4C500L は 320 行 X256 列 X6 ビッ ト 構 成 の メ 
モリ ・ ア レイ と ,。 256X6 ビッ ト 構 成 の シリ アル 入 カ メ 
モリ 。 お よび 256X6 ビッ ト 構 成 の シリ アル 出力 メモ 
リ か ら な る フィ ー ル ド ・ メ モリ で す 。 

メモ リ ・ ア レイ と シリ アル ・ メ モリ 間 の デー タ 転 送 。 
行 ア ドレ ス , 列 ア ドレ ス 指 定 に は , 多種 類 の 選択 動作 
が 可能 で す 。 選択 命 令 は 。 8 ビッ ト に コー ド 化 し て 。 
アド レス ・ ピ ン に マル チ デ プレ クス し て 与え ます . 

この メモ リ は NTSC。 PAL,。 SECAM の どの 方 式 
の ビデ オ 信 号 に も 適し た フィ ー ル ド ・ メ モリ と し て 使 
用 で きま す . 
sp IM5M4C500 ル し ファ ミリ ( 表 1) 

MS5M4C500 ル ファ ミリ の 特徴 と し て は , 以下 の こ 
と が あげ られ ます . ~ 
・ TV, VTR の 各種 応用 に 最も 適し た メモ リ ・ ア レイ 

構成 e 6 の あ 誠 0 る 69.95D る 8 み 66 も :6 5w: 全 な 320 行 X256 列 x6 ビッ ト 
・ 大 容量 シリ アル ・ メ モリ で 映像 期間 内 デー タ 転 送 が 







< 表 1> M5M4C500L ファ ミリ 





MS5M4C500L-5 
MS5M4C500L-6 
M5M4C500L-10 


※ ま … フ フィー ルド ・ メ モリ と し て 使用 時 . シリ アル 入力 , シリ アル 出力 は と も に 最小 サ 











馬 ロー 256X6 ビッ ト 
(入力 側 。 出力 側 と も ) 

・ シ リア ル 入 力 と シリ アル 出力 は 。 完全 に 独立 か つ 非 

同期 に 動作 可能 

・ 各 種 の デー タ 転 送 。 リフ レッ シュ 動作 指定 な どの 命 

令 コー ド 化 に より , 複雑 な タイ ミン グ 制 御 を 内 部 処 

理 

・ 命 令 / 行 アド レス / 列 アド レス の 3- マ ル チ プ レク ス 

方 式 採用 

・ 行 アド レス, 列 ア ドレ ス は 内 部 アド レス 発生 に より 

省略 可 

・ リ フレ ッシュ 時 間 20 ms(320 リフ レッ シュ ・ サ イク 

ル ) 保証 

・ 全 入力 と も , TTL 直結 可能 で 低 入力 容量 

・5V 単 一 電源 動作 

13 に 。 M5M4C500L の ピン 接続 図 を , 14 に 

内 部 ブロ ッ ク 図 を 示し ます . 

⑳ M50541FP 

MS50541FP は 。 TV。 VTR に お いて ピク チャ ・ イ 


< 図 12* の 0 M52682P の ピン 接続 と ブロ ッ ク 図 
vg 罰 9 9 ーー 24| COMP 


| 0 半生 
(analog) トーー ゴ イー 0 23| VRT 
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イク ル で の 動作 時 . 
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ン ・ ピ クチ ャ 表示 を 行う メモ リ ・ コ ント ロー ル 1IC で 
す 。 IM50541FP は フィ ー ル ド ・ メ モリ M5M4C500L, 
AN3D コ ツバ パー タ MM52686AP, D-A コ ン バ パー タ 
M52682P。 デ コー ダ M51271SP。 エンコーダ 
M51285BFP な どの 1IC と 組み 合わ せる こと に より , 
コン ポー ネン トト 方 式 の ピク チャ ・ イ ン ・ ピ クチ ャ 表示 シ 
ステ ム が 構成 で きま す . 
特徴 と し て は , 以下 の こと が あげ られ ます . 
・ フ ィ ー ル ド ・ メ モリ M5M4C500L を 用 いて , 子 画 面 


(1) M51285BFP (入力 側 ) 

17 に お い て 。 IM51285BFEP の 2 ピ ン (VIDEO 
IN -1) と 4 ピン (VIDEO IN -2) に は , 2 系統 の ビデ 
オ ・ コ ン ポ ジッ ト 信 号 が 入力 され ます 。 内 部 の 親子 反 
転 ス イッ チ に よっ て 一 方 が 親 画面 (スル ー 画 ), 他方 が 
子 画面 (メモ リ 画 ) に 選択 きれ ます 。 親子 反転 スイ ッ チ 
は 1 ピン (VIDEO SW) へ の 入力 に よっ て 切り 替え ら 
れ ま す . 

親 画面 の 信号 に は , PIP スイ ッ チ に より 縮小 され た 





子 画面 が 挿入 され ます 。PIP ス イッ チ は , 41 ピ ン 
(M/S) に よっ て コン トロ ー ル され ます . 

同時 に , 親 画面 の 信号 は 同期 信号 分 離 の プロ ッ ク に 
入力 され , 8 ピン (V.SYNC_ OUT) か ら 垂 直 同 期 信号 
(VD) が 。 9 ピン (C.SYNC OUT) か ら 複 合同 期 信号 
(C.SYNC) が 。 10 ピ ビ ン (HD OUT) か ら AFC の か か 
っ た 水平 同期 信号 (HD) が それ ぞ れ 出力 され ます . 

M51285BFP に よっ て 分 離さ れ た HHD, VD, C. 


で 4 フィ ー ル ド 分 の バッ ファ ・ メ モリ を 構成 
子 画面 表示 サイ ズ : 縦横 と も , 親 画面 の 約 1/3 

・ 以 下 の 2 通り の 表示 モー ド を サポ ー ト 
1 画面 表示 : 4 フィ ー ル ド ・ バ ッ フ ァ を 使用 し , 乱れ 
の 少な い フ レー ム 表 示 を 行う . 
4 画面 表示 ・ 
4 フィー ルド を 同時 表示 (3 画面 は 静止 画 , 1 画面 は 
動画 も し く は 静止 画 ) 

・ 子 画面 の 表示 の ON/OFF, 子 画面 の 動画 / 静 止 画 , 
枠 の 有無 , 子 画面 の 表示 位置 (左上 , 右上 , 左下 , 
右 下 の 4 通り , 4 画面 時 は 動画 の 位置 ) の 選択 が 可 


< 図 13*D M5M4C500L の ピン 接続 






ル ss (0V) 【 の ) 「 人 5 
前 シリ アル ・ Sr 3 短 較 4 ルリ ァ ル 
・NTSC/PAL 両方 式 に 対応 1 PEW  () 『t 才 人 2 
・5V 単 一 電源 っ 人 人 の 6: ら シリ アル 
s が や 導出 カ 8) デー タタ 出力 
・C-MOS シリ コン ・ ゲ ー ト ・ プ ロ セ ス に よる 低 消 費 電 SLP 拒 
we ( ンス oo 本 議 2 デリ タス 
ea 誠 2 と ーー 
15 に M50541FP の ピン シ 接 続 図 を , 図 16 に 内 部 IRe/Ae 3 (0⑫⑳| 【Rz/A7 
ブロ ッ ク 図 を 示し ます 。 る 令 / IR4/A。 還 注 9 IRs/As5 久作 人 の 
アド レス 入力 ] iR。/A。 思 9 詞 OR IRs/As | 入力 
く ーー Il29 康 2| 「Ri/Ai 
シス テム の 動作 説明 CO 命令 / 列 アド レス 
AA FE 4 ト 0-7axs/TRE 3 隊 E 守 ス ト ロー ブ 和 人 カ 
" シリ アル b カ クロック SOC 本 5 計 計 半 隊 細 "に シリ アロ ッ ク 
それ で は 。 ピ クチ ャ ・ イ ン ・ ピ クチ ャ ・ シ ステ ム の 動 シリ アル 出力 soE 膨 靖 識 識 e9 尋 SIE = ジリ アル オカ 
作 原理 に つい て 説明 し ます . NM に 2 う j⑧| cey 


17 に 本 シス テム の 回 路 図 を 示し ます 。 
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IRS/CAS (22 罰 3 yp 生 22 SI の 

< 図 14⑦ M5M4C500L の 内 部 ブロ ッ ク 図 RAS/IRE(23 太 ー (26)STE 
2sip: 

3)sip: 

As/Ao(21) (2)SD。 
IR」/Ai(20 >F(10 SrD。 
IR/A(19) 了 Q2 SID。 
IR3/As(18) の ⑤ SIDe 
IRs/As (16) | いい 1 
衣 2 

IRe/Ae 5) ) bei 
3 
IR7/A7 G4 大 88 AN | (8) SOD。 

|[ ン | 1 | 

"6x9 aa 
は SODes 

ss (0V) 0⑲_ 0 y 出力 側 シリ UNE ー M ーーー (25) SOC 
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SYNC の 各 同 期 信 号 は ,。 それ ぞ れ コン トロ ー ラ 
MS50541FP の 同名 端子 に 入力 され ます . これ ら の 同 
期 信 号 に よっ て M50541FP は 。 メモ リ か ら 読 み 出 す 
場合 の タイ ミン グ の 生成 。 奇 数 / 偶 数 フィ ー ル ド の 判 
定 , クラ ンプ ・ パ ルス の 生成 を 行い ます . 


M51271SP か ら 出 力 さ れる C.SYNC は 。 コ ント ロー 
ラ MS50541FP の 同名 端子 へ 入力 され ます . 

これ ら の 同期 信号 に よっ て IM50541FP は 。 メモ リ 
書き 込み 時 の タイ ミン グ 生 成 , 奇数 / 偶 数 フィ ー ル ド 
の 判定 , クラ ンプ ・ パ ルス の 生成 を 行い ます . 


一 方 , 親子 反転 スイ ッ チ に よっ て 子 画面 に 選択 きれ 
だ ビデオ 信号 は , IM51285BFP の 42 ピン (SUB 
OUT) か ら 出 力 さ れ ま す . 

(2) M51271SP 

子 画面 に 選択 きれ た ビデ オォ 信号 は 。3.58 MHz の 
BPF を 通っ て 色 信 号 成分 の み に な り 。IM51271SP の 
5 ピン ( 色 信 号 入力 ) に 入力 され ます 。 第 1 増幅 。 第 2 
増幅 を 通っ た 色 信 号 は , 3 ピン ( 色 信 号 出力 ) か ら 出 力 
され , ふた た び MM51271SP の 15 ピン (B-Y 入力 ) と 
17 ピン (ドーY 入力 ) に 入力 され ます . この 後 。BーY 
復調 、R 一 Y 復調 が 行わ れ , 20 ピン (BY 出力)。 21 VDM 
ピン (RY 出力 ) か ら そ れ ぞ れ 色 差 信号 B-ーY。R 一 1 
Y 信号 が 出力 され , A-D コン バー タ へ 入力 され ます . ss 

同時 に 子 画面 に 選択 きれ た ビデ オォ 信号 は 。 pe 
IM51271SP の 27 ピン (同期 分 離 ビ デ ォ 信号 入力 ) へ 入 HDS 

Ss 
SVDb 
SCL 
N.C 
ADC 


輝 度 信号 に つい て は , M51285BFP の 42 ピン (SUB 


< 図 152① M50541FP の ピン 接続 


ES gbgBB 








力 さ れ , 同期 分 離 回 路 を 通っ て 30 ピン (同期 分 離 出 
力 ) より C.SYNC が 出力 され ます 。 
(3) M52684AP ' 
子 画面 に 選択 きれ た ビデ オォ 信号 は , 14 ピン (信号 入 
力 ) に 入力 され ます . M52684AP の 垂直 同期 分 離 回 路 
お よび 水平 同期 分 離 回 路 に よっ て , 7 ピン (垂直 同期 
信号 出力 ) と 8 ピン (水平 同期 信号 出力 ) か ら HD と 
VD が それ ぞ れ 出力 され ます . これ ら の HD, VD と 





TRS/CAS 






〇 


< 図 162 ゆ M50541FP の 内 部 ブロ ッ ク 図 
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< 図 17> ピク チャ ・ イ ン ・ ピ クチ ャ ・ シ ステ ム の 回 路 (NTSC 版 ) 


400ns と 
Lo クー 人 


OUT) から 出 力 さ れ た ビデ オ 信 号 は 1 MHz の LPF を 
通っ て 輝度 信号 成分 の み と な り , A-D コン バー タ へ ヘ へ 
入力 され ます . 
(4) M52686AP 

1 MHz の LPF を 通っ た 輝度 信号 と , M51271SP か 
ら 出 力 さ れ た 色差 信号 は 。 それ ぞ れ IM52686AP の ア 
EC 30 996 ピン (BY INPUT 7 ビン (R デ Y 
MOSS ビジ (XY ENPUT) ペ 和信 ガ さき 北 ま すず す 。 YY 
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2SA1115 


M52684AP 


R 一 Y。 BーY の アナ ログ 信号 は まず クラ ンジ 回 距 に 
よっ て 。 YY 信号 は ペデ スタ ル ・ レ ベル に 。R 一 Y。B 一 
Y 信号 は それ ぞ れ セン タ ・ レ ベル に クラ ンプ され ます . 
その 後 。 内 部 の マル チ ・ プ レク サ に よっ て 。Y。R 一 
Y。Y。BーY。Y… の よう に マル チ プ レク ス さ れ ま す 。 

表 2 に 画像 メモ リ へ の 書き 込み / 読 み 出 し の 仕様 を 
St ます 。 

マル チ デ プレ クサ の 仙 御 は 。 1L ビ ン (⑯Y)。 2 と を 


ンク 





< 表 2> メモ リ へ の 書き 込み / 読 み 出 し 仕様 


(SR 一 Y)。13 ピン (SBーY) に よっ て 行わ れ , コン ト 
ロー ラ M50541FP か ら 出 力 さ れ ま す .。 マル チ プ レク 
ス さ れ だ アナ ログ の Y。 RY。B-Y 信号 は 。6 ビ 
ッ ト の A-D コ ン バ ー タ に よっ て ディ ジタル の デー タ 
に 変換 され , 17 ピン 22 ピン (MSB--LSB) か ら 出 力 
され ます 。 

図 18 に 。 A-D コン バー タ の 制御 タイ ミン グ を 示し レ 
ます 
(5) M5M4C500L 

A-D コンバー タ か ら 出 力 さ れ た 6 ビッ ト の ディ ジ 
タル ・ デ ー タ は , フィ ー ル ド ・ メ モリ M5M4C500L に 
入力 され ます 。 この シス テム で は 。,。 子 画 面 の 1 フィ ー 
ルド を メモ リ の 256 列 X80 行 X6 ビッ ト と し て 合用 し, 
奇数 / 偶 数 フィ ー ル ド を それ ぞ れ 2 フィ ー ル ド 。 合計 
4 フィー ルド 分 を 記録 し ます 。 

図 19 に ,。 メモ リ 取 り 込 み 範 囲 を , 図 20 に 画像 メ 
モリ 内 の フィ ー ル ド 割 り 付 け を 示し ます . 
(6) M52682P 

フィ ー ル ド ・ メ モリ M5M4C500L より 読み 出さ れ た 
6 ビ ピット の ディ ジタル ・ デ ー タ は 。D-A コン バー タ 
MS52682P に 入力 され ます . M52682P は 6 ビッ ト の D 
- 信 コン バー タ を 3 チャ ネル 内 蔵 し て いま す が 。 三 つ 
の D-A コン バー タ と も 入力 が 共通 に な っ て いま す の 
で ,。 それ ぞ れ の クロ ッ ク の 位相 を ずら すこ と に よっ て 


ーO 一 ぶ ー 〇 ーー ムー 〇 一 メー 〇 ー ム ー 〇 一 メー 〇 ーー ムー 
YR-Y YB-YYR-YYB-YYR-YYB-Y 


320 太 5.035MHz 
160 太 =2.517MHz 
80 太 1.258MHz 
80 太 1.258MHz 


320 太 5.000MHz 
160 太 2.500MHz 
80 太 1.250MHz 
80 太 1.250MHz 


3X320 太 15.100MHz 
3X160 廊 7.552MHz 
3X80 太 3.776MHz 
3X80 太 3.776MHz 


3X320 廊 15.000MHz 
3X160 廊 =7.500MHz 
3X80 廊 3.750MHz 
3X80 廊 3.750MHz 


| YJR-YJB-Y と も 6 ビッ ト NTSC と 同じ 


司 に 

えら NTSC と 同じ ' 
80 ラ イン 
80 ラ イン dl NTSC と 同じ 
80 ラ イン 








マル チ デ レス ク さ れ た だ た Y。 RY。BーY マ の デー タ を 
分 離し ます . 

図 21 に 。D-A クロ ッ ク 。 シリ アル 出力 クロ ッ ク ・ 
錠 卒 ミン グ を 示し まず 。 

(7?) M51285BEP (出力 側 ) 

D-A コン バー タ M52682P に よっ て アナ ログ に 変換 
され だ た 子 画 面 の Y。 RY。B-Y 信号 は 。 ふたたび 
M51285BEFP に 入力 され ます . ' 

色差 信号 RY。BーY は ここ で クロ マ 信 号 に 変調 
され ます . さら に 輝度 信号 と 加算 され , 同期 信号 が 付 
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< 図 19> M5M4C500L の メモ リ 取 り 込 み 範囲 

前 o269980 、 
, H-Sync LIj 
1 IYSyne "38 256 み Y: 0 
























26CZ 


536/s) (50.884zs)| R-Y:64 の . 
7H 0 ( 肌 に 0 (5.14e) 


(PAL 49H) 






262.5H| 240H( * ) 


に に *3 ー と に サン プリ ング NTSC の 場合 
5.5H す 当 ンプ リン グ 行 数 は 80 ラ イン ) CZ こ 1/5.035MHz 
H : 水平 走査 株 


加 さ れ て ビデ オ ・ コ ン ポ ジッ ト 信 号 と な り ま す .。 その 
後 。 PIP スイ ッ チ で 。 親 画面 に 挿入 され , 枠 を 付け ら 
れ て 最終 的 な ピク チャ ・ イ ン ・ ピ クチ ャ の ビデ オォ 信号 と 
し て 出力 され ます . 

(8) M50541FP 

_M50541FP は , 子 画面 の 画像 を , 以下 に 示す 手段 
に より 親 画面 に は めこ み ま す . 

子 画面 画像 の 水平 , 垂直 。 コン ポジ ッ ト 同 期 信号 に 
同期 し て 。 子 画面 の 画像 デー タ (Y。R 一 Y。 BY 信 
号 ) を ,。 ビデ オ ・ メ モリ に 取り 込み ます 。 一 画面 表示 の 
場合 は , この 際 に フィ ー ル ド の 奇数 / 偶 数 判定 を 行い 
ー 和 

親 画面 画像 の 水平 , 垂直 。 コン ポジ ッ ト 同 期 信号 に 
同期 し て 。 ビ デオ ・ メ モリ 中 の 子 画 面 の 画像 デー タ 
(Y。 RY。BーY 信号 ) を , 取り 出し ます . 一 画面 
表示 の 場合 は , この 際 に 親 画面 の フィ ー ル ド の 奇数 / 


テディ ジタル ・ ビ デオ ・ エ フェ フタ の 設計 の 基礎 


映像 に 各種 の 効果 を 与え る エフ ェ ク タ に は いろ い 
ろ な も の が あり ます . と くに 最近 の テレ ビ ・ コ マー 
シャ ル や 。 音楽 プロ モー ショ ン ・ ビ デオ な ど で は 最 
新 の も の が 使用 きれ て いる よう で す . 

これ ら の エフ ェ ク タ の ほぼ 1009%% が ディ ジタル 信 
号 処 理 に より 実現 きれ て いて 。 アナ ログ 信号 処理 で 
は 不可 能 に 近い も の ば か り で す . 

ァ ィ オジ ダル ・ エ フェ クタ は 無限 の アイ デア に より 
生ま れ て きま す が 。 設計 の と き 一 つ だ け 注 意 す る こ 
と が あり ます . 

それ は , 同期 信号 の 保護 で す . 映像 に 効果 を 与え 
る と き 同 期 信 号 に まで 効果 を 与え を て し まう と 同期 が 
乱れ て 使い も の に な ら な く な っ て し まい ます 。 同期 
信号 の 具体 的 な 保護 に は , シン ク と カラ ー・ バ ー ス 
ト の 信号 と し て の 保護 と 。 エフ ェクト され だ た 映像 信 
号 が ペデ スタ ル ・ レ ベル より 下がり すぎ て 。 受け 側 
の 機器 で 同期 信号 検出 が 誤 判 定 し な いよ うな 対応 が 


134 


< 図 20> M5M4C500L の フィ ー ル ド 割 り 付 け 





偶数 と 合っ た デ 
痢 た 
画面 の 緒 小 は つぎ の よう に し て 行い ます . 
水平 方 向 : メモ リ へ の 画像 の 取り 込み の 3 倍 の レー 
ト で 読み 出し 表示 を 行い ます . 
垂直 方 向 : メモ リ へ 書き 込む と き に 。 水平 3 ライ ン 
ご と に 1 本 を 取り 込み , 表示 時 に 1 ライ ン ず つ 連 
続 に 表示 し ます . 
図 22 に , 子 画面 の 表示 位置 を 示し ます . 
MS50541FP は 。 以下 の 機能 を も っ て いま す . 
p IM51285BFP に 対し て 


ー タ を 取り 出し 。 フレ ー ム を 合わ せま 


必要 で す . 

前 者 は , ブ プラン キン グ 期 間 だ け エ フェ クト 動作 を 
止め る か , エフ ェクト 後に 同期 信号 の すげ 替え を 行 
うと と に より 圭 成 じ ま :、 

後者 は 。 エフ ェクト され た だ 信号 に リミッタ を か け 
る こと に より 対応 し ます 。 少な く と も ,。 カラ ー・ 
バー スト の 下 側 よ り 下 が ら な いよ うな 対応 が 必要 か 
と 思い ます . 

図 A 人 に ディ ジタル ・ ビ デオ ・ エ フェ クタ の 基本 的 
な 系 統 の 一 例 を 示し ます .。 エフ ェクト で の 信号 処理 
時 間 が 比較 的 短い 場合 の 同期 信号 は , 入力 の 位相 合 
わせ を 行っ て その まま 使用 し ます が 。 エ ブ 下 み . ド に 
メモ リ な ど を 使用 し た 場合 は , 同期 信号 を リジェ ネ 
(再発 生 ) し て すげ 替え ます . (村上 信幸 ) 


トン シス タ 技術 
5 ロビ ビ I ロ し 


< 図 21 > M52682P の 制御 タイ ミン グ 





Y 出 カ 
BY グッ 
B-Y 出 力 
RsY ク ロッ タ 兆 
R-Y 出 力 


。。 : セ ッ ト ア ッ プ ・ タ イム 10ns (min) 
みみ : ホー ルド ・ タ イム 10ns (min) 
PIP スイ ッ チ 制御 : SWMM 
梓 信 号 発 生 ・WG 
p IM52686AP に 対し て 
A-D クロ ッ ク 発 生 : ADC 
クラ ンプ ・ パ ルス 発生 : SCL 
マル チ プ レク サ 制 御 : MPXY 
・IMPXR 
・IMPXB 
p M5M4C500L に 対し て 
コマ ンド / ア ドレ ス 和 発生 : A。--A。 
IRS/CAS 発生 
RAS/IRE 発生 
シリ アル 入出 力 ク ロッ ク 発 生 : SIC。 SOC 





く 図 22> 子 画面 の 表示 位置 


224CZ | か 
(14.8zs) ws (14.8/zs) 


ナー テー 





H-Sync 
| V-Sync 80CZ- 


NTSC PAL "1 ( 
38H 54H 












% 
ソン 


H: 水平 走査 線 


p M52682P に 対し て 
出 カ クロック 発生 : DAY 
・DAR 
・DAB 
ブラ ン キ ング ・ パ ルス 発生 


圏 本 シス テム の 特徴 


つぎ に , この シス テム の 特徴 で ある 。 4 フィー ル 
ド ・ メ モリ を 用 いた フレ ー ム 表示 お よび 追い 越し 防止 
制御 に つい て 簡単 に 説明 し ます . 
⑱ フレ ー ム 表示 ' 

従来 の シス テム で は , メモ リ の 価格 な どの 間 題 に よ 
り 1 フ ィ ー ル ド ・ メ モリ で ピク チャ ・ イ ン ・ ピ クチ ャ を 
実現 し た 例 が ほとん ど で し た . し か し 。 最近 華 V の 
大 型 化 や 高 画質 化 が 行わ れ て いる た め 。 従来 の 1 フィ 
ー ル ド で 表示 する 方 式 で は 。 解像度 の 不足 が 目立ち 始 
め ま し た 。 


< 図 A> エフ ェ ク タ の ブロ ッ ク 図 





位相 あわ せ に 使用 


も と の 信号 と すげ 替え る 


最低 値 , 最高 値 を 
りさ ww ド ずる 
いろ いろ な 発想 に よる 

エフ ェクト 処理 
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< 写真 2> 
波形 写真 
(BーY 信号 色相 調整 ) 





(写真 4> 
波形 写真 

( 子 画面 ドーY 
振幅 調整 ) 





この シス テム は 。 大 容量 の フィ ー ル ド ・ メ モリ を 使 
用 し て 子 画 面 を 奇数 / 偶 数 フィ ー ル ド ご と に 記憶 し ま 
す 。 そし て 親 画 面 の 奇数 / 偶 数 フィ ー ル ド に 同期 し て 
イン タレ ー ス 表示 を 行い ます 。 し た が っ て フレ ー ム 表 
示 と な り , これ まで の フィ ー ル ド 表 示 に 対し て 垂直 解 
像 度 は 向上 し ます . 

フレ ー ム 表示 で 注意 する 点 は 。 フィ ー ル ドド 判定 を 正 
確 に 行う と いう 点 で す . フィ ー ル ド 判 定 は , 水平 同期 
信号 。 垂直 同期 信号 , コン ポジ ッ ト 同 期 信 号 を コン ト 
ロー ラ に 入力 し て 処理 し ます 。 し か し 。 ノ イズ の 影響 
や VTR で の 特殊 再生 な どの 場合 に は 。 フィ ー ル ド 判 
定 が 困難 な 場合 が あり ます . この シス テム は 。 親 画面 
また は 子 画面 の どちら か の フィ ー ル ド 判 定 が 行わ れ な 
く な っ た 場合 .、 コ ント ロー ラ は 自動 的 に フレ ー ム 表示 
か ら フ ィ ー ル ド 表 示 に 切り 替え を ます. フィ ー ル ド 表 示 
の 場合 に は , 奇数 フィ ー ル ド 1 の メモ リ の み を 読み 書 
き し 。 ほか の メモ リ ・ デ ー タ は 更新 され ませ ん 。 た だ 
し 。 フィ ー ル ド 判 定 が 不 完全 な 場合 に は 表示 が 乱れ る 
危険 が な あります. 特に 。 VTR の 特殊 再生 で は 。 同期 
信号 が 不安 定 で 自動 切り 替え 回 路 が 正常 に 動作 し な い 
呈 609 の 8 りり まず 。 し た が っ て 。 この よう な 場合 に は コ 
ント ロー ラ を 外部 制御 し て , 強制 的 に フィ ー ル ド 表 示 
に する 必要 が あり ます . 

フィ ー ル ド 表 示 に 切り 替え た 場合 に は , 垂直 解像度 
の 劣化 な ら び に 追い 越し に よる 画面 の 継ぎ 目 を 生じ ま 
0 
@ 追い 越し 防止 回 路 

本 シス テム で は , メモ リ か ら 読 み 出 す 速 度 を 書き 込 
み の 3 倍 で 行い 。 1/3 の 画面 に 緒 小 し ます . し た が っ 
て メモ リ へ の 書き 込み の 途中 で デー タ を 読み 出す と , 
表示 デー タ と し て 書き 込み 直後 の デー タ と 前 フィ ー ル 
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〈 写 真 3> 
波形 写真 
(R 一 Y 色 飽 和 度 調整 ) 





(写真 5> 

波形 写真 

( 子 画面 Y 振幅 , 
クロ マ 調 整 ) 





ド の デー タ を 読み 出し て し まう た め 。 子 画面 の 途中 で 
継ぎ 目 を 生じ ます . これ を 追い 越し と 呼ん で いま す . 
1 フィー ルド ・ メ モリ の 刀 少 却 府 ・ イ シュ ゼ ピクチャ ・ 
シス テム で は , この 追い 越し 現象 を 防止 する こと は 不 
可能 で し た だ 。 そこで この ジ テ ム で は 。 メ モリ を 2 フ 
レー ム に 分 け 。 4 フィ ー ル ド の メモ リ に 対し て 書き 込 
み と 読 み 出 し を 制御 し て , 書き 込み を 行っ た 順に 読み 
出し を 行い ます . その 際 , 追い 越し に より 同一 フレ ー ム 
で の 書き 込み と 読み 出し が 一 致し な いよ うに 。 順序 制 
御 回 路 を コン トロ ー ル し ます 。 た と えば 。 追い 越し に 
より 同一 フレ ー ム と 一 致し た 場合 に は , 書き 込み の 順 
序 制御 回 路 に よっ て 他 の 表示 され て いな い フ レー ム に 
切り 替え て 追い 越し に よる 継ぎ 目 を 防ぎ ます . つま り , 
画面 の 途中 で は な く 画 面 単 位 で 追い 越し を させ る こと 
に より ,。 画面 の 途中 に 継ぎ 目 を 生じ な いよ うに し ます 。 


基板 の 製作 


@ 基板 の 調整 箇所 
回 路 図 に そっ て 組み 立て が 終わ っ た ら ,。 調整 を 行い 
まず 、。 
調整 に 必要 な 主 な 機材 は 以下 の と お り で す . 
ビデ オ 信 号 源 (NTSC) : 2 台 ( カ ラー・ バ ー の 出る も 
の ) 
直流 5 V の 安定 化 電源 : 1 台 
モニ ニタ ョ チレ ビ ゼ ビ 5:1 公 
オシ ロス コー ジグ *:1 公 
調整 筒 所 は 以下 の と お り で す . 


防 ボ リュ ー ム 
名,」: M51285BFP に 入力 する 子 画 面 の RY の 
振幅 調整 
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品 己 ビ I ロ し 


< 表 3> 


動作 説明 
(スイ ッ チ の 使い 方 ) 
名 。: M51285BFP に 入力 する 子 画面 の Y の 振幅 
調整 
ル ZQ。 : 子 画面 の クロ マ の 振幅 調整 
ル Z。: M51271SP の 12 ピン 復調 BーY の 色相 の 調 
整 
名 。: 74S124 の 1 ピン.。 VCO の 発振 周波 数 (640 
方 ) の 調整 
ル Z&, : M51271SP の 4 ピン. 子 画 面 の 色 飽 和 度 の 
調整 


ゅ トリ マ ・ コ ン デ ン 状 


ル 選 。: M51285BFP の 19 ピン . VCXO の 発振 周波 
数 (4 な c) の 調整 
ルル: M51285BFP の 23 ピン 。 親子 画面 の クロ マ 
の 遅れ の 調整 
ル 。: M51271SP の 11 ピン. VCXO の 発振 周波 
数 (4 な c) の 調整 
ざる 調整 の 手順 


調整 は 以下 の 手順 で 行い ます . 

(1) 基板 端子 “VIDEO IN」”" お よび “VIDEO IN。” に 
ビデ オ ・ コ ン ポ ジッ ト 信 号 を 入力 する (カラ ー・ バ 
ー, 振幅 =1 Vp_-s)。 

(2) 基板 端子 “VIDEOOUT" を モニ タ ・ テ レビ に 接続 
する 。 

(3) 基板 端子 “ cc” お よび “GND" に 5 V の 安定 化 電源 
を つなぎ , POWER SW」 を ON する (LED が 点灯 
する こと を 確認 ). 

(4) 子 画面 を 表示 さき せる (1 画面 表示 , 表 3 に し た が っ 
て SWia= 上” 。 他 は すべ て “HH” と する )。. 

(5) BーY 信号 色相 調整 上 
Tr。 の エミ ッ タ を モニ タ す る 。 波形 の ピー ク が 直線 
的 な 傾斜 と な る よう に 名 で 合わ せる (写真 2). 

(6) RーY 信号 色 飽 和 度 調整 
Tr の エミ ッ タ を モニ タ し ,。 流 形 の 振幅 が 1 Vi_-。 
と な る よう に 名 で 合わ せる (写真 3). 

(?) 子 画面 ドーY 振幅 調整 
Tr,。 Tr。 の エミ ッ タ を モニ タ し 。 それ ぞ れ の 振幅 





自動 判別 


強制 的 に フィ ー ル 
ド 表 示 が 可能 


フィ ー ル ド 表 示 4 フィー ルド 表示 


が 同じ レヒ レベル に な る よう に 串 」 で 合わ せる (写真 
4). 

(8) 子 画面 Y 振幅 調整 
VIDEO OUT を モニ タ し ,。 子 画 面 の Y レベ ル が 親 
画面 の Y レ ベル と 同じ に な る よう に 5,。 で 合わ 
せる (写真 5) . 

(9) 子 画面 クロ マ 調 整 
VIDEO OUT を モニ タ し 。 子 画 面 の クロ マ ・ レ ベル 
が 親 画面 の バー スト に 見 合う よう に 避 。 で 合わ せ 
る (写真 5) . 

(0) 子 画面 クロ マ 遅 れ 調 整 
VIDEO OUT を モニ タ し ,。 親 画面 の バー スト の 色 
相 に 合う よう に ル ひ 」 を 調整 し て , 遅れ 時 間 を 合わ 
せ る . 

10 その 他 , 絵 が お か 
を 調整 する . 
以上 で 調整 は 終わ り で す . 
調整 が 終わ っ た ら , 表 3 に 従い スイ ッ チ を 操作 し 

ント ロー ラ が 正常 に 動く こと を 確認 レ ま す 。 

⑱$ お わり に 
最近 の テレ ビ 番 組 を 見 て いる と ピク チャ ・ イ ン ・ ピ ク 

チャ や マル チ 画 面 。 そ し て スト ロボ 機能 。2 ソー ス 画 

面 , ワイ プ 機 能 な どの 特殊 効果 の 画面 が 放映 きれ て い 

ます 。 現在 で は ディ ジタル VTR と 称し て 売ら れ て い 

る フル ・ フ フィーチャ や ピク チャ ・ イ ン ・ ピ クチ ャ ・ シ ス 

テム に よっ て 視聴 者 側 で も 上 記 の 効果 を 実現 で きま す 

し レ , 編集 機能 を も た せる こと も で きま す . これ ら 特 殊 

効果 は , 近い 将来 VTR や テレ ビ ・ セ ッ ト な どの ビデ 

オォ 装 置 に 広く 装備 され , 視聴 者 側 で 大 い に 楽 し むこ と 

が で きる よう 誠 な る で し ょ うろ 、 


レ い 場合 は トリ マ ヤル 避 。。 2 
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M52682P。 MS5M4C500L, M50541FP デ ー タ シー ト 。 三菱 電 
機 . 
(本 稿 は トラ ンジ スタ 技術 1989 年 9 月 号 の 記事 を 再編 
集 し た も の で す ) 
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家庭 用 の テレ ビ や VTR に フィ ー ル ド ・ メ モリ が 入 
り , 静止 画 . スト ロボ 画 , スロ ー 再 生 。 高速 再生 な ど 
の 特殊 効果 や 。 マル チ ・ ス クリ ー ン 。 ピク チャ ・ イ ン ・ 


ピク チャ な どの 特殊 機能 が 実現 し て 数 年 が た ち ま し た . 


当時 は , 256K ビッ ト 級 の メモ リ を 5--8 個 程 度 使っ 
て いま し た が 。 最近 1M ビッ ト 級 の メモ リ で 。 し か も 
ビデ オ 信 号 の 書き 込み , 読み 出し に 便利 な フィ ー ル 
ド * ダ モリ が 出回っ て きま し た 。 これ を 使う と 。 2 個 
で フィ ー ル ド ・ メ モリ 。 4 個 で フレ ー ム ・ メ モリ が 構成 
で き , 回 路 の 小型 化 , 低 消費 電力 化 が 図れ ます . 
以下 に 説明 する フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ 回 路 
は 。 NTSC コン ポジ ッ ト ・ ビデ オォ 信号 を 入力 し て 。 フ 
ィ ー ル ド 画 と フレ ー ム 画 。 動画 と 静止 画 。 ス トロ ボ 動 
作 の ON/OFF を 3 個 の スイ ッ チ で 切り 替え られ る も 
の で す 。 また, スト ロボ の イン ター バル は ロー タリ ・ 
mW ド al スイッチ で 可変 で きま す 。. 


画像 メモ リ の 基本 構成 


ビデ オ 信 号 の 1 フィー ルド また は 1 フレ ー ム を 。 デ 
ィ ジ タル 信号 に 変換 し て 記憶 する 画像 メモ リ の 構成 を 
図 1 に 示し ます . 

アナ ログ の NTSC コンポジット 信号 は 。A-D コン 
パー タダ タ で ディ ジタル 信号 に 変換 し て か ら メ モリ に 書き 
込み ます 。 出力 ビデ ォ 信 号 は 画像 スモ リ か ら デ ー タ を 






< 表 1> フィ ー ル ド / フ レー ム ・ 
メモ リ に 要求 され る 性 能 


入力 ビデ オ 信 号 






X 図 1> Ra 0 生計 

NTSC コン ポジ ッ ト ) 壮 還 語 縛 較 

(アレ ビーム ・ “ ーー = 関 還 

メモ リ の 基本 構成 (アナ ログ ) コン ペー タ 、 
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読み 出し , それ を D-A 変換 する こと に より 得 ら れ ま 
す 。 コン トロ ー ラ は ,。 メモ リ の 書き 込み と 読み 出し に 
必要 な コン トロ ー ル 信号 を 画像 メモ リ に 出力 し ます . 

ビデ オ 信 号 を A-D 変 換 し て メモ リ に 書き 込む た め 
に は ,。 ビデ オ 信 号 の 最高 周波 数 の 2 倍 以 上 で サン プリ 
ング し な けれ ば な り ま せん (標本 化 定 理 )、 通常 は 。 ヵ 
ラー・ サ プ キ ャ リア 。=3.579545MHz=455 刻 /2。 
み 三 水平 走査 周波 数 ) の 3 倍 か また は 4 倍 で サン プリ 
ング し ます 。 し た が っ て 。 サン プリ ング 周波 数 が カラ 
ー*・ サ プ キ ャ リア の 4 倍 (4 た J) の 場合 , 画像 スモ リ に 要 
求 さ きれ る デー タ ・ ア クセ ス 時 間 は 。 

1/(4 3.579545 10?) = 69.8ns 
CA りり ます 

まだ た だ,。 一 つの サン プリ ング 値 を 8 ビット に 量 子 化し 
た 場合 に 必要 と され る メモ リ 容 量 は 。1 フ レー ム が 
525 本 の 水平 走査 線 で 構成 され て いる た め 。 

525 X (455/2) <4X8=3.822.000 ビッ ト 
と な り ま す 。 

ブ ィ ー ル ド ・ メ モリ の 場合 は 。 この 値 の 半分 の 値 
(1.911.000 ビッ ト ) と な り ま す 。 同様 に 。 サン プリ ン 
グ 周波 数 が 3 た 。 の 場合 は 。 表 1 の よう に な り ま す . 

この よう に , 画像 メモ リ は 高速 (数 10ns) か つ 大 容 
量 ( 数 M ビ ピット) の メモ リ が 必要 と され ます . 

高速 の バイ ポー ラ SRAM を 使用 すれ ば 高速 性 は 満 
足 さ れ ま す が 。 大 容量 化 に は 多数 の メモ リ を 必要 と し 。 
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不 経済 で 消費 電力 も 大 きく な り ま す . また , 大 容量 の 
汎用 DRAM を 使用 すれ ば 。 容量 的 に は 満足 さん ます 
が ,。 デー タ ・ ア クセ ス 時 間 が 遅 す ぎ て 問題 が な あります. 

一 般 に 汎用 DRAM を 使っ て 画像 メモ リ を 構成 する 

合 , 一 連 の デー タ (直列 ) を 並列 デー タ に 変換 し て メ 
モリ に 書き 込み . メモ リ の 見 か け 上 の デー タ ・ ア クセ 
ス 時 間 を 短 縮 し ます . 

メモ リ か ら の 読み 出し は , 並列 に デー タ を メモ リ な か 
ら 読 み 出 し , 直列 に 変換 し ます . た と えば , 図 2 の 
よう に , この 並列 - 直 列 変換 と 直列 - 並 列 変換 が 1 : 4 
の 割合 で 行わ れれ ば ,。 メモ リ の デー タ ・ ア クセ ス 時 間 
は 入出 力 の デー タ ・ レ ー ト に くら べ て 4 倍 ま で 許容 で 
きる よう なり ま は け す 。 

し か し , 多数 の 高速 バイ ポーラ RAM を 使う 場合 , 
汎用 DRAM を 直 - 並 列 / 並 - 直 列 変換 と 組み 合わ せる 
と 。 い ずれ に し て も アド レス 回 路 が 必要 で すし 。 デー 
タ 線 , アド レス 線 ,。 コン トロ ー ル 線 の 配線 が 複雑 で , 
膨大 な 回 路 規 模 と な り ま す . 


ワン チッ プ ・ フ ィ ー ル ド ・ メ モリ 





この よう な 問題 を 解決 し て くれ る の が 表 2 に 示す 
ワン チッ プ ・ フ ィ ー ル ド ・ メ モリ で す 。 これ ら の フィ ー 


〈 図 2> 直列 - 並 列 変換 , 並列 - 直 列 変換 を 用 いた 画像 メモ リ 
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M5M4C500 | 500K | 320 行 X256 列 X6 ピット 


1 


HIM53051 1024 行 X256 列 X4 ピット 


松下 | MN4700 512 行 メ 512 列 メ 4 ビッ ト 


< 表 2> 代表 的 な ワン チッ プ ・ フ ィ ー ル ド ・ メ モリ ー 覧 


320 行 X700 列 X1 ピッ ト 70/90ns どちら か 一 方 


50/60/100ns 
TMS4C1050 (256K 十 120) x4 ビッ ト 30/60ns 
| 沖 | MSM514221 (256K 二 120) x<4 ビッ ト 30/60ns 


W : 50ns 
(6 。 W : 50ns 
“ 


ルド ・ メ モリ は ,。 デー タ の 記憶 部 分 が DRAM で 。 直 - 
並列 / 並 - 直 列 変換 回 路 。 ア ドレ ス 発 生 回 路 。 リ フレ ッ 
シュ 回 路 な ど が 1 チッ プ 内 に 収め られ て いま す .。 内 部 
構造 や 制御 方 法 は 各社 各 和 様 で す が , 主 な 特徴 を 表 2 
に 示し ます 。 [ 

ここ で は 。 大 容量 の 割 に 制御 が 非常 に 簡単 で 。 パッ 
ケー ジ が 小さ きく, 手軽 に 使え る TI 祉 の ワン チッ プ ・ 
フィ ー ル ド ・ メ モリ (TMS4C1050) を 使っ た 。 フィ ー 
ルド / フ レー ム ・ メ モリ 回 路 の 構成 方 法 に つい て 説明 し 
ます 。 


フィ ー ル ド ・ メ モリ TMS4C 1050 の 構成 





この メモ リ は 262,263X4 ビッ ト 構 成 の CMOS 技術 
を 使用 し た 高速 非同期 リー ド / ラ イト 動作 可能 な , 高 
速 FIFO(First-In/First-Out) 動作 を 行う シリ アル ・ メ 
モ り で す 。 リード / ラ イト は 。 そ れれ リ セッ RI 徐 み 
ロッ ク に 同期 し て 待ち 時 間 な し に 動作 する こと が で き 
まず R 

サイ クル 時 間 は ,。 テレ ビ の 標準 規格 で ある NTSC, 
PAL に あわ せ ,。 30ns,。 60ns の 2 品種 が あり ます . ま 
<。 セル フ ・ リ フレ ッシュ 回 路 も 内 蔵 さ まれ, リフ レッ 
シェ ュ 動作 は 不要 で す . 








< 図 3> TMS4C1050 の 端子 配置 
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% 図 4> し 4 
TMS4C1050 の 内 部 構造 の 概念 図 INO -IN3 


図 3 に この メモ リ の 端子 配置 を 示し ます .。 この よ 
うに パッ ケー ジ が 小さ いた め 。 メモ リ の 制御 端子 も 少 
な く ,。 使い 方 は 簡単 で す . 

図 4 は この メモ リ の 内 部 構造 の 概念 図 で す . 

ライ ト ・ デ ー タ は Dii。CDisu。 か ら 入 力 さ れ , SWCK 
の 立ち 上 が り で 内 部 に 取り 込ま れ ま す . この SWCK 
の 立ち 上 が り の と き , RSTW と WE が “HH” だ と ラ 
イト ・ ロ ウ ・ カ ウン タタ が お リセット さ れる と と も に 。 入力 
され た だ データ は 2 本 の ライ ン ・ バ ッ フ ァ の うち の ど ち 
ら か 一 方 に 書き 込ま れ ま す . 

120 ワー ド 分 の デー タ が 書き 込ま れ , この ライ ン ・ 
パッ ファ が いっ ぱい に な る と 。 デー タ は 2 本 の ライ 
ト ・ ラ イン ・ バ バッファ の うち の どちら みか 一 方 に 書き 込ま 


_DRAM アレ イ ・ コ ント ロー ラー 








リン ドウ イジ 2 ツ ツ フ フク 1 て 2506 本 ピッ ント 


れ ま す . 

256 ワー ド 分 の デー タ で ライ ト ・ ラ イン ・ バ ッ フ ァ が 
ゅ いっ ぱい に な る と ,。 デー タ は も うう 一 方 の ライ ト ・ ラ イ 
ン ・ バ ッ プ ファ に 書き 込ま れ ま す . 

新しい ライ ト ・ ラ イン ・ バ バッファ が デー タタ で いっ ぱい 
に な る 前 に , 前 の ライ ト ・ ラ イン ・ バ バッファ の デー タ が 
DRAM セル に 転送 され, つぎ の 256 ワー ド の デー タ 
に 備え を ます 。 ライ ト ・ ロ ウ ・ カ ウン タ は 。 DRAM セル 
へ の 書き 込み が 行わ れる ご と に カウ ント ・ ア ッ プ され 
まず 。 

この よう に 。2 本 の ライ ト ・ ラ イン ・ バ ッ フ プ フ ァ を 変 互 
に 切り 替え る こと に より , 連続 し た デー タ を 休む こと 
な し に 書き 込み が で きま す . 


1M ピッ ト DRAM メモ リ ・ セ ル 


Douro -our 3 












の 


図 5> TMS4C1050 の 書き 込み タイ ミン グ 





図 6> TMS4C1050 の 読み 出し タイ ミン グ 
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呈 ロ ビビ I ロ し 


SWCK の 立ち 上 が り の と き RSTW が “H” で WE 
が で 。 だ と 。 ライ ト * ロ ウ <・ カ ウン タタ は リセ ッ キ され 
ず に , ライ ト ・ ラ イン ・ バ バッファ の デー タ を DRAM セ 
ル に 書き 込む こと だ け を 行い ます 。 つま り ,。 一 連 の ラ 
イト ・ デ ー タ の 最後 の 部 分 を DRAM セル に 書き 込む 
と き に 使い ます . 

リー ド ・ デ ー タ は 。 D。ur。>D。ur。 か ら SRCK の 立ち 
上 が り に 同期 し て 出力 され ます SRCK の 立ち 上 が 
り の どき RSTR と RE が) HH 。 だ を 。 2. 本 の テイン ・ 
バッ ファ の うち , 書き 込み 動作 を 行っ て いな い ほ う の 
ライ ン ・ バ ッ フ ァ か ら デ ー タ が 読み 出さ れ ま す 。 

この ライ ン ・ バ ッ フ ァ か ら 120 ワー ド 分 の デー タ を 
読み 出し て いる 間 に , 2 本 の リー ド ・ ラ イン ・ バ バッファ 
の うち どちら か 一 方 に ,。 DRAM セル か ら デ ー タ 転送 
が 行わ れ 。 120 ワー ド 以 降 の デー タ 読 み 出 し に 備え ま 
すず 。 

また 。 この リー ド ・ ラ イン ・ バ バッファ か ら の 読み 出し 
が 開始 きれ る と , つぎ の デー タ が DRAM セル か ら 。 


0 1 2 3 
SWCK _ 較 還 | 症 開 是 | 隔 是 | 


< 図 7> 
アド レス 差 が 120 以下 で 読み WE 
出し が 書き 込み を 追い か ける 


も う 一 方 の リー ド ・ ラ イン ・ バ パ バッファ へ 転送 きれ ,。 つぎ 
の 256 ワー ド の 読み 出し に 備え た ます. リー ド ・ ロ ウ ・ カ 
ウン タ は , DRAM セル か ら の 読み 出し が 行わ れる ど ご 
と に カウ ント ・ デ アップ され ます .: 

RE が し” だ と 。 SWCK が 立ち 上 が の で も B 衣 記 
Dours は ハイ ・ イ ン ピ ー ダ ンス となり ,。 読み 出し は 行 
われ ませ ん 。 し た が っ て , 読み 出し アド レス も や カウ シン 
ト ・ ア ッ プ され ませ ん 。 

リフ レッ シュ は 。 ラ イト ・ ラ に 2 の 大介 の 
DRAM セル へ の 転送 と 。 DRAM セル か ら リ ー ド ・ ラ 
イン ・ バ ッ フ ァ へ の 転送 の 合間 に 自動 的 に 行わ れ , 外 
部 か ら の コン トロ ー ル は いっ さい 必要 あり ませ ん . 

RSTW= “HH の 期間 が SWCK の 2 クロック 期間 
以上 続く 場合 は , 最初 の SWCK の 立ち 上 が り だ け で 
アド レス が リセ ッ ト さ れ ま す 。 これ は RSTR の 場合 
も 同じ で す . 

ひと つ だ け 使 い 方 で 注意 し な けれ ば な ら な いこ と は , 
読み 出し アド レス と 書き 込み アド レス が 接近 し た と き 
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< 図 8> 

アド レス 差 が 600 以上 で て 読み 
出し が 書き 込み を 追い か ける 
場合 


2 3 600 601 602 





RSTW に DR に (6 





5 へ を る Re を て が まさ て の Ko 
2 の SS へ で 





で す 。 アド レス 差 が 120 以下 で ,。 読み 出し が 書き 込み 
を 追い か ける と , 読み 出し デー タ は 直前 に 書き 込ん だ 


も の で は な く ,。 その 前 に 書き 込ん だ デー タ と な り ま す . 


アド レス 差 が 600 以上 の 場合 は , 直前 に 書き 込ま れ 
た デー タタ が 読み 出さ れ ま す . アド レス 差 が 121- ン 599 
の 場合 は , いずれ の デー タ が 読み 出さ れる か 決ま っ て 
ぃ いま せん 

図 5 一 図 8 に この メモ リ の リー ド / ラ イト 時 の タイ 
ムチ ャ ー ト を 示し ます . 

リフ レッ シュ 動作 に 関し て は 。 内 部 の リン グ ・ オ ォ オシ 
レー タタ よ り リ フレ ッシュ 命令 が 512 ロー/3.3ms で 実 
施 で きる よう に , 1 ロー/6.6zs の 割合 で 発生 きせ 処理 
ピピ て いま す 。 


フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ の 構成 


一 般 に , フィ ー ル ド ・ メ モリ まだ た は フレ ー ム ・ メ モリ 
を 構成 する 場合 , 以下 の 点 を 注意 し な けれ ば な り ま せ 
2 
① HH ス キュ が な いこ と 
② カラ ー・ サ プ ブ キャリ ア が 連続 な こと 

1 フレー ム は 525.0H で 構成 され て いる た め 。 フレ 
ー ム ・ メ モリ を 作る 場合 は の の 問題 は 生じ ませ ん が , 
フィ ー ル ド ・ メ モリ を 作る 場合 は 工夫 が 必要 で す . 

これ は 1 フィー ルド が 262.5H で 構成 され て いる だ た 
め 。 正確 に 1 フィー ルド だ け メ モリ に 書き 込ん で 。 そ 
れ を 繰り 返し 読み 出す と , 読み 出し の 継目 で ビデ ォ 信 
号 の 水平 同期 の 周期 が 0.5HH と な り , テレ ビ 画 面 上 で 
図 9 の よう な 耳 ス キュ が 生じ て し まい ます 。 

普通 は , フィ ー ル ド ・ メ モリ へ の 書き 込み / 読 み 出 し 

< 図 9> 画面 の 真中 で 0.5H スキ ュ 
が 生じ た 場合 
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< 表 32 フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ の 仕様 
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を 263.0 是 と 262.0H を 交互 に 繰り 返 か こと に より , 
HH スキ ュ を な くす と と も に 。 読み 出し の フィ ー ル ド 
周波 数 を , 書き 込み の ビデ オォ 信号 に 一 致 き せま す . ② 
の 問題 は 。 フィ ー ル ド ・ メ モリ で も フレ ー ム ・ メ モリ で 
も 生じ る 問題 で す . 

カラ ー・ サ プ キ ャ リア の 位相 は 。 1 フィー ルド 後 に 
は 0.75 周期 ずれ 。 1 フレーム 後に は 0.5 周 期 ず れる 
(反転 ) た めで す 。 

し た が っ て , 正確 に 1 フィー ルド また だ は 1 フレ ー ム 
の 期間 を メモ リ に 書き 込ん で , それ を 繰り 返し 読み 出 
す と ,。 読み 出し の 継目 で カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア の 位相 
が 不 連続 に な っ て し まい ます 。 これ は テレ ビ 画 面 の 上 
部 に 色 む ら と な っ て 現れ ます . 

この 問題 は 。 ビデ オォ 信号 を メモ リ に 書き 込む 期間 を , 
カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア (Q⑦。) の 周期 の 整数 倍 に する (。 
に 同期 し て ) こ と で 解決 し ます . 

② の 解決 策 を 行う と , ① の 解決 策 が 厳密 に は 守れ な 
く な り ま す .。 し か し , それ で 生じ る 廿 ス キュ は カラ 
ー・ サ ブ キ ャ リ ア の 1 周期 ( 約 280ns) 以 内 で す . メモ 
リ 読み出し の 継目 を 。 ビデ オォ 信号 の 垂直 プラン キン グ 
期間 に 入れ る よう に すれ ば ,。 テレ ビ に 写る 画面 に は な 
ん ら 影 響 び が で ませ ん . 一般に, V ブ ラン キン グ 期 間 の 
先頭 で スキ ュ が 起こ る 場合 は 。 数 Zs の HH スキ ュ 
で 代表 で 。 


フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ 回 路 の 
動作 





表 3 に この 回 路 の 仕様 を 示し ます . 
き アナ ログ 部 の 設計 
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10 は アナ ログ 部 の 回 路 図 で す 。 ビデ オォ 入力 回 路 
は , ビデ オォ 信号 を 入力 し , 折り 返し ひずみ が 生じ な い 
よう に 。 4.2MHz の LPF( ロ ー パ ス ・ フ ィ ル タ ) を 通し 
ます 。 ここ で は 東光 製 の 小型 フィ ル タ (H327LNKS 
1495LDD, 図 11) を 使用 し まし た . 

さら に ビデ オ 信 号 は 。 シン ク ・ チ ッ プ ・ ク ラン プ 回 路 
で 同期 信号 の 先端 が そろ えら れ ,。 レベ ル ・ シ フト 回 路 
9358 ラバー ダダ の 入力 ダイ ナミ ッ ク ・ レ ンジ (3③ 
^5V) に 入る よう に レベ ル ・ シ フト され ます (AD 
交 9 まだ 。 シン ャ ク ・ チ ッ プ クラ ング プ 回 路 で A-D コ 
ン バ パー タタ の レフ ァ レ ンス 電圧 ( zzz AD=3.0V) と D- 
AA コン バー タ の レフ ァ レ ンス 電圧 (gk DA= テ 4.0V) 
が 作ら れ ま す . 

ビデ オ 出 力 回 路 は 。D-A コン バー タ の 出力 を 増幅 
し て 750 イン ピー ダン ス で 出力 し ます . 

三菱 電機 製 の カラ ー・ デ コー ダ 用 IC(M51271SP) の 
27 番 ピ ン は コン ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 が 。 5 番 ピ ン は 
共振 トラ ンス で 抜き 取ら れ た カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア が 
入力 され ます (写真 1). 

M51271SP は ビデ オォ 信号 の 色 復 調 用 の 1IC で す が , 
その 中 の ACC。 APC,。 VCXO。 シン ク ・ セ パレ ー タ 
な ど だ け を 使い 。 ビ デオ 信号 の バー スト に ロッ ク し た 
47sc ク ロッ ク と コン ポジ ッ ト ・ シ ンク グ を 取り 出し ます 。 

12 は IM51271SP の 端子 配置 図 と 内 部 ブロ ッ ク 図 
で す 。VCXO 出力 (11 番 ピ ン ) に は 。 ビデ オォ 信号 の バ 
ー ス トト に ロッ ク し た だ カラー・ サ プ キ ャ リア の 4 倍 の 周 
渡 数 の 信号 が 出力 され ます が 。 振幅 が 小さ い の で 
74HC04 で 増幅 し 。 4 が c ク ロッ ク を 得 ま す ( 写 真 2). 

同期 分 離 出力 (30 番 ピ ビン) から は 複合 同期 信号 が 出 
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ーー スト ・ ゲ ー| 
”  。. パ ルス 位置 同期 分 苑 出 カ 
本 5 ュー 同期 分 離 ス ライ ス ・ 
・ ノ マル レス 幅 レン ミル レ 
号 同期 分 離 フ ィ ー ド 
色 信 号 出力 バッ ク 容 量 。 
色 和 飽和 度 制御 [ 天 引 期 分 離 ビデ オ 
計 号 入力 
色 信 号 入 力 | 購 HD ババ ルス 入力 
入力 バイ アス 容量 BLK ノ パルス 入力 
キラ ー 基 準 


基準 電位 

ID パル ス 出 力 
APC フ ィ ル タ [ 邊 
vcxo 出 カ 口 






ラー リゼ イル タグ タ 
容量 
サ プ キ ャ リア 出力 
(90") 
R 一 Y 出力 
BーY 出力 
色相 制御 人 ER 
vCxo 入 力 口 旧 」NTSC/PAL の り 替え 
GND 中 RーY 入力 
B-Y 入 力 Ll 虹 」 Mcc 


(a) 端子 配置 


力 さ れ ま す の で , これ を 積分 し て VD を 得 ま す ( 写 真 
3) 。 た c と SYNC は チェ ッ ク 用 に 出力 し まし た .。 
⑱ デー タ 変 換 ・ 記 憶 部 と コマ ンド 発生 部 の 設計 
13 は デー タ 変 換 ・ 記 憶 部 と コマ ンド 発生 部 で す . 
アナ ログ 部 か ら の AD SIG は 。 8 ビッ ト の A-D コ 
ン バ ー タ TL5502 (また は MB40578) で ディ ジタル ・ デ 
ー タ に 変換 され ,。 4 個 の TMS4C1050 の デー タ 入 力 に 
導 か れ ま す .。 また , その デー タ 出 力 は 。 8 ビッ ト D-A 
コン バー タ TL5602 で アナ ログ 信号 に 戻さ れん アナ ログ 
部 に 出力 され ます . 4 個 の TMS4C1050 と TL5502, 
TL5602 は 4c ク ロッ ク で 駆動 きれ ます . 
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< 図 12>⑦ M51271SP の 構成 
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・ レ ベル 容量 信号 入力 入力 





同期 分 離 出力 30 
(C.SYNC) SO ーー 


バー スト ・: ゲ ェ ー ト : 上 
パルス 位置 ( 1 た 


ノー スト ・ グ 一 に 2 
パルス 幅 (2) 


色 信 号 出力 (3) 
色 飽 和 度 制御 ( 4 】 


色 信号 入力 ACC 
入力 ノバ イノス フィ ル タ 
容量 


TL5502 と TL5602 の 端子 配置 を 図 14。 図 15 に 示 
し 表す 。 

コマ ンド 発生 部 は , 3 個 の スイ ッ チ 出力 か ら チ ャ タ 
リン グ を 取り 除き , FIELD/FRAME。 MOTION/ 
STROBE, STILL/MS 信号 を メモ リ ・ コ ント ロー ル 
部 へ 出力 し ます . 
@ タイ ミン グ 発 生 部 の 設計 

16 は タイ ミン グ 発 生 部 で す 。 

47sc ク ロッ ク は FF」。FF。 で 1/4 に 分 周 さ れ (c)。 


以下 の ロジ ッ ク は すべ て その タイ ミン グ で 動作 し ます . 


し た が っ て ,。 メモ リ の 書き 込み , 読み 出し の アド レ 
ス ・ リ セッ ト な ど は た c に 同期 する こと に な り ,。 メモ リ 
に 書き 込ま れる ビデ オォ 信号 と 読み 出さ れる ビデ ォ 信 号 
の カラ ー・ サ ブ キ ャ リ ア は 連続 と な り ま す . 

アナ ログ 部 か ら 入 力 さ れ た VD は ,。 た 。 の タイ ミン 
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NO.89 


特集 マイ コン 独習 Z80 完 全 マ ニュ アル 
手作り の 原点 か ら 実用 ソフ ト の 作成 まで 
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EE ジ 
キラ 宮下 森 m リ ア 
フィ ル タ 出力 






09) 品 カ G809 
0 “ 7 R 一 Y 入力 
0 も | Ge 避 涼 


レート) B-Y 入 ヵ 


。 の 


VCXO 入 カ 
12) 色相 制御 
基準 ID バ パルス APC VCXO 
電位 出 フィ ル タ 出力 


グ で 取り 込ま れ , 図 17 に 示し た よう に} FLD 
INDX を 反転 。V カ ウン タ を リセ ッ ト 。 RSTR を 
ます 

V カ ウン タ は た c を カウ ント し, 三 つ の タイ ミン グ 
信号 T0-T2 を 出力 し ます . 0 っ T2 は それ ぞ れ 。 
VD の リー ディ ング ・ エ ッ ジ か ら 約 256.0H。 256.5HH 
257.0H 遅延 し た と ころ に 出力 され ます 。 そ れ ら を 
FLD INDX で 切り 替え て , TW, TR, RSTR を 作り 
ます .。 図 17 に 示す と お り , これ ら の 信号 の 周期 は 1 
フィ ー ル ド ご と に 262.0H と 263.0H を 繰り 返し ます 。 
@ メモ リ ・ コ ント ロー ル 部 

図 18 は メモ リ ・ コ ント ロー ル 部 で す 。 この 回 路 は , 
コマ ンド 発生 部 か ら FIELD/FRAME, MOTION/ 
STROBE, STILL/MS を , タイ ミン グ 発 生 部 か ら 
FLD INDX, TW, TR を 入力 し 。 メ モリ ・ コ ント ロー 
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写真 1〉 入力 映像 信号 と 抜き 取ら れ た 
カラ ー 信 号 と Sync 


< 写真 2> 入力 ビデ オ 信 号 の バー スト 部 
と 4 な 。 た 。 


まま ま 】.】 | | THUHHITIHHHIHHITHTHTHUITTIHITIHHIIHHIEHTHHUHIITIII 
詳 特 持 1 1 
時 13111HIHHUHTTTTTT11H1111 111 311 
の 3 


こと た と とら らち た 戸 だ 品 こら か た 


ln nn in el に に 





< 写真 3> 入力 ビデ オ 信 号 の 垂直 プラ ン 
キン グ 部 と Sync, VD 


< 図 13> フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ の デー タ 変 換 ・ 記 憶 部 と コマ ンド 発生 部 
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ル 信号 WE。, WE,」, RSTW。, RSTW」, RE。, RE, 
を 4 個 の TMS4C1050 に 出力 し ます . 

17 は 。 FIELD/FRAME=“H”"。 MOTION/ 
SDROBE モ テツ "STILL/MS= “HH”" の と きき で, 4 
個 の TMS4C1050 (MH0/1, ML0/1) を 使い フレ ー ム 
動画 が 得 ら れ ま す . 

STILL/MS= “L” の と き は WE。」。 RSTW。, テ 
“"L”" と な り 書 き 込 み が 停止 し 。 フレ ー ム 静止 画 が 得 
られ ます . 

FIELD/FRAME= “L” の と き は , 2 個 の メモ リ 
(MH0, MLO) だ けが フィ ー ル ド ご と に 使用 され 。 フィ 
ー ル ド 画 が 得 ら れ ま す . 

STILL/MS=“H”。 MOTION/STROBE=“H” 
の と き は , ロー タリ ・ コ ー ド SW で 設定 され た タイ ミ 
ング で スト ロボ 画 が 得 ら れ ま す . 

スイ ッ チ の 設定 と 。 フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ 回 
路 の 動作 を 表 4 に まとめ まし た . 

@ フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ 回 路 

今回 試作 し た フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ は , 
16, 18 の 点線 で 囲っ た 部 分 の 回 路 を 2 個 の PLD 
に まとめ まし た . その 試作 基板 を 写真 4 に 示し ます . 
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<〈 図 14> TL5502 の 端子 配置 <〈 図 15> TL5602 の 端子 軸 計 
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電源 は , 十 5V 単 一 電源 で , 600mA で し た . 


フレ ー ム 静止 画 と 


フィ ー ル ド 静 止 画 の 比較 





これ まで 説明 し た フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ 回 路 
を 使っ て ,。 フレ ー ム 静止 画 と フィ ー ル ド 静 止 画 の 比較 
し 間 eー - 全 人 

FIELD/FRAME=“H”"。 STILL/MS=“H", 
MOTION/STROBE= “L” に し て 。 出力 ビデ オォ 信 
号 を テレ ビ 画 面 で 観察 し , 適当 な と ころ で STILL/ 
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図 16> フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ の タイ ミ ング 発生 部 (点線 内 は PLD) 
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222 ss の 3 
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MS= ニ 上 "に する と , フレ ー ム 静止 画 が 得 ら れ ま す . 

これ は , 4 個 の メモ リ (MHO/1, ML0/1) に 2 フィ 
ー ル ド の ビデ オ 信 号 が 書き 込ま れ て , それ を 交互 に 読 
み 出 し て いる 状態 で す 。 ここ で FIELD/FERAME= ニ 
~L” に する と , 2 個 の メモ リ (MHO。MLO) だ け か ら 
ビデ オ 信 号 が 読み 出 き され, フィ ー ル ド 静 止 画 が 得 ら れ 


ます 。 この 方 法 で 静止 画 の テレ ビ 画 面 を 撮影 し た も の 
が 写真 5 写真 6 で す . 

写真 5 は , 文字 が 横 に 動い て いる シー ン を 撮影 し 
だ も の で す .。 フレ ー ム 静止 画 [写真 (4] の 場合 。 文字 
の 横線 部 分 は 2 フィ ー ル ド の 映像 が 重なる の で は っ き 
り を 見 えま すず < 落し 。 縦 線 部 分 は 文字 と 背景 が 1 フ 


14/ 


< 図 182 フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ の メモ リ ・ コ ント ロー ル 部 (点線 内 は PLD) 
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< 表 42 フィ ー ル ド / フ レー ム ・ メ モリ 回 路 の 動作 


フィ ー ル ド 静 止 画 
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半島 fc1SIC な 革 


ぐ ⑩ EVM io5O ViDEO SIGNAL EVALUATION MODULE 


ィ ー ル ド ご と に 交互 に フリ ッ カ 状 に 現れ 。 だ たい へ ん 見 リッ カ は お こら ず 。 完全 な 静止 画 が 得 ら れ ま す . し か 
9 ら な り ま す 。 し 画面 を よく 見 る と イン タレ ー ス が 行わ れ て いな いた 
フィ ー ル ド 静 止 画 [写真 (D)] の 場合 は この よう な フ め 。 走査 線 が 半減 し て 画面 が 粗く な っ て いま す . 
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(a4) フ レー ム 静 止 画 





(b) フ ィ ー ル ド 静 止 画 


(写真 5> 文字 が 横 に 動い た 場合 の フレ ー ム 静止 画 と フィ ー ル ド 静 止 画 ( シ ャ ッ タ 速度 1sec) 





(a) フ レー ム 静 止 画 
(写真 6> テレ ビ 画 面 の 中 で 動き の 遅い 飛行 機 ( 真 中 の 1 機 ) と 動き の 速い 飛行 機 (左右 の 2 機 ) 


写真 6 は 3 機 の 飛行 機 が 飛ん で いる シー ン で す . 
左右 両側 の 2 機 は 画面 内 で 高速 に 動い て いる た め 。 フ 
レー ム 静 止 画 [写真 (4)] の 場合 は フリ ッ ヵ 状 に 二 重 に 
見 えま す が ,。 フィ ー ル ド 静 止 面 [写真 (b)] の 場合 は 完 
全 に 静止 し て 見 えま す . 

真中 に 飛ん で いる 飛行 機 は , 画面 内 で の 動き が 遅い 
(ほとん ど 静 止 ) り ため フレ ー ム 静止 画 で も 止ま っ て 見 え 
ます . この 飛行 機 の の 輪郭 を よく 見 る と 。 フ レー ム 
静止 画 で は イン タレ ー ス が 行わ ん て いる た め 滑 ら か に 
見 え を ます. フィ ー ル ド 静 止 画 で は 走査 線 が 半減 する た 
め ギ ザ ギ ザ に 見 えて いま す 。 

以上 の よう に , フィ ー ル ド 静 止 画 は 動い て いる 映像 
で も 完全 に 静止 し て 見 えま す が 。 走査 線 が 半減 し て 垂 








(b) フ ィ ー ル ド 静 止 画 


直 解 像 度 が 低下 し ます . 一 方 ,。 フレ ー ム 静止 画 は 動い 
て いる 映像 が フリ ッ ヵ カ 状 に 二 重 に 見 えて し まい ま す が, 
イン タレ ー ス が 保存 きれ て いる た め 垂 直 解 像 度 は 低下 
レ ま せん . 

フレ ー ム 静止 画 と フィ ー ル ド 静 止 画 は 。 用途 に よっ 
て 使い 分 ける 必要 が ある で し ょ う . 

仙 参 考 ・ 引 用 * 文 献 ( 

1) TMS4C1050 デー タ シ ー ト , 日 本 テキ サス イン スツル メ シン ツ 。 
(2②)*M51271SP デー タ シ ー ト 。, 三菱 電機. 
(3)%H327LNKS1495LDD デー タ シ ー ト 。 東光 。 
(4) 岩崎 潔 ′ ビデ オ ・ フ ィ ー ル ド ・ メモ リ の 設計 ・ 製 作 。 トラ ン 

ジス タ 技 術 SPECIAL No.5. 
(本 稿 は トラ ンジ スタ 技術 1988 年 6 月 号 の 記事 を 再編 
集 し た も の で す ) 
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ハイ ビ ピジョン っ て な に "? 





最近 。 ハ イ ビ ジ ョ ン と いう 言葉 を よく 耳 に する よう 
に な り ま し た . 新聞 の テレ ビ 欄 に も , ハイ ビジ ョ ン 実 
験 放送 と 書か れ た 欄 が あり ます . 

ハイ ビジ ョ ン は HDTV (High Definition TV) と も 
ぃ ゅ われ,。 現行 の チ テレビ と は くら べべ も の に な ら な いく ら 
ぃ の 高 画質 が 得 ら れ ま す . 現在 実用 化 さ きれ て いる 高 画 
質 放送 に , 第 一 世代 の クリ アビ ジョ ン と いう の が あり 
ます が 。 現行 の チ テレビ と の 差 が 一 般 の 人 の 目 に は あま 
Mk お か り ま せん 。 し か し 。 ハイビジョン は 。 ほ と 
ん どの 人 々 が その 高 画質 を 認め ます . その ぐら い ハ イ 
ビジ ョ ン の ポテ ン シ ャ ル は 高い の で す . 

ハイ ビジ ョ ン の 開発 は 。 も う 20 年 以上 も 前 か ら 
NHK の 技術 者 を 中 心 に 進め られ て きま し た .。 その 間 , 
仕様 な どの 変更 が いく つか あっ た も の の 。 1987 年 7 
月 に 現在 の 方 式 が 放送 技術 開発 協議 会 (BTA) で 案 と 
し て 決ま り , 1990 年 5 月 に よう や く 国 際 無 線 通信 諸 
問 委員 会 (CCIR) 総会 で 勧告 化 さ ん れ ま し た . 

1985 年 の つく ば 科学 博覧 会 で 放送 きれ た も の は 現 
在 の 仕様 の 前 の 仕様 で , 一 般 に 科学 博 仕様 と いわ れ て 
KA 写 -。 

本 稿 で は , 現在 の ハイ ビジ ョ ン の 仕様 と し くみ を わ 
か りや すく 簡単 に 説明 し ます . 


< 表 1> 
NTSC 方 式 と 
ハイ ビジ ョ ン 


方 式 の 違い 


そ 
『 ン 
: 必 
< 
名 
アプ 』| 
と 
2 


人 よれ 7 二 守 1 
(? 吊 リラ っ | 
リラ | 


ハイ ビジ ョ ン の 特徴 





qs 現行 テレ ビ と の 違い 

現在 日 本 国内 で 使用 きれ て いる テレ ビブ 方 式 が 
NTSC 方 式 で ある こと は よく 知ら れ て いま す が 。 こ 
の NTSC 方 式 と ハイ ビジ ョ ン 方 式 の お も な 違い を 表 
1 に 示し ます 。 

ハイ ビジ ョ ン を 見 て まず 気がつく の は , 画面 の 縦横 
の 比率 の 違い で す 。 現行 テレ ビ が 3 : 4 な の に 対し て , 
26 座 攻 ジョ ン で は 9:16(1 : 1.78) に な り まず ず 、 

これ は 映画 の ビス タ ・ サ イズ (1 : 1.85) と ほぼ 同じ 比 
率 で す . また , 映像 の 細か さと いう 点 で は , 現行 放送 
の 約 5 一 6 倍 の 情報 量 を も っ て お り , 大 画面 で 見 て も 
粗 が 目立ち ませ ん 。 し た が っ て 。 近く で 見 る こと が で 
き , 視野 角 の 広い 横長 画面 は 臨場 感 で いっ ぱい で す . 

ハイ ビジ ョ ン 放 送信 号 は , 後 で 少し 説明 する 
MUSE と 呼ば れる 伝送 方 式 で 衛星 か ら 送 られ て きま 
す 。 この と き の 信 号 の 周 濾 数 帯域 は 8.1MHz に まで 
圧 さ きれ て いま す . 

現行 テレ ビ で は , 色 信 号 を 輝度 信号 の スペ クト ル の 
谷間 に 周波 数 イン タリ ー ブ し て 伝送 する の で 。 受像 機 
側 で の 完全 な 分 離 が 困 将 で 。 これ に 伴う クロ スカ ラー 
な どの クロ スト ー ク 妨害 が あり まし た 。 し か し 。 ハイ 
ビジ ョ ン で は ,。 色 信 号 と 輝度 信号 を 時 分 割 多重 する も 
の の 混合 は し な い の で ,。 コン ポー ネン ト 信 号 方 式 と 同 
様 と な り ま す .。 し た が っ て , 現行 放送 の よう な 問題 は 


0 の NTSC 方 式 ( 地 上 波 ) ハイ ビジ ョ ン 方 式 (MUSE) 


8 59.94Hz 60.00Hz 
6 4.2MHz 20MHz(Y 信号 ) 


SN FM 多重 方 式 DPCM 4 チャ ネル 方 式 


画面 高 さ の 約 7 倍 
約 10 度 


画面 高 さ の 約 3 倍 
約 30 度 


人 フィ ル タ の 種類 に より ある 条件 で 発生 する .| 時 分 割 多 重 方 式 に より クロ スト ー ク は 発生 
| あら ゆる 条件 で の 完全 分 離 は 困難 し な い 


0 受信 条件 に より プー スト が 発生 する 衛星 放送 に より プー スト は 発生 し な い 
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< 表 2>⑦ アナ ログ 信号 の 規格 






2 

基 2 00 浅 | 

5 | フィ ー ル ド 須 数 [memz 

| 6 | ライン 基数 。 [ssomz 
V 


プ ブラン キン グ ・ レ ベル (基準 レベ ル ) 
e Y,。GRB | 折 ピ ー ク ・ レ ベル 
信号 レベ ル | 同期 信号 レベル 



















黒 と プラ ン キ ング の レベ ル 差 
プラ ン キ ング ・ レ ベル (基準 レベ ル ) 


ピー ク ・ レ ベル 


同期 信号 レベ ル 


ーー ニー ニーーーーーーーー ニ ーーーーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー トー ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ここ 


黒 と プラ ン キ ング の レベ ル 差 















水平 プラ ン キ ング 幅 
垂直 プラ ン キ ング 幅 









《 図 1/ ツ % ハイ ビジ ョ ン 3 値 シ ンク ( 有 H) 









La | フロ ント ・ ポ ー チ |O.59=O03zs 1、1 
| p | 水平 同期 パル ス 
る | 


0.59 ょ 0.03 zs 
c | 水平 プラ ン キン グ | 


| 9 | クラ ンプ 期間 |1.19 よ 0.19 よ 0.05zs 
Le | 垂直 同期 バル ス |11.86=0.05zs 

99 6 
し | 映像 信号 振幅 。 |700mV = = | 


Y, Pa。 Pk 3 
R. G. B ) の 各 チ ャ ネル に 付加 され る . 









の 






同期 信号 の オー バシ ュー ト は 30mv 以下 
周波 数 は 33.750 kHz 10ppm 
と 規格 され て いる 


図 2 や? ハイビジョン の 垂直 ブラ ン キ ング 部 
垂直 ブ プラン キン グ 期 間 45H 分 





45H 517H 
5H 5H 35H 
el 120 訂 机 > 125 に eo OK あう 9 es 41H 


に | ドー565 ニ ドーG66ー ド 一 567ー サ ーー568 一 ドー569 一 = 


ー557 一 』 


1/2H 





垂直 基準 位相 


な く , 良好 な 映像 が 得 ら れ ま す . 

また , 音声 で も 現行 放送 は FM 多重 方 式 な の に 対 
し て ,。 ハイ ビジ ョ ン で は ディ ジタル 処理 方 式 な の で 。 
クリ ア で ダイ ナミ ッ ク な PCM サウ ンド が 4 チャ ネル 
で 得る こと が で きま す . 
g 放送 以外 で の 利用 方 法 

ハイ ビジ ョ ン は 映像 の 情報 量 が 多く , 高 画質 で ある 
た め 放 送 分 野 以 外 で の 使用 も 期待 され て いま す .。 例 と 
し て は , 医療 用 に 手術 の 模様 を 教育 用 と し て 記録 し た 
り , 印刷 の 分 野 へ の 利用 。 100--200 人 程度 の 小 ホ ー 
ル で の 映画 の 上 映 。 コン ピュ ー タ と リン ク さ せ て 絵画 


垂直 同期 信号 5H 分 


9 












な どの 静止 画 フ ァイル と し て の 利用 な ど な ど 。 夢 は 広 
が り ま す 。 


ハイビ ジョ ン の 信号 規格 





る アナ ログ 信号 の スタ ジオ 規格 

ハイ ビジ ョ ン の アナ ログ 信号 規格 の 伝送 規格 を 表 2 
に 示し ます . 

現在 使用 きれ て いる アナ ログ 信号 規格 は 。 BTA の 
S-001 と いう スタ ジオ 規格 に 準拠 する も の で す . 

ハイ ビジ ョ ン の 走査 線 の 数 は 1125 本 で 。 その うち 
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有効 走査 線 数 は 1035 本 で す . また , フィ ー ル ド 周 波 
数 は 60Hz ちょ うど で NTSC の よう な 2:1 イ ンタ レ 
ー ス 方 式 で 走査 し ます .。 

この 規格 で は , 映像 信号 を R, 選 , B の 原信 号 ま た 
は Y。Ps。Pk の 輝度 信号 と ふた つの 色差 信号 で 伝送 
する コン ポー ネン ト 信 号 伝 送 方 式 を 使用 する こと に な 
っ て いま す 。 

し た が っ て , 伝送 に は 基本 的 に 3 本 の 伝送 路 が 必要 
に な り ま す . 基本 伝送 方 式 に 2 タイ プ が 存在 する の は , 
利用 方 法 に より 都合 の よい ほう が 使用 で きる た めで す . 
放送 分 野 で は 色差 信号 を 用 いた 方 式 が , 印刷 で は 原色 
信号 を 用 いた 方 式 が 利用 さき され, 両者 に プラ イオ リティ 
は あり ませ ん . 

映像 信号 の 伝送 信号 レベ ル は 。 通常 NTSC 方 式 の 
よう に 7502 終端 で の 電圧 値 で 示し , 100 % レ ベル が 
700mV に な り ま す . 同期 信号 レベ ル の 先端 が 一 
300mV ある の で , 信号 全体 で は 1Vk-rz に な り ま す . 

同期 信号 の 形 は NTSC 方式 と は 少し 違い ます . 図 
1 に ハイ ビジ ョ ン で 使用 され る 3 値 同期 (3 値 シ ンク ) 
方 式 を 示し ます . 水平 同期 信号 の 基準 位相 は , 信号 の 
負 か ら 正 に 立ち 上 が る と き の ペ デス タル 電位 に な り ま 
ょ /、 

この 3 値 同期 の 方 式 は 。 ディ ジタル 信号 処理 を する 
と き な ど に 必要 な 正確 な 位相 を 得る の に 有利 で す . つ 
まり , 正負 に パル ス が あり 信号 が 多少 ひずみ を 受け た 


サン プル 数 / ラ イン 


サン プリ ング 構造 


と き で も 比較 的 安定 に ゼロ ・ ク ロス 点 の 基準 位相 を 得 
る こと が で きま す 。3 値 同期 信号 は , 三 つ の コン ポー 
ネン ト 信 号 す べ て に 付加 する こと に な っ て いま す . 
垂直 ブ プラン キン グ 期 間 は , 垂直 同期 信号 の 5H 分 を 
含ん で 各 フ ィ ー ル ド に 45H 分 ずつ あり ます 。 この よ 
うす を 図 2 に 示し ます . 基本 的 に は NTSC 方 式 と よ 
く 似 て いま す が , 垂直 基準 位相 が 明確 に され て いま す . 
な お , コン ポー ネン トト 信号 の た め ,。 NTSC 方 式 の 
よう な カラ ー・ バ パー スト は あり ませ ん (実は 科学 博 仕 様 
で は あっ た の で す が …)。 

色差 信号 の Ps。 Pk の 各 信 号 は 。 B 一 Y 信号 に 1/1. 
846 と R 一 Y 信号 に 1/1.442 を 掛け て 圧縮 する こと に 
より , 信号 レベ ル が 100 % の と き 1Vp_-g と な り ま す . 
ここ で ,。 NTSC 方式 の よう に 各 信 号 の 混合 関係 を 整 
理 し て お きま し ょ う 

まず , 使用 され る 白色 信号 の 色 度 座標 は CIE の 色 
度 図 上 で 

Dー65= ( ヶ 。y ァ ) = (0.313。 0.329) 
と な り ま す 。 この 値 は 。 NTSC 方式 より や や 暖か い 
色 と で も 表現 し まし ょ うか . この 座標 を Dー65 と 呼 
ん で いて 。 ヨー ロッ パ の テレ ビ な ど で 使 用 きれ て いる 
値 と 同じ で す 。 また 。 3 原色 の 各 座 標 は 

三 ( ヶ 。 了 ) 三 (0.150。 0.060) 

な (*。 yy) 三 (0.210。 0.710) 

KR 三 (*。y ヶ ) 三 (0.670, 0.330) 


G, B, R の サン プル 点 は た だ たがい に 一 致す る . また 輝度 信号 の サン プル 点 と も 重なる 。. 
G, B,、 KR また は 輝度 信号 Y Pa,。 Pa の サン プル 点 は それ ぞ れ の ライ ン の 奇数 番目 の サン プル 点 (1 番目 , 3 番目 , 5 番 


色差 信号 Pa, P。 


サン プリ ング 周波 数 


目 な ど > と 一 数 た る 。 
74.25MHz 
37.125MHz 
37.125MHz 


74.25MHz 
74.25MHz 
74.25MHz 


注 1) サン プリ ング 周波 数 の 許容 量 は 1125/60 スタ ジオ 規格 の ライ ン 周 波数 の 許容 値 
と 同じ と する . 


| 5 | 量子 化 法 ーー ト ま た は 10 ビッ ト と する 。. 


有効 サン プル 数 / ラ イン 


Ps 
2 アナ ログ ・ ビ デオ と ディ ジタル ・ ビ | 注 2) ディ ジタル ・ ア クティ ブ ・ ビ デオ の 後 端 か ら ア ナ ロ グ 水平 規準 位相 まで は 88 ク 
デオ の タイ ミン グ ロッ ク 期 間 と する . 


スケ ー ル は 0 か ら 255 で ある 。. 


ビデ オォ 信号 レ ベル と 上 位 8 ビッ ト 量 
子 化 レ ベル の 対応 


220 レベ ル を 割り 当て る . ペデ スタ ル を レベ ル 16 と し , ピー ク 白 レ 


G 
ベル を 235 と する . 信号 は と き お り レ ベル 235 を 超え る こと が で きる . B 0 
225 レベ ル を 割り 当て る . ゼロ ・ レ ベル を 128 と する . 





ュー ド 割 り 当 て 上 位 8 ビッ ト の 量子 化 レ ベル 0 お よび 255 は 同期 だ ご け に 用 いる . レベ ル 1 か ら 254 は ビ 
デオ に 使用 で きる . 
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と な り ま す 。 

ハイ ビジ ョ ン 信 号 を 色差 信号 方 式 で 伝送 か る と き の 
Y,。 Ps。 Ps の 各 信 号 の 方 程 式 は 。 3 原色 が ガン マ 補 正 
され た 後 の 信号 で 

Y=0.644G 十 0.279R 十 0.077B 

KRーY ニ テー0.644G 十 0.721R 一 0.077B 

BーY ニ テー0.644 な 一 0.279R 十 0.923B 
と な り ,。 伝送 時 に は R 一 Y,BーY の 各 信 号 を 圧 し て 

Pk 三 (Rー ヤ ) /1.442 

Ps (BーY) /1.846 
の 形 で 伝送 し ます . 

ガン マ 補 正 は , NTSC 方 式 同様 送信 側 補正 と な っ 
福 bx 本 9 

上 {((V 十 0.1115) /1.1115) "9 た だ し 。V=0.0913 

上 三 V/4.0 だ た だ し 。V< く 0.0913 

L : 再生 時 の 光 
V : 映像 信号 

この 関係 式 は , 理想 的 な ガイ ドラ イン と し て 規定 され 
で Vo ま まっ 
る ディ ジタル 信号 規格 

ハイ ビジ ョ ン の 映像 信号 は , その 高 画質 を フル に 活 


〈 図 3> 量子 化 規格 
100 % カラ ー・ バ ー 信 号 の 画面 イメ ー ジ 





ディ ジタル 量子 化 レ ベル 
( ) 内 は HEX 値 ノ 100% 白 レ ベル を 235 
10 ビ ピット 8 ビッ ト レベ ル に 合わ せる 


940 し で 
(3AC)  (EB) 













ペデ スタ ル ・ レ ベル 
ニ 黒 レベ ル 黒 レ ベル を 16 レ 


0 ベル に 合わ せる 
3 値 シ ンク の = 
負 の 部 分 は ク AO 
リッ プ さ れる ル に 合わ せる 
960 





2 





2 3 
512 128 
(200) (80) 
64 16 
(040) (10) 
の 
- デニ ーー デー デー ーー ーー ニー ーー ニー ニャー は ha 


(3CO) 


(F0) 






(200) (8@0) 
64 16 
(040) (10) 


黄色 を 16 レベ ル に 合わ せる 





用 する た め に , 信号 の ディ ジタル 伝送 化 が 主流 に な り 
つつ づつ あり ます 。 

この ハイ ビジ ョ ン 信 号 の ディ ジタル 化 の 規格 は 。 
CCIKR の Rec-601 と いう 規格 (通称 。 4 : 2 : 2) か ら の 
アッ プ バ パー ジョ ン と 考え る こと が で きま すず す 、 フイ ピ ジ 
ョ ン 信 号 の 輝度 (Y) 信 号 は , 公称 周波 数 帯域 幅 を 
30MHz と し 。 ディ ジタル で の 1H 当たり の サン プル 
数 を 2200 と し て いま す . Ps。P。 の 色 信 号 の 公称 周波 
数 帯域 幅 は 半分 の 15MHz と し て いま す . これ ら の 関 
係 を 整理 する と 表 3 に な り ま す . 

各 信 号 の 量子 化 規格 を 図 3 に 示し ます 。 量子 化 ビ 
ッ ト 数 に は , 8 ビッ ト と 10 ビッ ト が あり ます 。 現在 8 
ビッ ト は VTR な ど で 使 用 きれ て いま す . 10 ビット 
の 仕様 は , 現在 の と ころ 対応 する A-D コン バー タ の 
数 が あま りな く , ご く < 一 部 の 産業 用 機器 に だ け 使 用 さ 
れ て いま す . し か し , 近い 将来 10 ビッ ト 化 が 主流 に 
る ろ 。 

量子 化 レ ベル と 信号 の スケ ー ル は 。 図 3 か ら も 理 
解 で きる よう に CCIR Rec-601 規格 と 同じ よう な 取 
り 方 を し ます . 輝度 信号 の ペデ スタ ル ・ レ ベル は 16 
(64) レベ ル に 合わ せ 。 ハイ ビジ ョ ン で は ペデ スタ ル と 
黒 レ ベル を 同 レ ベル で 使用 し ます . 100 % レ ベル は 
235(940) レベ ル で 使用 し ます . 色 信 号 の ペデ スタ ル ・ 
レベ ル は 128(512) に 合わ せ ,。 これ を 基準 に 100 % 飽 
和 の と き 土 112(448) レベ ル に な り ま す . <( ) 内 は 。10 
ビ ピット の と き > 

BTA の 規格 に S-002( 案 ) と いう の が あっ て 。 これ 
ら の 規格 が 明記 され て いま す .。 また , この 規格 の 中 で 。 
映像 信号 と し て 使用 で きる 量子 化 レ ベル は 。1--254 (3 
て 1020) ま で と し て いま す 。 これ 以外 の 領域 は 。 タイ 
ミン グ ・ コ ー ド や 認識 コー ド と し て 使用 され ます 。 

伝送 方 法 は 。 各 信 号 と も パラ レル ・ ビ ッ ト の ECL レ 
ベル を 使用 し た バラ ンス 伝送 で 行い ます 。 線材 に は 。 
ジ シー ルド され た ツイ スト ・ ペ ア 線 を 使用 し ます . 

KR, G, B の 原色 伝送 の 場合 , この 3 組 の 信号 と ク 
ロッ ク (74.25MHz) で 伝送 し ます が , Y。P』。P。 の 場 
合 , Ps。 Ps の 信号 は , 時 分 割 多 重 し て Y と 同じ 
74.25MHz の クロ ッ ク ・ レ ー ト で 伝送 し ます .。 この 場 
合 は , 2 組 と クロ ッ ク に な り ま す 、 


MUSE 伝送 方 式 


人 @q 方 式 の 概要 

現在 放送 衛星 を 使用 し て 行わ れん て いる ハイ ビジ ョ ン 
の 実験 放送 は 。 MUSE と 呼ば れる 伝送 方 式 を 使用 し 
で 行 ら て いま ず 、 

MUSE (Multiple Sub - Nyquist - Sampling Encod- 
ing) 方 式 は , 現在 行わ ん て いる 衛星 放送 の チャ ネル を 
利用 し て ハイ ビジ ョ ン の 信号 を 伝送 する た め に 。TCI 
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(Time Compressed Integration) 方 式 と 帯域 圧 緒 技 
術 に より 実現 し て いま す . 

衛星 放送 の 1 チャ ネル の 周波 数 帯域 は 27MHz で す 
が , 衛星 か ら の 電波 が 地上 に た どり つく まで に は 非常 
に 微弱 な 電 濾 に な る の で , S/ に 強い FM 変調 方 式 
を 使用 する た め , 特性 よく FM 変調 で きる 信号 の 帯 
域 は その 約 3 分 の 1 程度 の 9MHz 程度 と な り ま す . 
9MHz の 限ら れ た 帯域 内 で ,。 広帯域 な ハイ ビジ ョ 
ン の 信号 を 伝送 する に は , 当然 , 信号 の 圧縮 技術 が 必 
要 に な り ま す . MUSE 方 式 の 信号 は 。 つぎ に 説明 す 
る よう な 技術 を 取り 入れ て , 音声 4 チャ ネル も 含め た 
全 信号 の 帯域 を 8.1MHz まで 圧 縮 し て いま す . 
以下 に MUSE で 使用 きれ る 技術 に つい て 簡単 に 説 
明 し ます 。 これ ら の 技術 は , 人 間 の 目 の 特 性 と, 映像 
信号 特有 で ある , 一 つの 画素 と その 回 り の 画素 の 相関 
が 強い こと を うま く 利 用 する こと を 前 提 に 考え られ だ 


も の で す . つま り , 人 間 の 目 の 弱 点 で ある 動画 に 対す 
る 解 像 能 力 の 弱き と , 色 成 分 に 対す る 細か い 識 別 能 力 
の 弱 さ ,。 終 め 方 向 の 解 像 能 力 の 弱き な どの 点 に つい て 
映像 情報 量 を 減ら し , 周波 数 帯域 を 圧 緒 し て いま す . 
4 は MUSE 信号 の 伝送 形式 を 示し た も の で す . 
人 @ 双 信 号 と 輝度 信号 の 時 分 割 多重 
MUSE 方 式 で は 。 ベー ス ・ バ ンド の 色 信 号 (Rー ヤ , 
BーY) を 周波 数 で 1/4 に 圧 縮 し て 。 さら に 線 順次 と い 
う 方 法 に より 1 ライ ン ご と に ーーY と BーY を 交互 
に 輝 度 信号 に 時 分 割 多重 し て 伝送 し ます . 
@ る 音声 の 時 分 割 多重 
音声 は , ベー ス ・ バ ンド の 垂直 プラン キン グ 期 間 に 
相当 する と ころ に PCM デー タ と し て 。4 チャ ネル 分 
が 時 分 割 多重 きれ て いま す . 音声 に つい て も ゃ 準 朋 時 圧 
縮 伸 長 DPCM 方 式 に より デー タ 圧 し て 1.35Mbps 
で 伝送 し ます . 


〈 図 4> MUSE 信号 の 伝送 形式 
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og グ は 区 そこ ん の と ち 圧 展 革 する 





奇数 ライ ン 


偶数 ライ ン 





ガー ド ・ エ リア 


交 度 信号 
同期 信号 
1 水平 走査 期間 
色 信 号 と 輝度 信号 は 時 分 割 多 


重 (TCI) され て いる . また 。, 
RY と BY は 線 順次 で 送る 


トン シス タ 投 術 
選 I ロ し 


@ オフ セッ ト ・ サ プサン プリ ング に よる 圧縮 

MUSE 方 式 で は 。 三 つの サン プリ ング 方 式 を 使用 
し ます 。 フレ ー ム 間 オ フ セ ッ ト 。 フィ ー ル ド 間 オフ セ 
ッ ト 。 ラ イン 間 オ フ セ ッ ト で す 。 図 5 に サン プリ ン 
グ ・ デ ー タ の 圧 緒 の よう す を 示し ます . 

1 回 の サブ プサン プリ ング で は , 単純 に デー タ 量 を 2 
分 の 1 に 減ら すこ と が で きま す . しかし, オフ セッ 
ト ・ サ ンプ リン グ の 場合 。 映像 の 静止 画 の 領域 と 動画 
の 領域 で は , 使用 で きる サン プリ ング 方 法 が 違っ て き 
ます 。 

つま り , 動画 な どの 場合 , 時 間 と と も に デー タ が 大 
きく 変化 する の で 。 フィ ー ル ド や フレ ー ム 間 の サブ サ 


ンプ ブリング は 映像 の ボケ を 生じ る の で 使用 で きま せん . 


まだ 静止 画 の と き , ライ ン 間 の 処理 を する と 解像度 の 
低下 が 目立ち ます . 


《 図 52 ぐ MUSE 信号 の サン プリ ング ・ パ ター ン 
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ee 
2 辻 
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し た が っ て ,。 これ ら 2 種 の サン プリ ング ・ パ ター ン 
を , 映像 の 動き 検出 に より 適応 的 な 切り 替え 処理 を し 
て いま す 。 まだ, カメ ラ の 微少 な 挿 れ や 。 ゆ っ くり し 
た パン (水平 移動 ) の 場合 , すべ て の 画素 に つい て の 動 
き と な り , 著しい 画質 劣化 が 生じ る の で 。 動い た 方 向 
へ の ベク トル 補正 に より 静止 画 処 理 が で きる よう 工夫 
され て いま す . 

以上 の こと か ら MUSE 方 式 で は 図 5 に 示す よ うに, 
48.6MHz の 原始 サン プル を 動き 適応 形 の サブ サン デ プ 
リン グ を 行う こと に より 。 16.2MHz の サン プリ ング 
に まで 圧 縮 し ,。 い っ た ん D-A コ ン バ ー タ に より 
8.1MHz の アナ ログ 信号 に な お し て 伝送 し ます 。 

MUSE 信号 を デコ ー ド し 。 も と の ハイ ビジ ョ ン 信 
号 に 戻し た と き の 解 像 度 は , 輝度 信号 が 静止 画 領域 で 
は ほぼ 原始 サン プル に 等 し く 20MHz 程度 (水平 解 像 

度 600 本 強 ) が 得 ら れ , 動画 で は 12MHz 程度 
と な り , また 終 め 方 向 の 解像度 は な く な っ て し 
まい ます . 

実際 の MUSE 信号 の 実用 化 で は 。 受信 側 で 
の サン プリ ング ・ ク ロッ ク の 再生 が 重要 な ポイ 
ント に な り ま す .。 クロ ッ ク の 位相 が うま く 管 理 

できない と 十分 な 画質 が 得 ら ちら れ ませ ん . 

MSE 方 式 で は ,.3 値 シ ンク を ライ 2 才 
に 反転 きせ る 方 法 と , 信号 の 中 に 基準 クラ ン 
プ ・ レ ベル を 送り , これ を 元 に 信号 に クラ ンプ 
を か け , シン ク の 正確 な 基準 位相 を 検出 し や す 
くし て いぶ ます 。 

まだ た だ, この シン ク は 。 ベー ス ・ バ ンド の と き 
と 違い , 量子 化 レ ベル の 半分 (8 ビッ ト の 場合 
128 レベ ル ) を 中 心 に 付加 する こと に より ,。 FM 
変調 で の 伝送 時 の 周波 数 偏 移 を 広く 取り S/ 
改善 を 狙っ て いま す . 

また だ た, FM 変調 時 S// 改善 の 目的 で 使用 さ 
れる エン ファ シス 処理 は 。 ノン リニア な も の を 
使用 し , 効果 を 高め て いま す 。 


MUSE 信号 放送 を 


現行 テレ ビ で 見 る 





MUSE 信号 は 通常 ハイ ビジ ョ ン の ベー ス ・ バ 
ンド 信号 (Y。Pg。 Pk) に デコ ー ド され ます が 。 
信号 の 性 質 上 比較 的 簡単 に NTSC 方 式 に 準 ず 
る 信号 に 変換 する こと が で きま す 。 この 機器 に 
は ,。 現在 一 部 の メー カ ヵ カ で 発売 さん れ て いる 
MUSE-NTSC コン バー タ 。 ま た は 。 これ を 内 
蔵 し た テレ ビ が あり ます . 

MUSE 方 式 の 信号 を NTSC テレ ビ で 楽し な 
と き , 音声 に 関す る ディ ジタル 処理 は ハイ ビジ 
ョ ン と まう つが だく 操 じ で か 0 De22ERSEI 
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MUSE 信号 の A 一 D 変換 まで は , 同じ 回 路 と な り ま 
す . 

NTSC 信号 へ の 変換 時 , 映像 の 情報 量 よ り も 回 路 
の 簡単 化 , ローコスト 化 を 考え た 場合 。 比較 的 簡単 な 
ディ ジタル 技術 で NTSC の 放送 レベ ル の 画質 が 得 ら 
衝 ま す 。 

ここ で ,。 いち ば ん 問題 に な る の が 画面 の アス ペク ト 
比 で す . 現行 の 3:4 の アス ペク ト 比 で 9 : 16 の ハイ 
ビジ ョ ン を 見 る に は 上 下 を ブラ ンク に する なか,。 横 を 切 
り 取 っ て し まう か の どちら か に な り ま す . 前 者 の 場合 。 
垂直 解像度 が 低下 し , 後者 の 場合 は 見 えな ぃ い 部 分 が で 
きま す 。 

また , フィ ー ル ド 周 濾 数 の 微少 な 差 も 問題 に な る こ 
と が あり ます . ハイ ビジ ョ ン の フィ ー ル ド 周 波数 は 
60HZ ちょ うど で ,。 NTSC 方 式 は 59.94Hz で す .。 その 
差 は , わずか に 1000 枚 に 1 枚 程 度 で す が 。 NTSC 方 
式 で の 輝度 信号 と 色 信号 の 周波 数 イン タリ ー プ ブ が 成り 
立た を なくなり 。 ノ ンス タン ダー ド な 信号 に な り ま す . 
と の だ た だめ, クリ アビ ジョ ン な ど で 使 用 きれ る 3 次 元 
Y/C 分 離 回 路 な どの 性 能 が 十分 に 発揮 で きま せん . 

MUSE-NTSC コン バー タ は 。 テレ ビ に 内 蔵 し て コ 
ン ポ ボー ネン ト 処 理 の まま 使用 する ほう が 有利 に 思い ま 
す . また , 近い 将来 実用 化 さ きれ る は ず の 第 2 世代 の ク 
リア ビジ ョ ン ( ア スペ クト 比 が ハイ ビジ ョ ン に 同じ ) で 
は 。 相性 の よい 機器 に な る で し ょ う . 


現在 の ハイ ビジ ョ ン 機 器 





現在 まで (1991.10) に 発売 され て いる ハイ ビジ ョ ン 


トノ シバ タ 投 術 


っ ピ ビビ コレ 
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N0g3 
特集 回 路 デ ザイ ナ の た め の PLD 最 新設 計 法 


PLD の プロ グラ ミン グ 法 か ら PAL ラ イタ の 製作 まで 


順序 回 路 の 基本 を 理解 し よう 
順序 回 路 で 作る DRAM コ ント ロー ル 回 路 
順序 回 路 で 作る 実用 アプ リケーション 

PAL の プロ グラ ミン グ 仕 様 と PAL ラ イタ の 


機器 は 放送 用 が 主流 で , 民生 機器 用 は 大 型 モ ニタ と 
MUSE デコ ー ダ 。LD(Laser Disk) プ レー ヤ ぐ らい し 
か あり ませ ん . 

その ひと つ ひ と つの お 値段 は 普通 乗用 車 1 台 が か る 
く 買 えて し まう ぐら いし ます 。 

VTR に 関し て は , 放送 用 は ディ ジタル VTR が 主 
流 で す が , その テー プ の 消費 量 が 非常 に 多く , 民生 機 
器 で は 実用 的 で あり ませ ん 。 民生 機器 の VTR は 。 
MUSE 信号 を アナ ログ 記録 する タイ プ が 試作 きれ て 
ゅ いま す 。 し か し な が ら 。 まだ まだ 実用 化 と いう レベ ル 
で は な いよ う で す .。 LD は ベー ス ・ バ ンド 記録 の も の 
と MUSE 信号 記録 の 2 タイ プ が 実用 化 き ん れ て いま す 
が 。 記録 時 間 の 点 で 問題 が あり , 映画 を 1 枚 の ディ ス 
ク に 納め る に は まだ 少し 時 間 が か か り そ う で す . 

し か し , 半導体 技術 を は じ め ハ イ ビ ジ ョ ン 技 術 は 確 
実に 進化 し 。 また , 低 価格 化し て いま す . 

放送 面 で も NHK を 中 心 に 民放 各局 。 番組 製作 会 社 
な ど が ハイ ビジ ョ ン 機 器 へ の 設備 投資 を 始め て いま す . 
現在 は まだ 実験 放送 で 。 1 日 の 放送 時 間 も 限 られ て い 
ます が 。 近い うち 1 日 中 放送 きれ る よう に な り ,。 いつ 
で も ハイ ビジ ョ ン が 楽し め る よう に な る で し ょ う 。 


副 参考 ・ 引 用 * 文 献 家 
1) エレ クト ロニ クス ライ フ 1990 年 1 月 号 。「 ハ イイ ビジョン の 
すべ て 」 企画 / 構 成 藤原 正雄 
(2)* 放送 技 術 開 発 協議 会 規格 。 1125/60 高 精細 度 テ レビ ジョ ン 方 
式 スタ ジオ 規格 ,。 BTA S-001。 BTA S-002( 案 ) 
(3*NHIK テレ ビ 技 術 教科 書 ( 上 )。 p.84, 日 本 放送 協会 編 , 日 本 
放送 出版 協会 
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わた し た ち が 普 段 な に げ な く 見 て いる テレ ビ も 。 よ 
く 見 る と いろ いろ な 効果 (エフ ェクト ) が 使用 きれ て い 
る こと わか り ま す . と くに コマ ー シ ャ ル な ど で は 。 最 
新 機器 の エフ ェクト が 使用 きれ て いる よう で す 。 

家庭 用 ビデ オ ・ ム ー ビ ー が 普及 し て ビデ オォ 撮影 は 簡 
単に で きる よう に な り ま し た . さら に , 最近 の 技術 進 
歩 に より 。 驚く ほど 映像 が きれ い に な り ま し た . 

し か し , 撮影 し た ビデ オ ・ テ ー プ を わた し た ち が 見 
て いる テレ ビ の よう に 編集 し よう と する と 。 な か な か 
難し い 問 題 が あり ます . 

ビデ オ の 編集 は 半分 あき ら め て いる 方 も いら っ し ゃ 
る の で は な いで し ょ うな か 。 

し か し , ビデ オォ 編集 に だ ん だ ん 凝っ て し まっ て 。 テ 
レビ 放送 並み と は いか な く て も ,。 少し で も 近い も の に 
仕上 げ て 作品 の 品位 を あげ よう と する ビデ オ ・ マ ニア 
の 方 も 多い と 思い ます 。 

ここ で は , ビデ オ 編 集 の 基礎 の ノウ ハウ , 応用 に い 
だ る まで を わか りや すく 説明 し た いと 思い ます 。 お も 
に どん な 機器 を どの よう に 使用 し た ら よ いか を 解説 し 
ま ず 、 

まだ た, 本 誌 に も ビデ オ 編 集 に 威力 を 発揮 する ビデ 
オ ・ エ フェ クタ が いく つか 紹介 きれ て いま す 。 さら に 。 
現在 市 販 さ きれ て いる 比較 的 手ごろ な 編集 機器 も いく つ 
か 紹介 し ます の で 参考 に な れ ば と 思い ます . 


編集 の 専門 用 語 を 理解 し よう 





ビデ オ 編 集 の 世界 で も や は り 専 門 用 語 が いく つか あ 
り ま す . この 専門 用 語 も 人 や 場所 に よっ て 多少 言い 方 
が 違う 場合 も あり ます が , 代表 的 な も の を いく つみ ヵ か 説 
H 月 し ます 。 

る アセ ンプ ブル 編集 と イン サー ト 編 集 

ビデ オォ 編集 に は 大 きく わけ て ,。 アセ ンプ ブル 編集 と イ 
ン サ ー ト 編集 が あり ます 。 

アセ ンプ ブル 編 集 は 一 つ 一 つの カッ ト (映像 シー ン ) を 
つなぎ 合わ せ て 編集 し て いき ます . 

イン サー ト 編 集 は ,。 ベー ス と な る 映像 の うえ に 必要 
な カッ ト を すげ 替え る よう に 編集 し て いき ます 。 両者 
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は 一 見 同じ よう に 思わ れ ま す が 。 目的 に 応じ て 使い 分 
け を し な いと , と くに 家庭 用 の VTR を 使用 し て ビデ 
オォ 編集 を 行っ た 場合 。 編集 の 途中 で ノイ ズ が 入っ た り 。 
同期 が 乱れ た りす る こと が ある の で 注意 が 必要 で す 。 
両 編 集 方 式 の 大 き な 違 い は , VTR に 記憶 する コン 
トロ ー ル 信号 (垂直 同期 信号 に 同期 し た 信号 ) を 。 映像 
信号 と いっ し ょ に 新た に 記録 する か ,。 そう し な いか で 
ず 。 

記録 する ビデ オォ 信号 に 同期 し た コン トロ ー ル 信号 を 
新た に 記録 する の が アセ ン ブ ル 編 集 の 特徴 で 。 すでに 
記録 され て いる コン トロ ー ル 信号 に 映像 を 同期 きせ て 
記録 する の が イン サー ト 編 集 で す . 

アセ ンプ ブル 編 集 で は , 過去 に 記録 きれ て いた 映像 信 
号 の 同期 を 無視 し て 記録 する た め ,。 アセ ン ブ ル が 終了 
し た あと の 映像 と 。 アセ ンプ ブル し た 映像 の つなぎ 目 に 
は 同期 信号 の 連続 性 が な く な り ま す . 

この た だ ため, 映像 が 流れ ,。 ほとん どの VTR で 映像 の 
な い ノ イズ の ブラ ンク 部 分 が で て し まい ます 。 ま た 。 
音声 トラ ッ ク も 新た な 信号 が 記録 きれ る た め 。 過去 の 
音声 は 消え て し まい ます 。 し た が っ て 。 アセ ンプ ブル 編 
集 を 始め た ら 最 後 ま で アセ ン ブ ル 編 集 を する 必要 が あ 
り : ま 「 有 。 

イン サー ト 編 集 で は , 過去 に 記録 きれ た コン トロ ー 
ル 信 号 に し た が っ て 記録 さき れ ま す . この 場合 。 同期 信 
号 の 連続 性 が 保 た れる (変化 し な い ) の で ,。 映像 の つ な 
ぎ 目 は スム ー ズ に 行わ れん ます 。 し か し , イン サー ト 編 
集 で は , 過去 に 記録 きれ て いる 信号 が 安定 な も の で あ 
る こと が 条件 で , 同期 信号 の 不 連続 性 や な に も 記録 さ 
れ て いな い 部 分 へ の イン サー ト 記 録 は で きま せん 。 
また , 音声 は 映像 信号 と は 別に イン サー ト す る 。 レ 
な い を 選択 で き ,。 あら か じ め 記 録 し て いた 音声 に あわ 
せ て 映像 を 編集 する こと も で きま す . これ と 反対 の ケ 
ー ス で ,。 で き あ が っ た 映像 に あと か ら 音 声 を 追加 編集 
する こと を アフ レコ (アフ ター・ レ コー ディ ング ) と 呼 
ん で いま す 。 

以上 の よう に , アセ ン ブ ル 編 集 と イン サー ト 編集 は 。 
その 使用 目的 に 応じ て 使い 分 け を し ます 。 た と えば 。, 
旅行 な ど で い ろ い ろ な 所 を 撮影 し た テー プ を 30 分 に 
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(写真 1> 電子 テロ ッ パ VW-KT300 (松下 電器 ) 


まとめ て 編集 し た い 場 合 。 必要 な と ころ を アセ ンプ ブル 
編集 で つない で 。 あと で 必要 に 応じ た タイ トル 画 な ど 
を イン サー ト 編 集 し た り , アフ レコ で ナレ ーション を 
入れ たり …。 

最近 の 家庭 用 VTR は , 性 能 や 機能 が アッ プ し て い 
て 。 ほとん どの VTR で フラ イン グ ・ イ レー ズ ・ ヘ ッ ド 
(回 転 ・ 消 去 ヘ ッ ド の 通称 ) が 採用 きれ る よう に な り , 
比較 的 きれ いな 映像 の インサート 編集 が で きる よう に 
な り ま し た 。 し か し , 家庭 用 VTR の フラ イン グ ・ イ 
レー ス ・ ヘ ッ ド の 消去 能力 は ,。 フル イレ ー ズ ・ ヘ ッ ド 
(テー プ 全 部 を 消す 固定 消去 ヘッ ド の 通称 ) に は お よ ば 





< 写真 2> 漢字 ビデ オ ・ タ イト ラ XV-J770( ソ ニー, 左 ) 


ず , アセ ン ブ ル 編 集 の ほう が 映像 が きれ いな 場合 が 多 
いよ うな ず ・ 
⑱$ キー イン グ っ て な に 
ベー ス と な る 映像 に , も う 一 つの 映像 を 合成 する こ 
と を キー イン グ と いい ます 。 キー イン グ の 代表 的 な も 
の に ,。 スー パー イン ポー ズ や クロ マキ ー な ど が あり ま 
スー パイ ン ボ ポー ズ は 文字 や CG( コ ンピュータ ・ グ ラ 
フィ ッ ク ) な どの 映像 を 合成 する こと を いい ます . 
クロ マキ ー は , ある 単 一 な 色 背 景 部 ( 青 や 緑 が 多 く 
使用 きれ る ) の 前 に キー イン グ す る 映像 と な る も の を 


ビデ オ 編 集 て は 選 端 子 と ビデ オ 端 子 の ご どちら を 使っ た ら よ いか 


S 端子 の 付い て いる VTR や 周辺 機器 を 使用 する 
合 , 通常 の ビデ オォ 端子 を 使用 する 場合 に くらべ, 
あき ら か に ら 端 子 に よる 編集 の ほう が 画質 が きれ 
ゅ いで す 。 と くに 。 何 台 も の 周辺 機器 を つない だ 場合 
や ダビ ング を 繰り 返し た 場合 、 そ の 差 は は っ きり わ 

2 る あう に か が なり D ます 、 

ビデ オ 編 集 す る と き , S-VHS や Hi8 方 式 の 
VTR で は ら S 端 子 が 使用 で きま す . この S 端 子 の 信 
号 は , 輝度 信号 と 色 信号 が 別々 に 伝送 で きる よう に 
作ら れ た も の で , この 伝送 方 式 の 最大 の ヌメ リット は , 
輝度 信号 と 色 信 号 の クロ スト ー ク 妨害 に よる 画質 劣 
化 が 発生 し な いこ と で す . 

家庭 用 VTR で は ,。 テー プ 上 に 輝度 信号 と 色 信 号 
を 別々 の 方 式 で 記録 し ます . この た め ,。 VTR に コ 
ジン ボ ジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 の 形 で 入力 し た 場合 VTR 
内 で 分 離す る こと に な り ま す . 

VTR に よる ダビ ング 編集 時 。 ビデ オォ 信号 を 使用 
し て 編集 する と , 輝度 信号 と 色 信 号 の 分 離 (Y/C 分 
離 ) と 混合 が 繰り 返し 行わ れ , 画質 劣化 が 目だっ て 
きま す 。 具体 的 に は 垂直 方 向 へ の 色 落 ちや , 色 に じ 
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み , クロ ス ・ カ ラー な ど が 大 きく な り ま す 。 

S 端子 に よる 編集 で は 不 必要 な Y/C 分 離 を 行わ 
な いた だ ため, これ ら の 発生 を 最小 限 に する こと が で き 
まま 

まだ た だ た, 編集 で 使用 する 周辺 機器 の な か に は ,。 コン 
ポジ ッ ト ・ ビ デオ 信号 を コン ポー ネン ト ・ ビ デオ 信号 
に 変換 し て 処理 する も の が あり (TBC な ど ), これ 
ら の 入出 力も S 端 子 と 通常 の ビデ オォ 端子 で は , あ 
きら か に 画質 に 差 が で ます . 


《 図 A> S 端 子 (ソニ ー, SLV-R5) 
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< 写真 3 ビデ オ ・ タ イト ラ JX-T800( 日 本 ビク ター) 


置き , 色 背景 部 に 別 の 映像 (風景 な ど ) を キー イン グ す 
る こと を いい ます 。 

テロ ッ プ 文字 を スー パイ ン ポ ー ズ する に は 。 それ な 
り の 機器 が 必要 で す . ひと 昔 前 の テロ ッ パ は 白黒 カメ 
ラ を 使用 し た も の で , 手書き の 文字 を 撮影 し て 。 これ 
か ら キー 信号 を 発生 きせ 。 スー パイ ン ポ ー ズ し て いま 
し した? 


現在 で も 放送 局 で は この 方 式 が 根強く 残っ て いま す . 


理由 は 手書き で し か で き な い 書体 が ある た めで す . 

し か し , 最近 家庭 用 VTR の 編集 用 に 10 万 円 前 後 
で か な り 高 等 な こと が で きる 電子 テロ ッ パ が 発売 され 
て いま す 。 

代表 的 な も の に , 文字 品位 の よい 松下 電器 の VW- 
KT300。 メモ リ ・ カ ー ド が 使用 で きる ソニ ー の 又 V- 
J770, 手書き 入力 で 文字 変換 可能 な ビク ター の 本 又 - 
T800 な ど が あり ます . 





〈 写 真 4> AV ミキ サ XV-Z10000( ソ ニー) 


天気 予報 な ど で よ く < 使用 され る クロ マキ ー は 。 放送 
機器 で は 標準 的 な 機能 で す が , 家庭 用 VTR と カメ ラ 
で この 効果 を 作ろ うと する と 。 ち ょ っ と 難し いか な と 
いっ た 感じ で す . 

ゅ いち ば ん 安い 機器 で も 70 万 円 ( ソ ニー, XXV - 


.Z10000 に 付い て いる ) も し ます . 


久 映像 を ワイ プ す る っ て 

ふた だ た つの 映像 を 車 の ワイ パ が 拭く よう に 切り 替え る 
こと を ワイ プ ず る と いい ます 。 で の と きだ の 直 あ な 
形 で 切り 替え て いく か に よっ て 効果 が 違っ て きま す . 
この 効果 選択 の こと を ワイ プ 波 形 を 選択 する と いい ま 
す 。 渡 形 の 基本 的 な も の に , 縦 械 き 。 横 拭き 。 ウィ ン 
ドウ , コー ナ 。 丸 な ど が あり ます . 

ワイ プ の バリ エー ショ ン に は 。,。 映像 の 切り 替わり 目 
を ソフ ト に ぽか し た ソフ ト ・ エ ッ ジ や 。 エッ ジ 部 に 特 
定 の 色 を 付け る ボー ダ と 呼ば れる も の が あり ます . ま 
だ た だ, エッ ジ 部 に 音声 な ど に より 水平 また は 。 垂直 に 変 
調 を か けた モジ ュ レ ーション と 呼ば れる 効果 も あり ま 
局 。 

映像 を ワイ プ す る と き ,。 ワ イプ 波形 の 発生 その も の 





は 特別 複雑 な も の を 除い て そん な に 難し く は あり ませ 
ん が 。 絶対 的 な 条件 と し て 二 つ の 映像 が 完全 に 同期 し 
て いる こと が 必要 で す . 

この こと は 。 家庭 用 の VTR や カメ ラ だ け で は 不可 
能 で 。 TBC( タ イム ・ ベ ー ス ・ コ レク タ ) や FS( フ レー 
ム ・ シ ンク ロナ イザ ) と 呼ば れる 機器 が 必要 で す . 
最近 の ディ ジタル 式 の TBC は 。 ES 機能 も 付い て 
いて , その 価格 も か な り 安 く な っ て きま し た . 家庭 用 
VTR に も TBC 内 蔵 と いう も の も あり ます が 。 映像 
の 揺らぎ や ひずみ 補正 を 目的 に し た も の で , 外部 か ら 


の 信号 と 同期 で きま せん . 同期 結合 の こと を GEN- 
LOCK する と いい ます 。 

最近 , 家庭 用 VTR で も 使え て ,。 TBC と ワイ プ な 
どの エフ ェクト 機能 を 合体 きせ た AV ミキ サ と 呼ば 
れる 機器 が 発売 さき され て いま す 。 代表 的 な 機器 に ツイ ン 
TBC 搭載 で 。 映像 の スラ イド な どの 効果 も 得 ら れる 
ソン ニー の %V-Z10000 や 。 低 価格 で も ディ ジタル ・ エ 
フェ クト 機能 の 多い 松下 電器 の VW-VE300(27 万 円 ) 
な ど が あり ます 。 

前 者 は クロ マキ ー も 付い て か な り 本 格 的 で す . 後者 


業務 用 VT 日 と 家庭 用 VT 日 . な に が 違う の 





VTR な どの 映像 音響 機器 は , 放送 用 。 業務 用 , 
家庭 用 の 3 タイ プ に 大 きく 分 類 で きま す 。 これ ら の 
_ 違い は いろ いろ あり ます が ,。 一 般 消費 者 か ら み る と 
その 価格 の 違い に 驚か され ます 。 

近年 。 放送 用 VTR(1 イ ンチ CC フォ ー マ ッ ト 。 
D2,。 ベー タカ ム SP な ど が 主流 で 。 ほとん ど が ソ 
ニー 製 ) が 安く な っ た と いっ て も 。 家庭 用 の 100 倍 
近く ,。 業務 用 VTR(S-VHS の エディ ティ ング ・ マ 
シン が よく 《 使 われ , 松下 電器 製 。 ビ クタ ー 製 が 主 
流 ) で は 10 倍 近い 価格 で す . 

これ ら の VTR の 違い は , 耐久 性 。 信頼 性 。 精度 が 
大 きく 違い ます . 画質 的 に は 。 放送 用 が 群 を 抜い て 
よい の で す が , 業務 用 と 家庭 用 で は 大 差 あ り ま せん . 

業務 用 VTR の 需要 が 多い の は ブラ イダ ル 産 業 で 
結婚 式 , 披露 宴 の 撮影 編集 に よく 使用 され ま す . ま 
た , 学校 や 企業 の クラ ブ で も 使用 され て いま す . 

放送 用 VTR は さて お いて ,。 業務 用 VTR と 家庭 
用 VTR の 違い に つい て 少し 説明 し て お きま す . 

業務 用 と 家庭 用 の VTR で , その 価格 が 10 倍 も 
違う の に , 画質 に 大 差 が な い の は 納得 が いか な いと 


< イラ スト A> 
家庭 用 VTR と 
業務 用 VTR 
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考え る 人 も 多い よう で す が 。 これ は 。 価値 観 の 問題 
だ と 思い ます 。 

業務 用 機器 は , これ を 使用 し て お 金儲け を する こ 
と を 前 提 に 考え て いる の で 。 そう 簡単 に 故障 な どの 
トラ ブル が 発生 し た の で は 困っ て し まい ます 。 また 。 
一 日 中 稼働 する こと も 珍し く な い の で , 耐久 性 も 要 
求 さ きれ ます . 

また , 編集 時 その 精度 と 機能 が 問題 に な る 場合 が 
あり ます . まず 精度 で は 。 家庭 用 VTR で は 。 ご 
一 部 の 機器 を 除い て か な り い いか げん で 。 第 1 
フィ ー ル ド と 第 2 フィ ー ル ド の 連続 性 も 無視 され ま 
す 。 し た が っ て 。.。 た だ た また ま 。 編集 ポイ ント で 同じ 
フィ ー ル ド が 続く と ,。 一 時 的 な スキ ュー・ ジ ャ ンプ 
が 発生 し, 画面 上 部 で 画像 が 少し 曲がり ます 。 

し か し , 業務 用 で は , 土 1 フレ ー ム の 精度 の 編集 
と フレ ー ム ・ サ ー ボ 機能 に より 。 確実 な 編集 が で き 
ます 。 

また 。 エディ ティ ング ・ コ ント ロー ラ や 電子 編集 
機 を 使用 する こと に より ,。 フレ ー ム 単位 の 高 精度 編 
集 が 簡単 に で きま す . 


業務 用 VTR と 家庭 用 し VTR な と = か * 避 う 
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< 写真 5? ディ ジタル AV エフ ェ ク タ VW-VE300 (松下 電器 ) 


は TBC が 一 つ し か 搭載 され て いな く 主 側 の 映像 に 同 
期 乱れ が 生じ る と 従 側 の 映像 も 乱れ て し まう 欠点 が あ 
り ま す が 。 な ん と いっ て も この 低 価 格 は 魅力 で す 。 

これ ら の AV ミキ サ は 音声 の ミッ クス な どの 機能 
が あり ,。 実際 の 編集 作業 で 使い や すい も の に な っ て い 
0 
但 DVE っ て な に 

DVE, DME,。 DPE, DVP と 呼ば れる 機器 は 。 す 
べ て ディ ジタル 信号 処理 に より 映像 に いろ いろ な 効果 
を 与え る 機器 の 略称 で す . ちな み に , それ ぞ わ 日 本 電 
気 。 ソニ ー, 東芝 , 松下 電器 の 各社 の 製品 に 使わ れ て 
ゝ ます . 

これ ら の 機器 は イメ ー ジ 効果 と 呼ば ん る エフ ェクト 
が よく 使用 きれ , も っ と も 基本 的 な フリ ー ズ (静止 画 ) 
や モザ イク 。 ペイ ント ,。 拡大 縮小 、 回 転 。 反転 な ど 効 
果 に 使用 きれ ます . 値段 も 機能 に より さま ざま で , 高 
いも の で は 数 億 円 も し ます . 





アア アガ ーー 8 
Ady 。 7 っ 


人 人 拓 





〈 写 真 6> 3 次 元 DME DME-450( ソ ニー) 


最近 の 効果 の 流行 は , 3 次 元 的 な 動き を も っ た も の 。 
つま り ,。 立体 感 の ある 動き の も の が よく 見 受け られ ま 
す 。 ペー ジ め くり や 。 立体 的 な 回 転 な ど が あり ます . 

アマ チュ ア の マニ ア が ちょ っ と 背伸び を し て 購入 で 
きる 3 次 元 の DME に ソニ ー の DME-450 (120 万 円 ) 
が あり ます . 動き の スム ー ズ さや 効果 時 の 画質 と いう 
点 で , 放送 画質 に は ちょ っ と お よび ませ ん が 。 この 価 
格 で 3 次 元 は お 見 事 で す . 


編集 機器 の 接続 て と ダビ ング 





ビデ オ 編 集 の 基本 は ダビ ング で す .。 つま り 。 カ メラ 
で 撮影 し た 映像 の 不要 な 部 分 を カッ ト し て 必要 な 部 分 
を つなぎ 合わ せる こと が 基本 で す 。 

家庭 用 を 含む アナ ログ 方 式 の VTR で は 。 ダビ ング 
に よる 画質 劣化 が か な ら ず 発生 し ます . また ,。 効果 を 
得る た め に 接続 する 周辺 機器 で も 多少 の 画質 劣化 が あ 
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も ぃ グ ' 同 孝 / 人 な S-VHS , 曲 [8 こう 幻 VHSZ" / こ Z 困 


呈 工 


則 


-ーーーーーーーーーー 
向 ーー ニーーー 





ます 。 

編集 時 に 大 切な こと は 。 い か に ダビ ング の 回 数 を 減 
ら す か と ゆい うこ と と 。 不 必要 な 周辺 機器 は 接続 し な い 
こと で す .。 その だ た め に は , 編集 前 に 綿密 な 編集 計画 を 
練り , 効率 よく 作業 する こと が 大 切 で す . 
@ ダビ ング で 画質 の 劣化 は どの くら い 

家庭 用 VTR で の ダビ ング に よる 画質 劣化 に は ば ら 
上 0950 本 は つき り レ だ こと は いえ ませ ぜん が "る S 
-VHS や Hi8 で 2^ー-3 回 。 VHS クラ ス で は は 12 回 と 
MS の CD (9 。 


吊 


| 


| 


央 人 


も ちろ ん 使用 する 機器 や , 使用 条件 に よっ て 大 きく 
左右 され ます 。 基本 的 に は 。 録画 し た VTR で 再生 し 
て ダビ ング する の が いち ば ん よい と 思い ます 。 この 場 
合 , 互換 の ずれ に よる 画質 劣化 (ジッ タ や や S/) が 最 
小 限 に な り ま す . 

ダビ ング 時 に 芽 BC を 使用 する と 信号 が 安定 し , 画 
質 劣 化 を 抑え る の に 効果 が あり ます . TBC は 同期 信 
号 部 を そっ くり すげ 替え る た め 。 同期 信号 の 不安 定 に 
より 発生 する 色 流 れ や ジッ タ と いっ た 画質 劣化 を ダビ 
ング に より 累積 する の を 防げ ます . 


家庭 用 ハー ビー て きれ い が だ 映像 を 撮影 する コツ は 





近年 の 家庭 用 ムー ビー は その 画質 が すばらし く よ 
く な っ て きま し た 。 操作 も 簡単 に な り , だ れ で も 
ファ イン ダ を の ぞ け ば 撮れ る くら い に な っ て いま す 。 

じ か が し じ 。 が が で G も か ん で も る オート に な っ て し まい 。 
これ を 過信 し た 失敗 が ある の で は な いで し ょ うか. 

た と えば, 夕暮 れ 時 を 撮っ た つも り が 昼間 の よう 


に 撮れ て し まっ た だ とか,。 ピン ト が 撮り た いも の と 違 
う も の に 合っ て し まう と か , 結婚 披露 宴 で の キャ ン 
ドル ・ サ ービス を 撮っ た ら 新 婦 が 真っ 白 に な っ て し 
表 e2 の の の 5。 

これ ら は 順に 。 オー ト ・ ホ ワイ ト ・ バ パラ ンス 。 オー 
hs フォ ー カ メス 。 オー ト ・ ア イリ メス を 過信 し た た め に 
起こ っ た 失敗 で す 。 

ゅ いく ら よ い 機 材 を 使用 し て も 。 オー ト は 万 能 で は 
あり ませ ん 。 必要 に 応じ て 手動 で 行っ た ほう が よい 
よう で す 。 これ ら の 撮影 の コツ を 説明 し まし ょ う . 

まず , オー ト ・ ホ ワイ ト ・ バ ラン ス は 。 前 例 を の ぞ 
ぃ いて 。 ほとん どの 場合 オー ト で よ いと 思い ます . 
前 例 の よう な 場合 は , 手動 の 野外 用 に する と 夕暮 れ 
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の よう に 赤 っ ぽく な り ま す . 

オー ト ・ フ ォ ー カ ス は 。 基本 的 に ファ イン ダ の 中 央 
部 に ピン ト が 合い ます . ズー ム を 使用 し て 撮影 する と , 
手 プ レ な ど に より 中 央 の 被写体 が 動く と それ に 応じ て 
Ez も ふら ふら し ます 

また だ た, フォ ー カ ス と ズー ム の 関係 で は 。 ワイ ド 側 で 
は あま り ピ ント が 気 に な ら な い の に 対し て ,。 アッ プ に 
39800K ント が シビ ピア に 問 り まあ つろ まり 、。 ズ ス ズーム 
アッ プ に する の で は な く 。 被写体 に 近づい て アッ プ に 
し た ほう が 確実 で す . 楽 を し て いて は いい 撮影 は で き 
計 の た レン 。 

どう し て も ズー ム で アッ プ に する 場合 は , 三脚 を 用 
意 し て 手動 で 合わ せる よう に し ます . 

アイ リス (絞り ) は , 野外 撮影 な ど 通 常 の 場合 オー ト 
で よい の で す が 。 前 例 な どの 場合 。 周囲 の 明る さ に 対 
し て ,。 被写体 が た い へ ん 明る い の で アイ リス が 画面 全 
体 の 平均 値 に 合っ て し まい ます 。 つま り ,。 画面 の 中 で 
明る い 部 分 と 暗い 部 分 の 面積 の 多い ほう が 優先 され ま 
3 に 。 


トド フン シス タ 投 術 
し 


ら ど 戸 選 民 


ここ で 。 再生 側 の VTR の トラ ッ キ ング 調整 を 忘れ 
て は いけ ませ ん 。 最近 は , 自動 トラ ッ キ ング の VTR 
が 多い よう で す が , 万 能 と いう わけ で あり ませ ん の で 
念 の た め 。 
@ 周辺 機器 の 接続 に ノウ ハウ が ある か 

テロ ッ パ な どの 周辺 機器 を 編集 で 使用 する 場合 
出力 を た だ つなぐ だ け で よさ そう な も の で す が 。 実際 
に は 。 ちょ っ と し た ノウ ハウ が あり ます . 

まず ,。 いく つも の 周辺 機器 を つなぐ 場合 , その 効果 
の プラ イオ リティ を 考え る 必要 が あり ます 。 つま り 。 
どの 効果 の 上 に どの 効果 を か さ ね る か に よっ て 。 で き 
あがり の 効果 が 違っ て きま す . 

また だ 。 周辺 機器 に よっ て は 。 画質 劣化 の 避け られ な 
いも の が あり ます 。 カラ ー・ コ レク タタ な ど は 。Y/C 分 
離 や カラ ー の デコ ー ド 。 エンコード 処理 に より か な り 
の 画質 劣化 が 生じ ます 。 ま た, ディ ジタル 機器 で も A 
-D。D-A コン バー タ に よる 劣化 や 。 S/ の 悪化 が 問 
題 に な る 場合 が あり ます . ビデ オォ 編 集 に 必要 の な いも 
の は 接続 し な い ほ うぷ が 無難 で す 。 

モニ タク の 接続 は , 2 台 用 意 で きる 場合 は 再生 側 と 記 
痕 側 の 両方 に 1 台 ず つ 接 続 で きる と ベタ ー で す が 。 1 
台 し か 用 意 で き な い 場合 は 。 か な ら ず 記録 側 に 接続 し 
ます 。 この と き , 再生 側 の 信号 も 同じ モニ タ TV に 
接続 する と 。 信号 の グラ ウン ド が ルー プ を し て し まい 。 
使用 する 機器 に よっ て は 思わ ぬ ト ラブ ル に な る こと が 
あめ り 表す 。 


この よう な 場合 に きれ い に 撮 る コツ は 。 撮り た いも 
の を いっ た ん アッ プ に し て 。 そこで アイ リス を 固定 さき 
せ , それ か ら 意 図 す る 画面 まで 引き ます . 

また , 部 屋 の 中 で の 撮影 の と き は, で きる だ け 小 型 
の パッ テリ ・ ラ イト を 使用 する よう に し ます 。. 最近 の 
ムー ビー は 邊 光 灯 の も と で も きれ い に な っ た と は いえ 。 





< イラ スト B> 
オー ト 機 能 を 過信 
し て は いけ な い 


@ 実際 の 編集 作業 で 注意 する こと は 

実際 に ビデ オォ 編集 を し た こと が ある 人 は わか る と 思 
いま す が ,。 な か な か 思っ た よう に 編集 で き な い の が 実 
状 で は な いか と 思い ます . 

ビデ オ 編 集 を 上 手 に 行う に は まず 。 段取り を ちゃ ん 
と 整え て か ら 実 行 に 移す よう に し ます ,。 どの テー プ の 
どの へ ん に どう いっ た シー ン が 記録 きれ て いる か メモ 
し て 構成 を 考え て いき ます . 

実際 に 作業 を する と き は 。 再生, 記録 と も ち に ポー ズ 
を か け て いる 時 間 を で きる だ け 減 ら す よう に 要領 よく 
作業 し ます . と くに 家庭 用 ビデ オ で は 。 ポー ズ 時 の テ 
ー プ ・ ダ メー ジ が 大 きく 。 大 切な オリ ジ ナ ル ・ 芝 寺 診 本 
働 を つけ て し まう こと も あり ます 。 

編集 ポイ ント の 正確 な つなぎ に は 少し 熟練 を 必要 と 
し に 壮 た 

し か し , 最近 の 編集 対応 の VTR は 。 シン クロ ・ エ 
ディ ッ ト 機 能 が 充実 し て いて 一 つの 編集 コン トロ ー ラ 
か ら 2 台 の VTR を 自由 自在 に 操 れ , 指定 し た ポイ ン 
ト を 少な ぃ い 誤差 で きれ い に つ な いで くれ ます 。 マニ ュ 
アル 操作 で 編集 する と き は 。 何 回 も 練習 し て コツ を 覚 
える 必要 が あり ます . 

この と き 。, 再生 側 の VTR スタ ー ト を 編集 し た い ポ 
イン ト よ り 数 秒 前 の シー ン か ら ス ター ト さ せる よう に 
し ます 。 これ は , テー ジ 走 行 を 安定 に する た めで 。 い 
き な り だ と 編集 ポイ ント が うま くつ な が ら ず 。 同期 乱 
れ を 起こ す 場 合 が ある の で 注意 が 必要 で す . 


や は り ラ イト を 使用 し て の 撮影 に は か な いま せん . 
暗く て 写ら な いか ら ラ イト を 使用 する の で は な く 。 
色 を きれ い に 撮る た め に ライ ト を 使用 する の で す . 
ライ ト を 使用 する と ピン ト 合 わせ も ラフ に な る の で 。 
ビン ボケ が 少な く な り 一 石 二 鳥 で す . 


オ ゴー ト 機 能 ぇ 過信 / < 
いけ ナジ が 71 
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編 東 雑記 


編集 部 か ら 





人 で 今回 は ビデ オォ 信号 処理 の 特集 で 
す 。 ビ デオ の 特集 に あたり , つぎ の 
こと に 留意 し まし た . 

① ビデ オォ 信号 の 仕組 み に つ いて , 

あと の 記事 が 理解 で きる よう に 詳し 
く 説明 する . 

⑧② アナ ログ 信号 で の ビデ オォ 信号 加 
工 機 ( 応 用 機器 ) の 製作 記事 を 中 心 に , 
負 作 記事 を た くさ ん 載せ る . 

③ ビデ オォ 信号 の ディ ジタル 化 処理 
に つい て , その 理論 , 手法 な ど を わ 
か りや すく 説明 し , ディ ジタル 処理 
の 特長 を 活か し た 製作 記事 を 入れ る . 
W@ ディ ジタル 画像 圧 緒 , ディジ タ 
ル 画像 伝送 な どの ディ ジタル 画像 処 
理 技術 に つい て も 採り 上 げた か っ た 
の で す が , これ は 次 回 の 画像 処理 技 
術 の 特集 に 残し て お く こ と に し ます . 
ホロ グラ ム を 利用 し た 立体 テレ ビ や , 
液晶 テレ ビ な ど 。 この 分 野 で の エレ 
クト ロニ クス 技術 は いち ば ん 進歩 の 
速い 。 活気 の ある 分 野 だ と 思い ます . 
代 その ほか , 次 世代 の 高 品位 テレ 
ビ 。 ハ イ ビ ピジョン に つい て も 紹介 し レ 
まし だ た, 記事 の な か に NTSC 信号 
と の 違い を 簡単 に まとめ た も の を 用 
意 し て あり ます . 11 月 25 日 は ハイ 
ビジ ョ ン の 日 と いう の だ そう で す が 
(走査 線 数 (1125 本 ) か らき て いる ), 


次 号 の お 知ら せ ( 2 月 29 日 発売 ) 
特集 技術 者 の た め の 電 子 回 路 作 成 
マニ ュ ア ル 


11 月 か ら NHK で 試験 放送 が 始ま 
っ て いま す 。 ま ず 。 街角 テレ ビ ( 昭 
和 40 年 代 の プロ レス 中 継 を 思い 出 
し ます ) と いう 感じ か ら 出 発する の 
で し ょ うか 。 現在 の ハイ ビジ ョ ン ・ 
テレ ビ は ちょ っ と 高級 な 自動 車 1 台 
分 の 値段 な の で , 個人 で 手 に する こ 
どら 栖 でき 人 がい でしょ う 。 

@ 普通 の テレ ビ に 接続 する MUSE 
デコ ー ダ は 10 万 円 くち いで 購 天 で 
きそう な の で ,。 いち お う 放 送 内 容 く 
らい は 見 れる 幸運 な 方 も いら っ し ゃ 
る の で は な いか と 思い ます . 

@ 特集 全体 の 構成 は , 第 11 章 ま で 
は アナ ログ 信号 で 処理 で きる 応用 例 
で す 。 基本 的 な 事項 と し て , ビデ オォ 
回 路 で 使わ れる 部 品 に つい て , まず 
解説 し まし た . 第 12 章 以 降 は ディ 
ジタル 処理 を する ビデ オ 信 号 処 理 回 
路 例 で す 。 ディ ジタル 系 の 1C は 変 
遷 が 激しく 。 1-2 年 も すれ ば 廃品 
種 に な っ て し まう も の も あり ます 
(た い が い ,。 3 チッ プ 構 成 が 1 チッ 
プ 構 成 に な っ た り , 画質 向上 の た め 
の チク ラッ クタ を 付加 じ だ た り )。 し た 
が っ て 。 2 っ 3 年 後に は が ら っ と 違 
っ た だ TI じ が テレ ビ ・ セ ッ ト に は 採用 さき 
れ て いる で し ょ う 。 し か とし 。 蔵本 的 
な 動作 は 代わ りな い の で , 処理 の 過 
程 を 理解 する の に 参考 に し て くだ さき 
し ゝ 。 


@ 特集 の 最後 に , 家庭 用 の ビデ 
オ ・ カ メラ で 提 影 し だ ビデ オデ テープ 
を 編集 する た め の 編 集 機器 を 紹介 し 
まし た . これ ら の 編集 機器 を 使っ て , 
上 手 に ビデ オォ 編集 する コツ を 覚え て 
くだ さい 。 

人 @ 今回 は カラ ー の 口絵 も 用 意 し ま 
し た, カラ ー・ コ レク タ を 使っ た 処 
理 を カラ ー 写 真 で 紹介 し た か っ た か 
ら で す 。 ここ で 本 に する 工程 を 少し 
紹 f し て み ま す 。 カ ガラ ー・ テ レビ の 
映像 を リバ ー サ ル ・ フ ィ ル ム で カメ 
ラ 取 り し , 印刷 する た め の 工 程 ( 写 
真 は その 濃 さ き に より ドッ ト の 点 に 分 
解す る 。 これ は , カラ ー の 場合 。 赤 。 
緑 , 青 の 三 つの 色 で 同じ こと を す 
る ) を と お り ま す . この 分 解 の 出来 / 
不 出来 と , 光 の 三原 色 と イ ンク の 三 
原色 の 違い に より , 色 再 現 性 に 差 が 
出 ま す . 参考 程度 に みて くだ さい . 

人 g 表紙 の イラ スト も 今回 か ら コ ン 
ピュ ー タ (マッ キン トッ シュ ) を 使っ 
た も の に 代わ り ま し た . い まま で も , そ 
の 画風 か ら コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ 
ックス で は な いか と 思わ れ た 方 も 多 
ゅ いこ と で し ょ う 。 実際 は トラ ンジ ス 
タ 技 術 SPECIAL No.30 ま で は エア ・ 
ブラ シ と いう イン ク を 弘 吹 き の よ う 
に 吹き つけ る 道具 で 書い て いた の で 
す . どちら が 効率 が いい か は 作者 に 聞 
ゅ て みな いと わか り ま せん が 。 ( 楠 ) 
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分 野 別 の 回 路 設 計 事例 集 で す . 「 実 
用 電子 回 路 ハ ンド ブッ ク 」 の 最新 版 
を めざし ます . 増幅 回 路 , 演算 回 路 , 


電 話 


曽 業 部 : 03(5395)141 

東京 0-10BB5 

神戸 一 夫 

浦 生 良治 

⑥ CQ 出 版 株 式 会 社 1996 (定価 は 表 四 に 表示 し て あり ます ) 


変換 回 路 。 フィルタ 回 路 , 発振 回 路 , 
09602 レン 一 補 sa 居 沈 加 グ ・ マ マルチ 


振 替 
発行 人 
プレ クサ , リミッタ 回 路 , 電源 回 路 , 編集 人 
高周波 回 路 。…。 分野 分 け は 変更 す 


る か も し れ ま せん . 
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199Z 年 ] 月 1 日 発 行 印刷 ・ 製 本 三 晃 印 刷 株 式 会 社 
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郵便 は が き 
: 料金 受取 人 払 


豊島 局 承認 ] 7 U 
9233 


R 
に し 王手 攻 。 攻 。 攻 。 ま 。 攻 まま 用 まま ま 。 攻 。 攻 。 胡 。 胡 - 


: 差出 有効 期 間 
' 30 日 まで (受取 人 ) 


ラ ソ ツ リー ター ズ | ンー 
222 し 
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資料 請求 カー ド ら . Nd | 


カー ド 有 効 期限 : 1992 年 2 月 末日 迄 


資料 請求 カー ド 記 和信 法 





専門 誌 の 広告 は 重要 な 技術 情報 で びす 。 その 


記 
四 和 人 | | | | WWW 隊 | pp)。))。 | | カー ド の 利用 て 、 大 ながら に し て 


手元 に 届き ます 。 ゼ ぜひ 有効 に ご 活用 下さい 。 

oO 必 ず 全 項目 に ご 記入 下さ い 。 

Oo 姓名 ・ 勤 務 先 ・ 電 話 番号 ・ 住 所 は 所 定 の 
様式 通り 1 枠 ご と に 書き 入れ て 下さ い 。 

Oo 会 社名 は 株 式 会 社 な ら ば (株 )、 有 限 会 社 
は ( 有 )、 財 団 法人 は ( 財 ) と 略し 社名 を 書 
いて 下さ い 。 

o 生 年 月 日 は 西暦 で 書い て 下さ い 。 

O 当 カ ー ド は 登録 する こと が で きま す 。 ま 
ず 全 項目 に ご 記入 の 上 投 画 下 さい 。 当社 
より 登録 完了 は が き が 到着 し ます 。 

O 当社 請求 カー ド の 会 員 番号 が ある 方 は 、 
会 員 番号 ・ 姓 名 ・ 生 年 月 日 の 記入 で すみ 
ます 。 ま ん た 会 員 番号 を お 持ち で 登録 内 容 
に 変更 が ある 方 は 変更 箇所 を 上 記 の 他 に 
書い て 下さ い 。 

o 役 職 ・ 職 種 ・ 専 門 分 野 ・ 業 種 ・ 従 業 員 数 
は 下記 の 該当 する 番号 を 記入 し て 下さ い 。 


1 三 新規 
2 = 登録 済 た さい め 】、IC1 H 
3 = 登録 内 容 の 変更 . ky に rw ユー トー 


eewwwaeeeeeeeneeeweweewwewweeeeeeeeeweeweweeeweweeeee まま まま まま まま まま 





役職 所 用 部 門 
| 1 . 一 般 職 1 . 研究 ・ 開 発 部 門 

2 . 主任 職 2 . 設計 ・ 技 術 部 門 
3 . 係長 職 3 . 生産 ・ 生 産 管 理 部 門 
4 . 課長 戦 4 . 保守 サー ビス 部 門 
5 . 部 長 次 長 職 5 . その 他 の 技術 部 門 
6 . 役員 職 6 . 営業 部 門 
7 . 経営 者 7 . 購買 ・ 資 材 部 門 
8 . 教職 ( 小 、 中 、 高 校 ) 8 . 総務 ・ 経 理 部 門 
9 . 教職 (大 学 、 専 門 学校 ) 9 . 人 事 ・ 教 育 部 門 
10. 専門 職 ( 弁 護 士 ・ 医 師 ・ 会 計 士 等 ) 10. 経営 部 門 
99. その 他 99. その 他 
担当 分 野 に に) 
1 . コン ピュ ー タ (ハー ドウ ェ ア ) 技 術 | . 建設 ・ 不 動産 
2. コン ピュ ー タ (ソフ トト ウェア) 技術 2 . 金融 ・ 保 険 
3 . 半導体 ・ デ バイ ス 技 術 3 . 化学 ・ エ ネル ギー 
4 . 電子 回 路 技 術 4 . 鉄鋼 ・ 金 属 
5 . 計測 ・ 制 御 技術 5 . 機械 ・ 精 密 機 器 
6 . 通信 関連 技術 6 . 電子 機器 ・ 部 品 
7 . 物性 ・ 材 料 7 . 輸送 用 機器 ・ 運 輸 
8 . 機構 設計 8 . その 他 の 製造 . 
9.. シス テム エン ジニ アリ ング 9 . 商社 ・ 拓 売 
10. 検査 ・ 品 質 管 理 I0. 通信 ・ 情 報 
Il. 医師 日. 情報 処理 

[人 12. 経営 管理 I2.、 その 他 の サー ビス 

・! 13. 商工 サー ビス I3. 政府 公共 機 問 

* 1 14. 教職 14. 学校 ・ 研 究 所 ・ 病 院 

・ 15. 学生 Il5. 農林 ・ 水 産業 

99. その 他 99. その 他 
征 業 員数 
1 . 10 人 以下 5 . 50! 人 一 !000 人 
2 . 日 人 一 50 人 6 . I00! 人 一 5000 人 、 
3. 5! 人 一 IO00 人 7 .~500! 人 一 !0,000 人 
4 . IOI 人 一 500 人 8 . 10,.00! 人 以上 
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IP90C51 は 、 ウ ィ ン ド ウ ク リ ッ ピ ング (area of 
interest)、 フ レー ム メ モリ アド レス の 生成 、 背 景 
処理 、2 値 化 、3 値 化 等 、 画 像 デー タバ ス に 必要 な 
イン ター フェ ー ス 機能 を 1 チッ プ 化 し た LSI で す 。 
較 ウ ィ ン ド ウ ク リ ッ ピ ング 機能 _@8bit 画 像 デー 
タ 処 理 @ プ ログ ラマ ブル な 背景 処理 @ ク リッ ピン 
グ 領域 の 2 値 化 、3 値 化 一 フレ ー ム メモ リア ドレ ス 生 
成 機能 一 イネ ー ブ ル 端子 に よる ピク セル 毎 の デー 
制御 最 高 動作 周波 数 @fmax 三 36MHz 


イメ ー ジ デー タバ ス 
コン トロ ー ラ (IMBC) 


IP90C51 











IP90C01 は 、 画 像 処理 に 頻繁 に 用 いら れる 濃淡 ヒ 
スト グラ ム 処 理 を 、 最 新 の CMOS プ ロ セ ス と 、 高 
速 回 路 技 術 に より 1 チッ プ に 実現 し た LSI で す 。 


圏 ヒ スト グラ ム 処 理 機能 @8bit 画 像 濃 深 デー タ の ヒ 
スト グラ ム 処 理 @ 処 理 可能 画像 領域 プ 1023※ 
1023 @ ワ ン シ ョ ッ トク リア プ ヒ スト グラ ム デ ー タ の ワン ショ 
ッ ト ク リア 較 最 高 動 作 周波 数 *fmax 三 50MHz 

圏外 部 イン ター フェ ー ス  @16bit バ ス に よる 汎用 イン 
ター フェ ー ス  @ ワ ー ド 単位 の デー タ 読 み 出 し 可能 
20bit デ ー タ の 上 位 ワ ー ド 、 下 位 ワ ー ド 選択 (DS1、DS 
0 端子 に より 選択 ) 


ヒス ト グ ラ ム 処理 
LSI(HIST) 


IP90CO1 





本 格 的 画像 処理 を パソ コン で 
パー ソナ ル ・ イ メー ジ バ イ ザー は リア ル タ イ ム 処 理 を めざし た コン パ 
クト で 使い 勝手 の 良い 画像 処理 解析 装置 で 、 下 記 の 用 途 に 最適 で す 。 


e 応用 シス テム の アル ゴリ ズム 検証 画像 処理 の 入門 機 
e R&D で の 画像 処理 と 解析 その他 FA 検 査 用 等 





資料 請求 No.3 
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最大 512X512 の 処理 範囲 で 水平 方 向 、 垂 直方 向 の 
投影 処理 (プロ ファ イル 処理 ) を リア ル タ イ ム で 
実行 し 、 内 部 の メモ リ に 格 納 し ます 。 

較 プ ロフ ァイル 処理 機能 8bit 画 像 濃 深 デー タ の プ 
ロフ ァイル 処理 内蔵 メモ リ 18bitX512X2 @ ピク セ 
ル 単 位 の マス キン グ 処 理 機能 @ ノン イン ター レー スン 
イン ター レー ス 対 応 、 較 最高 動作 周波 数 @fmax 三 36 
MHz 較 外 部 イン ター フェ ー ス  e8 ン 16bit CPU 対 
応 _@ カス ケー ド 接 続 に より 処理 範囲 拡張 可能 


新 製品 
プロ ファ イル 処理 
LSI(PROJ) 


IP90CO5 





屋 住友 金属 工業 株 式 会 社 


シス テム 事業 推進 部 営業 総括 室 
〒540 大 阪 市 中 央 区 北浜 東 2-16( 日 刊 工業 新聞 社 ビル ) 
TEL.06-*942-@00 # FAX.06- 942-8101 
十 108 東京 都 港 区 国生 -36( 三 田 日 東 ダイ ビル ) 
TEL0334768849 FAX.03-5476-9801 


eo 


e 0 0《⑫000N08 み 
脅 ボ ー タ フル タイ フ 
』 $801GP (75MIIZ) 


Ftetma [ 還 コ | 日 本 バイ ナリ ー 株 式 会 社 
TI50 東京 都 渋谷 区 渋谷 ど -1 7/-d 南 塚 ビ ピル 
TEL.( 〇 3) コ スロ フ - 紀 フ 選 1( 代 表 ) 
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